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● 5月・6月のリポート提出の締切・
 6月の試験日程／
 メディアスクーリング試験（会場試験）

● 夏期スクーリング

● 奨学金（各種募集）・
 日本学生支援機構奨学生「在学届」の
 提出および「在学猶予願」の申請
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Schedule
5月 6月 7月

1 月 閉 木 土 閉

2 火 閉 金 日 閉

3 水/祝 閉　　 土 閉　 月

4 木/祝 閉　 日 閉 火 　

5 金/祝 閉　 月 水

6 土 閉 火 木

7 日 閉 水 金

8 月 木 　　 土 閉

9 火 　　 金 日 閉

10 水 土 閉 月

11 木 日 閉  6月 ⓉⓂ 火 　

12 金 月 水 9月卒業者最終リポート
締切（書道リポート含む）

13 土 閉  火 木

14 日 閉  5月 Ⓣ 水 金

15 月 6月受験科目
新規リポート締切 木 土 閉

16 火 金 日 閉  7月 ⓉⓂ
17 水 土 閉  Ⓖ 月/祝 閉

18 木 日 閉 火

19 金 月 7月受験科目
新規リポート締切 水

20 土 閉 火 木 春期スクーリング終了
前期メディアスクーリング終了

21 日 閉 水 金

22 月 木 土 閉

23 火 金 日 閉

24 水 土 閉  月

25 木 日 閉 火

26 金 月 水

27 土 閉  Ⓖ 火 木

28 日 閉  水 金

29 月 木 土

30 火 リポート締切 金 日 閉  

31 水 月

発行月 7 日までに郵送されない場合は、中央印刷事務器株式会社内・法政大学通信教育部教材発送係（TEL：03-3265-4857）
まで、必ずご連絡ください。問い合わせは発行月の 8 日以降とし、法政大学通信教育部の学生である旨を伝えてください。
なお、『法政通信』は発行月の前月中旬に大学登録住所への発送手続きを行っています。前月中旬以降に住所変更の手続き
をした場合は旧住所宛に発送しますので注意してください。

◉『法政通信』の未着について◉

※新型コロナウイルス感染症の状況
により、Schedule も変更の可
能性があります。最新の情報は
法政大学通信教育部 Web サイト
で確認してください。（ ）閉 事務室閉室

Ⓜ メディアスクーリング試験

Ⓖ 学習ガイダンス（オンライン）
Ⓣ 単位修得試験

Ⓢ スクーリング
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法 通政 信 5
May 2023

全
　
学
　
部
　
共
　
通

連絡事項 学習ガイダンス（オンライン形式）のお知らせ　②／在学生アンケートの実施　③ 2

リポート・
単位修得試験

単位修得試験（会場試験）に係る新型コロナウイルス感染症対策　④／ 5 月・6 月のリ
ポート提出の締切・6 月の試験日程　④／単位修得試験会場　⑥／メディアスクーリング
試験（会場試験）について　⑥／ 2023 年度卒業予定者および科目等履修生の最終リポー
ト提出締切日・試験　⑦／ 2023 設題の訂正　⑦／再提出のリポート作成時の注意　⑦／
2020 年度以前の設題で再提出評価を受けているリポートについて　⑧／通信学習科目「教
育方法論」科目廃止スケジュール　⑧

4

スクーリング

スクーリング単位について　⑨／スクーリング受講に際して特別な配慮を希望する方へ　⑨
／メディアスクーリング試験（会場試験）について　⑩
夏期スクーリング　⑫／日程表　⑫／夏期スクーリングについて　⑬／履修申請から受講ま
での流れ　⑭／手続きの詳細　⑮／履修申請上の注意　⑯／抽選あり科目一覧　⑯／登録
完了から受講開始まで　⑳／教職課程について　⑳／夏期スクーリング試験の受験資格お
よび成績評価の要件について　㉑／スクーリング試験について　㉑／通学に関する手続き
について　㉑／各種証明書申請について　㉒／スクーリング出席依頼状について　㉒／学
生証・裏面シールの再発行について　㉒／時間割　㉓／シラバス　㉙／使用テキスト一覧　
�／宿舎の紹介　�

9

教　　材 通教テキスト・指定市販本・リポートノートの訂正について　 101 ／『通信学習シラバス・
設題総覧 2023』の訂正　 101 101

学生生活

2023 年度 法政大学通信教育部奨学金 募集要項　 102 ／ 2023 年度 法政大学通信教育部村
山務奨学金 募集要項　 103 ／ 2023 年度日本学生支援機構奨学生について（貸与型）　 104 ／
日本学生支援機構奨学生「在学届」の提出および「在学猶予願」の申請について　 105 ／令和
5 年度大学等奨学生採用候補者（給付奨学金が予約採用になっている方のみ対象）へ　 105 ／
高等教育の修学支援新制度：日本学生支援機構奨学金（給付型）と授業料・入学金減免　 105

102

学　　費・
諸手続き

夏期スクーリング通学証明書について　 107 ／学生旅客運賃割引証（学割証）の申請　 108 　 107

学部ごとのお知らせ
●法学部　 109 　●文学部　 109 　●経済学部　 109 　●教職課程　 109

109

学生会だより 111

巻末
2023年度夏期スクーリング履修申請書／法政大学通信教育部第四種郵便提出用表紙
／通信教育部宛名シート

2023 年 5月号
No.568（通号No.839）
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連
絡
事
項

学習ガイダンス（オンライン形式）のお知らせ
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）

　Web 会議システム Zoomを利用したオンライン形式による学習ガイダンス（卒業生による学習体験の座
談会と学部別グループ相談会）について、以下のとおりです。
　新入生はもちろん、在学生の方も参加可能です。昨年も多数の参加者がありました。

1．開催日時・形式等

開催日時 開催形式 内容
5月 27日（土）
13：00～ 15：00

Web 会議システム「Zoom」を使用した
オンライン形式※

卒業生による学習体験の座談会
卒業生への学部別グループ相談会

※インターネット環境や使用機器の確認等、各自で必ず事前準備を行ってください。

2．内容
（1）卒業生による学習体験の座談会

参加者から事前に受け付けた質問に対する
回答を中心とした、卒業生による座談会を
実施します。

（2）卒業生への学部別グループ相談会
法学部、文学部、経済学部に分かれてグルー
プ相談会を実施します（Zoom のブレイク
アウトルームを使用します）。

3．募集人数
約 100 名
参加申込者が多数の場合、参加者数を調整す
る場合があります。

4．講師
法政大学通信教育部校友会（通友会※）に所
属する通信教育部卒業生
法学部卒業生
文学部卒業生
経済学部卒業生
※法政大学が設置する卒業生組織である一般
社団法人法政大学校友会のパートナー組織
のひとつとして、2020 年 3 月 1 日に設立さ
れた通信教育部の卒業生組織です。入学説
明会・学習ガイダンス等でご支援をいただ
いています。

5．申込方法
参加を希望する方は、Web 学習サービス
「Information」にてお知らせする参加申込
フォームより申し込んでください（事前質問
も受付）。折り返し、事務局より「Zoom」ミー
ティングのログイン情報をWeb 学習サービ
ス「大学からのお知らせ」に掲載します。
（1）�Web 学習サービス「Information」に参

加申込フォームのURLを掲載
4月 25 日（火）

（2）�参加申込フォームから申し込み（事前質
問の受付）
4月 25 日（火）〜 5月 9日（火）15：00

（3）�事務局より参加者へWeb学習サービス「大
学からのお知らせ」に「Zoom」ログイン
情報・ガイダンス後アンケートフォーム
URLを掲載
5月 25 日（木）

■連絡事項
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在学生アンケートの実施
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6370（学籍担当）

　通信教育部の今後の教育・運営などの参考にさせていただくことを目的に、通信教育部に対する満足度
や学習活動などについてアンケートを実施いたしますので、ご協力をお願いします。

1.　実施時期
2023 年 3 月 1 日〜 5月末（予定）

2．アンケート回答方法
Web 学習サービスへログイン→その他各種申
請→申請を行う　から入力

Web 学習サービス
https://ceportal.hosei.ac.jp/campusweb
※ �Web 学習サービスのログインパスワード
が不明の場合は、『学習のしおり 2023』p.146
を参照して、パスワード発行の申請をして
ください。
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リポートについてのお問い合わせ先 TEL：03-3264-6578（学生担当）
単位修得試験についてのお問い合わせ先 TEL：03-3264-6565（学生担当）

■リポート・単位修得試験
単位修得試験（会場試験）に係る新型コロナウイルス感染症対策

　2023 年度より、新型コロナウイルス感染症対策におけるマスクの取扱いについては、以下の通りといた
します。

1．法政大学市ヶ谷キャンパスで受験する場合
基本的には個人の判断を尊重しますが、当面の間はマスクの着用を推奨いたします。

2．法政大学市ヶ谷キャンパス以外で受験する場合
上記「1. 法政大学市ヶ谷キャンパスで受験する場合」に準じますが、試験会場の方針でマスクの着用が
義務付けられている場合があります。
マスクの着用が義務付けられている会場で受験予定の方には、受験票発送日にWeb 学習サービスを通
じてその旨をお知らせします。
試験当日はマスクを必ずご持参の上、監督者の指示に沿ってマスクを正しく着用した状態で受験してく
ださい。

※�特別な事情によりマスクの着用が困難な場合には、試験日の 1週間前までを目処に必ず学生担当に連絡
し、受験可能か確認してください。
※�今後、新型コロナウイルスの感染状況が想定を超えて悪化した場合には、上記方針を変更する場合があ
ります。
　変更が生じた場合には、通信教育部Web サイトにて周知しますのでご確認ください。

5 月・6 月のリポート提出の締切・6 月の試験日程

※�受付締切時間：受付締切日（提出箱投函 16：00/ 郵送必着）厳守
※�郵送の場合は、日程に余裕をもって郵送してください。2021 年の郵便法改正に伴い、配達日の繰り下げ
が発生しています。郵便上のトラブルが原因でも締切日までに届かない場合は無効になります。
※リポート受付期間以外は受け付けませんので提出前には必ず受付期間を確認してください。

● 5 月・6 月リポート締切日
リポート提出受付期間

備考 添削リポート
返却時期（目安）受付開始日 受付締切日

4月26日（水） 5月15日（月）・�6月単位修得試験受験のための新規リポート・試験登録票提出締切 7月下旬

5月19日（金） 5月30日（火） 8月上旬

6月 5日（月） 6月19日（月）・�7月単位修得試験受験のための新規リポート・試験登録票提出締切 8月下旬
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験

※�受付締切時間：受付締切日（提出箱投函 16：00/Web 登録 23：59/ 郵送必着）厳守

● 6 月の試験日程

試験日
試験登録受付期間 受験票

発送予定日 備考 試験結果
通知時期（目安）受付開始日 受付締切日

6月11日（日） 4月26日（水） 5月15日（月） 6月2日（金） 前期メディアスクーリング試験実施 7月下旬

●試験申込時の注意
・スクーリング学習で 2単位を修得後に、通信学
習で 2単位を修得される方は、『学習のしおり
2023』p.33 をよく読んでください。

【Web 登録の場合】
・登録完了まで忘れずに実行してください。登録
後は、自身の画面で登録申請がされているかど
うか受付期間内に必ず確認してください。

・Web 登録は締切日当日や前日はアクセス件数
が多く混雑し、登録エラーが発生する可能性が
あります。余裕をもって登録してください。

・いかなる事情でも締切後の登録は一切受け付け
ません。

・携帯電話・スマートフォンなどのブラウザから
のWeb 登録は避けてください。動作保証対象
外です（『学習のしおり 2023』pp.144-145 参照）。

【郵送の場合】
・�単位修得試験登録票は『法政通信 4月号』巻末
に添付されています。

・日程に余裕をもって郵送してください。なお、
郵便上のトラブルが原因でも締切日までに届か
ない場合は無効になります。

●受験票について
・受験票発送予定日までは登録などの問い合わせ
には応じられません。なお、受験票発送と同日
にWeb学習サービスにも登録結果を掲載します。

・受験票は本学に登録されている現住所に送付し
ます。登録住所以外に送付を希望する場合は、
受験票発送予定日の 1週間前までに学生担当へ
申告してください。

・受験票が発送予定日以降、試験 4 日前までに
届かない場合は、電話で学生担当へ問い合わ
せてください。なお、試験前日では対応できま
せんので、遅くとも試験日直前の金曜日の午前
中までに問い合わせるようにしてください。

●学割証について
本科生で条件を満たす場合に利用できます。詳細
は本号 p.108 の「学生旅客運賃割引証（学割証）
の申請」を参照してください。

●単位修得試験受験の流れ・注意
単位修得試験の受験に際しては、『学習のしおり
2023』pp.111-116 を参照してください。
試験当日欠席する場合の事前および事後の連絡な
どは不要です。

【簿記Ⅰ・簿記Ⅱ・簿記Ⅲ・簿記Ⅳ（以下簿記科
目と記載）を受験する場合の注意点】
簿記科目は単位修得試験問題・解答用紙が別刷り
となっており、単位修得試験問題冊子（簿記科目
をのぞくすべての科目の問題を掲載）は使用しま
せん。
◇簿記科目のみ受験する者
・単位修得試験問題冊子は持ち帰ることができ
ません。
・簿記科目を 2科目以上受験する場合は、答案
提出時に受験票を監督者に提示し、次の簿記
科目の問題・解答用紙と交換してください。
◇簿記科目以外の科目も受験する者
・必ず簿記科目から先に受験してください（後
に受験することは、不正行為となる場合があ
ります）。簿記科目の答案提出時に、受験票
を監督者に提示し、単位修得試験問題冊子と
解答用紙を受け取ってください。

【試験中の参照可否・使用可能な物品】
・�参照可の科目はありません。『通信学習シラ
バス・設題総覧 2023』の「設題総覧」【設題
解答にあたっての解説・注意等】に必読となっ
ている「参考文献」などは、試験を受験する
までに、きちんと読んで臨むようにしてくだ
さい。



6

教
材

連
絡
事
項

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
生
会
だ
よ
り

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

2023 年度 法政通信 5月号6

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

・�経済学部専門教育科目では、次の科目に限り
単位修得試験の受験に際し「電卓」「そろばん」
の使用を認めます。電卓においては、√・％
機能があるものは可。ただし、プログラム機
能（関数電卓等の多機能電卓、公式の記憶機
能がある電卓）・電子辞書・通信機能を持つ
ものは不可。

	「簿記 I」「簿記Ⅱ」「簿記Ⅲ」「簿記Ⅳ」「経
営分析論Ⅰ」「経営分析論Ⅱ」「統計学A／Ⅰ」
「統計学 B／Ⅱ」

単位修得試験会場

　単位修得試験・メディアスクーリング試験（会場試験）の会場が『学習のしおり』記載の内容から変更
となる場合には、本項目でお知らせします。地図等詳細につきましてはご自身で確認してください。
　また、各会場では大学として駐車場の確保はしていません。実施会場に駐車場がある場合でも、必ずし
も受験者が利用できるわけではありません。試験会場へ来場する場合は原則として公共交通機関を利用し
てください。もし、自家用車を使用する場合は、各自の責任と負担で駐車場の確保をおこなってください。

　2023 年度の単位修得試験において、東京会場（市ケ谷キャンパス）の試験教室は、試験日の 1週間前を
めどにWeb 学習サービス「Information」でお知らせします。また、試験当日、富士見ゲート入口他の掲
示でもお知らせします。

2023年度試験の東京会場（市ケ谷キャンパス）の試験教室について

2科目・3科目受験時の注意点

　2科目、3科目受験の場合、試験開始後 60 分以内に 1科目めを解答後、自身で教卓に答案を提出し、2
科目めの解答用紙を受け取ってください（3科目めも同様です）。試験時間は、解答に要する時間（解答用
紙に問題を書き写す時間を含む）のほか、受験者名簿の記入に要する時間および答案の提出に要する時間
を含みます。
　時間超過の場合は、理由を問わず無効答案となりますので、自身で時間管理をしてください。

メディアスクーリング試験（会場試験）について

　メディアスクーリング試験（会場試験）は、前期は 6月・7月の単位修得試験と同日程で行います（ただし、
一部科目はリポート試験を実施）。同一科目につき前期は 6月か 7月のどちらかしか登録・受験できません
（重複受験禁止）。詳細は本号 p.10 〜を参照してください。

実施日 開催都市 変更前会場 変更後会場 都市コード

6月 11日（日） 長岡

パストラル長岡
新潟県長岡市今朝白 2-7-25
TEL：0258-35-1305
JR「長岡駅」東口から徒歩 7分

長岡商工会議所
新潟県長岡市表町 3-1-8 リナシエビル 3
TEL：0258-32-4500
JR「長岡駅」より徒歩 12分

151

6月 11日（日） 松本

松本市駅前会館
長野県松本市深志 2-3-21
TEL：0263-33-2966
JR「松本駅」から徒歩 10分

JA 松本ハイランド松本市会館
長野県松本市深志 2-1-1
TEL：0263-87-7483
JR「松本駅」より徒歩 5分

201

単位修得試験・メディアスクーリング試験会場変更（6月）
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2023年度卒業予定者および科目等履修生の最終リポート提出締切日・試験

　2023 年度卒業判定時に有効となるリポート・単位修得試験および 2023 年度の科目等履修生の成績対象
となるリポート・単位修得試験は、以下の日程までのものとなります。

2023年９月卒業予定者・科目等履修生 (後期生 )
内容 日程 注意

最終リポート
締切日

2023 年 7 月 12 日（水）
ただし、新規提出については、2023 年 6月 19 日（月）までに提出しなければ
下記の最終単位修得試験に間に合いません。

※１
※２

最終単位修得
試験日

2023 年 7 月 16 日（日） ※３

2024年３月卒業予定者・科目等履修生（前期生）
内容 日程 注意

最終リポート
締切日

2024 年 1 月 11 日（木）
ただし、新規提出については、2023 年 12 月 11 日（月）までに提出しなけれ
ば下記の最終単位修得試験に間に合いません。

※１
※２

最終単位修得
試験日

2024 年 1 月 21 日（日） ※３

＜注意＞
※１　�郵送（締切日必着）・提出箱（締切日 16：00 まで）ともに、提出締切日時を過ぎて提出されたリポー

ト（再提出を含む）は、一切卒業判定の対象になりませんので注意してください。
※ 2　�最終締切後に提出されたリポートは、翌年度の成績対象となります。したがって、翌年度に学籍が

継続されていない場合（休学を含む）はすべて無効となりますので注意してください。
※ 3　�通信教育部には「追試」や「再試」が一切ありませんので、十分注意してください。

　『通信学習シラバス・設題総覧 2023』に記載の以下の科目のリポート設題に訂正があります。
　法律学科専門科目「指・債権総論」
　詳細は本号「教材」ページの p.101 を参照してください。

2023 年度 設題の訂正

再提出のリポート作成時の注意

・再提出リポートを作成する際、不合格のリポート（以下 旧リポート）に記された添削・講評を考慮せず
に作成するケースが目立ちます。
・添削・講評の意味をよく吟味のうえ、再提出リポートの作成に臨んでください。
・�また提出にあたって、以下のことをきちんと守ってください。詳細は『学習のしおり 2023』pp.109-111
を参照してください。

（1）リポートは不合格になった設題で作成すること（年度が更新し設題が変わった場合でも、再提出期
限まで同一設題で作成する。ただし教員が設題を指定する場合もある）。
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2020 年度以前の設題で再提出評価を受けているリポートについて

　2020 年度以前の設題で再提出評価を受けているリポートがある場合は、再提出期間が終了しているため、
同じ科目で 2023 年度の設題を新たに解答し、再提出として提出してください。その際、リポート表紙（ピ
ンク色）の枠外に必ず赤字で、「再提出期間終了のため新設題での再提出」と記入してください。詳細は、『学
習のしおり 2023』（pp.110-111）を参照してください。

廃止科目「教育方法論」について
　履修途中※1、新規とも２年間の経過措置期間が設けられますが、経過措置期間終了までに修得できなけ
れば、学習履歴は無効になります。成績対象となる最終のリポート・単位修得試験は 2025 年 1 月までです。

「教育方法論（ICT 活用を含む）」の新規開講について
　令和 3 年度教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準の改正に伴い、「教育方法論（ICT 活用を含む）」
をスクーリングで開講します。詳細は、p.110 の「教育方法論を未修得の方へ」を確認してください。

※ 1�「履修途中」とは、科目構成単位は満たしていないが、単位修得のための有効な学習履歴（リポート 1
設題以上の提出（免除を含む）、スクーリングによる単位修得のいずれかに限る）があることをいいます。

科目名 構成
単位 2022 年度 2023 年度 2024 年度

教育方法論 2 2022 年度末で廃止
経過措置 1年目

（新規・再提出受付可）

経過措置 2年目
（新規・再提出受付可）
最終リポート・最終単位
修得試験は 2025 年 1 月

通信学習科目「教育方法論」科目廃止スケジュール

　2022 年度（2023 年 3 月）をもって通信学習科目「教育方法論」は廃止となりました。詳細は以下のとお
りです。

●教職課程

（2）再提出リポートは、新しいリポートノートで作成すること。
（3）旧リポートはリポート表紙、講評を剥がさずに、再提出リポートの上にホチキスでとじ込んで、必

ず一緒に送ること（テープ類の使用、のり付け不可）。※複数回再提出の場合、旧リポートは直近の
1冊のみとじ込んでください。

（4）重量に見合った料金の返信用切手を貼付すること。
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　身体または精神に障がいもしくは疾病がある方で、対面授業のスクーリング受講に際して特別な配慮を
希望する方は、『学習のしおり 2023』p.141 を参照のうえ、履修申請の際に学生担当へ連絡してください。

スクーリング受講に際して特別な配慮を希望する方へ
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6565（学生担当）

お問い合わせ先：法 学 部	TEL：03-3264-6529
文 学 部	TEL：03-3264-6533
経済学部 TEL：03-3264-6534

■スクーリング

スクーリング単位について

1．スクーリング修得単位
卒業所要単位のうち、30 単位以上（編入生は
認定単位を算入します）をスクーリングで修
得しなければなりません。ただし、スクーリ
ングは毎年必ず受講しなければならないもの
ではなく、各自の学習計画に基づいて、卒業
までに所定の単位を修得すればよいものです。
したがって、スクーリングの受講は任意の申
請制となっており、受講するかどうかは、各
自で判断することになります。
授業に出席し、試験に合格するとスクーリン
グ修得単位となります。

2．年間スクーリング登録単位
年間履修単位数の上限（『学習のしおり 2023』
p.30）のうち、年間のスクーリング登録単位
の上限は、本科生・科目等履修生ともに 49 単
位です（教職・資格科目を含む）。
なお、登録単位とは、修得した単位数ではあ
りませんので注意してください（登録科目が
抽選などにより「不許可」などの場合は、年
間スクーリング登録単位には含まれません）。
前期生は 4月～ 3月、後期生は 10 月～ 9月ま
でを 1年間とします。年間スクーリング登録
単位を超えて科目を登録することはできませ
ん。

3．科目構成単位を超える場合の履修について
2013 年度のカリキュラム変更に伴い、原則と
して、科目構成単位を充足した科目について
は、さらにその科目を履修することはできま
せん。
ただし、スクーリング履修申請締切時までに
科目構成単位を充足していない場合（例：リ
ポート添削中により評価未確定の場合や他の
スクーリングを受講中、採点中により評価未
確定の場合など）は、スクーリングを受講で
きます。
上記により科目構成単位を超えて修得した場
合、卒業要件のスクーリング単位 30単位には
算入されます。

4．教養課程の科目の履修について
すでに教養課程の卒業所要単位を充足済み（3
年次編入学者および学士入学者が入学時に「認
定」・「免除」された単位を含む）の場合は、
単位を修得しても卒業所要単位に算入されま
せん（スクーリング修得単位にのみ算入され
ます）。
※教養課程のカリキュラム表については『学
習のしおり 2023』pp.46-47 を参照してくだ
さい。
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メディアスクーリング試験（会場試験）について

　メディアスクーリング試験（会場試験）は、前期は 6 月・7 月の単位修得試験と同日程・同会場で行い
ます（ただし、一部科目はリポート試験を実施）。同一科目につき前期は 6月か 7月のどちらかしか登録・
受験できません（重複受験禁止）。

1．試験日および試験登録期間
1 科目につき 6月か 7月のどちらかを選択し試験登録、受験をしてください。

試験日 6 月 11 日（日） 7月 16 日（日）

試験登録期間 4 月 26 日（水）～ 5月 15 日（月） 6月 5日（月）～ 6月 19 日（月）

お問い合わせ先 TEL：03-3264-5139（メディアスクーリング担当）

※�試験登録締切日時は登録期間最終日（提出箱投函は 16：00（厳守）、郵送は必着、Web登録は 23：59）
となります。

2．試験実施方法
試験問題は、当日配付する単位修得試験の問
題冊子の中に記載されています。試験時間、
試験に関する諸注意や実施要領は単位修得試
験と同様です。試験時に資料などを参照でき
る科目はありません。また、原則として試験
範囲は公開していません。

3．Web学習サービスでの試験登録方法
Web 学習サービスにログインし、「単位修得
試験の申請を行う」より該当するメディアス
クーリング試験の科目を選択し登録してくだ
さい。
※携帯電話・スマートフォンなどのブラウザ
からのWeb 登録は避けてください。動作保
証対象外です。

4．試験に関する注意点
・１回の試験で登録できる科目数は単位修得試
験とメディアスクーリング試験を合わせて３
科目までです。
・6月に３科目、7月に３科目を登録すると最
大で６科目まで登録ができます。
※試験区分がメディアスクーリング試験（会
場試験）の科目を６科目受験する場合は通
常の単位修得試験は受験できません。

・6月に試験を受験し、白紙や「棄権」として
答案を提出した科目を 7月に重複して受験す
ることはできません。また、答案を提出せず、
試験会場から退出することはできません。
・6 月に試験登録をし、やむを得ない事情で欠
席された方で、7月に受験を希望する場合は、
あらためて試験登録が必要です。Web 学習

サービスから振り替え登録をしてください。
登録方法については、Web 学習サービス右
側メニューバー「スクーリング」の「メディ
アスクーリング試験振替申請マニュアル」を
参照してください。
※�一部の科目のみ翌月に振り替えることはで
きません。6月に登録した科目を 7月の受
験に変更したい場合は、6月試験は必ず欠
席してください（一部の科目のみ受験する
こともできません）。詳細は『学習のしお
り 2023』p.135 の記入例で確認してくださ
い。

・各月に指定されている試験登録受付期間に必
ず試験登録してください。いかなる事情でも
試験登録受付期間外の試験登録は一切できま
せん。
・通信教育部では追試などの「救済措置の制度」
は一切ありません。したがって、メディアス
クーリング試験（会場試験）を受験しなかっ
た場合、追試・再試等の代替措置はありませ
ん。
	 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種時
および接種後の副反応によりメディアスクー
リング試験が受験できなかった場合も同様で
す。日程を考慮したうえで、ワクチン接種の
日程を決定してください。
	 また、新型コロナウイルス感染症にり患した
場合は、『学習のしおり 2023』p.133「6. イン
フルエンザや新型コロナウイルス感染症等に
り患した場合の取り扱いについて」を確認の
うえ、メディアスクーリング担当まで連絡し
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てください。
・試験区分がリポート試験（Web 提出）の科
目は試験登録の必要はありません。自宅など
インターネット環境のある場所より定められ
た期間内に提出してください。

※試験についての詳細は『学習のしおり 2023』
の pp.134-135 および受講期間中にメディアス
クーリング受講サイトの「お知らせ」を確認
してください。

科目名 担当教員 科目コード 対象学科

社会学（「近代」とは何か） 徐　玄九 01217 全学科

商法総則・商行為法（Ⅰ） 桜沢　隆哉
14519 全学科（下記を除く）

64579 商業学科で、商法総則・商行為法を「選択必
修科目」として履修している学生

行政法 西田　幸介
氏家　裕順 14606 全学科

労働法（働き方に関する法ルール） 宮崎　由佳 14603 全学科

保険法・海商法（Ⅰ） 桜沢　隆哉 14529 全学科

労使関係論（Ⅱ） 細川　良
14634 法律学科の本科生

選科生

14643 上記以外

日本文芸史Ⅱ 川鍋　義一 24513 全学科

日本文芸研究特講・現代
（戦後文学から日本を考える） 山田　夏樹 24563 全学科

西洋史概説
（ロシア近代史を中心として） 草野　佳矢子

34507 史学科の本科生

34503
地理学科の本科生
法律学科・経済学科・商業学科の本科生で、
教職科目として履修している学生
選科生・教職生

34511 法律学科・日本文学科・経済学科・商業学科の
本科生で、公開科目として履修している学生

地学概論（Ⅰ） 宍倉　正展
44603 地理学科の本科生

選科生

44717 上記以外

歴史地理学（Ⅰ） 米家　志乃布

44705
地理学科の本科生
法律学科・史学科・経済学科の本科生で、教
職科目として履修している学生
選科生・教職生

44716
法律学科・日本文学科・史学科・経済学科・
商業学科の本科生で、公開科目として履修し
ている学生

自然地理学（地形）（Ⅰ） 前杢　英明
44607

日本文学科・地理学科の本科生
法律学科・史学科・経済学科・商業学科の本
科生で、教職科目として履修している学生
選科生・教職生

44692 法律学科・史学科・経済学科・商業学科の本
科生で、公開科目として履修している学生

自然地理学（気候・気象）（Ⅰ） 山口　隆子

44620
地理学科の本科生
法律学科・史学科・経済学科・商業学科の本
科生で、教職科目として履修している学生
選科生・教職生

44537
法律学科・日本文学科・史学科・経済学科・
商業学科の本科生で、公開科目として履修し
ている学生

金融論A
武田　浩一

54536 経済学科の本科生

金融論Ⅰ 64530 上記以外

ミクロ経済学A
平井　俊行

54526 経済学科の本科生

現代経済学Ⅰ 64559 上記以外

次ページに続く

【前期メディアスクーリング試験科目コード一覧】
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夏期スクーリング
日程表

【注　意】
�天災など諸事情により、夏期スクーリングの開催や時間割、受講定員などに変更が生じる可能性がありま
すので、あらかじめご了承ください。変更が生じた場合、通信教育部Web サイト、Web 学習サービス、『法
政通信』などでお知らせします。

月日 群 主な行事

7 月

24 日（月）

1 群

授業① （午前 /午後 /夜間）

25 日（火） 授業② （午前 /午後 /夜間）

26 日（水） 授業③ （午前 /午後 /夜間）
27 日（木） 授業④ （午前 /午後 /夜間）
28 日（金） 授業⑤ （午前 /午後 /夜間）
29 日（土） 授業⑥・試験 （午前 /午後 /夜間）
30 日（日） 授業なし
31 日（月）

2 群

授業① （午前 /午後 /夜間）

8 月

1 日（火） 授業② （午前 /午後 /夜間）
2 日（水） 授業③ （午前 /午後 /夜間）
3 日（木） 授業④ （午前 /午後 /夜間）
4 日（金） 授業⑤ （午前 /午後 /夜間）
5 日（土） 授業⑥・試験 （午前 /午後 /夜間）
6 日（日） 授業なし
7 日（月）

3 群
授業① （終日）

8 日（火） 授業② （終日）
9 日（水） 授業③・試験 （終日）

科目名 担当教員 科目コード 対象学科

マクロ経済学Ａ
奥山　利幸

54528 商業学科以外の本科生
選科生

マクロ経済学Ⅰ 64569 商業学科の本科生

開発経済入門A 池上　宗信 54559 全学科

経済学特講
（循環型社会のミクロ経済学） 赤石　秀之 54619 全学科

経済地理（Ⅰ） 近藤　章夫

54547 経済学科・商業学科の本科生
選科生

44699 史学科・地理学科の本科生
教職生

54558 法律学科・日本文学科の本科生

労働経済論A 佐野　晋平 54570 全学科

会計学入門Ⅰ 神谷　健司 64526 全学科

管理会計論Ⅰ 北田　皓嗣 64544 全学科

税務会計Ⅰ 大下　勇二 64548 全学科

国際金融論Ⅰ 横内　正雄 64552 全学科

日本経営論 金　容度 64554 全学科

※所属学科や科目属性（教科専門科目・公開科目）により科目コードが異なる場合がありますので注意してください。
※上記以外の科目は、リポート試験になります。『法政通信』2月号 p.35 〜「メディアスクーリング開講科目一覧」を確認してください。
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1．日程
【１群】7 月 24 日（月）～ 7月 29 日（土）
【２群】7 月 31 日（月）～ 8月 5 日（土）
【３群】8 月 7 日（月）～ 8月 9 日（水）

2．開講場所
法政大学市ケ谷キャンパス

3．開講区分・授業時間
【1群・2群】午前/午後/夜間（100分× 2時限）

【3群・3日間集中】終日（100 分× 4時限）

1 群 2 群 授業時間

午前 午前
 9：00～ 10：40

10：50～ 12：30

午後 午後
13：10～ 14：50

15：00～ 16：40

夜間 夜間
18：00～ 19：40

19：45～ 21：25

3 群 3 日間集中 授業時間

終日 終日

 9：00～ 10：40

10：50～ 12：30

13：30～ 15：10

15：20～ 17：00

※ 1・2群は 2時限目、3群は 4時限目終了後、必要に
応じて質疑応答時間（オフィス・アワー）を設けます。

4．開講科目・時間割
開講科目については p.23 以降の時間割を参照
してください。指定された学科・学年に自分
が該当する科目のみ受講できます（教職・教
科に関する科目を除く）。受講科目を決める際
は、時間割と併せて、教育課程表（『学習のし
おり 2023』参照）、シラバスも確認してくだ
さい。
夏期スクーリングでは、各区分で 1科目まで、
最大 14 単位まで登録できます。

5�．履修申請期間
5月8日（月）～5月17日（水）必着
（Web学習サービスからの申請は5月17日（水）
23：59まで）

6．受講料振込期間
6 月 2日（金）〜 6月 13 日（火）
※上記期間内に受講料の振り込みがない場合、
受講許可を取り消します。
※振込用紙は履修申請結果通知書についてい
ます（6月1日（木）発送予定）。ATM・インター
ネットバンキングで振り込むことも可能です。

7．受講料
1 科目あたり 15,000 円

8．受講資格
（1）本科生
・�新入生（再入学、復籍を含む）
・前期生―2023 年度教育費等納入者
・後期生―2022 年度教育費等完納者

（2）科目等履修生
2023 年度在籍者、前期生は履修継続手続き完了者

9．宿　舎
大学が斡旋する宿舎については p.101 を参照
してください。

10．スクーリング出席依頼状
大学と私立大学通信教育協会が、スクーリン
グ出席について、皆さんの職場の責任者宛へ
ご協力をお願いする文書です。詳細は p.22 で
確認してください。

11. その他
※�受講者は必ず本号を持参してください。『受
講のしおり』（教室割）は、7月 19 日（水）
頃にWeb学習サービスで公開およびスクー
リング当日に配布予定です。
※�キャンパスへの入構は午前 8時からです（予
定）。それ以前はキャンパス外での待機とな
りますのでご注意ください。
※�受講者以外の入構は認められません。特に
未就学児や小学生などの未成年者の入構は
禁止します。

夏期スクーリングについて
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『法政通信』該当ページの熟読
①受講資格・手続き期間・手続き方法を確認してください。
②時間割・シラバスを見て受講科目を決めてください。

STEP1

大学から送付される「履修登録結果通知書」もしくは「Web学習サービス」で確認してください。

履修登録結果を確認
STEP5

出席日数についての詳細は本号 p.21 で確認してください。

スクーリングの受講・所定の出席日数の充足
STEP6

最終日の最終時限に実施します（一部試験を実施しない科目あり。
詳細は本号 p.29 以降の各科目のシラバスを確認してください）。

スクーリング試験の受験
STEP7

履修申請結果の確認
STEP3

大学から送付される「履修申請結果通知書」（6月 1日（木）発送予定）
もしくは「Web学習サービス」で確認してください。

抽選あり科目は、定員数を超過した場合は抽選となります。

「履修申請結果通知書」についている振込用紙を使用し、
銀行窓口もしくは ATM・インターネットバンキングより受講料の振り込みを行ってください。

期間内に受講料の振り込みがない場合は受講許可を取り消します。

受講料振り込み［期間：6月 2日（金）～ 6月 13 日（火）＜厳守＞］
STEP4

※振込金額は履修申請結果が「許可」となった科目数×15,000 円です。

履修申請［期間：5月 8日（月）～ 5月 17 日（水）＜必着＞］STEP2
※Web学習サービスからの申請は、5月 17 日（水）23：59 まで

履修申請から受講までの流れ
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1．履修申請方法
以下のいずれかの方法で申請してください。
両方とも申請することはできません。
（1）Web学習サービスから履修申請を行う
　　�Web 学習サービス「スクーリングの申請

を行う」→「履修申請」より申請をして
ください。期間中は何回でも変更が可能
ですが、締切時点で最後に申請した内容
で確定となります。

　※�申請方法はWeb学習サービス「スクーリ
ング申請マニュアル」を参照してください。

　※�事前にご自身のＩＤとパスワードでログイ
ン可能であるか確認してください。パス
ワードを忘れてしまった場合は、パスワー
ド再発行の手続きをしてください（『学習
のしおり 2023』p.146 参照）。郵送の場合、
約1週間を要します。また、電話ではお知
らせできませんのでご注意ください。

（2）履修申請書を使用し、履修申請を行う
　　�本号巻末の履修申請書に必要事項をすべ

て記入し、提出してください。
　※�履修申請書提出後の科目追加・変更はで

きません。
　　【郵送の場合】
　　�夏期スクーリング担当宛に郵送してくだ

さい。郵便事故等が心配な方は『簡易書留』
などをご利用ください。

　　＜郵送先＞
　　�〒 102-8445 東京都千代田区富士見 2-17-1

法政大学通信教育部
「夏期スクーリング担当」宛
封筒には、「夏期スクーリング履修申請
書在中」と朱書きしてください。

2．履修申請期間
【Web】�5月8日（月）〜 5月17日（水）23：59まで
【郵送】�5月 8日（月）〜 5月17日（水）必着
　※履修申請は先着順ではありません。

3．履修申請結果通知
6月 1日（木）発送予定
振込用紙とともに発送します。
※�発送予定日から 1週間を経過しても通知が

届かない場合は至急夏期スクーリング担当
へお問い合わせください。郵便事故等によ
る責任は負いかねますので注意してください。

4．受講料の振込期間
6 月 2日（金）～ 6月 13 日（火）
※上記期間内に受講料の振り込みがない場合、
受講許可を取り消します。
振込金額は、履修申請が「許可」となった科目
数× 15,000円です（単位数ではありません）。
※「振込用紙」に振込金額が印字されていますの
で、金額を確認のうえ、振り込んでください。

【金融機関窓口で振り込む場合】
履修申請結果通知書についている「振込用紙」
を使用して振り込んでください。

【ゆうちょ銀行で振り込む場合】
履修申請結果通知書についている「振込用紙」
は使用できません。ゆうちょ銀行専用の「振込
用紙」を使用、もしくは ATMなどで振り込
んでください。詳細は、ゆうちょ銀行の Web
サイトを参照してください。

【ATM・インターネットバンキングで振り込む場合】
振込時、「依頼人名」の欄に、必ず「夏期スクー
リングコード（Ａ21）」「学生証番号」「カナ氏名」
の順で入力してください（スペースは不要。連
続して入力してください）。氏名だけでは夏期
スクーリングとしての入金確認が取れず未納
扱いとなります。

5．履修登録結果通知
履修登録者全員に「履修登録結果通知書」を
郵送します（6月下旬〜 7月上旬予定）。Web
学習サービスからも、登録結果を確認するこ
とができます。

6．注意事項
期間外の申請・振り込みは一切受け付けませ
んので、ご注意ください。

手続きの詳細
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【抽選なし科目】

・上記抽選あり科目に該当しない科目はすべて抽選なし科目となります。抽選なし科目は定員を設
けておらず、受講要件を満たしていれば受講が可能です。

・Web 学習サービス申請画面上では、各開講期の（抽選なし）タブをクリックすると科目が表示
されるので、科目を選択し申請してください。

・同じ開講期・時限で抽選あり科目と抽選なし科目を両方申請している場合、抽選あり科目が許可
となった場合には、抽選なし科目は不許可となります。
※抽選あり科目が不許可になった場合のことを考えて、同じ群・時間に抽選なし科目を代替科目と
して同時に申請することができます（抽選あり科目が不許可になった場合、抽選なし科目が自動
的に許可になります）。

【抽選あり科目】

・定員を超過した場合は抽選となります。
・Web 学習サービス申請画面上では、「英語S」、「情報学入門 /コンピュータ入門」（地理学科は加
えて「現地研究」）のみ科目名が表示されます。それ以外の抽選科目は、各開講期の（抽選あり）
タブをクリックすると科目が表示されるので、科目を選択し申請してください。

・抽選がある科目は、本号 p.23 以降の時間割、「抽選の有無」欄に「あり」と表示されています。

　本ページ以降の説明を確認したうえで、夏期スクーリングの履修申請をしてください。抽選のある科目
とない科目がありますが、同時に申請を受け付けます。

履修申請上の注意

※定員は変更になる場合があります。

科目名 問い合わせ

物理学 3（実験）

教養担当
英語Ｓ

健康・スポーツ科学概論

スポーツ総合演習

情報学入門
経済学部担当

コンピュータ入門

科目名 問い合わせ
論文作成基礎講座Ⅰ

文学部担当

論文作成基礎講座Ⅱ
書道実技

史学演習（日本）（松本）
現地研究
地誌学特講
自然地理学演習
自然地理学特講

測量学及び測量実習（１）
地理情報システム（GIS）（１）

抽選あり科目一覧
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「物理学 3（実験）」
1．受講資格
本科生 1～ 4 年次生および科目等履修生（選
科生のみ）

2．受講定員
40 名

「英語Ｓ」
1．受講資格
本科生 1～ 4年次生および科目等履修生

2．受講定員
各クラスとも 30 名程度

3．履修申請時の留意点
ａ．受講クラスを第 4希望まで選択して申請

することができます。

「健康・スポーツ科学概論」
1．受講資格
本科生 1～ 4年次生および科目等履修生

ｂ．2クラスの受講を希望する場合のみ、2ク
ラス希望欄にチェックを入れてください。
定員に余裕が出た場合、2クラス目の受講
を許可します。決定した受講クラスは、履
修申請結果通知の際にお知らせします。

ｃ．科目名の数字は授業の難易度を示すもの
ではありません。

2．受講定員
100 名

「スポーツ総合演習」
1．受講資格
本科生 1～ 4年次生および科目等履修生

2．受講定員
40 名程度

3．履修申請時の留意点
・	高齢・病弱な方を対象とした運動量を抑え
たクラスはありません。シラバス内容をよ
く読んだうえで、受講を検討してください。

・	「スポーツ総合演習」を受講するためには健
康診断書の提出が必要です。未提出の場合
は受講許可を取り消します。
【提出期限】6 月 15 日（木）必着
【提出書式】�『学習のしおり 2023』p.245「健

康診断書」
【健診場所】�健康診断書記載事項を診断でき

る任意の医療機関

※「健康診断書」裏面の文章をよく読んで
作成してください。
※「健康診断書」は提出期限前 1カ月以内に
受診して証明を受けたもののみ有効です。
※提出前に、医師による診断結果の記載およ
び署名捺印があることを確認してください。
※控えとしてコピーを手元に残しておいて
ください。
※健康診断結果が 1.（異常がないので運動
を行ってもよい）以外の場合、受講許可
を取り消すことがあります。

けが・病気などで体調が良くない場合は、
無理をせず次の機会に受講するようにして
ください。
また、無理のない範囲で受講前から身体を
動かしておくよう心掛けてください。

「情報学入門」「コンピュータ入門」
1．受講資格
本科生 2～ 4年次生および科目等履修生

2．受講定員
各クラスとも 48 名

3．履修申請時の留意点
ａ．科目名の数字は、授業の難易度を示すも

のではありません。
ｂ．本授業は、情報実習室で実施予定です。

情報実習室の利用には、「市ヶ谷情報セン
ター利用ユーザＩＤ」もしくは「ゲスト
ユーザＩＤ」が必要です。詳細は履修申
請許可者に通知します。

ｃ．受講クラスを第 2希望まで申請すること
ができます。

ｄ．「情報科学実習」修得済みの方は「情報学
入門」を履修できません。
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　「論文作成基礎講座」は、各科目を履修してい
くうえで重要なリポートの書き方を修得する授業
です。リポート作成に必要な知識、技術や注意す
べき点などを具体的に例示しつつ、実践する形式
で授業が進められます。卒業論文作成の手引きと
もなる科目です。
1．受講資格
日本文学科本科生 1～ 4年次生

2．受講定員
各科目　30 名

3．履修申請時の留意点
本授業は情報実習室で実施予定です。情報実
習室の利用には、「市ヶ谷情報センター利用
ユーザＩＤ」もしくは「ゲストユーザＩＤ」
が必要です。詳細は履修申請許可者に通知し
ます。

「論文作成基礎講座Ⅰ」「論文作成基礎講座Ⅱ」

「書道実技」
1．受講資格
日本文学科本科生 3・4年次生および科目等履
修生

「史学演習（日本）（松本）」
1．受講資格
史学科本科生 3・4年次生

2．受講定員
20 名程度

2．受講定員
20 名

3．履修申請時の留意点
受講資格としてスクーリング申し込み時まで
に同分野の概説科目（必修・選択必修は問わ
ない）を 4単位以上修得済みであることが必
要です。

「現地研究」
1．受講資格
地理学科本科生 3・4年生
「現地研究」とは、地理学学習の実証的調査研
究を行う科目で、地理学科の卒業要件として
2単位（1受講 1単位）の修得が必要です。
「現地研究」は団体で行動する以上、不適切な
言動などがあった場合、その時点で参加資格
を取り消します。終始、大学の実習授業であ
ることの認識をもって行動してください。

2．概要（※必ずシラバスも確認すること）
（1）�現地研究　　米家志乃布　
　ａ．日程
　　7月 24 日（月）～ 7月 26 日（水）
　ｂ．研究の目的
　　�大分県の国東半島は、両小山の火山活動

でできた円形の半島である。火山活動で
形作られた土地に様々な歴史、文化、産
業が形成されている。本現地研究では、
国東半島とその周辺地域を実際にまわり、
自然・人文両方の地理学的観点から地域
の特性を学ぶことを目的とする。

　ｃ．実施場所
　　�大分県宇佐市（1日目）
　　�豊後高田市・国東市（2日目）　
　　�別府市・杵築市（3日目）
　ｄ．宿泊先
　　�①　1泊目　�豊後高田市のビジネスホテ

ルを各自予約
　　�②　2泊目　�別府市の温泉ホテルを各自

予約
　ｅ．集合・解散場所
　　集合日時：7月 24 日（月）12 時 30 分
　　集合場所：JR宇佐駅
　　解散日時：7月 26 日（水）15 時 30 分
　　解散場所：JR杵築駅あるいは大分空港
　ｆ．�概算費用（交通費・宿泊費等受講生が

準備する費用。ただし自宅から集合・
解散場所までの交通費は含まない。）
約 35,000 円

　ｇ．図幅の使用の有無
　　 なし
　　 �現地研究実施場所の地図は各自で用意し

てください。（スマホのアプリ等で可）
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　ｈ．人数
　　20 名
（2）現地研究　　佐々木　達
　ａ．日程
　　7月 27 日（木）～ 7月 29 日（土）
　ｂ．研究の目的
　　�宮城県仙台市は，人口 100 万人を擁する

地方中枢都市の一翼を担う都市である。
今回の現地研究では，仙台市の歴史と現
在と未来を考えることを念頭に置いて，
仙台藩城下町の痕跡を探り，まちづくり
や観光の現状を把握し，これからの地方
都市のあり方を検討したいと思います。
具体的には，①奥州街道の街歩きから仙
台藩と現在の仙台市の都市計画の変容，
②仙台市を含めた仙台都市圏にはどのよ
うな産業があるのか，③東日本大震災以
降の都市構造の変容を捉えたいと思いま
す。

　ｃ．実施場所
　　�宮城県仙台市
　ｄ．宿泊先	
　　仙台市内のホテルを予定　　　　　　

　ｅ．集合・解散場所
　　集合日時：7月 27 日（木）11 時 00 分
　　集合場所：仙台駅西口 2階中央改札前
　　解散日時：7月 29 日（土）15 時 00 分
　　解散場所：仙台駅西口
　ｆ．�概算費用（交通費・宿泊費等受講生が

準備する費用。ただし自宅から集合・
解散場所までの交通費は含まない。）

　　約 30,000 円
　ｇ．図幅の使用の有無
　　なし
　　�現地でコピーした地図を配布する予定で

すが，可能であれば，仙台市の 2万 5 千
分の 1，5万分の 1の地図を見ることがで
きるタブレット等があると便利です。

　ｈ．人数
　　15 名

3．履修申請時の留意点
受講クラスを第 2希望まで申請することがで
きます。

「地誌学特講」「自然地理学演習」「地理情報システム（GIS）（1）」

「自然地理学特講」

「測量学及び測量実習（1）」

1．受講資格
地理学科本科生 3・4 年次生

2．受講定員
48 名

1．受講資格
地理学科本科生 3・4 年次生

2．受講定員
20 名

1．受講資格
地理学科本科生 3・4 年次生

3．履修申請時の留意点
本授業は、情報実習室で実施予定です。情報
実習室の利用には、「市ヶ谷情報センター利用
ユーザ ID」もしくは「ゲストユーザ ID」が
必要です。詳細は履修申請許可者に通知しま
す。

3．履修申請時の留意点
本授業は、「市ヶ谷情報センター利用ユーザ
ID」もしくは「ゲストユーザ ID」を使用しま
す。詳細は履修申請許可者に通知します。

2．受講定員
30 名
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1．辞退手続き
原則としていったん納入された受講料は返金
しませんが、やむを得ない事由で受講ができ
なくなった場合、所定の期日までに受講辞退
の届出がなされれば受講料を返金します。
届出受領後返金願を送付しますので、必要事
項を記入・押印のうえ、返送してください。
期日後に辞退の届出があった場合、返金およ
び履修登録の取り消しはできません。

【必要記入事項等】
　�任意書式でA4 用紙にタイトルを「夏期ス
クーリング辞退届」とし、学生証番号・氏名・
日付・辞退科目名および担当教員名・辞退
理由を明記

【提出先】
　通信教育部 教務担当

【提出期日】
　1群：7月 14日（金）
　2群：7月 24日（月）　　　　必着
　3群：7月 31日（月）
※�現地研究の辞退手続きは別途お知らせします。
※�返金までには 1カ月半～ 2カ月程の時間を要
することがあります。

2．教材購入について
本号 p.97 以降にスクーリング使用テキスト一
覧を掲載しています。あらかじめ購入し、予
習のうえで授業に臨むよう心掛けてください。

スクーリングで使用する教材などの入手方法
は、以下のとおりです。

（1）使用テキスト
　 a．指定市販本
　　�各自最寄りの書店または法政大学生協購

買書籍部（以下生協）で購入してくださ
い。生協での通信販売を利用する場合は、
生協のWeb サイトから、または『学習
のしおり 2023』p.259 の「指定市販本／
スクーリングテキスト購入申込書」を使
用し、生協に申し込んでください（『学習
のしおり 2023』p.41 参照）。

　 b．通教テキスト
　　�生協での取り扱いはありません。お手元

にテキストがない場合は、各通教テキス
トによって申請方法が異なりますので、
使用テキスト一覧表の最後の補足を参照
し、申請してください。配本には 2～ 3
週間ほどかかりますので早目に購入する
ことをお勧めします（「指定市販本／ス
クーリングテキスト購入申込書」では購
入できません）。

（2）参考書
　�参考書は、必要に応じて各自で用意してく
ださい。専門書籍は最寄りの書店では在庫
がない場合もあるので、早めに手配してお
くことが必要です。

登録完了から受講開始まで

1．科目について
入学年度、所属学部学科、取得予定の免許種に
よって「教科に関する科目」（旧課程の科目区分）
および、「教科及び教科の指導法に関する科目」
（新課程の科目区分）に含まれる科目が異なり
ます。必ず『教員免許状取得の手引き』を確認
したうえで、履修申請を行ってください。
※�教育職員免許法及び同施行規則の改正に伴
い、入学年度により適用法令が異なるため
修得が必要な科目も異なります。スクーリ
ング履修申請時には科目名や時間割コード
を間違えないよう気をつけてください。

2．「科目登録届」について
スクーリングで受講する場合は、「科目登録届」
の提出は不要です。スクーリング申請方法を
確認し、履修申請および受講料の振り込みを
行ってください。
※�「科目登録届」で登録手続きを行った場合
でも、単位が未修得であればスクーリング
を受講することができます。ただし、科目
登録分の費用は返金しません。

教職課程について
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いかなる事由があろうとも、下記の出席要件
を満たさなければ、試験を受けることはでき
ません。また、試験の有無を問わず、成績評
価はつきません。
［1，2群（3日間集中授業を除く）］
各科目6日間合計12コマ（1日 2コマ×6日）
のうち 8コマ以上の出席があること（「書道
実技」「スポーツ総合演習」は 10 コマ以上の
出席が必要）。
ただし、全コマ出席することが大前提です。
出席コマ数は以下の基準で計算します。
（1�）午前 ･ 午後・夜間各授業で前半 ･後半と
もに出席して 2 コマと換算します。万が一、
どちらか一方（前半もしくは後半）の授業
を欠席した場合は 1コマ、遅刻 ･早退した
場合は 0.5 コマ分を出席コマ数より減じて
扱います。

（2�）最終日（試験日）は、午前 ･午後・夜間
各授業とも前半を授業、後半を試験として
扱うため、受験資格コマ数としては前半授
業のみを 2 コマ分として換算します。後半

夏期スクーリング試験の受験資格および成績評価の要件について

のみの出席（試験のみの受験）は、受験資
格コマ数には算入しません。
　�したがって、前半授業を欠席した場合は 2
コマ分の欠席、遅刻 ･早退した場合は 1 コ
マ分の欠席として扱います。
　※�講義によっては別途出席コマ数の要件を

設定している場合があります。詳細はス
クーリングシラバスの「成績評価の方法
と基準」を参照してください。

［3群，測量学及び測量実習（1）、地理情報シ
ステム（GIS）（1）］
3 日間合計 12 コマ（午前 2 コマ・午後 2 コ
マ× 3日）のうち 8コマ以上出席し、かつ毎
日出席していること。
ただし、全コマ出席することが大前提です。
（1�）遅刻・早退は、0.5 コマ分の出席として扱
います。

（2�）最終日の午後のみ、前半授業を 2コマと
して換算します。

［現地研究］
3日間全出席していること。

スクーリング試験について

1．試験日程および時間
【1 群試験】7 月 29 日（土）
【2 群試験】8 月 5 日（土）
【3 群試験】8 月 9 日（水）
なお、試験方法については、シラバスや各授
業内で担当教員に確認してください。

2．試験に関するその他注意事項
（1）学生証（有効な裏面シール貼付済みのもの）

を必ず持参してください。
（2）受験教室の変更などは、掲示を確認して

ください。
（3）試験の際、テキストや辞書などの参照の可

否は、担当教員の指示に従ってください。

3．試験の結果通知
Web 学習サービスにて、試験終了から約 1カ
月後に確認できます（9月上旬頃予定）。また、
「試験結果通知書」により試験終了から約 2カ
月後に通知します（9月中旬頃予定）。
評価（S～Ｄ）や点数、採点の基準に関する
問い合わせには一切応じられません。

1．学生旅客運賃割引証（学割証）
本科生で条件を満たす場合に利用できます。
詳細は p.108 の「学生旅客運賃割引証（学割証）
の申請」を参照してください。

2．通学証明書について
通学定期券を購入するための通学証明書につ
いては、p.107 の「夏期スクーリング通学証明
書について」を参照してください。

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6150（総務担当）

通学に関する手続きについて
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お問い合わせ先 TEL：03-3264-6374（証明書担当）

1．証明書発行手数料等送金について
証明書発行申請などで送金する場合は、必ず
郵便定額小為替または切手を申請書と一緒に
送ってください。

2．受講証明書について
受講証明書は「履修登録結果通知書」（6月下
旬〜 7月上旬発送予定）受理後、登録内容を
確認のうえ『学習のしおり 2023』p.235 の「証
明書発行申請書」により夏期スクーリング開
講前に申し込んでください。即日発行はでき
ません。受け取りについてはスクーリング時
に配布予定の『受講のしおり』で確認してく
ださい。
受講証明書はスクーリングに出席していたこと
を勤務先などに証明するものです。勤務先など
に提出する必要がある場合のみ申請してくださ

い（「出席依頼状」とは異なります）。
なお、受講証明書は試験の受験資格を満たした
方が発行対象となります。

3．その他の証明書について
夏期スクーリング中に窓口受け取りを希望す
る場合は、『学習のしおり 2023』p.235 の「証
明書発行申請書」により夏期スクーリング開
講前に余裕をもって申し込んでください。受
け取りについてはスクーリング時に配布予定
の『受講のしおり』で確認してください。
また、受け取り方法のいかんに関わらず、夏
期スクーリング期間中から終了後にかけては、
証明書の申請受付・発行期間が通常と異なり
ます。詳細は『法政通信』7・8 月号で確認し
てください。

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6370（学籍担当）

　発行を希望する場合は『学習のしおり 2023』p.243 の「出席依頼状発送願」（通信教育部Web サイトか
らダウンロードも可）にて、返信用封筒を同封のうえ申し込んでください。返信用封筒は市販の長形 3号
封筒を用意し、返信先（申請者本人または提出先）を記入のうえ、84 円切手を必ず貼付してください。
　依頼状は、「法政大学総長名」と「私立大学通信教育協会会長名」の 2通を発行します。
　通信教育協会の依頼状は発行台帳（氏名 ･所属名）を作成し文部科学省へ提出します。不要の方は「出席
依頼状発送願」下段余白に通信教育協会のものは不要と記入してください。

　『学習のしおり 2023』p.235 の「証明書発行申請書」により夏期スクーリング開講前に申し込んでください。
即日発行はできません。受け取り方法は郵送もしくは窓口受け取りとなります。返送郵送料は以下のとお
りです。

各種証明書申請について

スクーリング出席依頼状について

学生証・裏面シールの再発行について

申請内容 必要な郵送料 速達を希望する場合

学生証＋裏面シール 発行手数料（2,000 円）＋ 404円（簡易書留） 発行手数料（2,000 円）＋ 664円（簡易書留・速達）

裏面シールのみ 発行手数料（200円）＋ 84円（普通郵便） 発行手数料（200円）＋ 344円（普通郵便・速達）
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（※法＝法律学科　日文＝日本文学科　史＝史学科　地＝地理学科　経＝経済学科　商＝商業学科）

学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

全学部
（教養） 1 ～ 4

○ 文学 中澤　忠之 2 30001
○ 自然地理学 加藤　美雄 2 30004
○ ○ 英語Ｓ（１） JAMES O ESSEX 1 あり 31001

全学部
（専門） 2 ～ 4 ○ ○ ［注 1］ 情報学入門（1）（データ演習） 児玉　靖司 2 あり 38002

法 2 ～ 4
○ 法律学特講 朝村　太一 2 33001
○ ○ ［注 2］ 政治学 面　一也 2 33002

文

日文
1 ～ 4 ○ ○ 日本文芸研究特講・中世 中司　由起子 2 34001
3 ～ 4 ○ ○ 書道実技 井澤　秀彦 1 あり 34002

史
2 ～ 4

史学概論 秋山　千恵 2 35003
［注 3］ 東洋史概説 塩沢　裕仁 2 35001

3 ～ 4 ［注 4］ 史学演習（日本） 大塚　紀弘 2 35004

地理 3 ～ 4
史学概論 秋山　千恵 2 35003

○ ○ ［注 5］ 東洋史概説 塩沢　裕仁 2 35002

経済

経 2 ～ 4

○ 経済学特講 馬　欣欣 2 37001
経営学特講 韓　載香 2 38001

○ ○ ［注 1］ コンピュータ入門（1）（データ演習） 児玉　靖司 2 あり 38003

商 2 ～ 4
○ 経済学特講 馬　欣欣 2 37001

経営学特講 韓　載香 2 38001

【抽選あり科目】……「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

［注 1］	経済学部経済学科生が履修できる科目は「コンピュータ入門」、その他の所属の学生は「情報学入門」です。
［注 2］	 �他学科の教職希望者・教職生も、入学年度・所属学科により教職科目として受講できる場合があります。

ただし、他学科の本科生の場合は卒業所要単位に含まれません。
詳細は『教員免許状取得の手引き』各課程表を確認してください。

［注 3］	史学科の選科生・教職生で「東洋史概説」受講希望者は、地理学科の科目一覧に記載している時間割コード
（35002）で登録してください。

［注 4］	スクーリング申請時までに、「日本史概説」を 4単位修得済であることが受講条件となります。
［注 5］	他学科の教職希望者・教職生も、入学年度・所属学科により教職科目として受講できる場合があります。

ただし、法律学科、経済学科、商業学科の本科生の場合は卒業所要単位に含まれません。
詳細は『教員免許状取得の手引き』各課程表を確認してください。

時間割

 【1 群午前】　7 月 24 日（月）～ 7 月 29 日（土）　（9：00 ～ 10：40）（10：50 ～ 12：30）		
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学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

全学部
（教養） 1 ～ 4

○ 生物学３（講義） 大槻　涼 2 30006
○ ○ 英語Ｓ（２） 高井　美紀子 1 あり 31002
○ ○ 独語Ｓ 三ツ石　祐子 1 31009
○ ○ 健康・スポーツ科学概論 中澤　史 2 あり 32001

全学部
（専門） 2 ～ 4 ○ ○ ［注 1］ 情報学入門（2）（表計算） 入戸野　健 2 あり 38004

法
2 ～ 4 ○ 法律学特講 武生　昌士 2 33004
3 ～ 4 ○ ○ 国際法総論 田中　佐代子 2 33003

文

日文 2 ～ 4
○ ○ 日本文芸史Ⅰ 伊海　孝充 2 34003
○ ○ 日本言語史 間宮　厚司 2 34004

史 3 ～ 4
［注 2］ 史学演習（日本） 松本　剣志郎 2 あり 35005
［注 3］ 史学演習（西洋） 高澤　紀恵 2 35006

日本中世史 仁平　義孝 2 35007
地理 2 ～ 4 ○ ○ ［注 4］ 地誌学特講 村田　陽平 2 あり 36001

経済 経 2 ～ 4 ○ ○ ［注 1］ コンピュータ入門（2）（表計算） 入戸野　健 2 あり 38005

 【1 群午後】　7 月 24 日（月）～ 7 月 29 日（土）　（13：10 ～ 14：50）（15：00 ～ 16：40）	

【抽選あり科目】……	「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

［注 1］	経済学部経済学科生が履修できる科目は「コンピュータ入門」、その他の所属の学生は「情報学入門」です。
［注 2］	スクーリング申請時までに、「日本史概説」を 4単位修得済であることが受講条件となります。
［注 3］	スクーリング申請時までに、「西洋史概説」を 4単位修得済であることが受講条件となります。
［注 4］	教職生・選科生で履修を希望する場合は文学部担当（03-3264-6533）宛に電話でご連絡ください。

Web 学習サービスからの申請は出来ません。
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※前半集中は前半 3日間（7/24 ～ 7/26）の集中授業です。
　9:00 ～ 17:00 まで授業時間であるため、開講時間帯が重複する同群他科目の受講はできません。

※後半集中は後半 3日間（7/27 ～ 7/29）の集中授業です。
　　　9:00 ～ 17:00 まで授業時間であるため、開講時間帯が重複する同群他科目の受講はできません。

学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

文 地理 3 ～ 4
現地研究 米家　志乃布 1 あり 36003
測量学及び測量実習（１） 木村　勲 2 あり 36004

学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

文 地理 3 ～ 4
現地研究 佐々木　達 1 あり 36005
地理情報システム（GIS）（1） 中山　大地 2 あり 36006

学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

全学部
（教養） 1 ～ 4 ○ ○ 英語Ｓ（３） Robert　Durham 1 あり 31003

全学部
（専門） 2 ～ 4 ○ ○ ［注 1］ 情報学入門（3）（データベース） 渡辺　英人 2 あり 38007

経済
経 2 ～ 4 ○ ○ ［注 1］ コンピュータ入門（3）（データベース） 渡辺　英人 2 あり 38008

商 3 ～ 4 ○ 人的資源管理論Ⅰ 田上　皓大 2 38006

 【1 群前半集中】7 月 24 日（月）～ 7 月 26 日（水）　
（9：00 ～ 10：40）（10：50 ～ 12：30）（13：30 ～ 15：10）（15：20 ～ 17：00）※「現地研究」は 2 泊 3 日間の合宿授業

 【1 群後半集中】7 月 27 日（木）～ 7 月 29 日（土）
（9：00 ～ 10：40）（10：50 ～ 12：30）　（13：30 ～ 15：10）（15：20 ～ 17：00）※「現地研究」は 2 泊 3 日間の合宿授業

 【1 群夜間】　7 月 24 日（月）～ 7 月 29 日（土）　（18：00 ～ 19：40）（19：45 ～ 21：25）

【抽選あり科目】……「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

［注 1］	経済学部経済学科生が履修できる科目は「コンピュータ入門」、その他の所属の学生は「情報学入門」です。

【抽選あり科目】……「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

【抽選あり科目】……「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。
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学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

全学部
（教養） 1 ～ 4

○ ○ ［注 1］ 日本史 矢越　葉子 2 30002
○ ○ 英語Ｓ（４） 大曲　陽子 1 あり 31004
○ ○ 英語Ｓ（５） 妻鹿　裕子 1 あり 31005

全学部
（専門） 2 ～ 4 ○ ○ ［注 2］ 情報学入門（4）（表計算） 髙田　美樹 2 あり 38010

法
2 ～ 4 ○ 法律学特講 村元　宏行 2 33005
3 ～ 4 ○ ○ 法思想史 大野　達司 2 33006

文

日文

1 ～ 4
○ ○ 日本文芸学概論 川鍋　義一 2 34005
○ ○ 日本文芸研究特講・近世 牧野　悟資 2 34006

2 ～ 4
日本文芸研究特講・言語 尾谷　昌則 2 34007
中国文芸史 遠藤　星希 2 34008

史 3 ～ 4
［注 3］ 史学演習（日本） 内藤　一成 2 35008
［注 4］ 史学演習（東洋） 兼平　充明 2 35009

地理
2 ～ 4 ○ ○ 人文地理学特講 小原　丈明 2 36008
3 ～ 4 自然地理学演習 宇津川　喬子 2 あり 36007

経済

経済 2 ～ 4

○ 経済学特講 宇都宮　仁 2 37002
経営学特講 神谷　健司 2 38009

○ ○ ［注 2］ コンピュータ入門（4）（表計算） 髙田　美樹 2 あり 38011

商 2 ～ 4
○ 経済学特講 宇都宮　仁 2 37002

経営学特講 神谷　健司 2 38009

教職 2 ～ 4
○ ［注 5］ 教育方法論（ICT活用を含む）

（平成 10 年改正法） 中園　有希 2 39001

○ ［注 5］ 教育方法論（ICT活用を含む）
（平成 28 年改正法） 中園　有希 2 39002

 【2 群午前】　7 月 31 日（月）～ 8 月 5 日（土）　（9：00 ～ 10：40）（10：50 ～ 12：30）

【抽選あり科目】……	「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

［注 1］	教職生は、入学年度・所属学科により履修ができます。詳細は『教員免許状取得の手引き』各課程表を確認
してください。

［注 2］	経済学部経済学科生が履修できる科目は「コンピュータ入門」、その他の所属の学生は「情報学入門」です。
［注 3］	スクーリング申請時までに、「日本史概説」を 4単位修得済であることが受講条件となります。
［注 4］	スクーリング申請時までに、「東洋史概説」を 4単位修得済であることが受講条件となります。
［注 5］	適用法令により、登録する時間割コードが異なります。2018 年度以前入学者は旧法（平成 10 年改正法）適用、

2019 年度以降入学者は原則として、新法（平成 28 年改正法）適用となります。自身の適用法令を確認のう
え履修してください。
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2023 年度 法政通信 5月号 27

夏期
スクーリング

ス
ク
ー
リ
ン
グ

学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

全学部
（教養） 1 ～ 4

○ ○ ［注 1］ 哲学 鵜澤　和彦 2 30003
○ 基礎特講 及川　智洋 2 30005
○ 物理学３（実験） 吉田　智 2 あり 30007
○ ○ 英語Ｓ（６） 吉田　季実子 1 あり 31006
○ ○ 仏語Ｓ 柴崎　秀穂 1 31010

○ ○ スポーツ総合演習 藤岡　成美・
伊藤　マモル 2 あり 32002

全学部
（専門） 2 ～ 4 ○ ○ ［注 2］ 情報学入門（5）（データ演習） 髙田　美樹 2 あり 38012

法
3 ～ 4 ○ 行政法 西田　幸介 2 33007
4 ○ ○ ［注 3］ 社会経済学A 舩木　惠子 2 37003

文

日文

1 ～ 4
○ ○ 日本文芸研究特講・中古 庄司　敏子 2 34009
○ ○ 日本文芸研究特講・漢文 永井　弥人 2 34010

論文作成基礎講座Ⅱ 佐藤　未央子 2 あり 34013

2 ～ 4
日本文芸研究特講・韻文 土屋　聡 2 34011
日本文芸研究特講・祭りと
芸能 今泉　隆裕 2 34012

史

1 ～ 4 ［注 4］ 日本史概説 安田　寛子 2 35010
2 ～ 4 ［注 5］ 西洋史概説 内田　康太 2 35012

3 ～ 4 日本古代史 杉本　一樹 2 35014
○ 日本文芸研究特講・漢文 永井　弥人 2 34010

地理

2 ～ 4 自然地理学特講 小寺　浩二 2 あり 36010

3 ～ 4

人文地理学演習 伊藤　達也 2 36009
○ ○ ［注 6］ 日本史概説 安田　寛子 2 35011
○ ○ ［注 6］ 西洋史概説 内田　康太 2 35013
○ ○ ［注 3］ 社会経済学A 舩木　惠子 2 37003

経済
経

1 ～ 4 ○ ○ ［注 3］ 社会経済学A 舩木　惠子 2 37003

2 ～ 4
○ 経済学特講 中田　大悟 2 37005

○ ○ ［注 2］ コンピュータ入門（5）（データ演習） 髙田　美樹 2 あり 38013

商
2 ～ 4 ○ 経済学特講 中田　大悟 2 37005
3 ～ 4 ○ ○ 社会経済学Ⅰ 舩木　惠子 2 37004

教職 2 ～ 4
○ ［注 7］ 教育の制度・経営（平成 10 年改正法） 新井　秀明 2 39003

○ ［注 7］ 教育の制度・経営（平成 28 年改正法） 新井　秀明 2 39004

 【2 群午後】　7 月 31 日（月）～ 8 月 5 日（土）　（13：10 ～ 14：50）（15：00 ～ 16：40）

【抽選あり科目】……	「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

［注 1］	教職生は、入学年度・所属学科により履修ができます。詳細は『教員免許状取得の手引き』各課程表を確認
してください。

［注 2］	経済学部経済学科生が履修できる科目は「コンピュータ入門」、その他の所属の学生は「情報学入門」です。
［注 3］	史学科の教職希望者・教職生も、入学年度により教職科目として受講できる場合があります。

ただし史学科の本科生の場合は卒業所要単位に含まれません。
詳細は『教員免許状取得の手引き』各課程表を確認してください。

［注 4］	史学科の選科生・教職生で「日本史概説」受講希望者は、地理学科の科目一覧に記載している時間割コード
（35011）で登録してください。

［注 5］	史学科の選科生・教職生で「西洋史概説」受講希望者は、地理学科の科目一覧に記載している時間割コード
（35013）で登録してください。

［注 6］	他学科の教職希望者・教職生も、入学年度・所属学科により教職科目として受講できる場合があります。
ただし、法律学科、経済学科、商業学科の本科生の場合は卒業所要単位に含まれません。
詳細は『教員免許状取得の手引き』各課程表を確認してください。

［注 7］	適用法令により、登録する時間割コードが異なります。2018 年度以前入学者は旧法（平成 10 年改正法）適用、
2019 年度以降入学者は原則として、新法（平成 28 年改正法）適用となります。自身の適用法令を確認のう
え履修してください。
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2023 年度 法政通信 5月号28

ス
ク
ー
リ
ン
グ

学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

全学部
（教養） 1 ～ 4 ○ ○ 英語Ｓ（７） 小田井　勝彦 1 あり 31007

全学部
（専門）

1 ～ 4 ○ 総合特講 川邊　安彦 2 37008

2 ～ 4 ○ ○ ［注 1］ 情報学入門（6）（データベース） 渡辺　英人 2 あり 38015

法 3 ～ 4 ○ ○ 労働法 山本　圭子 2 33008

経済

経
2 ～ 4

経営学特講 小池　祐二 2 38014

○ ○ ［注 1］ コンピュータ入門（6）（データベース） 渡辺　英人 2 あり 38016

3 ～ 4 ○ ○ 日本経済論A 秋元　大輔 2 37006

商
2 ～ 4 経営学特講 小池　祐二 2 38014
3 ～ 4 ○ 日本経済論Ⅰ 秋元　大輔 2 37007

 【2 群夜間】　7 月 31 日（月）～ 8 月 5 日（土）　（18：00 ～ 19：40）（19：45 ～ 21：25）

【抽選あり科目】……	「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

［注 1］	経済学部経済学科生が履修できる科目は「コンピュータ入門」、その他の所属の学生は「情報学入門」です。

学部 学科 学年 選科生 教職生 科目名 担当教員 単位 抽選の
有無

時間割
コード

全学部
（教養） 1 ～ 4 ○ ○ 英語Ｓ（８） 今井　澄子 1 あり 31008

法 3 ～ 4 ○ 教育法 村元　宏行 2 33009

文

日文
1 ～ 4

日本文芸研究特講・上代 坂本　勝 2 34015
○ ○ 日本文芸研究特講・近代 沼田　真里 2 34016

論文作成基礎講座Ⅰ 山口　恭子 2 あり 34017
2 ～ 4 日本文芸史Ⅱ 山田　稔 2 34014

史
2 ～ 4 日本考古学 小倉　淳一 2 35016
3 ～ 4 東洋史特講（中国現代史） 齋藤　勝 2 35015

地 3 ～ 4 東洋史特講（中国現代史） 齋藤　勝 2 35015

経済

経 2 ～ 4
○ 経済学特講 島澤　諭 2 37009

経営学特講 猪狩　良介 2 38017
経営学特講 齋藤　邦明 2 38018

商 2 ～ 4
○ 経済学特講 島澤　諭 2 37009

経営学特講 猪狩　良介 2 38017
経営学特講 齋藤　邦明 2 38018

教職 2 ～ 4
○ ［注 1］ 教育相談（平成10年改正法） 藤平　敦 2 39005
○ ［注 1］ 教育相談（平成28年改正法） 藤平　敦 2 39006

【抽選あり科目】……「抽選の有無」欄に「あり」と記載された科目は、履修申請後に抽選を行い、受講者を決定します。

［注 1］	適用法令により、登録する時間割コードが異なります。2018 年度以前入学者は旧法（平成 10 年改正法）適用、
2019 年度以降入学者は原則として、新法（平成 28 年改正法）適用となります。自身の適用法令を確認のう
え履修してください。

 【3 群終日】　8 月 7 日（月）～ 8 月 9 日（水）　				  
 （9：00 ～ 10：40）（10：50 ～ 12：30）　（13：30 ～ 15：10）（15：20 ～ 17：00）	
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2023 年度 法政通信 5月号 29

夏期
スクーリング

ス
ク
ー
リ
ン
グ

1 群　午前

シラバス

本号に掲載しているシラバスは、内容を変更する場合があります。
Webシラバスを必ず確認してください。

通信教育部（スクーリング）：標準レイアウト｜ 2023/3/31 – 17:52

LIT100TA

文学（夏期スクーリング）

中澤　忠之

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
小説を読むとき、私たちはどんなところを重視するでしょう。たと管理 ID：

2322165

授業コード：
30001

えば、泣けるかどうかとか、感情移入できるかどうか、とかいった
ところでしょうか。実際、これまで中学校や高校の現国の授業では、
主人公の心情を素直に読み取るトレーニングを受けてきたはずです。
しかし、小説の書き方・読み方は一様ではありません。この講義は、
小説の書き方・読み方には多様性があることを知り（夏目漱石とラ
イトノベルを優劣関係ではなく多様性の一つとして捉えること）、そ
れを身に付ける土台作りとなるでしょう。そのためにはまず、小説
の成り立ちをおさらいすることからはじめます。そして文学史にし
たがって、小説の書き方・読み方が変化し、新たな書き方・読み方の
発見が文学史を豊かに形成してきたことを確認します。戦前の文学
史がメインですが、最近の文学史にも積極的にふれます。マンガや
映画、美術など、文学に隣接するジャンルにもしばしば言及したい。

【到達目標】
創作物を単に主観的に受容するのではなく、対象化して評価する技術
と教養を身に付け、作品受容の許容範囲が広がることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義中心です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回
対 面/face
to face

ガイダンス 講義の概要説明および導入。

第 2 回
対 面/face
to face

現在の文学が置かれた
状況

最近の文学事情を、他のジャンル
との関係から明らかにする。

第 3 回
対 面/face
to face

文学作品の読み方 文学の仕組みを解説して、高校時
代までの読み方を相対化する。

第 4 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生① 言文一致（いわゆる近代日本語）
を中心に、近代文学が形になった
プロセスを解説。
言文一致形成の全体像を確認す
る。

第 5 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生② 言文一致形成の初期（明治 10 か
ら 20 年代）の状況を作品を参照
しながら確認する。

第 6 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生③ 言文一致形成の後期（明治 30 か
ら 40 年代）の状況を作品を参照
しながら確認する。

第 7 回
対 面/face
to face

文学史第 1 期（明治
20～40 年の文学）

リアリズム（写実主義）は近代に
確立した表現法だが、そのリアリ
ズムが確立した時代の表現パター
ンを解説。

第 8 回
対 面/face
to face

文学史第 2 期（大正
時代の文学）

私小説がはやった時代の表現パ
ターンを解説。文学における自己
表現を問題にしたい。

第 9 回
対 面/face
to face

文学史第 3 期（1920
年代）

社会が大衆化したモダニズムの時
代の表現パターンを解説。

第 10回
対 面/face
to face

文学史第 4 期（1930
年代）

文学表現が成熟した時代の表現パ
ターンを解説。

第 11回
対 面/face
to face

文学史総括 文学史全体の流れを復習し、現代
の表現とも関係させる。

第 12回
対 面/face
to face

試験・まとめと解説 授業全体のまとめをし、その後に
試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
少しでも文学作品に触れてください。しかし闇雲に読むのではなく、
ジャンルを意識しながら読むことをおすすめします。ジャンルが分
からなければ、大きめの本屋に行って書棚がどういう配置になって
いるのか、どういう本が収まっているのかを確認してみるのもよい
です。たとえば、映画をよく観る人は TSUTAYAの棚陳列がどうい
うジャンル区分に従っているのかよくわかっているはずです。坂道
や AKB48 のファンは、素人目には同じように見える顔が、それぞ
れ個性を持ち、ジャンル分けできることを知っているはずです。文
学も同じです。
小説を全く読まない人は、まず『ノルウェイの森』（村上春樹）と『時
をかける少女』（筒井康隆）と『涼宮ハルヒの憂鬱』（谷川流）の 3
冊を読み比べてみてください。
本授業の準備・復習学習は各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
随時プリントを配布します。

【参考書】
なし。

【成績評価の方法と基準】
最後に行う期末試験が評価の主要な対象となります。授業への参加
度（平常点）も評価したい。評価の割合は最後の筆記試験が 70％、
平常点を 30 ％とします。

【学生の意見等からの気づき】
基本的に口述と板書が多いので、「授業の概要を示すプリントがあれ
ばよい」という意見がありました。重要なポイントとなるところで
はプリントで示すことも考慮に入れようと思います。

【Outline (in English)】
-Course outline
The purpose of this lecture is to acquire the skills and culture
for reading novels using works of modern Japanese literature.
There is no one way to write or read a novel. In this lecture,
you can learn that there are various ways to write and read
novels. Let’s start by confirming the origin of the novel. And if
we trace the history of literature, we can see that the way we
write and read novels has changed.
-Learning Objectives
We aim to acquire the skills and education to objectively
evaluate creations.
-Learning activities outside of classroom
Read into literary works even a little. I recommend reading
with the genre in mind. Standard time for class preparation
and review is 2 hours each.
-Grading Criteria /Policies
The final exam will be the main evaluation. The evaluation
percentage is 70% for the final exam and 30% for the student
performance in the classroom.

— 1 —

通信教育部（スクーリング）：標準レイアウト｜ 2023/3/31 – 17:52

LIT100TA

文学（夏期スクーリング）

中澤　忠之

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
小説を読むとき、私たちはどんなところを重視するでしょう。たと管理 ID：

2322165

授業コード：
30001

えば、泣けるかどうかとか、感情移入できるかどうか、とかいった
ところでしょうか。実際、これまで中学校や高校の現国の授業では、
主人公の心情を素直に読み取るトレーニングを受けてきたはずです。
しかし、小説の書き方・読み方は一様ではありません。この講義は、
小説の書き方・読み方には多様性があることを知り（夏目漱石とラ
イトノベルを優劣関係ではなく多様性の一つとして捉えること）、そ
れを身に付ける土台作りとなるでしょう。そのためにはまず、小説
の成り立ちをおさらいすることからはじめます。そして文学史にし
たがって、小説の書き方・読み方が変化し、新たな書き方・読み方の
発見が文学史を豊かに形成してきたことを確認します。戦前の文学
史がメインですが、最近の文学史にも積極的にふれます。マンガや
映画、美術など、文学に隣接するジャンルにもしばしば言及したい。

【到達目標】
創作物を単に主観的に受容するのではなく、対象化して評価する技術
と教養を身に付け、作品受容の許容範囲が広がることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義中心です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回
対 面/face
to face

ガイダンス 講義の概要説明および導入。

第 2 回
対 面/face
to face

現在の文学が置かれた
状況

最近の文学事情を、他のジャンル
との関係から明らかにする。

第 3 回
対 面/face
to face

文学作品の読み方 文学の仕組みを解説して、高校時
代までの読み方を相対化する。

第 4 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生① 言文一致（いわゆる近代日本語）
を中心に、近代文学が形になった
プロセスを解説。
言文一致形成の全体像を確認す
る。

第 5 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生② 言文一致形成の初期（明治 10 か
ら 20 年代）の状況を作品を参照
しながら確認する。

第 6 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生③ 言文一致形成の後期（明治 30 か
ら 40 年代）の状況を作品を参照
しながら確認する。

第 7 回
対 面/face
to face

文学史第 1 期（明治
20～40 年の文学）

リアリズム（写実主義）は近代に
確立した表現法だが、そのリアリ
ズムが確立した時代の表現パター
ンを解説。

第 8 回
対 面/face
to face

文学史第 2 期（大正
時代の文学）

私小説がはやった時代の表現パ
ターンを解説。文学における自己
表現を問題にしたい。

第 9 回
対 面/face
to face

文学史第 3 期（1920
年代）

社会が大衆化したモダニズムの時
代の表現パターンを解説。

第 10回
対 面/face
to face

文学史第 4 期（1930
年代）

文学表現が成熟した時代の表現パ
ターンを解説。

第 11回
対 面/face
to face

文学史総括 文学史全体の流れを復習し、現代
の表現とも関係させる。

第 12回
対 面/face
to face

試験・まとめと解説 授業全体のまとめをし、その後に
試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
少しでも文学作品に触れてください。しかし闇雲に読むのではなく、
ジャンルを意識しながら読むことをおすすめします。ジャンルが分
からなければ、大きめの本屋に行って書棚がどういう配置になって
いるのか、どういう本が収まっているのかを確認してみるのもよい
です。たとえば、映画をよく観る人は TSUTAYAの棚陳列がどうい
うジャンル区分に従っているのかよくわかっているはずです。坂道
や AKB48 のファンは、素人目には同じように見える顔が、それぞ
れ個性を持ち、ジャンル分けできることを知っているはずです。文
学も同じです。
小説を全く読まない人は、まず『ノルウェイの森』（村上春樹）と『時
をかける少女』（筒井康隆）と『涼宮ハルヒの憂鬱』（谷川流）の 3
冊を読み比べてみてください。
本授業の準備・復習学習は各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
随時プリントを配布します。

【参考書】
なし。

【成績評価の方法と基準】
最後に行う期末試験が評価の主要な対象となります。授業への参加
度（平常点）も評価したい。評価の割合は最後の筆記試験が 70％、
平常点を 30 ％とします。

【学生の意見等からの気づき】
基本的に口述と板書が多いので、「授業の概要を示すプリントがあれ
ばよい」という意見がありました。重要なポイントとなるところで
はプリントで示すことも考慮に入れようと思います。

【Outline (in English)】
-Course outline
The purpose of this lecture is to acquire the skills and culture
for reading novels using works of modern Japanese literature.
There is no one way to write or read a novel. In this lecture,
you can learn that there are various ways to write and read
novels. Let’s start by confirming the origin of the novel. And if
we trace the history of literature, we can see that the way we
write and read novels has changed.
-Learning Objectives
We aim to acquire the skills and education to objectively
evaluate creations.
-Learning activities outside of classroom
Read into literary works even a little. I recommend reading
with the genre in mind. Standard time for class preparation
and review is 2 hours each.
-Grading Criteria /Policies
The final exam will be the main evaluation. The evaluation
percentage is 70% for the final exam and 30% for the student
performance in the classroom.
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通信教育部（スクーリング）：標準レイアウト｜ 2023/3/31 – 17:52

LIT100TA

文学（夏期スクーリング）

中澤　忠之

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
小説を読むとき、私たちはどんなところを重視するでしょう。たと管理 ID：

2322165

授業コード：
30001

えば、泣けるかどうかとか、感情移入できるかどうか、とかいった
ところでしょうか。実際、これまで中学校や高校の現国の授業では、
主人公の心情を素直に読み取るトレーニングを受けてきたはずです。
しかし、小説の書き方・読み方は一様ではありません。この講義は、
小説の書き方・読み方には多様性があることを知り（夏目漱石とラ
イトノベルを優劣関係ではなく多様性の一つとして捉えること）、そ
れを身に付ける土台作りとなるでしょう。そのためにはまず、小説
の成り立ちをおさらいすることからはじめます。そして文学史にし
たがって、小説の書き方・読み方が変化し、新たな書き方・読み方の
発見が文学史を豊かに形成してきたことを確認します。戦前の文学
史がメインですが、最近の文学史にも積極的にふれます。マンガや
映画、美術など、文学に隣接するジャンルにもしばしば言及したい。

【到達目標】
創作物を単に主観的に受容するのではなく、対象化して評価する技術
と教養を身に付け、作品受容の許容範囲が広がることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義中心です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回
対 面/face
to face

ガイダンス 講義の概要説明および導入。

第 2 回
対 面/face
to face

現在の文学が置かれた
状況

最近の文学事情を、他のジャンル
との関係から明らかにする。

第 3 回
対 面/face
to face

文学作品の読み方 文学の仕組みを解説して、高校時
代までの読み方を相対化する。

第 4 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生① 言文一致（いわゆる近代日本語）
を中心に、近代文学が形になった
プロセスを解説。
言文一致形成の全体像を確認す
る。

第 5 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生② 言文一致形成の初期（明治 10 か
ら 20 年代）の状況を作品を参照
しながら確認する。

第 6 回
対 面/face
to face

近代文学の誕生③ 言文一致形成の後期（明治 30 か
ら 40 年代）の状況を作品を参照
しながら確認する。

第 7 回
対 面/face
to face

文学史第 1 期（明治
20～40 年の文学）

リアリズム（写実主義）は近代に
確立した表現法だが、そのリアリ
ズムが確立した時代の表現パター
ンを解説。

第 8 回
対 面/face
to face

文学史第 2 期（大正
時代の文学）

私小説がはやった時代の表現パ
ターンを解説。文学における自己
表現を問題にしたい。

第 9 回
対 面/face
to face

文学史第 3 期（1920
年代）

社会が大衆化したモダニズムの時
代の表現パターンを解説。

第 10回
対 面/face
to face

文学史第 4 期（1930
年代）

文学表現が成熟した時代の表現パ
ターンを解説。

第 11回
対 面/face
to face

文学史総括 文学史全体の流れを復習し、現代
の表現とも関係させる。

第 12回
対 面/face
to face

試験・まとめと解説 授業全体のまとめをし、その後に
試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
少しでも文学作品に触れてください。しかし闇雲に読むのではなく、
ジャンルを意識しながら読むことをおすすめします。ジャンルが分
からなければ、大きめの本屋に行って書棚がどういう配置になって
いるのか、どういう本が収まっているのかを確認してみるのもよい
です。たとえば、映画をよく観る人は TSUTAYAの棚陳列がどうい
うジャンル区分に従っているのかよくわかっているはずです。坂道
や AKB48 のファンは、素人目には同じように見える顔が、それぞ
れ個性を持ち、ジャンル分けできることを知っているはずです。文
学も同じです。
小説を全く読まない人は、まず『ノルウェイの森』（村上春樹）と『時
をかける少女』（筒井康隆）と『涼宮ハルヒの憂鬱』（谷川流）の 3
冊を読み比べてみてください。
本授業の準備・復習学習は各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
随時プリントを配布します。

【参考書】
なし。

【成績評価の方法と基準】
最後に行う期末試験が評価の主要な対象となります。授業への参加
度（平常点）も評価したい。評価の割合は最後の筆記試験が 70％、
平常点を 30 ％とします。

【学生の意見等からの気づき】
基本的に口述と板書が多いので、「授業の概要を示すプリントがあれ
ばよい」という意見がありました。重要なポイントとなるところで
はプリントで示すことも考慮に入れようと思います。

【Outline (in English)】
-Course outline
The purpose of this lecture is to acquire the skills and culture
for reading novels using works of modern Japanese literature.
There is no one way to write or read a novel. In this lecture,
you can learn that there are various ways to write and read
novels. Let’s start by confirming the origin of the novel. And if
we trace the history of literature, we can see that the way we
write and read novels has changed.
-Learning Objectives
We aim to acquire the skills and education to objectively
evaluate creations.
-Learning activities outside of classroom
Read into literary works even a little. I recommend reading
with the genre in mind. Standard time for class preparation
and review is 2 hours each.
-Grading Criteria /Policies
The final exam will be the main evaluation. The evaluation
percentage is 70% for the final exam and 30% for the student
performance in the classroom.
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　発行日：2023/4/12

GEO100TA

自然地理学（夏期スクーリング）

加藤　美雄

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　日常生活に密着している自然環境のしくみを理解し、オゾン層の
破壊、ヒートアイランドなど人為による改変とその対策について検
討する。その上で人間活動が与えた自然環境の変化について論ずる
ことができる。

【到達目標】
・気象学、気候学の知識により自然環境を理解する。
・自然環境への人為のかかわりについて検討する。
・自然環境の変化による異常気象を把握する。
・自然環境変化の予測を考察する。
・人為によって改変した自然環境の問題点とその対策について考察
し、まとめる。
・課題論文をまとめることにより、論文を理解する力をつける。
・発表することによりプレゼンテーション能力を高め、質問、意見、
討論などにより議論する力をつける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
　授業の初めに前回のテストの解説を実施して、全体に対してフィー
ドバックを行なう。
　授業の進め方は２部構成とし、第１に、地球規模から日本列島ス
ケール、小規模までの自然環境変化を取り上げる。第２に、加速す
る様々な異常気象について説明する。
　授業の方法は、気象学、気候学により自然環境に関する最新の研
究を中心に講義する。講義内容の理解度を把握するために受講生へ
の質問や毎回、小テストを実施する。また、講義中は、気象の実験
や災害・気象現象の映像を通して自然環境の理解を深める。
　なお、受講生の意見等により授業内容を変更することがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめに 授業のねらい、概要、何のために

学ぶかについて説明する。また、
気象学・気候学の理解度を確認す
る。

2 気候の概論 気象と気候の違い、気候地名、気
候景観、都市の認知度などにより
気候学の概要を講義する。

3 オゾンホール１（成
因）

成層圏の気候からオゾンの生成と
役割について説明し、オゾンホー
ル成因のメカニズムについて検討
する。

4 オゾンホール２（現状
と課題）

オゾンホールの現状と今後の課題
について考察する。

5 紫外線 オゾン層の減少に関連して、紫外
線全般について説明するととも
に、人体や動植物に与える影響に
ついても検討する。

6 越境汚染１（酸性雨） 酸性雨の成因、影響及び現状につ
いて説明する。

7 越境汚染２（黄砂） 黄砂の飛来から日本における影響
を検討し、予測と対策ついて説明
する。

8 人為による気候の改変
１（ヒートアイランド
Ⅰ）

都市化によるヒートアイランドの
成因と現状を説明する。

9 人為による気候の改変
２（ヒートアイランド
Ⅱ）

ヒートアイランドが人間社会に与
える影響を説明し、その対応につ
いて議論する。

10 人為による気候の改変
３（観光鍾乳洞の気候
変化）

鍾乳洞が入場者数の増大によって
受ける影響について考察する。ま
た、観光鍾乳洞の保護に関するグ
ループ討議を行なう。

11 異常気象１（エルニー
ニョ現象の成因）

世界的な異常気象をもたらすエル
ニーニョ現象の成因と観測体制に
ついて説明する。

12 異常気象２（竜巻・突
風・雷）

竜巻・突風・雷、それに増加して
いる急な雨について説明し、近年
の状況について解説する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に配布する講義資料は必ず読んでおくこと。
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用せずプリントを配布する。

【参考書】
・異常気象を知りつくす本．佐藤典人著．インデックス・コミュニ
ケーションズ
・成層圏オゾンが生物を守る．関口理郎著．成山堂
・ここまでわかった「黄砂」の正体．三上正男著．五月書房
・ヒートアイランドと都市緑化．山口隆子著．成山堂
・カルスト-その環境と人々とのかかわり．漆原和子編．大明堂
・新百万人の天気教室．白木正規著．成山堂書店

【成績評価の方法と基準】
評価の配分は以下の通りである。
・平常点：２０％
・小テスト：４０％
・試験：４０％

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーには、多くの質問、意見があったので、今年
度も実施して授業に反映する。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
講義では、気象庁での実務経験をもとにして、様々な気象現象から
自然環境のしくみを分かり易く解説する。また、地球の環境変化が
最初に現れる南極の状況について、越冬体験をもとに説明する。
また、本講義は気象学を扱うため苦手意識があると思うが、日々の
生活の中で身近な現象である気温や風、降水などにより分かりやす
く解説するため、気象を学ぶ楽しさを知ってもらいたい。
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　発行日：2023/4/12

LANe100TA

英語Ｓ（１）（夏期スクーリング）

JAMES O ESSEX

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このコースの教授は、学生が今まで遭遇したことのないようなコー
スになると考えています。パワーポイントでのプレゼンテーション
もありません。TED Talksのような独白もありませんし、中学や高
校で参加したようなスピーチコンテストもありません（かなり強要
されます）。
しかし、詩はたくさんあります。詩の朗読を通して、生徒が人前で
話す能力を高める機会を提供します。
生徒たちは、シェイクスピアのソネット、リメリック、童謡、俳句
など、さまざまな詩に出会い、関わっていくことになります。
このコース終了時には、さまざまな詩に触れることで、人前で話す
ことに自信を持ち、より上手に話せるようになります。また、詩は
記憶を助けるという研究結果もあり、このコースでは、詩への感謝
と理解を深めることも学習目標／望ましい成果としています。
*高等学校
**強要される

【到達目標】
By the end of this course, students will be more confident in,
and better able to speak publicly by engaging with a range
of poetry. Research has also shown that poetry aids memory,
and this, along with fostering a greater appreciation for and
understanding of poetry are the learning objectives/desired
outcomes of this course.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
This class is very much task based learning. The professor
will demonstrate/provide examples, and students will be given
ample opportunity to practice/recite a range of poetry.
Feedback on assignments and other classwork will be given
face-to-face throughout the course, or in written form. If
students are happy to provide an email address, feedback can
also be provided in this way.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 Introduction to the

class
Expectations
Syllabus overview
Ice-breaking
activities
Shakespeare Sonnet
(1)

The professor will outline the
course.
Students will get to know one
another

第2回 (i) Public speaking
and speaking
publicly: same
thing?
(ii) What is poetry?
How does it relate to
public speaking?
(Shakespeare
Sonnet (2)

Students will explore different
interpretations of public
speaking

第3回 (i) How to Read a
Poem
(ii) How to "Read" a
Poem
(iii) How to Read a
Poem So That It
Looks Like You’re
Not Reading a Poem
Shakespeare Sonnet
(3)

The professor will explain and
demonstrate how reading a
poem is different from reading
other media like novels,
newspapers, blogs etc.

第4回 Haiku
Shakespeare Sonnet
(4)

Students will explore and
practice reciting haiku.

第5回 Nursery Rhymes
Shakespeare Sonnet
(5)

Students will explore and
practice reciting nursery
rhymes.

第6回 Cinquains
Shakespeare Sonnet
(6)

Students will explore and
practice reciting cinquains.

第7回 Nonsense Poetry
Shakespeare Sonnet
(7)

Students will explore and
practice reciting
Shakespearean sonnets.

第8回 Free Verse
Shakespeare Sonnet
(8)

Students will explore and
practice reciting free verse.

第9回 Limericks
Shakespeare Sonnet
(9)

Students will explore and
practice reciting Limericks.

第10回 Elegies
Shakespeare Sonnet
(10)

Students will explore and
practice reciting elegies.

第11回 Occasional Poems
Shakespeare Sonnet
(11)

Students will explore and
practice reciting occasional
poems.

第12回 Final Assessment Students will take a short
written test. There will also be
a recitation assessment.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。
Homwork will be set daily.

【テキスト（教科書）】
There is no textbook for this class. Materials/resources will be
provided.

【参考書】
Materials/resources will be provided. There is no one
particular reference which will help you, since this course is
tailor-made.

【成績評価の方法と基準】
Participation (active participation*): 25%
Recitation: 65%
Short written test 10%
* just being in the classroom is not enough; students should be
actively engaged in discussion, practice, group work etc.

【学生の意見等からの気づき】
This is the professor’s first time to teach on the summer school.
Feedback is welcome at any time on the course. The professor
has previously taught haiku and senryu on the winter school,
and students who took that course - along with students
unacquainted with the professor - are welcome to take this one.
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【学生が準備すべき機器他】
Notebook, pen... the usual!

POL200TB

政治学（夏期スクーリング）

面　一也

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学の基本的概念と政治制度に関する講義を行います。

【到達目標】
政治学の基本概念と政治制度に関する基本的知識を習得することと、
政治について考え・判断できる能力の獲得を目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
(1)授業の実施形態:講義形式で行います。
(2)オフィス・アワー (質疑応答の方法):授業前後で対応します。
(3) 資料や課題の配信、課題の回収方法:資料は必要に応じて配布し
ます。また、学習内容の区切りになる箇所で、リアクション・ペー
パーの提出を課す予定です (学習を通じて考えたことを、200~400
字程度で。計 2 ～ 3 回)。
(4)翌日の授業時に、提出されたリアクション・ペーパーからいくつ
か取り上げ、全体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要について説明します。
第2回 民主政治の起源 (教科

書第 1 章)
直接民主政治から間接民主政治へ

第3回 民主政治の変容 (第 2
章)

ナショナリズム、ポピュリズム、
全体主義の経験から

第4回 福祉と政治 (第 3 章) 社会民主主義と新自由主義
第5回 民主政治のさまざまな

仕組み (第 4 章)
選挙 (第 5 章)

議院内閣制と大統領制 (第 4 章)
組織票、無党派、無関心 (第 5章)

第6回 議会と政党 (第 6 章) 国会無能論、多数者の専制
第7回 政策過程と官僚・利益

集団 (第 7 章)
縦割り行政、官僚性の肥大化、族
議員

第8回 世論とマスメディア
(第 8 章)

マスメディアの役割、SNS の台
頭

第9回 地方自治 (第 9 章) 地方分権改革の問題
第10回 グローバル化 (第 10

章)
グローバル・イシューの噴出

第11回 民主政治の現在 (第
11 章)

フェミニズム、多文化主義、熟議
民主主義

第12回 筆記試験 まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
川出良枝、谷口将紀編著『政治学 第 2 版』東京大学出版会、2022
年、2,420 円。

【参考書】
授業内で、適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
筆記試験 (70%)、リアクション・ペーパー (30%)。

【学生の意見等からの気づき】
発展学習に関わる文献紹介などを、いっそう充実させたいと思います。

LAW200TB

法律学特講（夏期スクーリング）

朝村　太一

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　情報技術の発展は，新たな犯罪捜査手法を生み出す。これらの新
たな捜査手法は，複雑化・巧妙化を続ける犯罪行為に関する情報収
集手段として極めて有用である。他方で，これらの捜査手法につい
ては，それが対象者の「プライバシー」等を制約する側面を有する
ことも多いこと，及び現行刑訴法が主として伝統的な捜査手法を念
頭に置いた規定を有していることから，その許容性・許容要件が活
発に議論されている。
　本講義では，情報技術の発展に伴って生じた新たな捜査手法に対
する法的規律についての議論の概況を把握することを通じて，情報
社会における犯罪捜査のあり方を考える端緒を提供することを目的
とする。

【到達目標】
情報技術の発展に伴って生じた犯罪捜査に関する種々の問題につい
て，立法・判例・学説上どのような解決の試みが行われているのか
を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う（六法を持参してください）。
刑事訴訟法を学んだことがない学生であっても内容を理解できるよ
う，捜査法に関する前提知識からレクチャーする。
試験に対するフィードバックは授業内で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 問題の所在

本講義で学ぶこと
第2回 捜査法の基本構造 強制処分法定主義

令状主義
第3回 写真撮影と犯罪捜査 公道上の人の容ぼう等の写真・ビ

デオ撮影
第4回 通信傍受と犯罪捜査① 通信傍受法制定以前の問題状況
第5回 通信傍受と犯罪捜査② 通信傍受法の内容
第6回 GPS と犯罪捜査 GPS 大法廷判決以前の問題状況

GPS 大法廷判決
第7回 データと犯罪捜査① 平成 23 年刑事訴訟法改正以前の

問題状況
第8回 データと犯罪捜査② 平成 23 年刑事訴訟法改正の内容
第9回 データと犯罪捜査③ サイバー犯罪捜査の実務
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第10回 パスワードと犯罪捜査 問題の所在
パスワード入力の強要と自己負罪
拒否特権

第11回 小括 技術発展に伴って生じる種々の問
題に対する解決の試み

第12回 試験
解説

試験及びこれに対する解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし。

【参考書】
捜査に関する法的規律の概要を把握するに当たっては，池田公博＝
笹倉宏紀『刑事訴訟法』（有斐閣，2022 年）が有用である。
その他の参考文献は，ガイダンス及び各回末に紹介する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（100 ％）

【学生の意見等からの気づき】
（本年度新規科目のため）特になし。

LIT300TC

書道実技（夏期スクーリング）

井澤　秀彦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
中学校国語科書写の指導を中心とした実技と指導法
姿勢・執筆法から始まり、用具・用材の基本的な扱い方、楷書、行
書、漢字と仮名の調和などを、現在の教育現場の書写の役割や実情
を踏まえながら、順次学習を進めていく。

【到達目標】
中学校国語科書写における知識・技能の習得
基本的な書の表現力（基本点画・書字のきまり・文字感覚など）の
習得
中学校国語科書写の指導者として、生徒に何をどのように教えるの
か、また、生徒作品を客観的に評価する着眼点の習得。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
授業ノート（持ち物参照）を丁寧にとり、最終日に全ての作品を貼
付したノートを提出する。
講義と実技の時間的な割合は課題にもよるが、おおよそ１：１くら
いである。
最終授業内で、それまでの講義内容のまとめや復習だけでなく、授
業内で書いた作品の講評や通信添削課題に対する解説も行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 書写と書道の違い 書写・書道における基礎的な用語

の理解や用具・用材の扱い方
第2回 表現・鑑賞とは　

楷書の基本点画
書写における「表現」は技術、
「鑑賞」は知識
表現の第一歩は基本点画の習得

第3回 楷書の学習（書字の
きまり１）

「口」の書き方、「八」の書き方な
どから、文字を書くための決まり
ごとの理解

第4回 楷書の学習（書字の
決まり２）

偏と旁の関係、横画と縦画の関係
などから、文字を書くための決ま
りごとの理解

第5回 筆順指導について
楷書の許容される書き
方

教育現場における筆順指導の重要
性の理解
楷書の基本的な字形と許容される
字形

第6回 楷書のまとめ 四字句・六字句などの学習から、
半紙に対する文字の大きさや配
列・配字の理解

第7回 行書の特徴１ なぜ中学校で行書を学習するのか
楷書と行書の違い

第8回 行書の特徴２ 行書の特徴（点画の丸み・連続・
変化など）
点画の省略、筆順の変化

第9回 小筆の学習１ 楷書に調和する仮名の学習
行書に調和する仮名の学習

第10回 小筆の学習２ 漢字（楷書・行書）と仮名の調和
「散らし書き」の理解と習得

第11回 楷書の古典 楷書の成立と唐の四大家
『九成宮醴泉銘』の学習

第12回 行書の古典 行書の成立と王羲之
『蘭亭序』の学習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実技の習得は練習の積み重ねが大切である。自分の目標をしっかり
持ち、基本点画の習得、自己の欠点の確認・矯正および新しい技量
の習得を目指して欲しい。
本授業の準備学習・復習時間は、各 1 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
『国語科書写の理論と実践』　　全国大学書写書道教育学会編　　萱
原書房　　￥1,000 ＋税
通教テキスト「書道教本」
※『明解書写教育【増補新訂版】』も経過措置テキストとして使用可

【参考書】
指定なし

【成績評価の方法と基準】
授業参加 30 ％、授業ノート（作品を含む）40 ％、試験 30 ％

【学生の意見等からの気づき】
書道用具に関してですが、自らが中学生のころに使用していたもの
ではうまく書けないようです。筆は大筆・小筆とも使用に耐えられ
ず（やはり小中学生用はその程度です）、書道セットに入っていたよ
うな固形墨は上手に磨っても濃くならず、硯も小さかったり石製で
はなかったりで、初日が終わってから慌てて専門店に行き、書道用
具を購入する学生が毎年います。将来、教壇に立つ者として、相応
の書道用具をそろえてください。
また、墨で服を汚さぬよう各自工夫してください。

【その他の重要事項】
持ち物　
①筆（大筆・小筆）②墨（固形墨）③硯（プラスチック製・セラミッ
ク製はＮＧ）④半紙（多めに用意してください）⑤毛氈（下敷き）⑥
文鎮⑦ノート（Ｂ５・横罫）⑧筆記用具⑨赤ペン⑩スティックのり
※特に筆・墨・硯・半紙は安価なものは使いにくいものが多い。
上記テキストは必携のこと。
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LIT100TC

日本文芸研究特講・中世（夏期スクーリング）

中司　由起子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、中世に成立した能を扱う。本年度は世阿弥作の能〈鵺〉
をとりあげ、作品を読んで鑑賞し、主題やねらいを考えていく。能
の歴史にも目を配りつつ、能の魅力を味わうために必要な知識を深
める。

【到達目標】
能に関する基本的知識を理解することができる。
現代に生きる古典芸能に関心をもつことができる。
能の作品の主題・趣向を考え、それを文章にまとめることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式でおこなう。毎回の講義終了時にリアクションペーパーの
提出を求める。オフィス・アワーを講義終了時に設ける。講義の初
めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーから質問をい
くつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 能の梗概 能の基本的事項をおさえる。
第2回 能の歴史 能の歴史や流儀、役籍等について

知る。
第3回 世阿弥 世阿弥の功績と、夢幻能の特色に

ついて学ぶ。
第4回 能の素材 『平家物語』の内容をおさえる。
第5回 〈鵺〉を読む・観る 1 1・2段を解釈する。
第6回 〈鵺〉を読む・観る 2 3・4・5 段を解釈する。
第7回 〈鵺〉を読む・観る 3 6・7・8 段を解釈する。
第8回 〈鵺〉を読む・観る 4 9・10 段を解釈する。
第9回 世阿弥伝書に見える

〈鵺〉
世阿弥の鬼の能について考える。

第10回 主題と趣向 〈鵺〉の主題と趣向をまとめる。
第11回 現代の能 現代における能の問題点を考え

る。
第12回 まとめ・試験 これまでのまとめと筆記試験をお

こなう。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。
講義内で示される参考文献や配布資料を読む。
可能であれば能楽堂などで催される実際の舞台にできるだけ足を運
ぶ。難しい場合は、インターネット上の能の動画を視聴する。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。講義時に資料を配布する。

【参考書】
『謡曲集』上、新潮日本古典集成、新潮社
『謡曲集』上、日本古典文学大系、岩波書店
小林責ほか『能楽大事典』（筑摩書房）
西野春雄・羽田昶編『新版　能・狂言事典』　（平凡社）
『岩波講座　能・狂言』（岩波書店）

【成績評価の方法と基準】
平常点 50%（毎回のリアクションペーパーの提出とその内容などに
より判断）・期末試験 50%

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

HIS300TD

史学演習（日本）（夏期スクーリング）

大塚　紀弘

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鎌倉幕府の歴史書である『吾妻鏡』を講読する。今年度は、文治４
年（１１８８）４月２３日条から講読を始める予定である。担当者
の読解・考察についての報告を基に全員で議論し、中世の日本漢文
を読解する基礎的な力を養成することを目的とする。

【到達目標】
日本漢文で書かれた中世の史料を正しく訓読した上で、語句を調べ、
内容を正確に理解し、現代語訳することができる。所定の事項を満
たしたレジュメを作成し、発表することができる。関連史料や先行
研究を収集・読解して内容を整理し、自分なりの論点を提示するこ
とができる。鎌倉幕府や朝廷、鎌倉や京都の都市社会を中心に、日
本中世史に関する事柄について、自身の見解を提示あるいは発言す
ることができる。所定の条件を満たしたレポートを作成し、第１２
回の最初に提出することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
第１回・第２回・第１２回は、講義形式で進める。第３回～第１１
回は、演習形式で進める。担当者がレジュメに基づいて発表した後、
その内容に基づいて、司会者の進行のもと、原則として全員が発言
し議論する。担当者は、発表当日の最初の時間にレジュメを提出す
る。レジュメはこちらで人数分印刷する。
課題等のフィードバックは授業中に行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 『吾妻鏡』とは（１） 履修のガイダンス
第2回 『吾妻鏡』とは（２） 史料の性格と講読の進め方の解説
第3回 『吾妻鏡』講読（１） 読解の報告と議論
第4回 『吾妻鏡』講読（２） 読解の報告と議論
第5回 『吾妻鏡』講読（３） 読解の報告と議論
第6回 『吾妻鏡』講読（４） 読解の報告と議論
第7回 『吾妻鏡』講読（５） 読解の報告と議論
第8回 『吾妻鏡』講読（６） 読解の報告と議論
第9回 『吾妻鏡』講読（７） 読解の報告と議論
第10回 『吾妻鏡』講読（８） 読解の報告と議論
第11回 『吾妻鏡』講読（９） 読解の報告と議論
第12回 講読内容の総括 レポートの提出
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修者全員が事前に講読する部分の訓読文・現代語訳文を作成する。
担当者は担当部分を読解し、関係する論文や史料を収集・読解・整理
し、発表レジュメを用意する。第１０回までに講読した部分の訓読
文・現代語訳をレポートとしてまとめ、第１２回の最初に提出する。
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
新訂増補国史大系『吾妻鏡』（吉川弘文館）
購入する、または図書館で講読する予定の部分（文治４年４月２３
日条から６月１９日条）をコピーしておくこと。

【参考書】
五味文彦『増補　吾妻鏡の方法』（吉川弘文館、１９９０年）
西田友広編『吾妻鏡 ビギナーズ・クラシックス　日本の古典』（Ｋ
ＡＤＯＫＡＷＡ、２０２１年）　
その他は授業時に指示する。

【成績評価の方法と基準】
平常点２４％、発表点４０％、レポート点３６％の合計で評価する
予定である。４回以上欠席した場合、あるいは正当な理由なく発表
やレポートを怠った場合はＤ評価とする。

【学生の意見等からの気づき】
議論が活発になるように努める。

HIS200TD

史学概論（夏期スクーリング）

秋山　千恵

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ドイツの歴史学の歴史をふり返りながら、ドイツの歴史学界および
ドイツ社会における諸論争の紹介をとおして、近年の歴史研究の動
向・世界史認識の問題点を整理し、現代における歴史学について考
えます。

【到達目標】
ドイツの歴史学の歴史から、歴史学を学ぶ際の基本的な知識を整理
し、世界史の理解をめぐる理論と分析方法がどのように構築されて
きたのか、その歴史を検討しつつ、現代の歴史学が直面する諸問題
についての理解を深めることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「史学科：DP2,DP3」「地理学科：DP1」
に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業は講義中心です。はじめにドイツの国民国家成立史をふり
かえり、それからドイツの歴史学の歴史とドイツの主要な歴史論争
を紹介します。理解を深めるために、プリント配布し地図なども提
示しながら授業を進めていきます。
リアクションペーパー等のフィードバックは授業中に行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ドイツ国民国家の成立

(1)
国民国家とは何か

第2回 ドイツ国民国家の成立
(2) 神聖ローマ帝国か
らドイツ連邦まで

市民社会の誕生とドイツ国民意識

第3回 ドイツ国民国家の成立
(3)1848 年革命からド
イツ帝国の成立

ドイツ統一問題とドイツ国民

第4回 ドイツの歴史学の歩み
(1) ドイツ帝国

ランケの歴史学

第5回 ドイツの歴史学の歩み
(2)
ヴァイマル共和国から
第三帝国

伝統史学

第6回 ドイツの歴史学の歩み
(3)
戦後ドイツ

第二次世界大戦後のドイツ歴史学
界とフィッシャー論争

第7回 ドイツの歴史学の歩み
(4)
1960 年代から 1970
年代にかけてのドイツ
社会

社会史論争

第8回 ドイツの歴史学の歩み
(5)

「特有の道」論争

第9回 ドイツの歴史学の歩み
(6)
1980 年代のドイツ

歴史家論争

第10回 ドイツの歴史学の歩み
(7)

ドイツ統一問題と歴史学

第11回 ドイツの歴史学の歩み
(8)
現代歴史学の状況

歴史学界自体の「過去の克服」

第12回 まとめと試験 論述試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学習・復習時間は各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特定のテキストは使用しません。

【参考書】
　毎回の配布プリントで当該授業の参考文献を紹介します。

【成績評価の方法と基準】
　論述試験（100 ％）で評価します。授業内容の理解とそのまとめ
方を重視します。

【学生の意見等からの気づき】
　ひとつひとつわかりやすい説明に努めます。

【その他の重要事項】
　本授業は、2019 年夏期スクーリング「史学概論」と、一部 2022
年夏期スクーリング「史学概論」の内容と重複します。
授業の進行上、シラバスの内容を一部変更することがあります。

HIS200TD

東洋史概説（夏期スクーリング）

塩沢　裕仁

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業の概要
隋唐の長安・洛陽成立前史として中国古代王朝の都を考えて行きます。
授業の目的・意義
古代中国史を彩った王朝文化の中心である都の有様と研究の現状を
みることによって、長大な中国史の流れを実感し、東アジアの歴史
文化に対する認識を深めることができます。

— 6 —
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【到達目標】
中国古代王朝の政治・経済・文化の中心として機能してきた都の有
り様とそれに関連する遺跡や文物を理解することで中国古代史の大
きな流れと発展の状況を理解することができます。また同時に中国
文化と深い関係にあった日本文化に対しても新たな認識をえること
ができます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「史学科：DP1,DP3」「地理学科：DP1」
に関連

【授業の進め方と方法】
隋唐の長安・洛陽の成立に至る過程を中心に中国古代王朝の都に関
する発掘状況や保存状況をみていきます。また、都の近傍に展開す
る陵墓の状況を通して各王朝の皇帝とその偉業などについても触れ
ていきます。
学生からの質問に関しては授業の最後に受け付け、学習内容に対す
るフィードバックも行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 二里頭・偃師商城・鄭

州商城
夏王朝の存在と夏殷交代期の問題
を考える。

第2回 殷墟遺跡 殷墟をめぐる諸問題を考える。
第3回 周原・宗周豊鎬京

成周洛邑
西周王朝をめぐる問題を考える。
東周王朝をめぐる問題を考える。

第4回 邯鄲・侯馬・臨淄・新
鄭

春秋戦国期の都を考える。

第5回 秦の雍城・咸陽 秦王朝の都を考える。
第6回 前漢の長安 前漢の長安とその都市圏を考え

る。
第7回 後漢の洛陽 後漢洛陽とその都市圏を考える。
第8回 魏晋北朝の鄴都 鄴都という都の性格を考える。
第9回 六朝の建康 建康と南朝文化を考える。
第10回 北魏の平城・洛陽 遊牧都市の性格を考える。
第11回 隋唐の長安・洛陽 隋唐の長安と洛陽の性格を考え

る。
第12回 試験・まとめと解説 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
中国王朝の流れ、地理環境、行政区分など、基本的な問題は下記の
参考書などを通じて理解しておくようにしてください。また、授業
中に配布する資料には必ず目を通しておくようにしてください。
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。

【参考書】
『千年帝都洛陽』塩沢裕仁、雄山閣、定価： 3,990 円（税込）
『中国の歴史　上（古代－中世）』（2009年改訂版）愛宕元・冨谷至、
昭和堂、定価：各 2,415 円（税込）
『ビジュアル版世界史 5、中国文明の成立』、講談社、定価 2,625 円
（税込）。
『ビジュアル版世界史 8、東アジアの世界帝国』、講談社、定価 2,625
円（税込）

【成績評価の方法と基準】
記述式試験 100 ％

【学生の意見等からの気づき】
全員が初めて受ける内容であると思ってください。したがいまして、
高等学校において世界史を選択したか否かは問題ではありません。

ECN200TF

経済学特講（夏期スクーリング）

馬　欣欣

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義の前半ではマクロ経済学の視点から中国経済成長の軌跡、計
画経済から社会主義市場経済への体制移行のパターン、そして高度
成長した現代中国経済の実態及び問題点を紹介し、中国経済成長の
要因、企業と個人の行動のメカニズムを理解してもらう。講義の後
半ではミクロ経済の視点から労働者・家計、企業、産業などの具体
的な課題について、さまざまなデータ（たとえば、中国政府公表の
統計データ、実態調査データ）を活用し、中国国有企業改革、企業
生産とイノベーション、産業集積と産業構造転換、格差問題などに
ついて考察し、ミクロレベルで中国経済の実態と問題点を検討する。

【到達目標】
The goal is to understand the situations and issues in Chinese
economy from macro-and micro-economic perspective, and to
acquire the academic ability to explain the factors and issues
of Chinese economic growth, mechanisms of firms, households
and individuals based on the theories in economics and the
data from Chinese government statistical data source and
many kinds of academic surveys.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP1」「商業学科：経済学」
に関連

【授業の進め方と方法】
パワーポイント資料にもとづいて対面講義形式で行う。課題（レポー
ト等）に対するフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと社会主義

市場経済
講義内容の概要を紹介し、講義の
進め方などを説明する。また、社
会主義市場経済の概念、２つの移
行パターンを紹介する

第2回 経済発展 都市労働市場の失業、農村過剰労
働力、ルイスの二重構造モデルと
経済転換点

第3回 経済成長 人口転換、高齢化と経済成長およ
び対外貿易と外需依存型成長から
の転換

第4回 経済成長と所得格差 経済成長と格差の実態と経済理論
第5回 教育と社会保障 中国教育体制と社会保障政策の改

革
第6回 地域振興と環境 中国地域開発・振興政策実施の背

景、政策変遷および環境問題の実
態

第7回 世界の工場 対中直接投資の原因と構造変化、
産業構造の転換と「中国製造
2025」

第8回 農村経済 中国農村の土地改革、「家庭生産
請負制度」、土地流動化、および
貧困実態と地域間の差異

第9回 金融と不動産市場 株式市場と国有企業、国有銀行の
改革、および住宅・不動産市場の
変化
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第10回 国有企業の改革 国有企業の改革背景、改革経緯お
よび問題点

第11回 労働雇用と賃金 中国雇用賃金制度の改革と実態
第12回 まとめと試験 授業内容をまとめ、期末試験を行

う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しないが、毎回パワーポイントで作成した資料を配布する。

【参考書】
1. 南亮進・牧野文夫編著 (2016)『中国経済入門　第 4 版』日本評
論社。
2. 加藤弘之 (2016)『中国経済学入門』名古屋大学出版会。
3.梶谷懐・藤井大輔編著（2018）『現代中国経済論』ミネルヴァ書房。
4. 中兼和津次編著（2013）『中国経済はどう変わったか―改革開放
以後の経済制度と政策を評価する』国際書院。
5.加藤弘之・渡邉真理子・大橋英夫（2013）『21世紀の中国経済篇
―国家資本主義の光と影』朝日新聞出版。

【成績評価の方法と基準】
平常点（50 ％）
期末試験（50 ％）
両者の組み合わせ： 100％
1. Regular performance and homework (50%)
2. Final examination (50%)
Combination of both: 100%

【学生の意見等からの気づき】
パワーポイントの作成については工夫をしたい。また、適宜の質疑
応答等、双方向的な講義の進行に努めたい。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
１．地域経済研究に関連する他の科目（例えば、開発経済学、マク
ロ経済学、ミクロ経済学、経済政策論など）を履修していない受講
生は、それらの科目に関する教科書あるいは概説書を事前に読んで
おくこと。
２．オフィスアワーに関しては、7 月 24 － 29 日の 2 限終了後～
13:10 を目安に講義教室にて行います。

MAN200TG

経営学特講（夏期スクーリング）

韓　載香

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、20世紀の日本における代表的産業を時代別に取り上げ
ながら、産業のあり方の変化に光を充て、産業を成り立たせる基盤
（市場、システムなど）や成長要因（技術、マネジメント、労働等）
について説明します。特定の国において、特定の時期に、ある産業
が形成、成長し、時には衰退するあり様に注目し、その背景となる
経済発展及び競争条件や企業者活動によるダイナミックな変化を織
り込みながら、企業活動の舞台となる産業を歴史立体的に理解する
ことを目的とします。

【到達目標】
(1) 産業とは何かについて説明することができる。
(2) 産業発展の背景となったマクロ的な経済の特徴について述べる
ことができる。
(3)産業が成長する条件や基盤について、特定分野を取り上げて説明
することができる。

(4)特定産業の形成、成長、成熟までを、外部環境の条件を考慮しな
がら、企業活動に関連付けて解説することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP2」「商業学科：経営学・
商学, 自由な発想と柔軟な判断ができる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
受講生は事前に教員が提示する参考資料を読んで授業に参加してく
ださい。
講義形式で進めますが、講義中のグループで議論することがあります。
受講者状況 (人数など)により、講義関連のクイズと回答に対する (授
業にて口頭で行う) フィードバックを取り入れる可能性があります。
これについては初回にて説明します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 産業史Ⅰのためのイン

トロダクション：産業
とは？

・「企業と産業と経済発展の歴史」
から学ぶこと
・「日本標準産業分類」と産業構造

第2回 Ⅰ　産業史という方法
：
経済発展の鳥瞰

産業構造変化の国際比較

第3回 Ⅱ　戦前
①経済発展と産業のあ
り方の変容、そして諸
問題：産銅業の産業化
と環境問題

生産の急増は自然が提供する原料
の供給量とのバランスを狂わせた
が、自然との調和のなかで営んで
いた鉱山周辺の農業にも影響を及
ぼし、環境問題を発生させた。そ
の結果としての企業の対応過程を
追いかけ、その意味合いについて
考える。

第4回 Ⅱ　戦前
②経済発展と産業のあ
り方の変容、そして諸
問題：別子暴動事件

産業化と働くということ：　急激
な需要増加によって生産増加が要
求されたとき、産業内、企業はど
のように対応し、産業成長の軌道
に乗ることができるのでしょう
か。労働の管理方法の変化やそれ
による働き方の変容が見えてきま
す。

第5回 Ⅱ　戦前
③経済発展と産業のあ
り方の変容、そして諸
問題
：製糸業 (1)

輸出産業化とジェンダー：繊維産
業の発展は多くの国において女子
労働に支えられる特徴を持ってい
る。産業の在り方にジェンダーの
側面がどのように関連したか、就
労の意思決定に影響する要因はな
にか、労働過程における労働管理
の在り方に与えた結果に注目しな
がら、産業成長と日本経済の発展
についてジェンダーの視点から考
える。

第6回 Ⅱ　戦前
④経済発展と産業のあ
り方の変容、そして諸
問題
：製糸業 (2)

輸出産業化とジェンダー：繊維産
業の発展は多くの国において女子
労働に支えられる特徴を持ってい
る。産業の在り方にジェンダーの
側面がどのように関連したか、就
労の意思決定に影響する要因はな
にか、労働過程における労働管理
の在り方に与えた結果に注目しな
がら、産業成長と日本経済の発展
についてジェンダーの視点から考
える。

第7回 第 2 次世界大戦後の
世界経済

戦前とは異なるマクロ経済の在り
方の変容と国際経済の環境につい
て解説します。
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第8回 Ⅲ　戦後
⑤機械産業の発展とト
ヨタ生産方式

機械産業は中小企業を含む広い範
囲の諸産業との関連性があり、且
つ大量の雇用を生み出すため、高
度成長をけん引する分野として意
義深いです。日本と他国の自動車
産業を比較します。

第9回 Ⅲ　戦後
⑥機械工業と部品工業

中小企業群は技術的制約から成長
に対しては懐疑的見方で見られて
いました。中小企業の成長可能性
について、成長していく自動車に
おける組立メーカーと部品企業の
深い取引関係から考えます。

第10回 Ⅲ　戦後
⑦サービス産業化 (1)
――パチンコ産業の成
長

民族マイノリティが関わる分野に
ついて、ドキュメンタリー映画
「在日」から、彼らのおかれた環
境に注目して考えます。

第11回 Ⅲ　戦後
⑧サービス業化 (2) ―
―多様なニーズをビジ
ネスに、焼肉の普及
(映画鑑賞「焼肉ドラ
ゴン」から焼肉レスト
ランの発祥について考
える)

日本に定着した焼肉食文化はどの
ようにして始まったのでしょう
か。マイノリティ集住地域に注目
して、この点について考えます。

第12回 総括 (40 分) 及び期末
テスト (60 分)

授業を振り返りながら総括し、期
末テストを行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
指定教科書なし。
参考資料あり（Web 学習サービス）

【参考書】
武田晴人『日本経済史の事件簿』日本経済評論社、2008 年、ジャ
ネット・ハンター『日本の工業化と女性労働』阿部武司他訳、有斐閣、
2008 年、中林真幸『近代資本主義の組織』東京大学出版会、2003
年、橘川武郎『日本電力発展のダイナミズム』名古屋大学出版会、
2004年、宮本又郎他編『１からの経営史』碩学舎、2014年、加藤健
太・大石直樹『ケースに学ぶ日本企業』有斐閣、2013年、武田晴人
『日本産業発展のダイナミズム』東京大学出版会、1995 年、ジェー
ムズ・P・ウォーマック他『リーン生産方式が、世界の自動車産業
をこう変える。最強の日本車メーカーを欧米が追い越す日』経済界、
1990 年、和田一夫『ものづくりの寓話』名古屋大学出版会、2009
年、韓載香『パチンコ産業史』名古屋大学出版会、2018 年

【成績評価の方法と基準】
期末テスト 100 ％

【学生の意見等からの気づき】
(1) 時事的な問題に関して歴史的観点からどのような理解が可能か
を取り上げて解説します。
(2) 学生から受けた質問を受講者全員に共有していただけるように
解説します。
(3)講義以外の学習方法として、関連映画や動画なども使用し、多方
面の知的刺激を受けるようにします。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
なし

PRI200TG

情報学入門（1）（データ演習）／コンピュータ入門
（1）（データ演習）（夏期スクーリング）

児玉　靖司

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　表計算ソフトウェア Excel のマクロ言語としての Visual Basic
Applications (以下、VBA という）について学ぶ。最初に、コン
ピュータの基礎として、ネットワークやWord による文書作成を行
う。その後、 Excelについて簡単に触れ、マクロ言語の意義を解説
し、VBAの文法から応用問題について解説する。

【到達目標】
　コンピュータの基礎を理解し、表計算ソフトウェア Excelについ
て理解してマクロ言語を使いこなして応用となる処理を記述できる
ことが目標である。問題解決のためにモデル化し適宜プログラミン
グできることが望ましい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科：
DP1,DP4」「史学科： DP1」「地理学科： DP2,DP3」「経済学科
： DP4,DP9」「商業学科：情報・統計学」に関連

【授業の進め方と方法】
　コンピュータ上で様々な処理を実行することができる表計算ソフ
トウェア Excel全般について解説し、そのマクロ言語としての VBA
を解説する。プログラミング言語として細かな命令から比較的大き
なプログラミングまで行なうことができるようにする。最初に、コ
ンピュータの基礎として、ネットワークに関する話題、ワードによ
る簡単な文書作成を行い、変数と型から、式、文について説明し、分
岐文、繰り返し文を説明する。後半には、ユーザフォームを使った
簡単なアプリケーション、アルゴリズムについて説明する。
　毎回、Classroom から Google フォームにて授業アンケートを
とり、次回の授業の最初にフィードバックする。さらに、質問は、
Classroomや、チャットにて受け付ける。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 本講義の導入を行う。
第2回 コンピュータの仕組み 簡単にコンピュータの仕組みと

ネットワークについて学ぶ。
第3回 Wordによる文書作成 Wordによる簡単な文書作成につ

いて学ぶ。
第4回 表計算の基礎 Excelの入門について学ぶ。
第5回 表計算の応用 Excelの応用について学ぶ。
第6回 VBA の起動 Excelのマクロとして備わってい

る Visual Basic Applicationsの
簡単な使い方について学ぶ。

第7回 変数と型 変数と型について学ぶ。
第8回 定数と演算子 定数と演算子について学ぶ。
第9回 分岐 分岐について学ぶ。
第10回 繰り返し 繰り返しについて学ぶ。
第11回 構造化プログラムラミ

ング
構造化プログラミングの応用につ
いて学ぶ。

第12回 レポート課題 簡単な試験としてレポート課題を
課す。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　プログラミングに関する実習なので予習、復習をすることが望ま
しい。
　本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とする。
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【テキスト（教科書）】
　 Google Classroom上に講義資料（配布資料のみ）を提示する。

【参考書】
　特に専門性の高い内容については、適宜、講義の中で指示する。

【成績評価の方法と基準】
　平常点（50%）、提出されたレポート、最終試験（50%）により総
合的に判断する。

【学生の意見等からの気づき】
　プログラミングの初学者でも理解できるように工夫する。

【学生が準備すべき機器他】
　コンピュータ、講義資料を多用し詳しく解説する。Classroom上
で情報をやり取りする。

【その他の重要事項】
　問題解決のための情報活用能力および簡単なプログラミング能力
を養う。

【関連科目】
情報学に関する基礎科目

BIO100TA

生物学３（講義）（夏期スクーリング）

大槻　涼

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
COVID-19の世界的パンデミックを経験し、正確で科学的根拠に立
脚した生命観がより重要になると考えられます。このために本講義
では、生物学における２つの軸、「普遍性」と「多様性」それぞれに
ついて理解を深め、様々なスケール（分子レベルから地球規模まで）
の生物学を俯瞰することを目的とします。それぞれの個別の情報を
覚えるだけではなく、つながりを意識した理解を目指します。

【到達目標】
生物学に関する最新のニュースについて、背景となる事柄を自分で
探すことができる。
講義で理解した事柄を文章で説明することができる。
生命現象の基本的な事柄を理解し、説明することができる。
大学初級向けの生物学の教科書を自力で理解することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP3, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義は PowerPoint をつかったプレゼンテーションを主体とする予
定です。
毎回の講義でリアクションペーパーを出し、翌回に解説と復習によ
るフィードパックを実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 生物学とはどのような

学問か？ 生物学の２
つの「軸」

・イントロダクション
・なぜ、生物学を学ぶのか？
・生物学と、ほかの自然科学は何
が違うのか？
・ティンバーゲンの４つのなぜ

第2回 生命の階層性 ・分子-細胞-集団-生態系でかわる
生物観
・生物学研究の方法と特徴

第3回 生命誕生前夜 ・地球誕生から生命まで
・小惑星探査とわれわれのつな
がり
・宇宙生物学のいま

第4回 細胞誕生 ・「地球型生命体」の特徴とは？
・細胞の２つのカタチ
・「全球凍結」がもたらした変化

第5回 生物のこれまで　全生
物の系統関係とは

・二界説から３ドメイン説、２ド
メイン説まで
・分子系統学がもたらしたあらた
な生命観
・生命観の変遷と最新の話題

第6回 われわれの生命をささ
える物質たち

・水：異質な物質としての水
・タンパク質：多様性と機能
・核酸：しなやかで変化する特性
・脂肪：ユニークで大事なしごと

第7回 細胞のしごと、タンパ
ク質のしごと

・細胞の中の化学反応
・エネルギーをどうやって得
るか？
・酵素が支える化学反応

第8回 進化とは何か？
種分化とは何か？

・普遍性と多様性の架け橋として
の進化
・進化のしくみと種分化

第9回 適応放散と共進化 ・「超高速進化現象」としての適応
放散
・ユニークな生物の姿と生物のふ
しぎ
・生物間相互作用の世界

第10回 生物上陸作戦 ・植物、動物それぞれの陸上世界
への進出
・陸上植物の進化多様性

第11回 生物の大量絶滅 ・過去 5 回の大量絶滅
・地球環境の変化と生物の進化
・生命が地球を変える

第12回 生物多様性とは何か？
まとめ試験

・生物多様性の「多様性」
・多様性を理解するために必要な
こととは？
・地球環境問題とこれからの生態
系

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
講義内容をノートにまとめ、自分の言葉で説明できるように、基本
事項を自分から調べる必要があります。

【テキスト（教科書）】
指定はしないが、適宜必要な資料は提示します。

【参考書】
岩波生物学辞典、巌佐庸　ら（編）、岩波書店、　 2013、第 5 版、
ISBN-13 : 978-4000803144
キャンベル生物学原書 11版、池内昌彦　ら (監修,翻訳)、　丸善出
版、　 2018 ISBN-13 : 978-4621302767

【成績評価の方法と基準】
最終日に実施する試験 (100%)によって成績評価を行います。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【その他の重要事項】
積極的に最新の科学に関する話題も講義で取り上げる予定です。
社会情勢などにより講義の順番を変更する場合もある。
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【成績評価の方法と基準】
最終日に実施する試験 (100%)によって成績評価を行います。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【その他の重要事項】
積極的に最新の科学に関する話題も講義で取り上げる予定です。
社会情勢などにより講義の順番を変更する場合もある。

— 10 —
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LANe100TA

英語Ｓ（２）（夏期スクーリング）

高井　美紀子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、英語の実践的な諸技能を学ぶとともに、クリティカル・
シンキングの技法も学びます。毎回の授業で、現代社会の様々なト
ピックを扱った 500 語程度の英文を 2 つ程度読み、ヴォキャブラ
リーやイディオムなどの様々なアクティヴィティに取り組んだ後で、
批判的思考を養うためのライティング・アクティヴィティに取り組
みます。学習の中心となるのは、英文エッセイのリーディングです。
100分の授業で 500語程度の英文エッセイを 2つ読みこなすには速
読が不可欠です。本授業では、5 文型などの英文構造の理解を徹底
し、パラグラフ・リーディングの技法を身に着けることにより、より
正確で効率的な英文読解能力を獲得することを目指します。速読は
リスニング・アクティヴィティと並行して行います。最終的に、話
すスピードに近い速さで英文を読めるようになることを目指します。
学生が、現代世界においてあらゆる情報リソースの宝庫である英語
を有効活用して 21 世紀世界を生きていく力を涵養することが本授
業の目的です。

【到達目標】
本授業を通して学生は以下の能力を身に着けます。
①英文 5 文型の理解を徹底させ、リーディングやライティングに活
用できるようになる。
②パラグラフ・リーディングの技法を身に着け、パラグラフの中心
となる中心センテンスやキーワードを意識しながら文章を読む。
③無限にあるヴォキャブラリーやイディオムを効率よく覚えるため
のイメージ力を身に着ける。
④喋るスピードに近い速さで英文を読めるようになる。
⑤英文ライティングの基本を身に着ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は演習形式で行います。速読の授業ですので、授業内で読解の
ための時間はとりません。そのために準備学習が必須となります。
授業の最初に、準備学習として取り組んだ Vocabulary List.の単語
の意味をチェックし、リスニング・アクティヴィティに取り組み、読
解チェックを行います。読解後にイディオムや内容理解のアクティ
ヴィティを行い、最後にライティングに取り組みます。演習形式で
すので、学生の積極的な授業参加が求められます。
　最終授業（第 12回授業）で行う筆記試験のフィードバックは、試
験の後に講評において行います。試験内容や採点の基準について解
説を行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の進め方や、授業準備のやり

方、評価方法などの方針説明。
第2回 1. A Dream for all

Nations
2. Brain Drain

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第3回 3. Cosmetic Tourism
4. Changing
Breakfasts

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第4回 5. Modern Love
6. Special Need

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第5回 7. Culinary
Diplomacy
8. 2nd-and
3rd-Generation
Immigrants

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第6回 9. Happily Single
10. The Magic of the
Smartphone

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第7回 11. Mindfulness
12. Marriage

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第8回 13. The Power of
Learning a Foreign
Language
14. Sleep

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第9回 15. The Space
Business
16. Passport
Strength

リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第10回 17. Fake News リスニング、英文速読、読解確
認、イディオム練習。

第11回 Writing Training テキストで学習した内容をもとに
英文ライティング演習を行う。

第12回 筆記試験
試験フィードバック

学習の定着度を確認するための筆
記試験（60 分）、筆記試験の内
容・採点基準の解説、質疑応答等
（40 分）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業では、準備学習を重視します。準備学習として、授業で扱う
Unit の Vocabulary List. に出ている単語を全て辞書で引いて意味
を調べて授業に臨んでください。また、各 Unit のリーディング記
事にも目を通しておいてください。
準備学習に必要な時間は 1 時間を標準とします。
復習は特に指定しません。

【テキスト（教科書）】
【テキスト】Reading for Bright Future
【著者】Abhay Joshi
【出版社】南雲堂
【出版年】2022 年
【価格】2640 円

【参考書】
特に指定しません。

【成績評価の方法と基準】
成績は、平常点（40 ％）、筆記試験（60 ％）の合計 100 ％で評価
します。
全授業 12 回のうち 8 回以上出席していることが筆記試験受験の条
件となります。
遅刻や早退は 0.5 コマとしてカウントされます。

【学生の意見等からの気づき】
昨年は、扱ったテキストの英文が長すぎたために授業時間内にリー
ディングを読み終わらずに抜粋する形で読みました。今年は適度の
長さの英文を選び、予習を必須として、テキストを全部読み終える
ことを目指します。

【学生が準備すべき機器他】
特にありません。

【その他の重要事項】
授業開始前までに各自テキストを購入しておいてください。

— 11 —
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LANd100TA

独語Ｓ（夏期スクーリング）

三ツ石　祐子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業はドイツ語を初めて学習する学生のための授業です。ドイ
ツ語文法の基礎の基礎を身につけることを目標とします。その際、ド
イツ語やドイツ語圏の文化を断片的ではありますが紹介します。ド
イツ語やドイツ語圏の文化に対する興味や理解を深めることによっ
て、日本や他の文化圏に対する理解が深まることを期待します。

【到達目標】
この授業を履修することで以下のことが出来るようになります。
１）発音ルールを覚え、初見の単語や文章も発音できる。
２）挨拶ができる。
３）基本的な文法事項を習得する。
４）簡単な文（1週間の予定、1 週間の出来事など）が理解できる。
５）数字を使った表現（時間や値段を確認するなど）ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
・アルファベットやウォーミングアップ的な発音練習の後、一緒に
教科書を読み進めます。
・内容の理解を深めるためにペア、あるいはグループワークを行い
ます。
・学習した内容を応用した会話練習なども行い、実際に自分で声に
出して発音します。
・法政大学の 2023 年度授業方針に従い、「対面授業」で行います。
・授業内で行われたアウトプットに対しては授業の場でコメントし
ます。
・提出物などのフィードバックは適宜全体と各自に向けて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 文字と発音 ドイツ語のアルファベット、母音

の綴りと発音、子音の綴りと発
音、あいさつ

第2回 名詞（１） 名詞の性と定冠詞、名詞の複数
第3回 名詞（２） 不定冠詞、人称代名詞、所有冠

詞、形容詞
第4回 動詞（１） 人称と定動詞、値段の言い方
第5回 動詞（２） 4 格支配の動詞、人称代名詞の 4

格
第6回 動詞（３） 3・4 格支配の動詞、人称代名詞

の 3 格
第7回 枠構造（１） 話法の助動詞、時刻の言い方
第8回 枠構造（２） 完了形
第9回 前置詞（１） 3 格支配の前置詞、4 格支配の前

置詞
第10回 前置詞（２） 3・4 格支配の前置詞、前置詞句

を支配する動詞
第11回 動詞（４） 3 基本形、過去人称変化
第12回 まとめ 第 1 回から 11 回までの振り返

り、試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習は特に必要ありませんが、毎回の授業で学習した内容の復習は
必須です。各回で学習したことを定着させるのには個人差があると
思いますが、平均的に毎回 1時間程度の復習を標準とします。また
授業進度によっては、標準復習時間とは別に、練習問題や簡単な作
文の宿題を課す場合もあります。

【テキスト（教科書）】
『はじめてのドイツ語』　福本義徳著、講談社現代新書 1073、1991
年初版、￥800 ＋税、ISBN 978-4-06-149073-4

【参考書】
『知ってほしい国　ドイツ』　新野守広・飯田道子・梅田紅子編著、
　高文研　 2017 年初版　￥1700＋税
『ドイツ語のしくみ＜新版＞』　清野智昭著　白水社　 2014 年　
￥1300＋税

【成績評価の方法と基準】
平常点（授業への参加態度（ペアワーク、グループワーク等含む）、
宿題、発言など）50％＋試験 50％とし、60％以上 (各 30％以上)
で合格となります。

【学生の意見等からの気づき】
受講者の方からいただいた「もっと深く学びたかった」というご意
見を踏まえた教科書を選びました。

【学生が準備すべき機器他】
可能な限り辞書をご用意ください（電子辞書でも構いません）。

【その他の重要事項】
「授業計画」は、授業の進度や内容の一部など、状況により変更する
可能性があります。
質問・相談などは授業の前後、または以下の連絡先でも随時受け付
けます。
メールアドレス： yuko.mitsuishi.2x@hosei.ac.jp

HSS100TA

健康・スポーツ科学概論（夏期スクーリング）

中澤　史

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
アスリートやスポーツチームの心理支援に適用するスポーツ心理学
の理論と方法は、日常生活で直面する心理的諸問題の解決に資する
手段ともなる。本授業では、講義、文献講読、グループワーク等を通
してスポーツ心理学の理論と方法について学習し、獲得した知識が
日常生活やビジネス場面に援用可能なことを理解するとともに、そ
の援用方法について検討する。

【到達目標】
1. スポーツ心理学の理論および方法が、日常生活やビジネス場面に
援用可能なことを理解する。
2. スポーツ心理学の理論および方法を日常生活やビジネス場面に援
用する方法について述べることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP5」「商
業学科：幅広い教養」に関連
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【授業の進め方と方法】
本授業は、夏期スクーリング期間中に連続 6 日間（1 日 2 コマ）実
施される。授業は、指定した教科書の内容を踏まえた講義、文献講
読、グループワーク等から構成され、授業中の活動に対する参画状
況に加え、リアクションペーパー、レポート等の課題の評価を総合
的に判定して単位を授与する。授業の詳細については初回ガイダン
スの際に説明する。なお、授業内で行ったリアクションペーパーや
レポート等の課題に対する講評や解説は次回授業時に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、スポーツ

と心
授業の概要説明、スポーツと心の
関係について学ぶ

第2回 チームワーク グループワークを通して「他者か
らみた私」を知る

第3回 パーソナリティ パフォーマンスとパーソナリティ
の関係について学ぶ

第4回 チームビルディング 自他の理解を深めるグループワー
クに取り組む

第5回 リラクセーション 不安、あがり、緊張について学ぶ
第6回 楽観主義と悲観主義 防衛的悲観主義について学ぶ
第7回 動機付け 目標設定とモチベーションの関係

について学ぶ
第8回 コミュニケーション 言葉がけの効果について学ぶ
第9回 アスリートの支援者 ソーシャルサポートについて学ぶ
第10回 色彩心理学 スポーツと色の関係について学ぶ
第11回 自信 自信とムーンスパイラル現象の関

係について学ぶ
第12回 総括、授業内レポート 総括、授業内レポートに取り組む

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各 2 時間を標準とします。その具体
的な取り組み内容は次の通りです。
1. 教科書の内容を踏まえたアサインメントを課すため、それに取り
組んでください。
2. 指定した文献等がある場合には、事前に講読しておくようにして
ください。
3.テレビ、新聞、Web等から発信される種々のスポーツ関連の情報
に目を向ける習慣をつけてください。その取り組みによって講義内
容の理解が深まります。

【テキスト（教科書）】
中澤　史（2016）「アスリートの心理学」日本文化出版　 1,650 円
（税込）

【参考書】
特定の参考書は使用しません。

【成績評価の方法と基準】
1. 次の基準に従い総合評価します。
1）レポート： 70 ％
2）リアクションペーパー、授業中の活動に対する参画状況： 30％
3)　授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するので
はなく、ディスカッションや各種授業運営に主体的にかかわること
を評価の対象とするという意味です。
4)リアクションペーパーおよびレポートでは、授業で習得した内容
が適切に記述できているかを評価します。
2．試験受験資格に係る出席要件
1）6日間合計 12コマ（1日 2コマ ×6日）のうち 8コマ以上出席
していること
2）最終日（試験日）のみ、前半授業を 2 コマとしてカウントしま
す（欠席は 2コマ分の欠席、遅刻もしくは早退は 1コマ分の欠席と
して扱います）

【学生の意見等からの気づき】
今回が初めての授業担当のため、ありません。

【学生が準備すべき機器他】
１．初回授業からテキスト（教科書）を持参してください。

２．授業にはノートパソコンまたはそれに代わるモバイル機器を持
参してください。

【その他の重要事項】
１．授業内容に関する説明およびリアクションペーパー等を実施す
るため、初回授業から出席してください。
２．授業計画等は、受講者数や授業の進捗状況に応じて変更される
場合があります。

LAW300TB

国際法総論（夏期スクーリング）

田中　佐代子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際法の総論分野を学ぶ。

【到達目標】
現代国際法の総論分野における基本的な概念や法制度を説明できる
ようになることが、最低限の到達目標である。
これに加えて、各概念・制度の歴史的展開と今日の実態を、その背景
にある国際社会の構造とその変化をふまえながら深く理解すること
が求められる。それにより、日々生起する国際問題を法的視点から
どのように捉えるべきかを自ら考えるための基礎を築くことが、最
終的な到達目標である。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
下記【授業計画】に示す項目について検討する。講義形式の授業だ
が、教科書の内容について受講生との質疑応答を交えつつ進める。
特定の分野について理解を深めるためのゲスト講義も実施すること
を検討している。
学生に対するフィードバックは、授業中のコメント等により行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 主体（１） 序説、国家
第2回 主体（２） 国際機構、私人・私的団体
第3回 国家の主権（１） 基本原則
第4回 国家の主権（２） 管轄権
第5回 国際法の存在形式

（１）
条約

第6回 国際法の存在形式
（２）

慣習国際法、法の一般原則

第7回 国際法の国内的実施
（１）

体系的関係、国際法平面における
国内法

第8回 国際法の国内的実施
（２）

国内法平面における国際法

第9回 国際法の国際的実施
（１）

国家責任法

第10回 国際法の国際的実施
（２）

国際コントロールほか

第11回 領域 基本原則、領域権原論、裁判によ
る領土紛争の解決

第12回 総括、試験 全体の復習と試験実施

— 13 —
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
下記掲載の教科書（玉田・水島・山田『国際法〔第２版〕』）第１章
～第６章を事前に読んでおくこと。
ざっと目を通しておく程度でもかまわないが、短期集中のスクーリ
ング授業に対応するためには、予習によって全体像を把握しておく
ことがきわめて重要である。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする（ただし、こ
れはあくまで一般的な標準の時間を示したものにすぎず、各回の内
容等により大きく異なることがある）。

【テキスト（教科書）】
玉田大・水島朋則・山田卓平『国際法〔第２版〕』（有斐閣）
『国際条約集』（有斐閣）
教科書と条約集、いずれも必ず授業に持参すること。なお、条約集
は、ここ数年のものであれば、最新年度版でなくてもよい。

【参考書】
森川幸一、兼原敦子、酒井啓亘、西村弓編『国際法判例百選〔第 3
版〕』（有斐閣、2021 年）
その他は開講時に指示する。

【成績評価の方法と基準】
筆記試験（60 ％）および平常点（40 ％）。
詳細は初回授業で説明する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

LAW200TB

法律学特講（夏期スクーリング）

武生　昌士

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業は、知的財産法に分類される法律のうち主要なもののひ
とつである特許法を一通り学ぶことを内容とする。特許法は基本的
には民法の特別法と位置付けられるほか、特許権の発生には特許庁
という行政庁が関係することもあり、私法・公法両面にわたり学習
を進めた者がそれらの理解を活かしてさらに進んで学ぶべき応用的
な科目と位置付けることができる。

【到達目標】
　特許法について制度全体についての一通りの体系的理解及び主要
な論点における基本的な考え方を身に付けてもらうことにより、今後
特許法に関する問題に直面した際に、自分で調査し考えることがで
きるだけの基礎的素養を涵養すること、また、そのことを通じて、法
的なものの考え方や法制度設計の技法を習得することが目標である。
　より具体的には、第一に、特許法を理解する上で重要な基礎的な
概念について十分に理解し、その内容を正確に示すことができるよ
うになることを目標とする。
　第二に、特許法が問題となる具体的な事例（紛争）について、特
許法を適用するとどのような帰結が導かれる（解決が図られる）こ
ととなるのかを、裁判例・学説の理解の前提に立った上で示すこと
ができるようになることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　この授業では、知的財産法の中核を担う法律のひとつである特許
法について、産業の発達に寄与するためにどのような制度が設けら
れているのかを、具体的な裁判例にも触れながら、講義形式で一通
り説明していく。各回に配布する資料をベースに講義を進める。

　下記授業計画に示した形での講義を予定しているが、順序や内容
については必要に応じ変更する可能性がある。
　質問等は授業の前後に受け付ける。回答（フィードバック）はそ
の場で行うほか、質問内容に応じては、授業冒頭で受講生全体に対し
てもフィードバックする場合がある。最終回の試験に関しては、試
験終了後に簡単な解説を行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス・知的財産

法の概要
本講義の概要説明、知的財産法の
全体像

第2回 特許法の概要・権利の
客体 (1)

特許法の全体像、発明の定義（自
然法則の利用要件）

第3回 権利の客体 (2)・特許
の要件 (1)

発明の定義（その他の要件）、特
許要件（新規性・進歩性）

第4回 特許の要件 (2) 特許要件（先願・拡大先願など）
第5回 権利の主体 発明者、特許を受ける権利、共同

発明、冒認出願に対する救済、職
務発明など

第6回 権利取得の手続 出願、出願公開、審査、補正など
第7回 審判・審決取消訴訟 各種審判及び審決取消訴訟の目的

と概要
第8回 特許権 (1) 特許権の内容・存続期間など
第9回 特許権 (2) 特許権の制限、法定通常実施権な

ど
第10回 特許権に関する取引 特許権の譲渡、専用実施権、通常

実施権など
第11回 侵害と救済 文言侵害・均等侵害・間接侵害・

民事的救済など
第12回 まとめと試験 試験の実施及び全体の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各日程の終了時に、翌日までに予習すべき資料（論文・裁判例等）
を指定する場合があるので、一読した上で授業に臨むこと。
　本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　教科書は使用しない（毎回、講義資料を配布する）。

【参考書】
　愛知靖之ほか『知的財産法〔第 2 版〕』（有斐閣、2023）、前田健
ほか編『図録知的財産法』（弘文堂、2021）、田村善之『知的財産法
〔第 5版〕』（有斐閣、2010）、中山信弘『特許法〔第 4版〕』（弘文堂、
2019）、島並良ほか『特許法入門〔第 2版〕』（有斐閣、2021）、小泉
直樹＝田村善之編『特許判例百選〔第 5版〕』（有斐閣、2019）など。
　詳細は開講時に改めて、また授業中にも適宜、指示する。

【成績評価の方法と基準】
　最終日の試験の成績のみによって評価する（試験 100 ％）。

【学生の意見等からの気づき】
　特になし。

【その他の重要事項】
　同じく特許法を対象とした、2015 年度の「法律学特講」（後期週
末スクーリング）又は 2019年度の「法律学特講」（夏期スクーリン
グ）を受講し単位を修得した者については、内容が相当程度重複す
るので、履修は推奨しない。
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LNG200TC

日本言語史（夏期スクーリング）

間宮　厚司

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本語の歴史について、様々な面から、ある時は広く浅く、ある時
は狭く深く学びます。

【到達目標】
日本語の「過去・現在・未来」について、理解を深めます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は原則として、教室での対面形式です。プリントを使用して、日
本語の歴史に関する知識を修得します。授業終了後に小リポートに
当たるリアクションペーパー（質問・コメント・感想等）を提出し
てもらい、次の時間に紹介したり、答えたりします。また、授業中
に出席確認を行うため、プリントを読んでもらったり、時々発言を
求めたりします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス。 授業の進め方。

参考文献の紹介。
小リポートと大リポートの説明。

第2回 奈良時代の言語的特
徴。

プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第3回 平安時代の言語的特
徴。

プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第4回 鎌倉時代の言語的特
徴。

プリントで解説し、授業中に小リ
ポートを提出。

第5回 室町時代の言語的特
徴。

プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第6回 江戸時代の言語的特
徴。

プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第7回 明治から戦前までの言
語的特徴。

プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第8回 戦後・昭和の言語的特
徴。

プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第9回 平成・令和の言語的特
徴。

プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第10回 方言の言語史。 プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第11回 未来の言語について。 プリントで解説し、授業後に小リ
ポートを提出。

第12回 日本語の歴史につい
て、映像で学習する。

この授業中に大リポート提出と授
業の総まとめ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
図書館等を活用し、日本語の歴史に関する本を積極的に多く読みま
しょう。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定せず、プリントを使用します。

【参考書】
参考書は授業の進行にそって、そのつど紹介します。

【成績評価の方法と基準】
毎時間提出する小リポート（50％）と最終授業までに提出する大リ
ポート（50 ％）の内容を勘案して、総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生が疑問に思ったことを自ら調べ、考えて解決できるよう能動
的に学習に取り組めるようにしたいと考えています。

【学生が準備すべき機器他】
大リポートは、パソコンまたはスマホ（ワープロ打ち）か手書きで
作成し、第 12 回の授業終了までに教室で提出していただきます。

LIT200TC

日本文芸史Ⅰ（夏期スクーリング）

伊海　孝充

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
◆秋学期は中世（院政期～室町時代）と近世（安土桃山時代～江戸
時代）の文学史・芸能史を学ぶ。
◆芸能史の展開を辿りながら、主要な文学作品についても解説して
いく。

【到達目標】
◆古典文学・古典芸能の特色・表現を知る。
◆古典文学・古典芸能の歴史的展開を知り、日本文化の大枠を把握
する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は対面で行う。基本的に講義形式で進め、適宜発言を求める。
質問と意見は授業内。授業間に口頭で受け付ける。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 概説・『平家物語』 古代から中世
第2回 『徒然草』 兼好像の変化
第3回 『宇治拾遺物語』 猿楽の発想
第4回 『太平記』 田楽の風景
第5回 『風姿花伝』 物真似とは
第6回 中世和歌略史 古今伝授
第7回 幸若舞曲 判官物と曾我物
第8回 御伽草子 奈良絵本と御伽草子
第9回 人形浄瑠璃 近松門左衛門の作風
第10回 歌舞伎 市川團十郎家
第11回 舌耕文芸 笑話の展開
第12回 まとめ及び試験 授業全体を踏まえたまとめと試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。中世・近
世の文芸は１２回で収まりきれないほどの多様性がある。授業で紹
介する参考文献をもとに、自身で興味を広げる研究をしてほしい。

【テキスト（教科書）】
◆シグマベスト『原色シグマ　国語便覧』増補三訂版（文英堂、2010年）
◆毎回資料を配布する。
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【参考書】
ジャンルごとに授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
試験　８０％　　平常点　２０％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

HIS300TD

史学演習（西洋）（夏期スクーリング）

高澤　紀恵

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史家たちはヨーロッパの過去に対してどのような問いを投げかけ、
どのように歴史を描こうとしてきたのでしょう。この授業は、主に
フランスと日本の歴史家たちの営みから、この問題を考えたいと思
います。ヨーロッパの歴史に親しむだけでなく、歴史を学ぶ意味、歴
史を捉える方法について一緒に学んでいきましょう。

【到達目標】
歴史が過去に問いかける人の営為によって描かれ、伝えられること
を、ひとりのフランス人歴史家とひとりの日本人歴史家との知的対
話を通して学びましょう。
それはまた、中世のヨーロッパと日本・フランスの二〇世紀史につ
いて学ぶことに繋がるでしょう。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
スクーリング開始までにテクストを読んできてください。
第一日目に担当をきめますので、二日目以降は担当者による発表、質
疑、議論によって授業を進めます。授業は対面で行います。演習で
すから、受け身ではなく、授業を一緒に作るつもりで積極的に参加
してください。
リアクション・ペーパーは月曜から金曜まで最後の時間に書いてもら
います。フィードバックは、翌日の授業開始時に行います。オフィ
スアワーは、授業時間の前に設けます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方の紹介

講師、受講生の自己紹介
第2回 『マルク・ブロックを

読む』誕生の背景
書物を読む読み方の紹介

第3回 第一講「時代に立ち向
かうブロック」（１）

講読・質疑・解説
（テクスト p.1~p.28)

第4回 第一講「時代に立ち向
かうブロック」（２）

講読・質疑・解説
(テクスト p.29~p.52)

第5回 第二講「学問史のなか
のブロック」（１）

講読・質疑・解説
（テクスト p.53~p.69)

第6回 第二講「学問史のなか
のブロック」（２）

講読・質疑・解説
（テクスト p.69~p.92)

第7回 第三講「作品の仕組み
を読む」（１）

講読・質疑・解説
（テクスト p.93~p.128)

第8回 第三講「作品の仕組み
を読む」（２）

講読・質疑・解説
（テクスト p.129~p.161)

第9回 第四講「作品の仕組み
を読む（つづき）」（１）

講読・質疑・解説
（テクスト p.162~p.192)

第10回 第四講「作品の仕組み
を読む（つづき）」（２）

講読・質疑・解説
（テクスト p.193~p.219)

第11回 第五講「生きられた歴
史」

講読・質疑・解説
（テクスト p.220~p.264)

第12回 総括 小エッセイの作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
受講者に割り当てて、概要を報告してもらいますので、事前にテク
ストを入手し、読んできて下さい。
自分はどの箇所を担当したいかを考えながら、疑問をもちながら読
むことをおすすめします。
本授業の予習・復習時間は、各二時間以上を標準とします。

【テキスト（教科書）】
二宮宏之『マルク・ブロックを読む』岩波書店、（岩波現代文庫版）
2016 年。

【参考書】
高澤紀恵「高橋・ルフェーブル・二宮――「社会史誕生」の歴史的
位相」『思想』1048 号、2011 年 10 月号。

【成績評価の方法と基準】
担当箇所の発表（40 ％）
議論への参加（20 ％）
最終回におけるエッセイ（40 ％）

【学生の意見等からの気づき】
2022年度の経験では、学生はきわめて熱心に参加し、授業中に多く
の質問をしてくれました。授業は、教員と学生が一緒に作っていく
ものであると、あらためて思いました。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメを作成するためのワープロがあることが望ましい。

【その他の重要事項】
特にありません。

HIS300TD

史学演習（日本）（夏期スクーリング）

松本　剣志郎

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史を学ぶ者にとって、史料の正確な読解は基本であり、そこから
自らの歴史像を組み立てることを要求される。この授業は、江戸の
町触を素材として、学生が史料の読解力を高めることを目的とする。

【到達目標】
①史料を正確に音読し、現代語訳することができる。
②史料上の用語について調べ、それを説明できる。
③史料の内容を理解し、それを時代背景のなかに位置づけることが
できる。
④史料の解釈について討議できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
学生の報告および討議が中心である。『江戸町触集成』の史料を担当
者が書き下し、現代語訳、語句説明および史料の位置づけをレジュ
メにして発表する。こうした課題等に対するフィードバックは授業
内ですべておこなう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

— 16 —
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【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 本授業の説明、近世史研究入門
第2回 史料読解の基礎 近世史料の読み方
第3回 調査研究の実践（1） 図書館の使い方
第4回 調査研究の実践（2） 研究論文の探索
第5回 史料講読（1） 『江戸町触集成』1～3 号
第6回 史料講読（2） 『江戸町触集成』4～6 号
第7回 史料講読（3） 『江戸町触集成』7～9 号
第8回 史料講読（4） 『江戸町触集成』10～12 号
第9回 史料講読（5） 『江戸町触集成』13～15 号
第10回 史料講読（6） 『江戸町触集成』16～18 号
第11回 史料講読（7） 『江戸町触集成』19～21 号
第12回 総括と質疑応答 卒論執筆に向けた準備

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
史料講読においては、報告担当者以外も事前学習として史料の書き
下しと現代語訳に取り組み、語句などを調べてくること。授業後に
は、史料の意味確認や授業時に紹介された参考文献などを読み、理
解を深めること。本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
『江戸町触集成』（塙書房）。ただし、該当部分をコピーして配布する
ので、購入する必要はない。

【参考書】
『国史大辞典』（吉川弘文館）、大石学編『江戸幕府大事典』（吉川弘
文館）ほか

【成績評価の方法と基準】
到達目標に即した評価基準とする。１報告（80％）。担当者は、レジュ
メを作成し、出席者全員にコピーして配布する。２質疑応答（20％）。
報告順番を決めるので第１回および第２回の授業への欠席は原則認
められない。

【学生の意見等からの気づき】
卒論を書ける力を養成していきます。

HIS300TD

日本中世史（夏期スクーリング）

仁平　義孝

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鎌倉時代の幕府政治史を概観する。幕府内部で繰り返された内紛と、
幕府の政治意志決定のあり方を中心に、関連する史料を読みながら
検討していく。

【到達目標】
鎌倉幕府政治史の流れを理解し、史料に基づく検証方法を学ぶこと
ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。配布する講義資料に沿って進めていく。
質問は授業終了後などに受け付ける。全受講生で共有するべき事柄
については、次の授業で紹介する。
最終授業では、試験終了後に試験の解説、授業のまとめを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明。
第2回 源頼朝執政期の幕府政

治 (1)
寿永 2 年 10 月宣旨、文治勅許な
ど。

第3回 源頼朝執政期の幕府政
治 (2)

頼朝上洛、建久 7年の政変、頼朝
執政期の評定など。

第4回 将軍源頼家・実朝、北
条政子期の幕府政治
(1)

比企氏事件、頼家・実朝期の評定
など。

第5回 将軍源頼家・実朝、北
条政子期の幕府政治
(2)

和田合戦、承久の乱、政子期の評
定など。

第6回 執権北条泰時・経時期
の幕府政治 (1)

伊賀氏事件、御成敗式目など。

第7回 執権北条泰時・経時期
の幕府政治 (2)

泰時期の評定、経時の制度改革な
ど。

第8回 執権北条時頼・長時期
の幕府政治 (1)

寛元の政変、宝治合戦など。

第9回 執権北条時頼・長時期
の幕府政治 (2)

引付、得宗時頼など。

第10回 得宗北条時宗期の幕府
政治

引付廃止・再設置、寄合、二月騒
動など。

第11回 得宗北条貞時・高時期
の幕府政治

霜月騒動、平禅門の乱、評定・寄
合など。

第12回 試験とまとめ 試験とまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書や授業時に紹介する文献、配布資料をよく読む。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
なし。資料を配布する。

【参考書】
本郷恵子『京・鎌倉　ふたつの王権』（小学館、2008 年）
川合　康『源平の内乱と公武政権』（吉川弘文館、2009 年）
小林一岳『元寇と南北朝の動乱』（吉川弘文館、2009 年）
近藤成一『鎌倉幕府と朝廷』（岩波新書、2016 年）
その他、授業時に紹介する。

【成績評価の方法と基準】
試験 100 ％

【学生の意見等からの気づき】
講義資料のわかりにくい表現を改める。

GEO200TE

地誌学特講（夏期スクーリング）

村田　陽平

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
1964年と 2020年の日本の地図帳を比べながら、時代の変化と地域
の変遷を読み解く。受講生は身近な地域の問題を理解できるように
なることを目標とする。

【到達目標】
日本という地域の自然、環境と生活、文化、生業と産業、国土開発
などのありようや風土、人口、交通、観光／ツーリズム、まちづく
りなどが抱える矛盾・問題点を認識すること。
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【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
教科書を利用して、さまざまな資料や情報を検索し、リアクション
ペーパーを提出する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 講義の説明
第2回 北海道地方 北海道の地域問題
第3回 東北地方 青森県、秋田県、岩手県、宮城

県、福島県、山形県の地域問題
第4回 関東地方（１） 茨城県、群馬県、栃木県、埼玉県

の地域問題
第5回 関東地方（２） 東京都、千葉県、神奈川県の地域

問題
第6回 甲信越・北陸地方 新潟県、長野県、山梨県、富山

県、石川県、福井県の地域問題
第7回 東海地方 静岡県、愛知県、岐阜県、三重県

の地域問題
第8回 関西地方（１） 滋賀県、京都府、奈良県の地域問

題
第9回 関西地方（２） 大阪府、兵庫県、和歌山県の地域

問題
第10回 中国地方 岡山県、広島県、山口県、鳥取

県、島根県の地域問題
第11回 四国地方 香川県、徳島県、愛媛県、高知県

の地域問題
第12回 九州・沖縄地方 福岡県、佐賀県、長崎県、大分

県、宮崎県、熊本県、鹿児島県、
沖縄県の地域問題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や SNS などのメディアで取り上げられる出来事などへも目配
りすることを忘れないようにしてほしい。本授業の準備学習・復習
時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
松井秀郎編（2020）『1964年と 2020年くらべて楽しむ地図帳』山
川出版社，￥2200

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
授業毎に提出するリアクションペーパー（100 ％）を成績判定の材
料とする。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
インターネットに接続できる機器（スマートホン、ノートパソコン、
iPad
等）があることが望ましい。情報実習室で行なう予定です。

PRI200TG

情報学入門（2）（表計算）／コンピュータ入門（2）
（表計算）（夏期スクーリング）

入戸野　健

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　ワープロ、表計算、インターネットを活用した情報リテラシーを
習得する。

【到達目標】
　ワープロ (文書処理)ソフト、表計算ソフト、インターネットをツー
ルとして利用し、基本的な情報の編集・集計・利用等ができるよう
になることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科：
DP1,DP4」「史学科： DP1」「地理学科： DP2,DP3」「経済学科
： DP4,DP9」「商業学科：情報・統計学」に関連

【授業の進め方と方法】
　 PC 利用の初級者を対象として基本操作から始め、文書作成・表
計算を中心に実習形式で学習を進めます。基礎を中心とするため、
事前の準備は特に必要としませんが、後半は表計算まで学習を進め
るため、文字の入力操作に自信のない人はそれなりの努力が必要に
なります。普段から実務等で既にワープロや表計算を活用している
方にはやや物足りない内容となるかもしれませんが、再度、基礎か
ら俯瞰的に実習をしたい方には勧められます。
　課題等についての講評は適宜、授業内で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクションと

Windows の基本操作
授業の概要と、Windows のアプ
リケーションの起動、ファイル整
理等の基本操作を学習します。

第2回 文書処理 (1)文字の入
力と書式設定

文字の入力方法、文書の書式設
定、フォントの設定等について学
びます。

第3回 文書処理 (2)定型文書
の作成

一般的な定型文書の作成に必要な
箇条書きや段落設定などを学習し
ます。

第4回 文書処理 (3)表の作成 文書内に表を作成して体裁の整っ
た文書を作成する方法を学びま
す。

第5回 文書処理 (4)図形の利
用

文書内にイラスト挿入したり、簡
単な案内図を作成する方法につい
て学習します。

第6回 電子メールとインター
ネット検索

電子メールの送受信、メール文面
の書式やマナー等に加えて、検索
サイトの利用について学びます。

第7回 表計算 (1)表計算ソフ
トの基本操作

基本的なデータの入力方法とそれ
らを計算する方法を学びます。

第8回 表計算 (2)関数の利用 各種の関数を利用してデータを効
果的に集計する方法を学習しま
す。

第9回 表計算 (3)グラフの利
用

棒グラフ、円グラフ、折れ線グラ
フなどの基本的なグラフの作成方
法を学習します。

第10回 表計算 (4)様々な処理
への応用

応用的な関数やグラフのの機能を
利用して様々な処理を行う方法を
学習します。
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第11回 表計算 (5)他のソフト
との連携

作成した表やグラフを Word 等
の文書内で連携しながら利用する
方法を学びます。

第12回 試験とまとめ 演習形式の試験を実施し授業のま
とめを行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業内の実習でやり残した部分があった場合は、各自で完成させ
ておく等の事後学習を行って下さい。
　本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　「30 時間でマスター Excel2019」実教出版 ISBN978-4-407-
34837-8

【参考書】
　進捗状況に応じて授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
　平常点 20%、課題 20%、テスト 60%とします。毎回授業に参加
して、各回の実習で課題等をきちんとこなしながら、それらを着実
に身につけて行くことが大切です。

【学生の意見等からの気づき】
　受講者の学習状況に合わせた丁寧な授業進行に努めます。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回の授業は情報実習室に設置の PC を使用して行います。

LANe100TA

英語Ｓ（３）（夏期スクーリング）

Robert　 Durham

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This is an English course to assist students to further develop
their English proficiency, via content-based English-learning. Your
teacher hopes that discussing many International topics will assist
students to speak up more boldly, to say their opinions in English.
Students will be urged to learn to explain in English their answers
to questions about Current International News videos.

【到達目標】
Students will learn about cultures & social practices from around
the English-speaking world; and will also learn how to explain
Japanese culture to English-speaking people in this Global Society.
Students will be encouraged to learn how to think critically
[in-depth] about important Global Issues; and will be urged to
effectively express their own thoughts and opinions in modern
English.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」「史
学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」「商業
学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
Students will be challenged to integrate their skills in English
listening, speaking, reading, & writing in an advanced manner,
via exposure to authentic English materials such as English News
videos & audio, and inspirational video/audio talks (including TED
Talks). Students will then be required to practice their English
communication skills via pair practice conversations with their
classmates & professor.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 [All SCHEDULE

items are
tentative...& might
change, depending on
class level(s); student
abilities; & recent
world events.]
Introductions, in
smoothly, natural,
friendly English.
English video #1

Introduction vocabulary; & ’EQ’
responses thereto. Students will
be asked to express English
opinions, re: English video.

第2回 Video #1, part 2:
asking students to
express active
opinions in English.

How to say (speak) your own
opinions, in English...and how to
EXPLAIN them.

第3回 Using the Future
tense in English, to
explain your weekend
or future plans.

Active English spoken
expressions, re: future plans.

第4回 Using English Past
tense to explain your
weekend activities, in
spoken English.

Atively speaking about the
recent Past, in spoken English,
using the English Past Tense.

第5回 ”How are you?” Pairwork will be used to practice
many, various ways to reply
dynamically in English, to
questions such as ”How’s it
going?”/ ”How are you doing?”/
etc.

第6回 Expressing your
opinions about
Current Affairs News
video #2, in active,
dynamic spoken
English.

Pair practice: saying (speaking)
your opinions about English
videos, in
modern English.

第7回 Speaking
(^elaborating in
detail), in modern
English, about your
five active hobbies.

Pair practice & questions about
hobbies: students will learn how
to speak their opinions (in
English) to classmates.

第8回 News or documentary
video #3

Lots of practice in spoken
English, to explain student
opinions about the topics raised
by the video.

第9回 Explaining how to
ask for (& give/speak)
street directions, in
clear English.

Practicing asking/giving English
directions, as pair practice.

第10回 Current news or
documentary video #3

Much practice in spoken English,
to explain student opinions about
the topics raised by the video.

第11回 Using ’would’ & Past
tense, vs. "will’ &
Present tense.

Pair practice & questions, re:
’would’/ Past Tense; & ’will’/
Present Tense.

第12回 Final ’wrap up’ &
summary, including
questions about
Summer plans.

Pair practice subjects learned, &
re: Summer plans.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Please do homework well before the deadline [NOT ”ichiyazukke”];
please try to arrive in class ON TIME [not late]; please try not to do
too much overtime work; and please keep a weekly notebook/binder
for this class, using pen.
本授業の準備・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
A textbook might be chosen, depending on students’ levels &
requirements. (On the other hand: textbooks are expensive....)
Some inexpensive handouts will be distributed and/or e-mailed to
students.
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　発行日：2023/4/12

第11回 表計算 (5)他のソフト
との連携

作成した表やグラフを Word 等
の文書内で連携しながら利用する
方法を学びます。

第12回 試験とまとめ 演習形式の試験を実施し授業のま
とめを行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業内の実習でやり残した部分があった場合は、各自で完成させ
ておく等の事後学習を行って下さい。
　本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　「30 時間でマスター Excel2019」実教出版 ISBN978-4-407-
34837-8

【参考書】
　進捗状況に応じて授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
　平常点 20%、課題 20%、テスト 60%とします。毎回授業に参加
して、各回の実習で課題等をきちんとこなしながら、それらを着実
に身につけて行くことが大切です。

【学生の意見等からの気づき】
　受講者の学習状況に合わせた丁寧な授業進行に努めます。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回の授業は情報実習室に設置の PC を使用して行います。

LANe100TA

英語Ｓ（３）（夏期スクーリング）

Robert　 Durham

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This is an English course to assist students to further develop
their English proficiency, via content-based English-learning. Your
teacher hopes that discussing many International topics will assist
students to speak up more boldly, to say their opinions in English.
Students will be urged to learn to explain in English their answers
to questions about Current International News videos.

【到達目標】
Students will learn about cultures & social practices from around
the English-speaking world; and will also learn how to explain
Japanese culture to English-speaking people in this Global Society.
Students will be encouraged to learn how to think critically
[in-depth] about important Global Issues; and will be urged to
effectively express their own thoughts and opinions in modern
English.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」「史
学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」「商業
学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
Students will be challenged to integrate their skills in English
listening, speaking, reading, & writing in an advanced manner,
via exposure to authentic English materials such as English News
videos & audio, and inspirational video/audio talks (including TED
Talks). Students will then be required to practice their English
communication skills via pair practice conversations with their
classmates & professor.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 [All SCHEDULE

items are
tentative...& might
change, depending on
class level(s); student
abilities; & recent
world events.]
Introductions, in
smoothly, natural,
friendly English.
English video #1

Introduction vocabulary; & ’EQ’
responses thereto. Students will
be asked to express English
opinions, re: English video.

第2回 Video #1, part 2:
asking students to
express active
opinions in English.

How to say (speak) your own
opinions, in English...and how to
EXPLAIN them.

第3回 Using the Future
tense in English, to
explain your weekend
or future plans.

Active English spoken
expressions, re: future plans.

第4回 Using English Past
tense to explain your
weekend activities, in
spoken English.

Atively speaking about the
recent Past, in spoken English,
using the English Past Tense.

第5回 ”How are you?” Pairwork will be used to practice
many, various ways to reply
dynamically in English, to
questions such as ”How’s it
going?”/ ”How are you doing?”/
etc.

第6回 Expressing your
opinions about
Current Affairs News
video #2, in active,
dynamic spoken
English.

Pair practice: saying (speaking)
your opinions about English
videos, in
modern English.

第7回 Speaking
(^elaborating in
detail), in modern
English, about your
five active hobbies.

Pair practice & questions about
hobbies: students will learn how
to speak their opinions (in
English) to classmates.

第8回 News or documentary
video #3

Lots of practice in spoken
English, to explain student
opinions about the topics raised
by the video.

第9回 Explaining how to
ask for (& give/speak)
street directions, in
clear English.

Practicing asking/giving English
directions, as pair practice.

第10回 Current news or
documentary video #3

Much practice in spoken English,
to explain student opinions about
the topics raised by the video.

第11回 Using ’would’ & Past
tense, vs. "will’ &
Present tense.

Pair practice & questions, re:
’would’/ Past Tense; & ’will’/
Present Tense.

第12回 Final ’wrap up’ &
summary, including
questions about
Summer plans.

Pair practice subjects learned, &
re: Summer plans.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Please do homework well before the deadline [NOT ”ichiyazukke”];
please try to arrive in class ON TIME [not late]; please try not to do
too much overtime work; and please keep a weekly notebook/binder
for this class, using pen.
本授業の準備・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
A textbook might be chosen, depending on students’ levels &
requirements. (On the other hand: textbooks are expensive....)
Some inexpensive handouts will be distributed and/or e-mailed to
students.
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　発行日：2023/4/12

第11回 表計算 (5)他のソフト
との連携

作成した表やグラフを Word 等
の文書内で連携しながら利用する
方法を学びます。

第12回 試験とまとめ 演習形式の試験を実施し授業のま
とめを行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業内の実習でやり残した部分があった場合は、各自で完成させ
ておく等の事後学習を行って下さい。
　本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　「30 時間でマスター Excel2019」実教出版 ISBN978-4-407-
34837-8

【参考書】
　進捗状況に応じて授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
　平常点 20%、課題 20%、テスト 60%とします。毎回授業に参加
して、各回の実習で課題等をきちんとこなしながら、それらを着実
に身につけて行くことが大切です。

【学生の意見等からの気づき】
　受講者の学習状況に合わせた丁寧な授業進行に努めます。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回の授業は情報実習室に設置の PC を使用して行います。

LANe100TA

英語Ｓ（３）（夏期スクーリング）

Robert　 Durham

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This is an English course to assist students to further develop
their English proficiency, via content-based English-learning. Your
teacher hopes that discussing many International topics will assist
students to speak up more boldly, to say their opinions in English.
Students will be urged to learn to explain in English their answers
to questions about Current International News videos.

【到達目標】
Students will learn about cultures & social practices from around
the English-speaking world; and will also learn how to explain
Japanese culture to English-speaking people in this Global Society.
Students will be encouraged to learn how to think critically
[in-depth] about important Global Issues; and will be urged to
effectively express their own thoughts and opinions in modern
English.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」「史
学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」「商業
学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
Students will be challenged to integrate their skills in English
listening, speaking, reading, & writing in an advanced manner,
via exposure to authentic English materials such as English News
videos & audio, and inspirational video/audio talks (including TED
Talks). Students will then be required to practice their English
communication skills via pair practice conversations with their
classmates & professor.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 [All SCHEDULE

items are
tentative...& might
change, depending on
class level(s); student
abilities; & recent
world events.]
Introductions, in
smoothly, natural,
friendly English.
English video #1

Introduction vocabulary; & ’EQ’
responses thereto. Students will
be asked to express English
opinions, re: English video.

第2回 Video #1, part 2:
asking students to
express active
opinions in English.

How to say (speak) your own
opinions, in English...and how to
EXPLAIN them.

第3回 Using the Future
tense in English, to
explain your weekend
or future plans.

Active English spoken
expressions, re: future plans.

第4回 Using English Past
tense to explain your
weekend activities, in
spoken English.

Atively speaking about the
recent Past, in spoken English,
using the English Past Tense.

第5回 ”How are you?” Pairwork will be used to practice
many, various ways to reply
dynamically in English, to
questions such as ”How’s it
going?”/ ”How are you doing?”/
etc.

第6回 Expressing your
opinions about
Current Affairs News
video #2, in active,
dynamic spoken
English.

Pair practice: saying (speaking)
your opinions about English
videos, in
modern English.

第7回 Speaking
(^elaborating in
detail), in modern
English, about your
five active hobbies.

Pair practice & questions about
hobbies: students will learn how
to speak their opinions (in
English) to classmates.

第8回 News or documentary
video #3

Lots of practice in spoken
English, to explain student
opinions about the topics raised
by the video.

第9回 Explaining how to
ask for (& give/speak)
street directions, in
clear English.

Practicing asking/giving English
directions, as pair practice.

第10回 Current news or
documentary video #3

Much practice in spoken English,
to explain student opinions about
the topics raised by the video.

第11回 Using ’would’ & Past
tense, vs. "will’ &
Present tense.

Pair practice & questions, re:
’would’/ Past Tense; & ’will’/
Present Tense.

第12回 Final ’wrap up’ &
summary, including
questions about
Summer plans.

Pair practice subjects learned, &
re: Summer plans.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Please do homework well before the deadline [NOT ”ichiyazukke”];
please try to arrive in class ON TIME [not late]; please try not to do
too much overtime work; and please keep a weekly notebook/binder
for this class, using pen.
本授業の準備・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
A textbook might be chosen, depending on students’ levels &
requirements. (On the other hand: textbooks are expensive....)
Some inexpensive handouts will be distributed and/or e-mailed to
students.

— 19 —
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In addition, some News videos & video documentaries may be
assigned as in-class or at-home viewing (with questions to answer
about those videos).

【参考書】
–

【成績評価の方法と基準】
Tentatively, grading may depend on in-class responses (approx-
imately 25%); speaking exam(s) spoken replies (approximately
25%); attendance/on-time arrival (approximately 15%); class
participation/motivation (20%); and homework (15%).
*IMPORTANT: A MAXIMUM OF THREE ABSENCES IS
ALLOWED...& ONE LATE IS EQUIVALENT TO HALF AN
ABSENCE*

【学生の意見等からの気づき】
–

【学生が準備すべき機器他】
Please bring to each class: a notebook/binder; a black pen; a red
pen; an English-Japanese/Japanese-English dictionary [paper or
electronic]; an English language LARGE namecard; and a daily
planner/schedule book [a ’techo’, in Nihongo].
A fast COMPUTER with a large screen, a full keyboard, and fast
Wi-Fi, will be useful in viewing any News video homework; and in
typing up answers to bring to class. (Smartphones are TOO SMALL
to do homework effectively.)

【その他の重要事項】
Please participate ACTIVELY in class; please sit together with
other students, in class, AT THE FRONT OF THE ROOM; and
please speak together with your classmates, using lots of eye
contact, smiling, & good Body Language. If you’re not sure about
how to answer, please speak up and GUESS...instead of reflexively
answering ”I don’t know”.
Class etiquette: please cover your mouth, if/when you
cough/sneeze/yawn. If a student becomes ill, he/she should
stay home, to avoid infecting classmates & the teacher.

PRI200TG

情報学入門（3）（データベース）／コンピュータ入門
（3）（データベース）（夏期スクーリング）

渡辺　英人

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学生のための情報処理入門講座です。2023 年度は対面授業で開
講する予定です。みなさんが自宅で使用しているパソコンを最大限
有効活用できるように解説します。Microsoft Word、Excel、ある
いは PowerPoint や Access などの代表的なソフトを使って、社会
科学、人文科学などを学ぶみなさんが、大学で、さらに社会や家庭
でも役立つ知識と技術をわかりやすく解説し、確実に習得していた
だきます。文献やインターネット上から有益な情報をどのようにし
て検索、収集し、それを効率的に整理して、利用するかという実践
的な内容です。大学で、仕事で、家庭でも将来にわたって、必ず役
に立ちます！ 初心者大歓迎！！

【到達目標】
大学で学ぶ「社会科学」「人文科学」における様々な問題に、情報機
器、とりわけパーソナルコンピュータとソフトウエアを効率的に利
用して、それぞれの研究や学習を深める方法を受講者全員が正確に
理解し、応用できるようになることが目標です。大学での研究学習
のみならず、社会でも家庭でも「役に立つ」スキルを身につけよう！
初心者大歓迎！！ 苦手な人ほど参加して欲しい！！！

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科：
DP1,DP4」「史学科： DP1」「地理学科： DP2,DP3」「経済学科
： DP4,DP9」「商業学科：情報・統計学」に関連

【授業の進め方と方法】
授業では Windows PC と Microsoft Word および Excel を使いま
す。Apple MacBookや iPad等でも復習できるように解説いたしま
す。自宅で使っている PC 機器類を有効活用し、大学での研究学習
活動のみならず社会でも家庭でも必要となる知識と技術を、講義と
実習形式で、わかりやすく解説します。使用するコンピュータとソ
フトウェアは、みなさんが日常的に使用しているものと同程度のも
のを使います。また、実社会においても標準的に使用されているも
のだけを選んで解説します。とくにMicrosoft「Word」と「Excel」
は確実に覚えましょう。
　講義と実習を併用するこの授業では、分からないことがあった場
合にはすぐに質問し、いっしょに解決しましょう。授業中、授業後
にも質問時間を設けます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 コンピューターとは何

か（ハードウェアとソ
フトウェア）。

情報処理の基礎

第2回 キーボード入力練習か
ら機器の取扱いと
Windows の操作法ま
で。

情報処理の基礎

第3回 電子メールやソーシャ
ルメディアの利用。イ
ンターネットと大学生
の研究・学習。

電子メールの利用やその他のソー
シャルメディアについて。操作、
利用、マナーなど解説する。イン
ターネットを利用した効率的な情
報検索、収集の基礎。

第4回 ワープロ操作（Word
による文章入力の練
習）インターネットと
Word を使った課題作
成。

情報処理の基礎。文書作成法。

第5回 Excel の操作法。基本
操作）Excel の操作
法。

表計算ソフトについて解説する。
データの収集、入力、読み込み、
保存、印刷。

第6回 Excel の操作法（計算
機能と関数。表作成、
グラフ作成）。

表計算ソフトの計算機能、作表機
能、グラフ作成機能について解説
する。

第7回 インターネットと
Excel。情報収集と整
理活用法。

ネット上から有益な情報を収集し
て、エクセルを利用した蓄積方法
を解説する。

第8回 インターネットと
Excel を活用して資料
作成。（課題作成）

インターネットを利用した情報検
索、収集とレポート作成。

第9回 効率的情報検索、収
集、整理、再利用の方
法。

ネット上に存在する有益な情報の
発見、収集、蓄積、再利用方法に
ついて解説する。

第10回 データベースを作る。
有益な情報の収集、蓄
積、そして有効利用方
法。

マイクロソフト ACCESS（デー
タベースソフト）の利用方法につ
いて解説する。（Excel で代用可
能）

第11回 データベースを作る。
自分にとって、重要な
情報を収集、整理、蓄
積、再利用。（課題作
成準備）

マイクロソフト ACCESS、また
は Excel を使って、自分のため
にデータベースを作ってみよう。

第12回 課題作成 オリジナルテーマに基づくデータ
ベースを作成する。

— 20 —
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要に応じて、あらかじめ授業内容を記した資料を配付するので、復
習のみならず予習、授業準備を行って欲しい。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書の準備はありません。必要に応じて資料を配付します。詳細
については開講時に説明します。

【参考書】
開講時、および授業中に指示します。

【成績評価の方法と基準】
Word、Excel、Access等を使って、課題（50％）を作成します。ひ
とりひとりの理解度と授業への参加状況（平常点： 50 ％）を合わ
せて評価します。

【学生の意見等からの気づき】
この授業を通して、情報処理が大学生としての研究・学習のみなら
ず、日常生活においても積極的に応用できることが受講者に理解さ
れている。授業の目的、目標は、大学生として、そして将来にわたっ
て職業人、家庭人としても「役に立つ」知識や技術を身につけるこ
とに力を入れている。

【学生が準備すべき機器他】
データ保存用に USB フラッシュメモリ等を用意してください。詳
細については開講時に説明します。

【その他の重要事項】
〔受講上の注意〕
大学でのあらゆる学習・研究活動の基礎となる「実学」です。実習
を伴う授業ですから参加者全員が同時にスタートし、終了すること
が必要です。授業に遅刻しないこと。全員が理解できるようにてい
ねいに解説します。大学、社会、家庭でも、将来にわたり必要不可
欠な知識と技術です。初心者大歓迎！ 大切なことは「意欲がある」
ことだけ！「積極的に授業に参加する学生のみ」集まって欲しい！

【質問について】
授業後に質問を受け付ける。

MAN300TG

人的資源管理論Ⅰ（夏期スクーリング）

田上　皓大

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人的資源管理（Human Resource Management）は、経営学・商
学のなかで、経営資源としてのヒトの管理を行う学問分野です。本
科目では、そうした人的資源管理の基礎として、①人的資源管理の
基本的考え方、②人的資源管理にかかわる課題や論点、③日本企業
の人的資源管理の現状や変化について学びます。人的資源管理論Ⅰ
では特に①を中心的に学ぶことで、会社や職場でのヒトの管理に関
わる制度と慣行について、理解を深めることができます。

【到達目標】
人的資源管理論Ⅰでは、人的資源管理の基礎について理解すること
を学習目標とします。
①人的資源管理の基本的な考え方を習得する。
②人的資源管理に関わる論点を知る。
③日本企業における人的資源管理の現状と変化について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経営学・商学」「自由な発想と柔軟な
判断ができる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行います。配付資料に沿って講義を進めます。また、毎
回の授業で 10～15 分の時間をとり、リアクションペーパーを提出
してもらいます。リアクションペーパーは、授業内容に関連した設
題に回答する形式とします。リアクションペーパーについては翌日
の授業内でフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業概要の説明、基本的概念の整

理
第2回 雇用管理 採用、配置・異動、雇用調整、定

年
第3回 人事制度 職能資格制度、人事考課制度、昇

進
第4回 能力開発 人的資本、企業内教育訓練・

OJT、Off-JT・自己啓発
第5回 賃金管理と福利厚生 賃金決定、賃金体系、年功賃金、

賃金制度、福利厚生
第6回 雇用システムと社会保

障
日本的な経営・雇用慣行・人事管
理の特徴

第7回 労働時間と勤務場所 長時間労働、労働時間短縮、弾力
的な労働時間制度、テレワーク

第8回 労使関係 労働組合、集団的・個別的労使関
係

第9回 多様な人材 女性、高齢者、外国人、ダイバー
シティ・マネジメント

第10回 多様な働き方 非正社員、雇用類似の働き方、副
業、ボランティア・NPO、労働
者協同組合

第11回 まとめ 日本的な経営・雇用慣行・人事管
理とその改革

第12回 試験 試験、解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。準備学習と
して、テキストの該当する箇所を読んでおいてください。復習とし
て、参考書の該当箇所や、関心のあるトピックを扱った学術論文を
探して読んでみましょう。また、新聞記事に日々目を通し、仕事や
雇用に関する最新の情報に触れることも大事です。

【テキスト（教科書）】
『よく分かる　産業社会学』ミネルヴァ書房、上林千恵子編著、2012
年、￥2,600+税

【参考書】
『新しい人事労務管理　第 6 版』、有斐閣、佐藤博樹・藤村博之・八
代充史著、2020 年、￥2,100+税

【成績評価の方法と基準】
平常点 40％、試験 60％で評価します。平常点には、毎回のリアク
ションペーパーへの評価も含めます。試験では、①人的資源管理の
基本的な考え方を理解しているかだけでなく、②示されたデータか
ら要点を読み取ることができているか、③論理的な記述をできてい
るか、を重要な評価基準とします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの意見や要望には、可能な範囲で応えるようにします。意
見や要望は、授業の前後に直接、あるいは毎回のリアクションペー
パー上で受け付けます。

【その他の重要事項】
冬期開講予定の人的資源管理論Ⅱと合わせて受講することで、人的
資源管理についてより深く理解することができます。本講は学術的
に人的資源管理論を学ぶことを目的とする講義で、経営・労務にお
ける実務的なノウハウやスキルを教授する講義でありません。

— 21 —
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GEO300TE

現地研究（夏期スクーリング）

米家　志乃布

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群前半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業の目的「国東半島の自然・歴史・文化を学ぶ」
大分県の北東部にある国東半島は、両子山（720m）の火山活動でで
きた円形の半島です。火山活動で形作られた土地に様々な歴史や文
化、産業が形成されており、自然・人文両方の地理学的観点から地
域の特性を学び、理解することができる場所です。

【到達目標】
本授業では、国東半島の自然・歴史・文化に関する以下の点を学び、
地域の特性を理解することが目標です。
（１）大分県立歴史博物館の展示を見学し、大分県全体の自然・歴史・
文化を学びます。
（２）宇佐八幡宮を始めとする「六郷満山」を理解し、国東半島にお
ける「神仏習合」の歴史を学びます。
（３）田染荘（たしぶのしょう）小崎の重要文化的景観を見学し、人々
の生業に根差した農村景観を保全することの社会的意義を学びます。
（４）平安時代に開かれた富貴寺と大堂など、現存する九州最古の木
造建築物（国宝）も見学し、国東半島にある寺院文化と文化財の特
徴を学びます。
（５）別府湾と火山帯の間に位置する別府市の「地獄めぐり」を通し
て、温泉地としての観光開発だけでなく、地域の基盤である自然環
境も学びます。
（６）江戸時代に杵築藩が築いた杵築城とかつての武家地・町人地を
歩き、城下町としての歴史と文化、その独特な地形条件を学びます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
基本的には屋外での現地見学および施設見学で行います。おおよそ
の行程は以下の通りです。
1 日目　現地集合　大分県立歴史博物館　八幡総本宮宇佐神宮
2 日目　田染荘小崎の重要文化的景観　富貴寺　国東半島めぐり　
別府温泉
3 日目　地獄めぐり　地獄温泉ミュージアム　杵築城と城下町　現
地解散　
博物館や寺社・文化財の見学、行政・現地の専門家によるレクチャー
などがあります。フィールドノートを持参し、見学したことや聞き
取りをしたことは必ずメモをするようにしてください。健康管理と
暑さ対策を十分にしたうえで参加してください。
後日、設定された期日までにレポートを提出してもらいます。レポー
トに関するコメントは、web 学習サービスで行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 現地研究 1 日目（１） JR 宇佐駅集合
第2回 現地研究 1 日目（２） 宇佐八幡宮見学
第3回 現地研究 1 日目（３） 大分県の自然・文化・歴史を学ぶ

大分県立歴史博物館見学
第4回 現地研究 1 日目（４） 豊後高田市泊
第5回 現地研究２日目（１） 田染荘小崎の重要文化的景観を学

ぶ
第6回 現地研究２日目（２） 富貴寺とその周辺を歩く
第7回 現地研究２日目（３） 国東半島の自然環境・文化財を学

ぶ

第8回 現地研究２日目（４） 別府温泉泊
第9回 現地研究３日目（１） 地獄めぐり
第10回 現地研究３日目（２） 地獄温泉ミュージアム見学
第11回 現地研究３日目（３） 杵築城見学

城下町を歩く
第12回 現地研究３日目（４） 杵築駅および大分空港で解散

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とします。本授業
に関するパンフレット（配布資料）を参加学生に送付する予定です。
その冊子をよく読んで、事前に基本的知識を得ておいてください。
また、現地研究対象地の地図は必ず各自でも手に入れて、地域を把
握してから現地に入ってください。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。事前に送付する本授業に関するパ
ンフレット（配布資料）を使います。

【参考書】
『重要文化的景観への道- エコサイトミュージアム田染荘』アジア遊
学 153 号、2012 年
海老澤衷「重要文化的景観と豊後国田染荘」（海老澤衷編『よみがえ
る荘園―景観に刻まれた中世の記憶―』2019 年、勉誠出版）
中山穂孝「近代的温泉観光地の形成と都市開発―大分県別府市を事
例に―」（人文地理 67 － 2、2015 年）
「杵築市北台南台伝統的建造物群保存地区」大分県杵築市ホーム
ページ https://www.city.kitsuki.lg.jp/soshiki/7/bunka/bunkazai/
bunkazai/1880.html
その他、国東半島の自然・歴史・文化に関する文献を各自で探して
読むようにしてください。

【成績評価の方法と基準】
現地研究への取り組みや討論への参加状況（50 ％）、事後に提出し
ていただくレポート（50 ％）によって総合的に評価いたします。

【学生の意見等からの気づき】
全体での学習活動と各自の学習・見学活動をバランスよく取り入れ
て、参加者が能動的に取り組める授業内容を心掛けていきます。

【学生が準備すべき機器他】
詳細は改めてご連絡いたしますが、現地研究先の地図類は必ず手に
入れてください（スマホのアプリも可）。

【その他の重要事項】
本授業の実施期間は、２０２３年７月２４日（月）～２６日（水）で
す。集合場所と時間は１日目午後に JR 宇佐駅、解散は JR 杵築駅
もしくは大分空港で３日目の午後を予定しています。宿泊場所は豊
後高田市と別府市で１泊ずつ、予定しております。詳細は改めてご
連絡いたします。現地でかかる費用は、宿泊費と食費、移動交通費
などです。暑さ対策のため、参加者の体調管理を考えて、全日貸切
バスでの移動を予定しています。

GEO300TE

測量学及び測量実習（１）（夏期スクーリング）

木村　勲

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群前半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
空間に関する最も基本的な情報は位置に関する情報である。位置に
関する情報を取得する手段として用いられるのが測量である。この
授業では、測量に関する基礎理論を学ぶとともに、実習を行い、測
量の基礎的技術の習得を目指す。特に、測量データの基礎的な取り
扱い及び測地測量の一つの柱である高さを測る水準測量を中心に講
義・実習を行う。
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GEO300TE

現地研究（夏期スクーリング）

米家　志乃布

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群前半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業の目的「国東半島の自然・歴史・文化を学ぶ」
大分県の北東部にある国東半島は、両子山（720m）の火山活動でで
きた円形の半島です。火山活動で形作られた土地に様々な歴史や文
化、産業が形成されており、自然・人文両方の地理学的観点から地
域の特性を学び、理解することができる場所です。

【到達目標】
本授業では、国東半島の自然・歴史・文化に関する以下の点を学び、
地域の特性を理解することが目標です。
（１）大分県立歴史博物館の展示を見学し、大分県全体の自然・歴史・
文化を学びます。
（２）宇佐八幡宮を始めとする「六郷満山」を理解し、国東半島にお
ける「神仏習合」の歴史を学びます。
（３）田染荘（たしぶのしょう）小崎の重要文化的景観を見学し、人々
の生業に根差した農村景観を保全することの社会的意義を学びます。
（４）平安時代に開かれた富貴寺と大堂など、現存する九州最古の木
造建築物（国宝）も見学し、国東半島にある寺院文化と文化財の特
徴を学びます。
（５）別府湾と火山帯の間に位置する別府市の「地獄めぐり」を通し
て、温泉地としての観光開発だけでなく、地域の基盤である自然環
境も学びます。
（６）江戸時代に杵築藩が築いた杵築城とかつての武家地・町人地を
歩き、城下町としての歴史と文化、その独特な地形条件を学びます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
基本的には屋外での現地見学および施設見学で行います。おおよそ
の行程は以下の通りです。
1 日目　現地集合　大分県立歴史博物館　八幡総本宮宇佐神宮
2 日目　田染荘小崎の重要文化的景観　富貴寺　国東半島めぐり　
別府温泉
3 日目　地獄めぐり　地獄温泉ミュージアム　杵築城と城下町　現
地解散　
博物館や寺社・文化財の見学、行政・現地の専門家によるレクチャー
などがあります。フィールドノートを持参し、見学したことや聞き
取りをしたことは必ずメモをするようにしてください。健康管理と
暑さ対策を十分にしたうえで参加してください。
後日、設定された期日までにレポートを提出してもらいます。レポー
トに関するコメントは、web 学習サービスで行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 現地研究 1 日目（１） JR 宇佐駅集合
第2回 現地研究 1 日目（２） 宇佐八幡宮見学
第3回 現地研究 1 日目（３） 大分県の自然・文化・歴史を学ぶ

大分県立歴史博物館見学
第4回 現地研究 1 日目（４） 豊後高田市泊
第5回 現地研究２日目（１） 田染荘小崎の重要文化的景観を学

ぶ
第6回 現地研究２日目（２） 富貴寺とその周辺を歩く
第7回 現地研究２日目（３） 国東半島の自然環境・文化財を学

ぶ

第8回 現地研究２日目（４） 別府温泉泊
第9回 現地研究３日目（１） 地獄めぐり
第10回 現地研究３日目（２） 地獄温泉ミュージアム見学
第11回 現地研究３日目（３） 杵築城見学

城下町を歩く
第12回 現地研究３日目（４） 杵築駅および大分空港で解散

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とします。本授業
に関するパンフレット（配布資料）を参加学生に送付する予定です。
その冊子をよく読んで、事前に基本的知識を得ておいてください。
また、現地研究対象地の地図は必ず各自でも手に入れて、地域を把
握してから現地に入ってください。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。事前に送付する本授業に関するパ
ンフレット（配布資料）を使います。

【参考書】
『重要文化的景観への道- エコサイトミュージアム田染荘』アジア遊
学 153 号、2012 年
海老澤衷「重要文化的景観と豊後国田染荘」（海老澤衷編『よみがえ
る荘園―景観に刻まれた中世の記憶―』2019 年、勉誠出版）
中山穂孝「近代的温泉観光地の形成と都市開発―大分県別府市を事
例に―」（人文地理 67 － 2、2015 年）
「杵築市北台南台伝統的建造物群保存地区」大分県杵築市ホーム
ページ https://www.city.kitsuki.lg.jp/soshiki/7/bunka/bunkazai/
bunkazai/1880.html
その他、国東半島の自然・歴史・文化に関する文献を各自で探して
読むようにしてください。

【成績評価の方法と基準】
現地研究への取り組みや討論への参加状況（50 ％）、事後に提出し
ていただくレポート（50 ％）によって総合的に評価いたします。

【学生の意見等からの気づき】
全体での学習活動と各自の学習・見学活動をバランスよく取り入れ
て、参加者が能動的に取り組める授業内容を心掛けていきます。

【学生が準備すべき機器他】
詳細は改めてご連絡いたしますが、現地研究先の地図類は必ず手に
入れてください（スマホのアプリも可）。

【その他の重要事項】
本授業の実施期間は、２０２３年７月２４日（月）～２６日（水）で
す。集合場所と時間は１日目午後に JR 宇佐駅、解散は JR 杵築駅
もしくは大分空港で３日目の午後を予定しています。宿泊場所は豊
後高田市と別府市で１泊ずつ、予定しております。詳細は改めてご
連絡いたします。現地でかかる費用は、宿泊費と食費、移動交通費
などです。暑さ対策のため、参加者の体調管理を考えて、全日貸切
バスでの移動を予定しています。

GEO300TE

測量学及び測量実習（１）（夏期スクーリング）

木村　勲

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群前半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
空間に関する最も基本的な情報は位置に関する情報である。位置に
関する情報を取得する手段として用いられるのが測量である。この
授業では、測量に関する基礎理論を学ぶとともに、実習を行い、測
量の基礎的技術の習得を目指す。特に、測量データの基礎的な取り
扱い及び測地測量の一つの柱である高さを測る水準測量を中心に講
義・実習を行う。
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【到達目標】
測量に関する基礎理論を学び、測量実習を体験することで測量に関
する基礎的知識を習得できる。また、測量に関する誤差理論や誤差
要因を解明することで、測量数学のみならず、測量の精度や品質に
ついて理解できる。特に水準測量の講義と実習では、水準測量の役
割や誤差等についての基礎知識や水準儀を用いた測量技術を習得で
きる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
測量の歴史から測量の基準・測量に関係する法律等の事項や様々な
測量方法の紹介はスライド等で講義する。また、測量の観測データ
の処理や誤差の扱い、測量数学等の基礎的理論もスライドによる講
義と練習問題を解答していただきながら進める。特に、基本的測量
の１つの水準測量は、講義と野外での測量機器を使った実習を行い、
観測データの処理方法や測量機器の取り扱いを体験する。疑義につ
いては努めて授業内で解説していく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 測量の概要 測量とは何か、測量の歴史など測

量の概要とについて講義する。
第2回 測量法及び資格につい

て
測量の関する法律と測量の資格に
ついて講義する。

第3回 地球と測量の基準につ
いて

地球の大きさや形状とそれを基に
した測量の基準（特に座標系や我
が国の測量基準の歴史・役割）に
ついて講義する。

第4回 様々な測量と公共測量
について

距離測量、GPS 測量、トータル
ステーションを用いた測量などの
原理及びそれらを用いて実施する
公共測量について講義する。

第5回 水準測量の原理 水準測量の原理、使用する機器等
について講義する。

第6回 測量の誤差について 測量の誤差について誤差の種類や
誤差の取り扱いや三角関数などの
測量数学について講義する。

第7回 測量の誤差について 水準測量の誤差を中心にその処理
方法などを講義と計算実習を行
う。

第8回 水準測量の実習 水準測量の方法・水準儀 (レベル)
の使い方について実習する。

第9回 水準測量の実習 構内において自動水準儀を用いた
水準測量を実習する。

第10回 水準測量の実習 構内において自動水準儀を用いた
水準測量を実習する。

第11回 水準測量の実習 水準測量のデータ処理を実習す
る。

第12回 まとめ・試験 データ処理の結果をまとめ、測量
精度等を評価する。
試験後模範解答の説明を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの序章～３章及び７章を中心に予習しておくこと。授業時
間内に計算問題やデータ作成・整理等も実施しますので、努めて講
義期間内に終わらせること。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長谷川昌弘・川端良和　「改訂三版基礎測量学」電気書院￥3,630
（税込）
「改訂二版基礎測量学」、「改訂新版（第一版）基礎測量学」も可能

【参考書】
書店には測量学、また測量の種別により様々なテキスト、図解テキ
ストが置かれている。測量のデータ処理には数学が欠かせないもの
の、自分のレベルや興味に応じ、以下の本などを参考にするとよい。
中堀義郎ほか著「絵で見る基準点測量　第２版」日本加除出版、斎
藤博ほか著「新版　教程　基準点測量」山海堂、　大滝三夫ほか著
「公共測量教程　水準測量」 東洋書店、　大滝三夫ほか共著「公共
測量教程　測量計算」東洋書店

【成績評価の方法と基準】
成績評価は試験４０％程度と授業中・実習等の態度６０％程度を総
合して評価します。

【学生の意見等からの気づき】
関数電卓を使用した経験がないとの意見が多く、度分秒の１０進数
変換や三角関数について授業の中で習得します。

【学生が準備すべき機器他】
関数電卓 (スマートフォンのアプリ、例えば「関数電卓 Panecal」、
「電卓 Air」でも可能）

【その他の重要事項】
測量に関連する授業として、測量学及び測量実習（２）（冬期スクー
リング）があります。本授業（夏期スクーリング）では全体を網羅
できていないので、合わせて履修することを推奨します。

GEO300TE

現地研究（夏期スクーリング）

佐々木　達

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群後半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地方中枢都市である宮城県仙台市を対象として，仙台藩城下町の軌
跡をたどりつつ，100 万都市へと移り変わってきた都市の構造変化
を現地調査を通じて把握する。

【到達目標】
１）伊達政宗はなぜこの地に仙台藩を形成したのかを理解する。
２）仙台市役所にて，現在のまちづくりや震災復興の施策展開を学
習する。
３）観光地である松島を訪問し，観光の現状と課題を把握する。
４）都市の産業について，現地を訪問して理解を深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
現地研究は教室外で実施するフィールドワークであり、今回の現地
研究の行程は以下の通りです。
1 日目：仙台駅西口集合。仙台藩の城下町を散策することで，なぜ
伊達政宗はこの地で仙台藩を構築したのかを学習します。
2日目：仙台市役所訪問。震災復興やまちづくりに対する行政の見解
を学習します。その後、松島に行き、現在の観光状況を視察します。
3 日目：都市の産業振興を考える。工場見学（ビール工場・蒲鉾工
場）を視察し，仙台駅で解散とします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes
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【到達目標】
測量に関する基礎理論を学び、測量実習を体験することで測量に関
する基礎的知識を習得できる。また、測量に関する誤差理論や誤差
要因を解明することで、測量数学のみならず、測量の精度や品質に
ついて理解できる。特に水準測量の講義と実習では、水準測量の役
割や誤差等についての基礎知識や水準儀を用いた測量技術を習得で
きる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
測量の歴史から測量の基準・測量に関係する法律等の事項や様々な
測量方法の紹介はスライド等で講義する。また、測量の観測データ
の処理や誤差の扱い、測量数学等の基礎的理論もスライドによる講
義と練習問題を解答していただきながら進める。特に、基本的測量
の１つの水準測量は、講義と野外での測量機器を使った実習を行い、
観測データの処理方法や測量機器の取り扱いを体験する。疑義につ
いては努めて授業内で解説していく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 測量の概要 測量とは何か、測量の歴史など測

量の概要とについて講義する。
第2回 測量法及び資格につい

て
測量の関する法律と測量の資格に
ついて講義する。

第3回 地球と測量の基準につ
いて

地球の大きさや形状とそれを基に
した測量の基準（特に座標系や我
が国の測量基準の歴史・役割）に
ついて講義する。

第4回 様々な測量と公共測量
について

距離測量、GPS 測量、トータル
ステーションを用いた測量などの
原理及びそれらを用いて実施する
公共測量について講義する。

第5回 水準測量の原理 水準測量の原理、使用する機器等
について講義する。

第6回 測量の誤差について 測量の誤差について誤差の種類や
誤差の取り扱いや三角関数などの
測量数学について講義する。

第7回 測量の誤差について 水準測量の誤差を中心にその処理
方法などを講義と計算実習を行
う。

第8回 水準測量の実習 水準測量の方法・水準儀 (レベル)
の使い方について実習する。

第9回 水準測量の実習 構内において自動水準儀を用いた
水準測量を実習する。

第10回 水準測量の実習 構内において自動水準儀を用いた
水準測量を実習する。

第11回 水準測量の実習 水準測量のデータ処理を実習す
る。

第12回 まとめ・試験 データ処理の結果をまとめ、測量
精度等を評価する。
試験後模範解答の説明を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの序章～３章及び７章を中心に予習しておくこと。授業時
間内に計算問題やデータ作成・整理等も実施しますので、努めて講
義期間内に終わらせること。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長谷川昌弘・川端良和　「改訂三版基礎測量学」電気書院￥3,630
（税込）
「改訂二版基礎測量学」、「改訂新版（第一版）基礎測量学」も可能

【参考書】
書店には測量学、また測量の種別により様々なテキスト、図解テキ
ストが置かれている。測量のデータ処理には数学が欠かせないもの
の、自分のレベルや興味に応じ、以下の本などを参考にするとよい。
中堀義郎ほか著「絵で見る基準点測量　第２版」日本加除出版、斎
藤博ほか著「新版　教程　基準点測量」山海堂、　大滝三夫ほか著
「公共測量教程　水準測量」 東洋書店、　大滝三夫ほか共著「公共
測量教程　測量計算」東洋書店

【成績評価の方法と基準】
成績評価は試験４０％程度と授業中・実習等の態度６０％程度を総
合して評価します。

【学生の意見等からの気づき】
関数電卓を使用した経験がないとの意見が多く、度分秒の１０進数
変換や三角関数について授業の中で習得します。

【学生が準備すべき機器他】
関数電卓 (スマートフォンのアプリ、例えば「関数電卓 Panecal」、
「電卓 Air」でも可能）

【その他の重要事項】
測量に関連する授業として、測量学及び測量実習（２）（冬期スクー
リング）があります。本授業（夏期スクーリング）では全体を網羅
できていないので、合わせて履修することを推奨します。

GEO300TE

現地研究（夏期スクーリング）

佐々木　達

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群後半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地方中枢都市である宮城県仙台市を対象として，仙台藩城下町の軌
跡をたどりつつ，100 万都市へと移り変わってきた都市の構造変化
を現地調査を通じて把握する。

【到達目標】
１）伊達政宗はなぜこの地に仙台藩を形成したのかを理解する。
２）仙台市役所にて，現在のまちづくりや震災復興の施策展開を学
習する。
３）観光地である松島を訪問し，観光の現状と課題を把握する。
４）都市の産業について，現地を訪問して理解を深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
現地研究は教室外で実施するフィールドワークであり、今回の現地
研究の行程は以下の通りです。
1 日目：仙台駅西口集合。仙台藩の城下町を散策することで，なぜ
伊達政宗はこの地で仙台藩を構築したのかを学習します。
2日目：仙台市役所訪問。震災復興やまちづくりに対する行政の見解
を学習します。その後、松島に行き、現在の観光状況を視察します。
3 日目：都市の産業振興を考える。工場見学（ビール工場・蒲鉾工
場）を視察し，仙台駅で解散とします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes
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【到達目標】
測量に関する基礎理論を学び、測量実習を体験することで測量に関
する基礎的知識を習得できる。また、測量に関する誤差理論や誤差
要因を解明することで、測量数学のみならず、測量の精度や品質に
ついて理解できる。特に水準測量の講義と実習では、水準測量の役
割や誤差等についての基礎知識や水準儀を用いた測量技術を習得で
きる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
測量の歴史から測量の基準・測量に関係する法律等の事項や様々な
測量方法の紹介はスライド等で講義する。また、測量の観測データ
の処理や誤差の扱い、測量数学等の基礎的理論もスライドによる講
義と練習問題を解答していただきながら進める。特に、基本的測量
の１つの水準測量は、講義と野外での測量機器を使った実習を行い、
観測データの処理方法や測量機器の取り扱いを体験する。疑義につ
いては努めて授業内で解説していく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 測量の概要 測量とは何か、測量の歴史など測

量の概要とについて講義する。
第2回 測量法及び資格につい

て
測量の関する法律と測量の資格に
ついて講義する。

第3回 地球と測量の基準につ
いて

地球の大きさや形状とそれを基に
した測量の基準（特に座標系や我
が国の測量基準の歴史・役割）に
ついて講義する。

第4回 様々な測量と公共測量
について

距離測量、GPS 測量、トータル
ステーションを用いた測量などの
原理及びそれらを用いて実施する
公共測量について講義する。

第5回 水準測量の原理 水準測量の原理、使用する機器等
について講義する。

第6回 測量の誤差について 測量の誤差について誤差の種類や
誤差の取り扱いや三角関数などの
測量数学について講義する。

第7回 測量の誤差について 水準測量の誤差を中心にその処理
方法などを講義と計算実習を行
う。

第8回 水準測量の実習 水準測量の方法・水準儀 (レベル)
の使い方について実習する。

第9回 水準測量の実習 構内において自動水準儀を用いた
水準測量を実習する。

第10回 水準測量の実習 構内において自動水準儀を用いた
水準測量を実習する。

第11回 水準測量の実習 水準測量のデータ処理を実習す
る。

第12回 まとめ・試験 データ処理の結果をまとめ、測量
精度等を評価する。
試験後模範解答の説明を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの序章～３章及び７章を中心に予習しておくこと。授業時
間内に計算問題やデータ作成・整理等も実施しますので、努めて講
義期間内に終わらせること。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長谷川昌弘・川端良和　「改訂三版基礎測量学」電気書院￥3,630
（税込）
「改訂二版基礎測量学」、「改訂新版（第一版）基礎測量学」も可能

【参考書】
書店には測量学、また測量の種別により様々なテキスト、図解テキ
ストが置かれている。測量のデータ処理には数学が欠かせないもの
の、自分のレベルや興味に応じ、以下の本などを参考にするとよい。
中堀義郎ほか著「絵で見る基準点測量　第２版」日本加除出版、斎
藤博ほか著「新版　教程　基準点測量」山海堂、　大滝三夫ほか著
「公共測量教程　水準測量」 東洋書店、　大滝三夫ほか共著「公共
測量教程　測量計算」東洋書店

【成績評価の方法と基準】
成績評価は試験４０％程度と授業中・実習等の態度６０％程度を総
合して評価します。

【学生の意見等からの気づき】
関数電卓を使用した経験がないとの意見が多く、度分秒の１０進数
変換や三角関数について授業の中で習得します。

【学生が準備すべき機器他】
関数電卓 (スマートフォンのアプリ、例えば「関数電卓 Panecal」、
「電卓 Air」でも可能）

【その他の重要事項】
測量に関連する授業として、測量学及び測量実習（２）（冬期スクー
リング）があります。本授業（夏期スクーリング）では全体を網羅
できていないので、合わせて履修することを推奨します。

GEO300TE

現地研究（夏期スクーリング）

佐々木　達

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：1 群後半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地方中枢都市である宮城県仙台市を対象として，仙台藩城下町の軌
跡をたどりつつ，100 万都市へと移り変わってきた都市の構造変化
を現地調査を通じて把握する。

【到達目標】
１）伊達政宗はなぜこの地に仙台藩を形成したのかを理解する。
２）仙台市役所にて，現在のまちづくりや震災復興の施策展開を学
習する。
３）観光地である松島を訪問し，観光の現状と課題を把握する。
４）都市の産業について，現地を訪問して理解を深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
現地研究は教室外で実施するフィールドワークであり、今回の現地
研究の行程は以下の通りです。
1 日目：仙台駅西口集合。仙台藩の城下町を散策することで，なぜ
伊達政宗はこの地で仙台藩を構築したのかを学習します。
2日目：仙台市役所訪問。震災復興やまちづくりに対する行政の見解
を学習します。その後、松島に行き、現在の観光状況を視察します。
3 日目：都市の産業振興を考える。工場見学（ビール工場・蒲鉾工
場）を視察し，仙台駅で解散とします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes
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【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1日目 仙台の歴史を探る① 仙台駅西口集合

八木山動物公園から青葉城址へ移
動

1日目 仙台の歴史を探る② 奥州街道を歩く
1日目 仙台の歴史を探る③ 奥州街道を歩く
1日目 仙台の歴史を探る④ 仙台駅周辺の再開発を視察
2日目 仙台の現状を知る① 仙台市役所にて聞き取り調査①震

災復興
2日目 仙台の現状を探る② 仙台市役所にて聞き取り調査②ま

ちづくり
2日目 仙台の現状を探る③ 仙台市役所にて聞き取り調査③観

光の現状と課題
2日目 仙台の現状を探る④ 観光地松島を歩く
3日目 仙台の可能性を発見す

る①
ビール工場見学から産業立地を考
える

3日目 仙台の可能性を発見す
る②

かまぼこ工場見学から産業振興を
考える

3日目 仙台の可能性を発見す
る③

博物館めぐり

3日目 仙台の可能性を発見す
る④

交通網から見た地方中枢都市

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本現地研究に関するテーマについて事前学習が不可欠です。事前学
習としては，仙台の歴史や仙台の特徴などについて文献資料やイン
ターネットで情報を収集しておくとよいでしょう。また本現地研究
終了後、レポートの提出を求めます。本授業の準備・復習時間は、合
わせて 1 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特にありませんが，現地で資料を配布します。

【成績評価の方法と基準】
全日程の出席が成績評価の前提です。授業への積極的な姿勢（50％）
と事後に提出が求められるレポート（50 ％）によって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
わかりやすい説明に努めます。

【学生が準備すべき機器他】
訪問先での説明や聞き取りの際、筆記用具とノートを準備してくだ
さい。行先がわかる地図を用意してください。

【その他の重要事項】
夏の暑い時期に屋外を移動します。動きやすい服装と十分な暑さ対
策を行ってください。

GEO300TE

地理情報システム（GIS）（１）（夏期スクーリング）

中山　大地

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：1 群後半集中
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
無料で使用できるデスクトップ型地理情報システムである
MANDARA10 と表計算ソフトのエクセルを用いて，GIS の基本
的な操作方法・分析方法を習得する．

【到達目標】
本授業では，インターネットから無料で取得できる GISデータと，エ
クセルで作成した様々な表を地図上に表示する手法を学ぶ．本授業の
到達目標は，卒業論文などで使えるコロプレスマップをMANDARA
を用いて作成できるようになることである．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
20分程度の講義と 80分程度の実習で 1回の授業とする．初日と二
日目には提出物を作成し，内容について授業内で講評を行う．最終
日は最終レポートを作成し，試験としてプレゼンテーションを行う．
最終レポートはある課題に対してMANDARAを用いた分析を数名
のグループで行い，その結果を 8 分以内のプレゼンテーション（パ
ワーポイントで作成）にまとめる．プレゼンテーションに対しては
各自に採点表を配付し，自己採点と相互採点を行い，教員による講
評を行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業ガイダンス GIS の基礎的な概念を解説する．
第2回 コロプレスマップの基

礎（提出物 1）
基本的な地図であるコロプレス
マップの作成方法を学ぶ．

第3回 MANDARA の基礎 MANDARA の基礎的な操作方法
を学ぶ．使用データは適宜配付す
る．

第4回 都道府県コロプレス
マップの作成（提出物
2）

都道府県別の人口マップと人口密
度マップを作成し，考察を加えて
提出物を作成する．

第5回 エクセルと
MANDARA を用いた
地図の作成（提出物
3）

表計算ソフトであるエクセルで
データを処理し，その結果を
MANDARA で地図化する方法を
学ぶ．

第6回 統計データの活用 総務省統計局のホームページから
統計データをダウンロードし，エ
クセルを使って分析を行う．結果
を地図化する．

第7回 統計データを用いた地
図の作成（提出物 4）

e-stat からダウンロードしたデー
タを用い，人口統計に関する地図
を 4 枚作成する．

第8回 市区町村別マップの作
成（提出物 5）

市区町村別マップの作成（提出物
5）

第9回 グループワーク 1 ：
課題の検討

グループごとに一都三県（埼玉
県，千葉県，東京都，神奈川県）
の市区町村（東京都の島嶼部を除
く）における少子高齢化に関係す
る事象を示す地図を作成し，考察
を行う．

第10回 グループワーク 2 ：
データの入手と地図の
作成

e-stat などから必要なデータをダ
ウンロードし，エクセルなどを用
いてデータ処理を行い地図を作成
する．

第11回 グループワーク 3 ：
考察とプレゼンテー
ション

作成した地図を元に考察を行い，
8 分以内（目安としてパワーポイ
ント 10 枚程度）のプレゼンテー
ションを作成する．

第12回 グループワーク 4 ：
発表会

発表会を行い，自己採点と相互採
点を行う．相互採点の結果からベ
ストプレゼンテーションを選ぶ．
作成したプレゼンテーションは最
終レポートとして提出する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各 2 時間を標準とする．
エクセルなどの表計算ソフトについて基本的な操作方法を学習してお
くこと．参考書などを用いてMANDARAの基本的な概要について
学習をしておくこと．授業時に指示される方法での復習を行うこと．

【テキスト（教科書）】
プリントを配布する．
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【参考書】
谷謙二（2018）『フリー GIS ソフト MANDARA10 パーフェクト
マスター』古今書院，￥3,800 ＋税，ISBN9784772281195

【成績評価の方法と基準】
授業内で提出する提出物（5回，合計 50%）と最終プレゼンテーショ
ンにおける自己・相互採点（50%）で成績を評価する．
提出物の評価基準：コロプレスマップの作成方法（階級区分の方法，
各階級の塗り分け，階級のシンボルなど）がきちんと理解できてい
ること．増減を表す図が適切に作成できていること．作成した図を
適切に考察できていること．
最終プレゼンテーションの評価基準：自分のグループのプレゼンテー
ションと，他のグループのプレゼンテーションに対して 5 段階で評
価を行う．評価の基準は以下である．適切なデータを用いているか，
適切な分析がなされているか，適切な図が作成できているか．
最終レポートの課題は以下である．
一都三県（埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県）の市区町村（東京
都の島嶼部を除く）における少子高齢化に関係する事象を示す地図
を作成し，考察を行う．

【学生の意見等からの気づき】
特になし．

【学生が準備すべき機器他】
情報実習室を使用する．データ持ち帰り用の USB メモリ（空き容
量 8GB 程度）を持参すること．初回の授業時に色鉛筆を使用する
（10 色程度）ので持参すること．

HIS100TA

日本史（夏期スクーリング）

矢越　葉子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、日本古代史を研究する上で欠かすことのできない史料
群である正倉院文書を対象として、正史や法制史料を交えつつ、日
本古代の社会のあり方を検討する。それを通じて、歴史学における
史料の扱い方や研究方法を学ぶ。

【到達目標】
日本古代の社会のあり方について、要素を個別に把握するのではな
く、その関連性を理解して総合的に考える姿勢を養う。また、史料
を分析し、先行研究を踏まえて論理を構築し実証する歴史学の研究
方法を理解することを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP7」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。まず歴史学で扱う史料の大枠を示し、その中で正
倉院文書の占める位置を学ぶ。その上で、個別の律令公文にかかる
規定を学び、具体的に史料を読んでいく。
課題等の提出およびフィードバックは授業内で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 歴史学で扱う史料のあり方を学

ぶ。
第2回 正倉院文書とは 正倉院文書の伝来、史料としての

特徴を学ぶ。
第3回 戸籍に関する諸規定 戸籍を検討する上での基礎となる

法制上の規定について学ぶ。
第4回 戸籍を読む 現存する戸籍を具体的に読み、検

討する。
第5回 計帳に関する諸規定 計帳を検討する上での基礎となる

法制上の規定について学ぶ。
第6回 計帳を読む 現存する計帳を具体的に読み、検

討する。
第7回 計会帳に関する諸規定 計会帳を検討する上での基礎とな

る法制上の規定について学ぶ。
第8回 計会帳を読む 現存する計会帳を具体的に読み、

検討する。
第9回 正税帳に関する諸規定 正税帳を検討する上での基礎とな

る法制上の規定について学ぶ。
第10回 正税帳を読む 現存する正税帳を具体的に読み、

検討する。
第11回 輸租帳・封戸租交易帳

を読む
法制上の規定を学んだ上で、輸租
帳および封戸租交易帳を読み、検
討する。

第12回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
（準備学習）高校までの教科書が手許にある場合は、古代史部分につ
いて事前に目を通しておくことが望ましい。その上で、下記の参考
書や授業中に紹介する文献を読み、知識を習得すること。
（復習）配付したレジュメを読み返しておくこと。また、史料にも
しっかり目を通し、史料に基づいて考察する姿勢を養って欲しい。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。資料を配付します。

【参考書】
丸山裕美子『正倉院文書の世界―よみがえる天平の時代』（中公新書、
2010 年）
栄原永遠男『正倉院文書入門』（角川学術出版、2011 年）

【成績評価の方法と基準】
記述式試験 100 ％で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

LANe100TA

英語Ｓ（４）（夏期スクーリング）

大曲　陽子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CNN Internationalシリーズ 2023年版を教材として、経済不況や
震災、コロナウィルスといった世界的な混迷の中にあっての世界情
勢を、ナマのニュース英語で理解していく。

【到達目標】
タイムリーなトピックを取り上げ、リスニング、リーディング、ラ
イティング､スピーキング学習を通して、英語資格試験のためではな
く、変化する社会情勢を的確に把握し、異なる意見を持つ人たちと
対等に渡り合える英語力、批判的な視点の持ち方を身に着けていく。
高い英語力だけでなく、社会的教養を身に着けることも目指す。
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【参考書】
谷謙二（2018）『フリー GIS ソフト MANDARA10 パーフェクト
マスター』古今書院，￥3,800 ＋税，ISBN9784772281195

【成績評価の方法と基準】
授業内で提出する提出物（5回，合計 50%）と最終プレゼンテーショ
ンにおける自己・相互採点（50%）で成績を評価する．
提出物の評価基準：コロプレスマップの作成方法（階級区分の方法，
各階級の塗り分け，階級のシンボルなど）がきちんと理解できてい
ること．増減を表す図が適切に作成できていること．作成した図を
適切に考察できていること．
最終プレゼンテーションの評価基準：自分のグループのプレゼンテー
ションと，他のグループのプレゼンテーションに対して 5 段階で評
価を行う．評価の基準は以下である．適切なデータを用いているか，
適切な分析がなされているか，適切な図が作成できているか．
最終レポートの課題は以下である．
一都三県（埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県）の市区町村（東京
都の島嶼部を除く）における少子高齢化に関係する事象を示す地図
を作成し，考察を行う．

【学生の意見等からの気づき】
特になし．

【学生が準備すべき機器他】
情報実習室を使用する．データ持ち帰り用の USB メモリ（空き容
量 8GB 程度）を持参すること．初回の授業時に色鉛筆を使用する
（10 色程度）ので持参すること．

HIS100TA

日本史（夏期スクーリング）

矢越　葉子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、日本古代史を研究する上で欠かすことのできない史料
群である正倉院文書を対象として、正史や法制史料を交えつつ、日
本古代の社会のあり方を検討する。それを通じて、歴史学における
史料の扱い方や研究方法を学ぶ。

【到達目標】
日本古代の社会のあり方について、要素を個別に把握するのではな
く、その関連性を理解して総合的に考える姿勢を養う。また、史料
を分析し、先行研究を踏まえて論理を構築し実証する歴史学の研究
方法を理解することを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP7」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。まず歴史学で扱う史料の大枠を示し、その中で正
倉院文書の占める位置を学ぶ。その上で、個別の律令公文にかかる
規定を学び、具体的に史料を読んでいく。
課題等の提出およびフィードバックは授業内で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 歴史学で扱う史料のあり方を学

ぶ。
第2回 正倉院文書とは 正倉院文書の伝来、史料としての

特徴を学ぶ。
第3回 戸籍に関する諸規定 戸籍を検討する上での基礎となる

法制上の規定について学ぶ。
第4回 戸籍を読む 現存する戸籍を具体的に読み、検

討する。
第5回 計帳に関する諸規定 計帳を検討する上での基礎となる

法制上の規定について学ぶ。
第6回 計帳を読む 現存する計帳を具体的に読み、検

討する。
第7回 計会帳に関する諸規定 計会帳を検討する上での基礎とな

る法制上の規定について学ぶ。
第8回 計会帳を読む 現存する計会帳を具体的に読み、

検討する。
第9回 正税帳に関する諸規定 正税帳を検討する上での基礎とな

る法制上の規定について学ぶ。
第10回 正税帳を読む 現存する正税帳を具体的に読み、

検討する。
第11回 輸租帳・封戸租交易帳

を読む
法制上の規定を学んだ上で、輸租
帳および封戸租交易帳を読み、検
討する。

第12回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
（準備学習）高校までの教科書が手許にある場合は、古代史部分につ
いて事前に目を通しておくことが望ましい。その上で、下記の参考
書や授業中に紹介する文献を読み、知識を習得すること。
（復習）配付したレジュメを読み返しておくこと。また、史料にも
しっかり目を通し、史料に基づいて考察する姿勢を養って欲しい。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。資料を配付します。

【参考書】
丸山裕美子『正倉院文書の世界―よみがえる天平の時代』（中公新書、
2010 年）
栄原永遠男『正倉院文書入門』（角川学術出版、2011 年）

【成績評価の方法と基準】
記述式試験 100 ％で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

LANe100TA

英語Ｓ（４）（夏期スクーリング）

大曲　陽子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CNN Internationalシリーズ 2023年版を教材として、経済不況や
震災、コロナウィルスといった世界的な混迷の中にあっての世界情
勢を、ナマのニュース英語で理解していく。

【到達目標】
タイムリーなトピックを取り上げ、リスニング、リーディング、ラ
イティング､スピーキング学習を通して、英語資格試験のためではな
く、変化する社会情勢を的確に把握し、異なる意見を持つ人たちと
対等に渡り合える英語力、批判的な視点の持ち方を身に着けていく。
高い英語力だけでなく、社会的教養を身に着けることも目指す。
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　発行日：2023/4/12

【参考書】
谷謙二（2018）『フリー GIS ソフト MANDARA10 パーフェクト
マスター』古今書院，￥3,800 ＋税，ISBN9784772281195

【成績評価の方法と基準】
授業内で提出する提出物（5回，合計 50%）と最終プレゼンテーショ
ンにおける自己・相互採点（50%）で成績を評価する．
提出物の評価基準：コロプレスマップの作成方法（階級区分の方法，
各階級の塗り分け，階級のシンボルなど）がきちんと理解できてい
ること．増減を表す図が適切に作成できていること．作成した図を
適切に考察できていること．
最終プレゼンテーションの評価基準：自分のグループのプレゼンテー
ションと，他のグループのプレゼンテーションに対して 5 段階で評
価を行う．評価の基準は以下である．適切なデータを用いているか，
適切な分析がなされているか，適切な図が作成できているか．
最終レポートの課題は以下である．
一都三県（埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県）の市区町村（東京
都の島嶼部を除く）における少子高齢化に関係する事象を示す地図
を作成し，考察を行う．

【学生の意見等からの気づき】
特になし．

【学生が準備すべき機器他】
情報実習室を使用する．データ持ち帰り用の USB メモリ（空き容
量 8GB 程度）を持参すること．初回の授業時に色鉛筆を使用する
（10 色程度）ので持参すること．

HIS100TA

日本史（夏期スクーリング）

矢越　葉子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、日本古代史を研究する上で欠かすことのできない史料
群である正倉院文書を対象として、正史や法制史料を交えつつ、日
本古代の社会のあり方を検討する。それを通じて、歴史学における
史料の扱い方や研究方法を学ぶ。

【到達目標】
日本古代の社会のあり方について、要素を個別に把握するのではな
く、その関連性を理解して総合的に考える姿勢を養う。また、史料
を分析し、先行研究を踏まえて論理を構築し実証する歴史学の研究
方法を理解することを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP7」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。まず歴史学で扱う史料の大枠を示し、その中で正
倉院文書の占める位置を学ぶ。その上で、個別の律令公文にかかる
規定を学び、具体的に史料を読んでいく。
課題等の提出およびフィードバックは授業内で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 歴史学で扱う史料のあり方を学

ぶ。
第2回 正倉院文書とは 正倉院文書の伝来、史料としての

特徴を学ぶ。
第3回 戸籍に関する諸規定 戸籍を検討する上での基礎となる

法制上の規定について学ぶ。
第4回 戸籍を読む 現存する戸籍を具体的に読み、検

討する。
第5回 計帳に関する諸規定 計帳を検討する上での基礎となる

法制上の規定について学ぶ。
第6回 計帳を読む 現存する計帳を具体的に読み、検

討する。
第7回 計会帳に関する諸規定 計会帳を検討する上での基礎とな

る法制上の規定について学ぶ。
第8回 計会帳を読む 現存する計会帳を具体的に読み、

検討する。
第9回 正税帳に関する諸規定 正税帳を検討する上での基礎とな

る法制上の規定について学ぶ。
第10回 正税帳を読む 現存する正税帳を具体的に読み、

検討する。
第11回 輸租帳・封戸租交易帳

を読む
法制上の規定を学んだ上で、輸租
帳および封戸租交易帳を読み、検
討する。

第12回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
（準備学習）高校までの教科書が手許にある場合は、古代史部分につ
いて事前に目を通しておくことが望ましい。その上で、下記の参考
書や授業中に紹介する文献を読み、知識を習得すること。
（復習）配付したレジュメを読み返しておくこと。また、史料にも
しっかり目を通し、史料に基づいて考察する姿勢を養って欲しい。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。資料を配付します。

【参考書】
丸山裕美子『正倉院文書の世界―よみがえる天平の時代』（中公新書、
2010 年）
栄原永遠男『正倉院文書入門』（角川学術出版、2011 年）

【成績評価の方法と基準】
記述式試験 100 ％で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

LANe100TA

英語Ｓ（４）（夏期スクーリング）

大曲　陽子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CNN Internationalシリーズ 2023年版を教材として、経済不況や
震災、コロナウィルスといった世界的な混迷の中にあっての世界情
勢を、ナマのニュース英語で理解していく。

【到達目標】
タイムリーなトピックを取り上げ、リスニング、リーディング、ラ
イティング､スピーキング学習を通して、英語資格試験のためではな
く、変化する社会情勢を的確に把握し、異なる意見を持つ人たちと
対等に渡り合える英語力、批判的な視点の持ち方を身に着けていく。
高い英語力だけでなく、社会的教養を身に着けることも目指す。
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【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は 12 回全てを対面授業とします。
本授業で扱う Unitは、次に指定する 6 つの Unit 　とする。
Unit 1, 4, 5, 9, 10, 12
予習の際気をつけること。
ほぼ 2 回の授業で 1 つの Unit を学習する。1 回目の授業では
Definition で語彙を学習し、Examples を完成させる。ニュース
の音声を聞いてディクテーションし、リスニングに挑戦する。2 回
目の授業では、ニューススクリプトの内容理解を行い、TF問題で仕
上げをする。
Unit一つ終了ごとに語彙の小テストを行う。
グループワークを行うことがある。
課題等に対するフィードバック方法
毎回課題の提出がある。次回授業時に返却される。
小テストは採点返却される。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

Unit 1
Ukraine’s
Comedian-turned-
president

初回授業説明
definition、Examples の確認。
全員でリスニングをしてニュース
スクリプトの完成させる。

第2回 Unit 1
ウクライナ　ゼレンス
キー大統領の軌跡をた
どる

スクリプト、ニュース内容の確認
（和訳）
内容の TF 問題

第3回 Unit 4
No Mere Fill-In

Unit 1語彙テスト definition、
Examples の確認。
全員でリスニングをしてニュース
スクリプトの完成させる。

第4回 Unit 4
NY 州初の女性知事！
キャシー・ホークル氏
とは？

スクリプト、ニュース内容の確認
（和訳）
内容の TF 問題

第5回 Unit 5
Look but Don’t
Speak

Unit 4語彙テスト definition、
Examples の確認。
全員でリスニングをしてニュース
スクリプトの完成させる。

第6回 Unit 5
先進諸国で最低レベル
　女性の政治参加が進
まない日本

スクリプト、ニュース内容の確認
（和訳）
内容の TF 問題

第7回 Unit 9
Allies Against
Authoritarianism

Unit 5語彙テスト definition、
Examples の確認。
全員でリスニングをしてニュース
スクリプトの完成させる。

第8回 Unit 9
「ミルクティー同盟」
アジアの若者たちが反
権威主義掲げ結束

スクリプト、ニュース内容の確認
（和訳）
内容の TF 問題

第9回 Unit 10
Suggestive
Revelations

Unit 9 語彙テスト definition、
Examples の確認。
全員でリスニングをしてニュース
スクリプトの完成させる。

第10回 Unit 10
世界の指導者たちの秘
密取引を暴く！？「パ
ンドラ文書」公開

スクリプト、ニュース内容の確認
（和訳）
内容の TF 問題

第11回 Unit 12
Miraculous
Footwork

Unit10語彙テスト definition、
Examples の確認。
全員でリスニングをしてニュース
スクリプトの完成させる。

第12回 Unit 12
下半身麻痺の男性　脊
髄インプラントで再び
歩行可能に
期末試験

内容の TF 問題
期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。
/University guidelines suggest preparation and review should
be around an hour a week for a one-credit course.
授業前の準備としては、ニュース音声をしっかりと聞いてディクテー
ションを行う。テキストの Definition、Examplesはしっかりと調
べて完成させておく。
その他未知な語彙があれば徹底的に調べておく。
ニュースのリスニングは、授業で一緒に行いますが、適宜和訳も行
うので、授業前に音声を聴いておいたほうがより効果的です。
翌日前半授業の冒頭で前日の語彙テストを行いますがそのときの出
題範囲は Judgments To Make のページとします。

【テキスト（教科書）】
CNNビデオで見る世界のニュース（24）
朝日出版　 2200 円（＋税 10%）

【参考書】
特になし。
辞書必携。

【成績評価の方法と基準】
●　授業内課題提出　　　　　　　　　 20%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●　小テスト 10 点 ×5 回分 50 点　　　　 30%
●期末試験　　　　　　　　　　　 50%
＊　 6日間合計 12コマのうち 8コマ以上の出席していること。（各
コマの遅刻、もしくは早退は、0.5コマ分の出席としてカウントする。）
＊　最終日（試験日）のみ、前半授業を 2コマとしてカウントする。
（欠席は 2 コマ分の欠席、遅刻、早退は 1 コマ分の欠席とする。）

【学生の意見等からの気づき】
Unitに関連したプリント教材を配布する。

【学生が準備すべき機器他】
課題にリスニングが含まれるので、教科書の QR コードから音声を
スマートフォンにダウンロードして聞くことになる。

【その他の重要事項】
出欠席について
＊　 6日間合計 12コマのうち 8コマ以上の出席していること。（各
コマの遅刻、もしくは早退は、0.5コマ分の出席としてカウントする。）
＊　最終日（試験日）のみ、前半授業を 2コマとしてカウントする。
（欠席は 2 コマ分の欠席、遅刻、早退は 1 コマ分の欠席とする。）
担当教員に質問などの連絡がある場合は、以下のアドレスにメール
で連絡をください。
yohko.ohmagari.3n@hosei.ac.jp
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LANe100TA

英語Ｓ（５）（夏期スクーリング）

妻鹿　裕子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CNN のニュース映像とスクリプトを使用し、様々なトピックにつ
いて学びながら、リスニングとリーディングを中心に総合的な英語
力の向上を目指します。

【到達目標】
・英語の文章を正確に読む力をつけます
・論理的な思考力を養います
・語彙力を増やします
・様々な英語（Englishes）の発音に慣れます
・英語のリズムを身につけます

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
一つの unit を二回の授業で扱います。前半は語彙とリスニングを、
後半はリーディングを中心に進めます。前半は Examples を小テ
ストとして行い、Definition と Examples の答え合わせをした後、
Blanks to Fill in でリスニングをし、答えの確認をします。後半は
Judgments to Makeを小テストとして行い、リスニングのスクリプ
トの訳をした後、Judgments to Make の答え合わせをします。小
テストのフィードバックは授業中に、学期末試験のフィードバック
は試験終了後に行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業内容・成績評価等に関する説

明
第2回 Unit 1 Ukraine’s

Comedian-turned-president
(listening)

第3回 Unit 1 Ukraine’s
Comedian-turned-president
(reading)

第4回 Unit 2 Four-Footed Refugees
(listening)

第5回 Unit 2 Four-Footed Refugees
(reading)

第6回 Unit 3 Nobel Journalism (listening)
第7回 Unit 3 Nobel Journalism (reading)
第8回 Unit 4 No Mere Fill-In (listening)
第9回 Unit 4 No Mere Fill-In (reading)
第10回 Unit 5 Look but Don’t Speak

(listening)
第11回 Unit 5 Look but Don’t Speak (reading)
第12回 試験・まとめと解説 学期末試験と復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前半は Definition と Examples を予習をしましょう。後半はスク
リプトの訳をし、Judgments to Make の答えを探しておきましょ
う。本授業の準備・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『CNN ビデオで見る世界のニュース (24)』
（朝日出版社）

【参考書】
学習用音声ストリーミング配信 https://text.asahipress.com/free/
player/index.html?bookcode=215677

【成績評価の方法と基準】
テスト 35％、小テスト 35%、平常点 30%で評価します。試験の受
験資格として出席要件が定められていますので、各自確認しておい
て下さい。

【学生の意見等からの気づき】
文法事項等の丁寧な説明と質問しやすい雰囲気づくりを心がけたい
と思います。

【学生が準備すべき機器他】
辞書を使用します。

LAW300TB

法思想史（夏期スクーリング）

大野　達司

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本法や法思想は、古くは中国の思想、明治以降は西欧の思想から
影響を受けて発展してきた。そこで、自分たちの法思想を考えるた
めに、影響を与えてきた諸思想をそれぞれの歴史的・社会的背景を
意識しながら振り返り、法の原理の成立を理解する。さまざまな法
分野の考え方の出発点を学ぶきっかけをつくる。

【到達目標】
西洋法思想史の大枠を概観し、それらがどのように日本近代法思想
に影響を与えたかを理解する。それぞれの法思想の背景と比較する。
全体の大きな流れと、それぞれの思想の対立、影響関係について学
び、土台の異なる社会での思想の受け入れ方の一例を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本年度は原則対面になります。教科書を中心にして、資料を見なが
ら概要を説明します。授業の休み時間、リアクションペーパーで質
問など受け付けます。フィードバックは授業内で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 第１章「法と権利」

幕末・明治新期に影響
を与えた西洋法思想

日本にはじめて西洋法思想が登場
したころの様子をみる。

第2回 第２章「自然法の
思想」
西洋の伝統的な自然法
思想の概観

自然法思想を、所有権と政治権力
の関係を中心にとらえ、日本の
「国体」論との比較の前提を理解
する。

第3回 第３章「公と知識人」
明治期の「公」公共性
の捉え方

明治初期の政府側の「公」論と、
社会の知識人公共空間、民権派と
保守主義との論争。ルソーとバー
ク
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第4回 第４章「憲法と自治」
憲法制定の議論と地方
自治論
第５章「初期明治憲法
理論」

国会開設を巡る議論と学問のドイ
ツ化への転換、地方自治と民主主
義の関係について、政府側と民権
派、政府内部での議論、さらに憲
法制定前後での日本の憲法学と国
体論争

第5回 第６章「明治民法学」
明治民法制定と最初期
の民法学者について
第７章「刑法理論の
対立」
旧派と新派の考え方の
違い、それが日本の当
時どのように受け入れ
られたか

民法・刑法の近代化のなかで、す
でにあった、ヨーロッパ（主にド
イツ）の論争軸がどのように法典
化以降、日本に影響したか。

第6回 第８章「大正デモクラ
シー」
この時期の日本の民本
主義とドイツの民主主
義論の枠組み

吉野作造・ケルゼンとシュミッ
ト、さらにアメリカの登場と社会
主義・女性解放運動とフェミニズ
ム

第7回 第９章「マルクス主義
法学」
日本法学へのマルク主
義の影響

所有権論・社会法（労働法）と、
「反体制」法学への抑圧

第8回 第１０章「国際法と国
際政治」
国際連盟から大東亜共
栄圏にいたる法思想

ケルゼンとシュミットの法思想が
与えた影響と、「国際政治」論の
台頭

第9回 第１１章「国粋主義の
法思想」
欧化から国粋化への転
換

筧克彦、北一輝、箕田胸喜らによ
る西洋法思想の咀嚼と反発

第10回 第１２章「天皇機関説
事件の法思想」
第３回・第２回との関
連で、国体論・機関説
の法思想をめぐる論争

美濃部達吉の憲法論と政治的批
判、国体派の憲法論、とくに里見
岸雄

第11回 第１３章「総動員体制
（新体制）の構築と法
思想」
第１４章「戦時体制下
の法思想」
第二次大戦を用意し、
戦時体制を支持した法
思想
第１５章「新憲法体制
の法思想」
敗戦後の憲法改正をめ
ぐる論争

黒田覚の憲法論と、大串兎代夫と
尾高朝雄の国家緊急権をめぐる
論争
美濃部達吉の新憲法論と尾高朝雄
と宮沢俊義のノモス主権論争

第12回 授業内試験 授業内試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書該当箇所に目を通しておき、分からないところをチェックす
る。前日ではなく、できれば早めに全体を通読する。各回の授業外
学習時間は準備・復習時間として各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
大野・森元・吉永『近代法思想史入門』法律文化社、2016年、2800円

【参考書】
指定しないが、関心のある分野について、教科書 xiページにあがっ
ている法思想史の教科書を参考にしてください。個別には教科書の
HP で詳細な文献が上がっています。

【成績評価の方法と基準】
教科書と講義の内容を理解しているか。リアクションペーパー（学
習に関する質問）などの内容は評価対象としない。
評価基準は期末（授業内）試験 100 ％。

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
教職課程の選択科目になっています。

LAW200TB

法律学特講（夏期スクーリング）

村元　宏行

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業は、子どもをめぐる法と行政について学びます。
　従来から、子どもをめぐる行政制度は縦割り行政の弊害等が指摘
されてきました。このような中、2022 年に「こども基本法」が公
布され、こども家庭庁が創設なれるなど、大きな変革が起こってい
ます。
　この授業では、以上の動向をふまえ、子どもをめぐる行政につい
てその概要と課題点を学んでいきます。

【到達目標】
子ども行政を考察する前提としての子どもの最善利益について理解
している。
こども基本法とこども家庭庁について説明できる。
子ども行政を担っている国、地方自治体の諸機関について説明できる。
子ども行政をめぐる諸課題について自分なりの考察ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　授業はレジュメに沿って講義形式で行います。ただし一方通行に
ならないためにも、毎回小レポート（リアクションペーパー）を提出
してもらい、授業の初めにいくつかを取り上げ、全体に対してフィー
ドバックを行うなど、授業に取りいれていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 受講にあたっての諸注意など
第2回 子どもの最善の利益と

は
子ども行政の理念としての、子ど
もの最善の利益について

第3回 こども基本法① こども基本法制定の背景
第4回 こども基本法② こども基本法の逐条考察（前半）
第5回 こども基本法③ こども基本法の逐条考察（後半）
第6回 こども家庭庁① こども家庭庁創設の背景
第7回 こども家庭庁② こども家庭庁の概要
第8回 国の子ども行政の課題 国の子ども行政をめぐる今後の課

題
第9回 地方の子ども行政① 国と地方の役割分担について
第10回 地方の子ども行政② 地方自治体の子ども行政の実態
第11回 個別考察：子どもの貧

困
子どもの貧困について、国、地方
自治体、民間の役割等を考察する

第12回 個別考察：子ども虐待
後半は試験

子ども虐待について、行政の役割
を考察する
後半は試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　レジュメや関連文献による復習のほか、授業で取り上げる事柄に
ついて新聞や専門誌で最新動向をつかんでおくことが求められます。
本授業の準備学習・復習時間は各 2 時間を標準とします。
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【テキスト（教科書）】
『ハンディ教育六法２０２３年版』（北樹出版）を持参してください。

【参考書】
授業で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
試験（５０％）：試験は論述中心で、講義で取り上げた重要論点に
ついて正しい理解がなされ、それについて自らの見解を述べること
ができるかを評価します。
リアクションペーパー (５０％)：毎回あるいは複数回、リアクショ
ンペーパーを提出してもらい、提出状況や記述内容を評価します。

【学生の意見等からの気づき】
本年度から担当のため無し。

LIT200TC

中国文芸史（夏期スクーリング）

遠藤　星希

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　中国文芸史における時代区分のうち、最も古い先秦・漢・魏・晋・
南北朝時代（すなわち唐より前の時代）の文芸及びその土壌となっ
た社会背景について講義をする。中国の古典文学といえば、おそら
く唐詩（李白や杜甫、白居易などの詩）が日本にとって最も馴染み
深いものの一つといえるだろうが、その唐詩を生み出す源泉となっ
た唐より前の時代の文芸がどのようなものであったのかを学ぶ。

【到達目標】
　先秦時代から南北朝時代までの文芸史のアウトラインを理解する
こと。また、各時代の代表的な文学作品を読解することを通して、
中国文芸の様々なジャンルについて広く学び、同時に作品の背景に
ある中国文化や民間習俗、日本文化との違いについても確認するこ
と。加えて、中国の古い文献を読解したり探したりする際に利用す
べき基本資料を把握することなどを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
　毎回設定されたテーマに即して講義形式で授業を行う。テーマは
原則として時代順に設定されている。各テーマに関連する作品や資
料のプリントを毎回配布し、それらを参照しながら解説を加える。
漢文で書かれた作品や資料には原則として現代日本語訳を用意する
が、原文の読解が比較的容易な資料については、書き下し文のみの
こともある。必要に応じてプロジェクターとスライドを使用し、画
像や動画を映すこともある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 中国古典文学についての概説
第2回 神話 中国の古代神話とその特徴につい

て
第3回 詩経 中国最古の歌謡集である『詩経』

の歌謡を読む
第4回 楚辞 戦国時代の楚の地方で発祥した韻

文『楚辞』の諸篇を読む
第5回 諸子百家 戦国時代の諸子百家の書を読む

第6回 漢代の楽府 「楽府」と呼ばれる民間歌謡を読
む

第7回 漢代の賦と『史記』 漢代に盛行した「賦」と呼ばれる
文学ジャンルと司馬遷の『史記』
から、漢代の人々の世界観をさぐ
る

第8回 西晋の文学 西晋の代表的文人である潘岳の悼
亡詩を読む

第9回 六朝志怪小説（１） 六朝時代に数多く記録された怪異
譚「志怪小説」についての概説

第10回 六朝志怪小説（２） 志怪小説中に見える異類婚姻譚を
読む

第11回 陶淵明の詩賦と南朝の
艶詩

東晋の陶淵明の作品と、南朝で流
行した「艶詩」と呼ばれるジャン
ルの詩を読む

第12回 試験とまとめ 試験及び総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業のテーマと内容について、授業前にあらかじめ参考書に目を
通して大まかなイメージを掴んでおく。時間がなければ、インター
ネットの検索サイトを利用して、授業のテーマに関連するサイトを
なるべく多く閲覧しておく。本授業の準備・復習時間は、各 2 時間
を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　テキスト（教科書）は使用しない。担当教員が作成した印刷物を
授業開始時に配布する。

【参考書】
・前野直彬編『中国文学史』（東京大学出版会、1975 年）
・松原朗・佐藤浩一・児島弘一郎著『教養のための中国古典文学史』
（研文出版、2009 年）
その他、適宜授業中に指示する。

【成績評価の方法と基準】
100 ％スクーリング教室試験（筆記）の結果に基づいて評価する。
試験の際の持ち込み・参照は不可。

【学生の意見等からの気づき】
　授業中に眠ってしまう学生が毎回確認できたので、講義形式とは
いえ、一方的に話すだけではなく、授業中に学生に質問して回答や
コメントを求めるなど、なるべく双方向的な授業になるように工夫
をする予定である。

LIT100TC

日本文芸学概論（夏期スクーリング）

川鍋　義一

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
文学作品の鑑賞、研究の前提となることがらについて学ぶ。

【到達目標】
具体的に作品に触れながら、読者と作品、作者はいかなる関係にあ
るのかを検討し、理解することを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
大人数にはならないと予想されるので、受講者には積極的に議論に
参加してもらう。リアクションを授業中あるいは授業後に作成して
もらう。課題等のフィードバックは授業中に行う予定。
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【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、および文

芸学とはどういうもの
か

11 回の授業の概観。および、文
芸学とはどういうものか

第2回 文学鑑賞と研究の方法
①

小林秀雄、小田切秀雄、前田愛①
――作者と読者

第3回 文学鑑賞と研究の方法
②

小林秀雄、小田切秀雄、前田愛②
――空白とはなにか

第4回 樋口一葉「たけくら
べ」を読む①

討論と発表

第5回 樋口一葉「たけくら
べ」を読む②

文学作品における空白とはなにか

第6回 樋口一葉「大つごも
り」「にごりえ」を読
む

一葉が空白という方法を獲得する
まで

第7回 芥川龍之介「羅生門」、
「藪の中」を読む①

討議と発表①――「羅生門」、「藪
の中」はどういう物語か

第8回 黒澤明「羅生門」を鑑
賞する

原作との相違に注意しながら映画
を鑑賞する

第9回 芥川龍之介「羅生門」、
「藪の中」を読む②

討議と発表②――映画と比較する
ことでなにが見えるか

第10回 芥川龍之介「羅生門」、
「藪の中」を読む③

「羅生門」のラストと、「藪の中」
の構造について考察する

第11回 まとめ 空白という問題を通じて、作者と
読者と作品の関係を考える

第12回 試験 試験と解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
上記５作品を事前に読み、意見を持って授業に参加することを必須
の条件とする。これができていない者には単位は認定されない。ま
た偶数回（12回を除く）では、上述のようにリアクションを求める。
この授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
樋口一葉「大つごもり」「にごりえ」「たけくらべ」（『大つごもり・十
三夜　他五篇』、『にごりえ・たけくらべ』ともに岩波文庫）。芥川龍
之介「羅生門」「藪の中」（『羅生門・鼻・芋粥・偸盗』、『地獄変・邪
宗門・好色・藪の中他七篇』ともに岩波文庫)。
他社版、青空文庫、電子ブックなどの利用も可。

【参考書】
『文芸学講義』小田切秀雄、菁柿堂、2016 年

【成績評価の方法と基準】
試験 80％、討論時の発言およびリアクション 20％とし、総合的に
判断する。

【学生の意見等からの気づき】
学生が課題に取り組んでいることを前提に、わかりやすい授業に努
める。

【学生が準備すべき機器他】
持っていればノートパソコン、タブレットなど（リアクションに使
う可能性あり）。

【その他の重要事項】
刺激し合うこと、自己研鑽などを目的として、リアクションは名前・
番号など個人情報を伏せた上で、他の学生と共有する。

LIT100TC

日本文芸研究特講・近世（夏期スクーリング）

牧野　悟資

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
和歌と狂歌の関係に注目しつつ、狂歌史を概観することによって、近
世狂歌の位置づけを理解する。

【到達目標】
・狂歌の定義を理解する。
・狂歌史の知識を身につける。
・和歌と狂歌の関係を理解する。
・自分で考えたことを文章で表現できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。テーマに関する概説をした後で実際に作品を読ん
でいく。毎回課題を出し、受講者が積極的に授業参加できるかたち
にする。フィードバックは授業内に実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 和歌と狂歌 ガイダンス

狂歌の定義について
第2回 戯咲歌 戯咲歌概説

戯咲歌を読む
第3回 誹諧歌 誹諧歌概説

誹諧歌を読む
第4回 中世の狂歌 中世の狂歌概説

中世の狂歌を読む
第5回 職人歌合・落首・道歌 職人歌合・落首・道歌概説

職人歌合・落首・道歌を読む
第6回 近世初期狂歌 近世初期狂歌概説

近世初期狂歌を読む
第7回 上方狂歌１－貞柳の狂

歌－
上方狂歌（貞柳狂歌）概説
上方狂歌（貞柳狂歌）を読む

第8回 上方狂歌２－上方狂歌
の諸流派－

上方狂歌（諸流派）概説
上方狂歌（興歌）を読む

第9回 江戸狂歌１－天明期の
狂歌－

江戸狂歌（天明期狂歌）概説
江戸狂歌（天明期狂歌）を読む

第10回 江戸狂歌２－真顔の俳
諧歌－

江戸狂歌（俳諧歌）概説
江戸狂歌（俳諧歌）を読む

第11回 江戸狂歌３－天明調・
文政調・天保調－

江戸狂歌（天明調・文政調・天保
調）概説
江戸狂歌（天保調）を読む

第12回 まとめと試験 まとめと試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習として各回ともにテーマについて簡単に下調べしておくこと。
復習として各回ともに配布資料及び授業ノートを読み直して内容に
ついて理解すること。毎日、簡単な課題を出す。本授業の準備・復
習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書として作成した資料を配付する

【参考書】
授業時に適宜紹介する。
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【成績評価の方法と基準】
授業時の課題（５５％）と第１２回に実施する試験（４５％）を中
心に平常点を加味して総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
見やすい資料、分かりやすい説明を心がけ、なるべく学生のみなさ
んも参加できるかたちの授業作りをしたいと思います。

LIN200TC

日本文芸研究特講・言語（夏期スクーリング）

尾谷　昌則

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
文学作品の表現上の「ひねり」を取り上げ、それらについて言語学
的に考える。「美しい表現だ」とか「味わい深い」とか主観的に感じ
るのではなく、論理的に考えることを重視する。

【到達目標】
様々な表現に込められた「ひねり」について、言語学観点から分析
できるようになることと、それを他者に説明ができるようになるこ
と。また、そのために必要な言語学的知識を理解すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
配付資料に沿って、講義形式で行う。配付資料には、文学作品を中
心に様々な表現が取り上げられている。それらの解釈について受講
生の感想を聞きながら、言語学的に検討する。
授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーから
いくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 入門の入門 文法的に思考するとはどういうこ

とかについて考える。
第2回 格について 「私だけ愛してた」、「海に／へ落

ちる」といった表現について考え
る。

第3回 名詞について 「冬よ、僕に来い」といった表現
から、名詞の種類や選択制限につ
いて考える。

第4回 動詞の自他 「扉が閉まります／扉を閉めます」
といった表現から、動詞の自他に
ついて考える。

第5回 受け身 「クラムボンは死んだよ／殺され
たよ」といった表現から、受け身
について考える。

第6回 主語と述語 「月が出た出た」と「出た出た月
が」といった違いから、主語と述
語について考える。

第7回 「は」と「が」（１） 「恋人は／がサンタクロース」と
いった表現から、主語と主題につ
いて考える。

第8回 「は」と「が」（２） 「生き残った虫のひとつは火をめ
ぐる」といった表現から、主語と
主題について考える。

第9回 テンスとアスペクト 「ロンドン橋落ちた」から、時制
（テンス）と相（アスペクト）に
ついて考える。

第10回 ル形とタ形 「春が来た」「あぁ、ムカムカす
る」といった表現から、タ形とル
形について考える。

第11回 モダリティ 「結構です」「？ 肩をお揉みくだ
さい」といった表現から、丁寧
さ・依頼・勧誘について考える。

第12回 試験および解説 学習内容の定着を確認する試験を
実施し、後半ではその解説を行
う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend 2
hours to understand the course content.

【テキスト（教科書）】
『表現を味わうための日本語文法』（森山卓郎著、岩波書店）
※残念ながら現在は絶版。入手できる人は古本を購入してもらいた
いが、教室内で補助資料を配付するので、授業に支障はない。

【参考書】
『新しい日本語学入門　　ことばのしくみを考える』　
（庵功雄著、スリーエーネットワーク、1800 円＋税）

【成績評価の方法と基準】
論述試験（１００％）

【学生の意見等からの気づき】
「文学は好きだが、言語学（文法）は苦手だ」との意見がよく寄せら
れる。そこで今回は、敢えて文学作品の表現を題材に取り上げるこ
とにした。主観的に「感じる」ことも必要かもしれないが、論理的か
つ言語学的に「分析する」ことをしっかり練習してもらいたい。ま
た、他者に何かを説明する際には、「分かりやすい具体例」が大切で
あることも学んでもらいたい。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

HIS300TD

史学演習（東洋）（夏期スクーリング）

兼平　充明

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
北宋の司馬光の著した歴史書『資治通鑑』を講読することにより、漢
文史料の読解能力を養い、あわせて中国古代史についての基本的な
知識を身に付ける。

【到達目標】
『資治通鑑』は、戦国時代から五代に至るまでの中国の歴史を編年体
で記した通史であり、中国だけでなく日本をはじめとする漢字文化
圏の国々において、古くから知識人に読み継がれてきた歴史書であ
る。本演習では浩瀚な『資治通鑑』の中から漢紀の後漢末の部分を
選び講読を行う。到達目標としては①訓読 (書下し文)という日本独
自の漢文の読み方に習熟する。②漢文史料の読解の際に必要とされ
る工具についての知識を身に着ける。③教員による解説を通じて史
料の扱う時代について理解を深める。という三点をめざす。以上の
目標の達成度については最終試験で評価する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
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【授業の進め方と方法】
授業の進め方：毎回担当者に訓読 (書下し)と現代語訳という形で報
告をしてもらい、そのあと全員でその部分について議論するという
形で進めていく。また必要な箇所でこの時代の政治・制度・社会な
どについて説明を加えることにより、一層深いテキストの理解をめ
ざす。
フィードバック方法：授業の初めに、前回の授業で提出されたリアク
ションペーパーからいくつか取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の進め方および『資治通鑑』

についての説明。
第2回 『資治通鑑』講読 魯粛の劉備訪問（一）
第3回 『資治通鑑』講読 魯粛の劉備訪問（二）
第4回 『資治通鑑』講読 諸葛亮の大論陣（一）
第5回 『資治通鑑』講読 諸葛亮の大論陣（二）
第6回 『資治通鑑』講読 曹操からの降服勧告
第7回 『資治通鑑』講読 周瑜の諫言（一）
第8回 『資治通鑑』講読 周瑜の諫言（二）
第9回 『資治通鑑』講読 孫権の決意
第10回 『資治通鑑』講読 決戦前夜
第11回 『資治通鑑』講読 赤壁の戦い
第12回 『資治通鑑』講読 まとめ・最終試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
当日読む部分については参加者全員が予習しておく。予習をする際
には史料に出てくる人名・地名等についてもできる限り調べておく
ようにする。予習・復習に必要な時間は一回につき四時間程度を目
安とする。

【テキスト（教科書）】
授業時に資料を配布する。

【参考書】
授業時に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点 (３０%)、最終試験 (７０%)

【学生の意見等からの気づき】
質問を歓迎します。

HIS300TD

史学演習（日本）（夏期スクーリング）

内藤　一成

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本近代史を研究する上では、史料（資料）や文献を博捜し、内容を
深く読み込まなければならない。また先行研究を正しく「批判」し、
自らの創造的な意見を打ち立てなければならない。本授業では、こ
うした能力の習得をめざす。

【到達目標】
日本近代史を研究するのに必要な能力の習得を目標とする。特に以
下の 4点を重視する。①一次史料の解読能力を身につける。②多様
な史料（資料）の特徴を理解する。③学術論文を「批判的」に読み
込む能力を身につける。④発表を通じてプレゼンテーションやディ
スカッションの能力を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
演習形式をとる。史料解読および、個人またはグループによる発表
を基本とする。史料解読は事前に配布した史料をテキストとして、
輪読形式で行う。発表は『犬養木堂書簡集』をテキストに、各書簡
について、①語句の説明、②内容の要約、などをレジュメ形式にし
て行う。授業は対面で実施する。
これら課題等に対するフィードバックは、すべて授業内で行う。
※なお、受講生の人数や授業の進捗状況等によって弾力的に授業内
容を組み替えることがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義に関する全体の説明、注意点

など
第2回 歴史史料の調べ方 史料解読テキストの説明
第3回 学術論文の探し方、読

み方
歴史研究に関する基礎知識

第4回 史料解読 1 　発表 1 史料解読　犬養書簡報告 1
第5回 史料解読 2 　発表 2 史料解読　犬養書簡報告 2
第6回 史料解読 3 　発表 3 史料解読　犬養書簡報告 3
第7回 史料解読 4 　発表 4 史料解読　犬養書簡報告 4
第8回 史料解読 5 　発表 5 史料解読　犬養書簡報告 5
第9回 史料解読 6 　発表 6 史料解読　犬養書簡報告 6
第10回 史料解読 7 　発表 7 史料解読　犬養書簡報告 7
第11回 史料解読 8 　発表 8 史料解読　犬養書簡報告 8
第12回 まとめ 授業総括・質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
史料解読は、事前に解読文を作成しておく。授業後には、字句や内
容の意味を確認しておく。発表では、発表者以外の学生も積極的な
議論が行えるよう予習を進めておく。授業後には、関係する参考文
献や論文に目を通すなどして理解を深めるようにする。本授業の準
備・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
『犬養木堂書簡集』（岡山県郷土文化財団復刻）、ただし授業では関係
部分をコピーで配布する（購入の必要はなし）。このほか国立国会図
書館憲政資料室が所蔵する日記・書簡のコピーを史料解読のテキス
トに用いる。

【参考書】
『シリーズ日本近現代史』（岩波新書）全 10冊、黒沢文貴・季武嘉
也編『日記で読む近現代日本政治史』（ミネルヴァ書房）

【成績評価の方法と基準】
史料解読（おおむね 20 ％）、発表（おおむね 70 ％）内容、ディス
カッションへの参加（おおむね 10 ％）を総合化し、これを平常点
（100％）として評価する。なお、特別の事情がなく、授業への参加
度が不良と判断された場合には不合格の評価とする。

【学生の意見等からの気づき】
議論が活発になるように努める。
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GEO400TE

自然地理学演習（夏期スクーリング）

宇津川　喬子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然地理学の卒業論文を書くための方法を学ぶ。

【到達目標】
本授業を通じて、自然地理学の卒業論文を作成するために必要不可欠
な知識・技能を修得できるようになることを目標とする。研究テー
マ・対象地域の選定、文献の収集、レジュメの作成、テーマに沿っ
たプレゼンテーションができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
対面による演習形式で行う。毎日、各内容に関した課題を出す（授
業内で作業内容を説明し、授業内でもある程度時間を設けて取り組
む。授業時間内に終えられなかった場合には持ち帰って翌日提出す
る）。課題の解説およびフィードバックは翌日の授業で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 自然地理学の研究とは 自然地理学の卒業論文を仕上げる

にあたって必要なスキルを確認す
る

第2回 研究の方法 研究テーマ・対象地域の選定・研
究方法について考える

第3回 文献を読む 文献の読み方・まとめ方について
学ぶ

第4回 地理写真を撮る 卒業論文をまとめる際に必要な写
真について学び，実際に撮影した
写真にキャプションをつける

第5回 テーマ設定 卒業論文のテーマを設定する上で
のポイントを学ぶ（個別相談あ
り）

第6回 文献レビュー① 各自の研究テーマに関する文献を
収集する

第7回 文献レビュー② 同上
第8回 レジュメの作成① 各自の研究テーマについてレジュ

メをまとめる
第9回 レジュメの作成② 同上
第10回 レジュメの作成③ 同上
第11回 研究課題発表① 研究テーマ発表と意見交換を行う
第12回 研究課題発表② 同上

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究テーマ設定を考えたり、文献収集や発表準備など授業時間外で
の取り組みが必要となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各 2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
必要に応じてその都度、教員が用意した印刷物を配布する。

【参考書】
泉岳樹・松山洋（2017）：『卒論・修論のための自然地理学フィー
ルド調査』．古今書院，120 ｐ．
加賀美雅弘・荒井正剛編（2018）：『景観写真で読み解く地理（東
京学芸大学地理学会シリーズⅡ　 3）』．古今書院，108p.

【成績評価の方法と基準】
到達目標欄に記載した各目的の達成度を評価基準とし、次の要素配
分で評価を行う。試験は行わない。
課題： 50 ％、発表： 50 ％

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
特になし（演習中にMicrosoftOfficeソフトウェアを使用するため、
基礎的な使用方法をあらかじめ理解しておくことが望ましい。レジュ
メ作成はWordを使用する。使い慣れたノート PCを持参しても構
わないが，その場合はあわせて USB メモリの持参が望ましい）

HUG200TE

人文地理学特講（夏期スクーリング）

小原　丈明

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業は地理学（主として都市地理学，経済地理学，社会地理学）
の立場を中心に関係する他分野も踏まえつつ，都市開発について学
ぶものです。都市開発がどのような事象に関わって展開されている
のか，都市開発にはどのような利点や問題点があるのかなど，都市
開発の諸側面について考えていきます。

【到達目標】
　本授業を通じて，都市開発に関わる諸事象を題材にして，地理学，
とりわけ都市地理学の見方・考え方を修得することを目標とします。
また，都市開発を考えるには都市地理学の見方・考え方のみでは不
十分であることから，隣接学問分野の考え方や見方も含めて身に付
けることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業は講義形式で行います。まず，都市開発との概念や種類な
ど基本事項の理解に努めます。それを踏まえ，土地利用や土地所有，
地価・地代，立地，デベロッパーなど都市開発に関わるさまざまな
側面について学び，その上で都市開発の功罪（利点や問題点）など
について考えていきます。
　本講義では，授業で扱う内容について受講生自身が考えることを
求めます。それゆえ，適宜，授業内課題（小レポート課題）を課す
ことになるので，積極的に取り組むことを期待します。それら課題
のフィードバックは授業内で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／都市開発

の概要
講義の進め方／都市開発の基本概
念・種類

第2回 土地利用① 都市の水平的拡大／都市的土地利
用

第3回 土地利用② 都市の垂直的拡大／高度化・高密
度化

第4回 土地所有 土地所有の変遷／土地所有者の意
思決定

第5回 地価・地代 地価の変遷／都市開発と地価の関
係性
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第6回 立地と開発① 住宅地の立地・開発
第7回 立地と開発② マンションの立地・開発
第8回 立地と開発③ 業務施設（オフィス）の立地・開

発
第9回 立地と開発④ 商業施設の立地・開発
第10回 都市再開発① 都市再開発の法制度／都市再開発

の歴史的展開
第11回 都市再開発② アクターからみた都市再開発
第12回 試験・総括 試験／まとめ／補足／質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業の中で指示する課題（授業内小レポート課題）に取り組んで
もらうことがあります。また，授業で紹介する参考文献を自主的に
読むことを望みます。なお，本授業の授業外学習（レポート課題・
準備・復習時間）は 4 時間を標準としますが，スクーリング期間中
にそれだけの授業外学習を行うのは困難であると考えますので，ス
クーリングの事前に課題を出す可能性があります。

【テキスト（教科書）】
　特定のテキストは使用しません。レジュメならびに講義資料は授
業中に配布します。

【参考書】
・橘川武郎・粕谷　誠編（2007）:『日本不動産業史』名古屋大学出
版会．
・實　清隆（2008）:『都市における地価と土地利用変動』古今書院．
・全国市街地再開発協会編（1991）：『日本の都市再開発史』同協会．
・堤　純（2009）:『土地利用変化のメカニズム』古今書院．
・松原　宏（1988）:『不動産資本と都市開発』ミネルヴァ書房．
・渡辺尚志・五味文彦編（2002）：『土地所有史』山川出版．
・その他の参考文献は講義中に適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
　平常点（小レポート課題等）： 30 ％，筆記試験（持ち込み不可）
： 70 ％。授業で扱う内容を正しく理解した上で，そえぞれの事象
の関係性を総合的かつ論理的に考える力を重視します。

【学生の意見等からの気づき】
　講義形式の授業であるため担当者からの話題提供が中心となりま
すが，多くの資料・データを提示することで，受講生自身が考察を
行った上で，講義内容を理解できる授業となるよう心掛けます。

ECN200TF

経済学特講（夏期スクーリング）

宇都宮　仁

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義ではビジネスの世界での現象を経済学のツールを用いて分析
する。本講義の目的は、これまでミクロ経済学などで学んでいた経
済理論を現実の現象に応用する力を身に着けることである。

【到達目標】
・ミクロ経済学の基礎理論を理解する。
・ミクロ経済学で学んだ経済学のツールを特定の現実の現象に応用
できる。
・ビジネスの世界での現象を経済学のツールを用いて考えることが
できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP1」「商業学科：経済学」
に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式

講義中にフォームスなどを利用して受講生のコメントや考え、クイ
ズの答えなどを集め、それについて解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ビジネス・エコノミク

スとは
ビジネスの現場で起こっている
様々な現象を、経済学のツールを
使って分析できることを概観す
る。

第2回 価格引き下げ戦略 デフレ期の吉野家の価格引き下げ
を例にとり、需要の価格弾力性を
用いてその戦略の是非を考える。

第3回 価格差別化 映画の料金やダンピングなどから
価格差別化について学ぶ。

第4回 市場の論理 資本主義と計画経済の対比から市
場の機能を学ぶ。

第5回 市場の限界 市場の失敗から市場をうまく活用
する方法について学ぶ。

第6回 ゲーム理論とは 囚人のジレンマゲームを用いて
ゲーム理論の基本的な考え方を学
ぶ。

第7回 ゲーム理論の応用 地方百貨店やオークションの例か
らゲーム理論の応用方法を学ぶ。

第8回 インセンティブとは 報酬体系からインセンティブはど
のように機能するかについて学
ぶ。

第9回 モラルハザード、シグ
ナルの理論

銀行や労働市場を例にモラルハ
ザードやシグナルについて学ぶ。

第10回 限定合理性とは レストランのメニューや商品の価
格付けから限定合理性について学
ぶ。

第11回 総復習 試験前の総復習を行う。
第12回 期末試験と解説 期末試験を行う。その後、全体の

解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし。

【参考書】
伊藤元重「ビジネスエコノミクス第 2版」日本経済新聞出版、2021年
今井誠、坂井豊貴（編著)「そのビジネス課題、最新の経済学で「す
でに解決」しています。」日経 BP、2022 年

【成績評価の方法と基準】
平常点　 40 ％
期末試験　 60 ％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォンを持ってきてください。（QR コード読み取りのた
め）ない場合や忘れた場合は別途対応しますので、講義ごとに申し
出てください。
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　発行日：2023/4/12

MAN200TG

経営学特講（夏期スクーリング）

神谷　健司

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この講義では，メディア授業（会計学入門）では十分時間を取れ
なかった３つの事項について，少し時間をかけて解説し，受講生と
ともにいくつかの課題を具体的に考えていきたい。今回扱う課題は，
①企業研究における当該企業の変節点による分析の検討，②新しい
収益認識会計基準における基本的考え方の検討，③各企業が公表し
ている「統合報告書」の構造と内容についての検討である。①に 6
コマ，②に 3 コマ，③に 3 コマ程度を予定している。

【到達目標】
　ある企業を考察した場合，その企業の変節点を見出し，総合的に
その企業の評価を行なうことが出来るような思考を身に着けてもら
いたいと思う。また新しい収益認識基準の基本的な部分を理解する
とともに，「統合報告書」における非財務情報の情報としての重要性
も各自確認していただきたい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP2」「商業学科：経営学・
商学, 自由な発想と柔軟な判断ができる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
　パワポあるいは、レジュメに基いて授業を進める。一通り説明を
行った後に，
受講生から意見を求めたりすることによって理解を確認したい。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 　財務データ等を用い

た企業研究の方法
　企業研究の研究にはさまざまな
やり方があるが，そのうちの基本
的な方法について紹介する。また
さまざまな資料，データの入手方
法にも触れる。

第2回 　企業の変節点の分析
について考えてみる。

　変節点を発見する際には、どの
ような観点から考えるべきか，い
くつかの可能性について考える。

第3回 　カルビーの経営改革 　カルビーの発展史と 2010 年代
に実施された経営改革について検
討する。

第4回 　売上高営業利益率の
本質

　 1 つの目標指標となった売上
高営業利益率について、その利益
率の意味について考える。

第5回 　各企業のドメインの
変更と企業経営につい
て考える。

　企業ドメインとは何か。またそ
れ変更することは企業経営的に何
を意味するのかを考えていく。

第6回 　カルビーの変節点の
分析の考察とレポート
の作成

　カルビーの変節点はどこである
のか具体的に考えてみる。

第7回 　従来の実現の概念に
基づいた収益の認識に
ついて

　伝統的な実現概念に基づく収益
の認識について考える。

第8回 　新しい収益の認識基
準における収益の認識
について

　新しい収益の認識基準における
考え方について検討する。

第9回 　新しい収益の認識基
準について

　新しい収益の認識基準における
考え方について検討する。

第10回 　統合報告書の記載内
容の確認と実際にカル
ビーの報告書を読む。

　カルビーの統合報告書を読み、
カルビーの経営施策について考え
る。）

第11回 カルビーの報告書を読
む。統合報告書につい
てのレポートの作成。

　前回に続き、残りの部分を読
む。

第12回 　今回の講義のまとめ
と最終的試験

　重要事項の確認と 60 分の最終
試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本授業の準備・復習時間は，各 2 時間を標準とします。
　本授業を履修する学生は，あらかじめカルビーのホームページか
ら，企業情報，会社の沿革・歴史、商品の歴史などを調べておくこ
と。またカルビーの統合報告書，中期経営計画等についても一通り
読んでおいて欲しい。カルビーの現在のさまざまな取り組み状況に
ついても把握しておくこと。

【テキスト（教科書）】
　特に必要無し。資料などは授業中に配布する。

【参考書】
　①については、榊原清則『企業ドメインの戦略論』中公新書，1992
年，および
榊原清則『経営学入門（上）』日経文庫，2002 年の第 4 章のドメイ
ンの議論が　　参考になる。③については、統合報告書について書
かれた各種解説本。

【成績評価の方法と基準】
　授業中に書いてもらったレポート（30 点）と最終的な試験（70
点）の合計点に
よる。

【学生の意見等からの気づき】
　特になし。本年度から開講。

【学生が準備すべき機器他】
　特になし。

PRI200TG

情報学入門（4）（表計算）／コンピュータ入門（4）
（表計算）（夏期スクーリング）

髙田　美樹

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ワープロ、表計算、インターネットを活用した情報リテラシーを習
得する。

【到達目標】
ワープロ (文書処理)ソフト、表計算ソフト、インターネットをツー
ルとして利用し、情報を収集し、集計してレポートを作成すること
を目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科：
DP1,DP4」「史学科： DP1」「地理学科： DP2,DP3」「経済学科
： DP4,DP9」「商業学科：情報・統計学」に関連

【授業の進め方と方法】
実習室のパソコンを利用して表計算、文書作成、インターネットか
らの情報収集を行います。
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　発行日：2023/4/12

パソコンの初級者を対象として基本操作から始めます。基礎を中心
とするため、事前の準備は特に必要としませんが、毎回の講義で積
み上げていきます。毎回の講義を一つひとつ身につけていきましょ
う。文字の入力操作に自信のない人はそれなりの努力が必要になり
ます。普段から実務等で既に文書作成や表計算を活用している方に
はやや物足りない内容となるかもしれませんが、再度、基礎から俯
瞰的に実習をしたい方には勧められます。Classroom を利用して、
講義資料を配布し、課題の提出を行います。課題のフィードバック
も Classroom 上で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 Windows の基本操作

と電子メール操作
アプリケーションの起動、ファイ
ルの整理などの基本操作とメール
の仕組みを学びます。

第2回 表計算による表の作成 罫線などで表を整え、データを入
力し、表を作成します。

第3回 表計算による計算 表計算の計算式について学びま
す。

第4回 表計算による関数
（１）

表計算でよく使う関数を学びま
す。

第5回 表計算による関数
（２）

少し高度な表計算の関数を学びま
す。

第6回 インターネット情報検
索

インターネットからデータを収集
する方法を学びます

第7回 情報の可視化 グラフを作成し、収集したデータ
を可視化します。

第8回 文書の作成 長い文書を作成するときに必要な
スキルを学びます。

第9回 レポートの書き方 アカデミックライティングの詳細
を学びます。

第10回 アプリケーションの連
携

表計算により作成したグラフを取
り込んでレポートを作成する方法
を学びます。

第11回 最終課題とまとめ 収集したデータを可視化・集計し
て考察します。

第12回 最終課題とまとめ これまで学んだことをすべて利用
して最終課題としてレポートを作
成します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に講義資料を確認し、内容を把握してください。
講義終了後は、その日の目標を完成させてください。
課題は２つあります
１。Excel ファイルの作成（前半）
２。データ解析レポートの作成（後半）
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を提供します。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
中間課題４０％　最終課題６０％とします。毎回授業に参加して、
各回の実習をこなし、積み上げていくことが大切です。

【学生の意見等からの気づき】
前半の Excelの関数部分は、もともとのスキルの差に対応すること
が求められており、練習問題などで対応します。

【学生が準備すべき機器他】
教室のパソコンを利用します。

【その他の重要事項】
実習室のパソコンにログインするための ID とパスワードが配布さ
れます。
ログイン情報を教室に持参してください。

【オフィスアワー】
授業時間内に積極的に質問してください。

時間外には、メールで対応します。
miki.takata.43@hosei.ac.jp

教育方法論（ICT活用を含む）（夏期スクーリング）

中園　有希

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午前
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
教育の方法や技術のなかに情報通信技術の活用を位置づけ、基礎的
な理論や概念、活用法を学ぶとともに、それらの知識・技能をもと
に資質・能力を育成するための学習指導案を作成する。

【到達目標】
①資質・能力の育成をめざして、教育の方法や技術、情報通信技術
の活用に関する基礎的な知識・技能を身に付けるとともに、学習指
導案を効果的に作成することができる。
②授業と学びの様々な方法やその現代的課題を理論的、実践的に理
解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
教育の方法に関する理論的知見を講義形式で具体的に提示するとと
もに、技法については演習形式で実践を重視する。視聴覚資料や情
報通信機器を活用し、グループワークにおける協働を受講者に求め
る。リアクションペーパー、課題等については講義内でフィードバッ
クを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション：

教育方法、情報通信技
術活用（学習指導と校
務）と教師の専門性

授業の概要説明と内容の導入を行
う。本講義の内容を教師の専門性
と関連づけて理解する。

第2回 教育方法の基礎的理論
と実践

授業や学びを巡る様々な理論や実
践の諸形態を理解する。

第3回 情報通信技術を活用し
た学習指導と校務の推
進（統合型校務支援シ
ステムを含む）、教育
情報セキュリティ

学習指導や校務における情報通信
技術の活用の現代的意義や方法、
教育情報セキュリティの重要性を
理解する。

第4回 主体的・対話的で深い
学びを実現する教育方
法、情報通信技術活用
の意義と理論

情報通信技術の活用の意義と理論
を踏まえつつ、個別最適な学びと
協働的な学び、主体的・対話的で
深い学びを実現する教育方法につ
いて理解する。

第5回 情報活用能力（情報モ
ラルを含む）の教科横
断的育成と各教科等の
特性に応じた指導方法

情報活用能力（情報モラルを含
む）の教科横断的な育成と各教科
等の特性に応じたその指導方法に
ついて理解する。

第6回 授業の観察と批評 授業研究の方法と意義について理
解する。

第7回 教育目標と授業のデザ
イン

授業デザインにおける教育目標の
意義やその設定方法について理解
する。
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第8回 学力と評価の観点、学
習評価（教育データの
活用を含む）

指導と一体化した学習評価のあり
方（教育データの活用を含む）や
その観点、方法について理解す
る。

第9回 個に応じた指導の工
夫、特別支援における
情報通信技術の活用

個に応じた指導の工夫の意義と方
法、特別支援における情報通信技
術の活用の意義と留意点について
理解する。

第10回 教材の作成・活用と情
報通信技術の活用

教科書や情報通信技術の活用方法
の実際や教材の作成方法について
理解する。

第11回 発問や板書、情報通信
機器などの指導技術

発問、板書、情報通信機器など指
導技術の実際について理解する。

第12回 試験・まとめと解説 期末試験及び授業のまとめ、解説
を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。

【参考書】
①佐藤学『教育の方法』左右社、2010 年
②秋田喜代美／藤江康彦『授業研究と学習過程』、放送大学教育振興
会、2010 年
③中川一史／苑復傑『教育のための ICT活用〔改訂版〕』、放送大学
教育振興会、2022 年
④中学校・高等学校学習指導要領（最新版）
⑤「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（各
校種・教科版）

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー： 20 ％
提出課題： 30 ％
期末試験： 50 ％

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。

【学生が準備すべき機器他】
・ノートパソコン、タブレット等の ICT 機器を持参すること。
・本授業の課題等の提出は Google Classroom を通じて行う。
・大学の教室には、HDMI 等各種の回線、投影器具などが備え付け
られている。

【その他の重要事項】
新聞やそれに準ずる媒体に毎日必ず目を通し、教職も含めた時事的
課題について関心を持ち理解をしておくこと。

PHL100TA

哲学（夏期スクーリング）

鵜澤　和彦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
哲学は、問題の原理的な解明によって、その解決を探求する人間の
知的営みです。夏期スクーリングでは、わたしたちが日々の生活の
中で遭遇するテーマを取り上げ、ディスカッションを通じて、哲学
の考え方を学んでいきます。学習内容としては、わたしたちの身の
回りで起こる差別、抑圧、暴力、また、これらの解決策として赦し、
寛容、仁恵、さらに、現代文明の喫緊の課題である AI と人間の知
性を取り上げます。本授業は、これらの問題について自分で考える
力、討議する力、表現する能力をつけることをねらいとします。

【到達目標】
①日常生活で出会う様々な出来事から哲学・倫理学の問題を捉え、原
理的に探究する思考法を身につけることができる。
②具体的な事例に即して哲学・倫理学の概念や学説を理解し、それ
を文章にまとめたり、口頭で発表することができる。
③グループディスカッションと全体発表を通じて、自他の見解の相
違を知り、自分の考えをより一層深めることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP7」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は対面の形式で行われます。毎回授業プリント、リアクショ
ンペーパー、出席票を配布します。質問と感想は、授業開始時に配
布するリアクションペーパーに記入してください。質問のフィード
バックは、次回授業時に行います。さらに、各テーマの終了時に、グ
ループワーク（ディスカッションなど）を行い、授業内容の定着と
内容理解の深化を図ります。出席票は授業終了時にお渡しします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入：哲学とは何か シラバスの内容を説明するほか、

哲学の課題と方法について説明し
ます。

第2回 差別、暴力、赦し：教
科書第 1 章「持続可
能性の哲学と津波てん
でんこ」

暴力と悪の概念及びその多義性、
「津波てんでんこ」とその解釈の
多義性、赦しと約束の可能性につ
いて説明します。

第3回 差別、暴力、赦し：教
科書第 1 章「持続可
能性の哲学と津波てん
でんこ」

東日本大震災における大川小学校
の悲劇、赦しの課題と倫理、時間
概念の変換、語り伝えることの意
義と役割について解説します。

第4回 グループディスカッ
ションと全体発表

暴力や悪の根源、赦しの可能性に
ついて少人数のグループで考えて
いきます。

第5回 共同体と寛容：教科書
第 2 章「境界線上の
アリア」

共生と寛容、その限界（パラドク
ス）、反知性的なものとの対決に
ついて考えます。

第6回 信頼と仁恵：教科書第
4 章「生命・医療倫理
とゲシュタルトクライ
ス」

人格的転回と医学的人間学、ゲ
シュタルトクライス、パトス（信
頼・仁恵）の概念について説明し
ます。

第7回 グループディスカッ
ションと全体発表

寛容と仁恵の可能性について少人
数のグループで考えていきます。

第8回 AI と人間の知性：教
科書第 3 章「AI には
なにができないか」

人工知能（AI）の概念、その飛躍
的発展、AI の二つの道を解説し
ます。

第9回 AI と人間の知性：教
科書第 3 章「AI には
なにができないか」

知識及び認識の概念、経験論と合
理論、人間に可能なことと不可能
なことを説明します。

第10回 グループディスカッ
ションと全体発表

AI と人間の関係について少人数
のグループで議論します。

第11回 授業全体のまとめ 概念整理と質疑応答
第12回 筆記試験 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：受講生は、授業前に教科書の該当箇所に目を通し、あらかじ
め内容を把握しておいて下さい。また、受講生は、参考書や関連書
籍を使って、専門用語の意味等を理解してください（2時間）。復習
：受講生は、授業時に配布された資料（講義原稿と参考資料）を読み
直してください。質問がある場合は、私宛にメールを書いて質問し
てください。また、受講生は、グループワークでの他の受講生の意
見を参考にしながら、そのテーマに関する自分の考えや理解をノー
トにまとめてください（2 時間）。
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第8回 学力と評価の観点、学
習評価（教育データの
活用を含む）

指導と一体化した学習評価のあり
方（教育データの活用を含む）や
その観点、方法について理解す
る。

第9回 個に応じた指導の工
夫、特別支援における
情報通信技術の活用

個に応じた指導の工夫の意義と方
法、特別支援における情報通信技
術の活用の意義と留意点について
理解する。

第10回 教材の作成・活用と情
報通信技術の活用

教科書や情報通信技術の活用方法
の実際や教材の作成方法について
理解する。

第11回 発問や板書、情報通信
機器などの指導技術

発問、板書、情報通信機器など指
導技術の実際について理解する。

第12回 試験・まとめと解説 期末試験及び授業のまとめ、解説
を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。

【参考書】
①佐藤学『教育の方法』左右社、2010 年
②秋田喜代美／藤江康彦『授業研究と学習過程』、放送大学教育振興
会、2010 年
③中川一史／苑復傑『教育のための ICT活用〔改訂版〕』、放送大学
教育振興会、2022 年
④中学校・高等学校学習指導要領（最新版）
⑤「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（各
校種・教科版）

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー： 20 ％
提出課題： 30 ％
期末試験： 50 ％

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。

【学生が準備すべき機器他】
・ノートパソコン、タブレット等の ICT 機器を持参すること。
・本授業の課題等の提出は Google Classroom を通じて行う。
・大学の教室には、HDMI 等各種の回線、投影器具などが備え付け
られている。

【その他の重要事項】
新聞やそれに準ずる媒体に毎日必ず目を通し、教職も含めた時事的
課題について関心を持ち理解をしておくこと。

PHL100TA

哲学（夏期スクーリング）

鵜澤　和彦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
哲学は、問題の原理的な解明によって、その解決を探求する人間の
知的営みです。夏期スクーリングでは、わたしたちが日々の生活の
中で遭遇するテーマを取り上げ、ディスカッションを通じて、哲学
の考え方を学んでいきます。学習内容としては、わたしたちの身の
回りで起こる差別、抑圧、暴力、また、これらの解決策として赦し、
寛容、仁恵、さらに、現代文明の喫緊の課題である AI と人間の知
性を取り上げます。本授業は、これらの問題について自分で考える
力、討議する力、表現する能力をつけることをねらいとします。

【到達目標】
①日常生活で出会う様々な出来事から哲学・倫理学の問題を捉え、原
理的に探究する思考法を身につけることができる。
②具体的な事例に即して哲学・倫理学の概念や学説を理解し、それ
を文章にまとめたり、口頭で発表することができる。
③グループディスカッションと全体発表を通じて、自他の見解の相
違を知り、自分の考えをより一層深めることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP7」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は対面の形式で行われます。毎回授業プリント、リアクショ
ンペーパー、出席票を配布します。質問と感想は、授業開始時に配
布するリアクションペーパーに記入してください。質問のフィード
バックは、次回授業時に行います。さらに、各テーマの終了時に、グ
ループワーク（ディスカッションなど）を行い、授業内容の定着と
内容理解の深化を図ります。出席票は授業終了時にお渡しします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入：哲学とは何か シラバスの内容を説明するほか、

哲学の課題と方法について説明し
ます。

第2回 差別、暴力、赦し：教
科書第 1 章「持続可
能性の哲学と津波てん
でんこ」

暴力と悪の概念及びその多義性、
「津波てんでんこ」とその解釈の
多義性、赦しと約束の可能性につ
いて説明します。

第3回 差別、暴力、赦し：教
科書第 1 章「持続可
能性の哲学と津波てん
でんこ」

東日本大震災における大川小学校
の悲劇、赦しの課題と倫理、時間
概念の変換、語り伝えることの意
義と役割について解説します。

第4回 グループディスカッ
ションと全体発表

暴力や悪の根源、赦しの可能性に
ついて少人数のグループで考えて
いきます。

第5回 共同体と寛容：教科書
第 2 章「境界線上の
アリア」

共生と寛容、その限界（パラドク
ス）、反知性的なものとの対決に
ついて考えます。

第6回 信頼と仁恵：教科書第
4 章「生命・医療倫理
とゲシュタルトクライ
ス」

人格的転回と医学的人間学、ゲ
シュタルトクライス、パトス（信
頼・仁恵）の概念について説明し
ます。

第7回 グループディスカッ
ションと全体発表

寛容と仁恵の可能性について少人
数のグループで考えていきます。

第8回 AI と人間の知性：教
科書第 3 章「AI には
なにができないか」

人工知能（AI）の概念、その飛躍
的発展、AI の二つの道を解説し
ます。

第9回 AI と人間の知性：教
科書第 3 章「AI には
なにができないか」

知識及び認識の概念、経験論と合
理論、人間に可能なことと不可能
なことを説明します。

第10回 グループディスカッ
ションと全体発表

AI と人間の関係について少人数
のグループで議論します。

第11回 授業全体のまとめ 概念整理と質疑応答
第12回 筆記試験 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：受講生は、授業前に教科書の該当箇所に目を通し、あらかじ
め内容を把握しておいて下さい。また、受講生は、参考書や関連書
籍を使って、専門用語の意味等を理解してください（2時間）。復習
：受講生は、授業時に配布された資料（講義原稿と参考資料）を読み
直してください。質問がある場合は、私宛にメールを書いて質問し
てください。また、受講生は、グループワークでの他の受講生の意
見を参考にしながら、そのテーマに関する自分の考えや理解をノー
トにまとめてください（2 時間）。
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第8回 学力と評価の観点、学
習評価（教育データの
活用を含む）

指導と一体化した学習評価のあり
方（教育データの活用を含む）や
その観点、方法について理解す
る。

第9回 個に応じた指導の工
夫、特別支援における
情報通信技術の活用

個に応じた指導の工夫の意義と方
法、特別支援における情報通信技
術の活用の意義と留意点について
理解する。

第10回 教材の作成・活用と情
報通信技術の活用

教科書や情報通信技術の活用方法
の実際や教材の作成方法について
理解する。

第11回 発問や板書、情報通信
機器などの指導技術

発問、板書、情報通信機器など指
導技術の実際について理解する。

第12回 試験・まとめと解説 期末試験及び授業のまとめ、解説
を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。

【参考書】
①佐藤学『教育の方法』左右社、2010 年
②秋田喜代美／藤江康彦『授業研究と学習過程』、放送大学教育振興
会、2010 年
③中川一史／苑復傑『教育のための ICT活用〔改訂版〕』、放送大学
教育振興会、2022 年
④中学校・高等学校学習指導要領（最新版）
⑤「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（各
校種・教科版）

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー： 20 ％
提出課題： 30 ％
期末試験： 50 ％

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。

【学生が準備すべき機器他】
・ノートパソコン、タブレット等の ICT 機器を持参すること。
・本授業の課題等の提出は Google Classroom を通じて行う。
・大学の教室には、HDMI 等各種の回線、投影器具などが備え付け
られている。

【その他の重要事項】
新聞やそれに準ずる媒体に毎日必ず目を通し、教職も含めた時事的
課題について関心を持ち理解をしておくこと。

PHL100TA

哲学（夏期スクーリング）

鵜澤　和彦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
哲学は、問題の原理的な解明によって、その解決を探求する人間の
知的営みです。夏期スクーリングでは、わたしたちが日々の生活の
中で遭遇するテーマを取り上げ、ディスカッションを通じて、哲学
の考え方を学んでいきます。学習内容としては、わたしたちの身の
回りで起こる差別、抑圧、暴力、また、これらの解決策として赦し、
寛容、仁恵、さらに、現代文明の喫緊の課題である AI と人間の知
性を取り上げます。本授業は、これらの問題について自分で考える
力、討議する力、表現する能力をつけることをねらいとします。

【到達目標】
①日常生活で出会う様々な出来事から哲学・倫理学の問題を捉え、原
理的に探究する思考法を身につけることができる。
②具体的な事例に即して哲学・倫理学の概念や学説を理解し、それ
を文章にまとめたり、口頭で発表することができる。
③グループディスカッションと全体発表を通じて、自他の見解の相
違を知り、自分の考えをより一層深めることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP7」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は対面の形式で行われます。毎回授業プリント、リアクショ
ンペーパー、出席票を配布します。質問と感想は、授業開始時に配
布するリアクションペーパーに記入してください。質問のフィード
バックは、次回授業時に行います。さらに、各テーマの終了時に、グ
ループワーク（ディスカッションなど）を行い、授業内容の定着と
内容理解の深化を図ります。出席票は授業終了時にお渡しします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入：哲学とは何か シラバスの内容を説明するほか、

哲学の課題と方法について説明し
ます。

第2回 差別、暴力、赦し：教
科書第 1 章「持続可
能性の哲学と津波てん
でんこ」

暴力と悪の概念及びその多義性、
「津波てんでんこ」とその解釈の
多義性、赦しと約束の可能性につ
いて説明します。

第3回 差別、暴力、赦し：教
科書第 1 章「持続可
能性の哲学と津波てん
でんこ」

東日本大震災における大川小学校
の悲劇、赦しの課題と倫理、時間
概念の変換、語り伝えることの意
義と役割について解説します。

第4回 グループディスカッ
ションと全体発表

暴力や悪の根源、赦しの可能性に
ついて少人数のグループで考えて
いきます。

第5回 共同体と寛容：教科書
第 2 章「境界線上の
アリア」

共生と寛容、その限界（パラドク
ス）、反知性的なものとの対決に
ついて考えます。

第6回 信頼と仁恵：教科書第
4 章「生命・医療倫理
とゲシュタルトクライ
ス」

人格的転回と医学的人間学、ゲ
シュタルトクライス、パトス（信
頼・仁恵）の概念について説明し
ます。

第7回 グループディスカッ
ションと全体発表

寛容と仁恵の可能性について少人
数のグループで考えていきます。

第8回 AI と人間の知性：教
科書第 3 章「AI には
なにができないか」

人工知能（AI）の概念、その飛躍
的発展、AI の二つの道を解説し
ます。

第9回 AI と人間の知性：教
科書第 3 章「AI には
なにができないか」

知識及び認識の概念、経験論と合
理論、人間に可能なことと不可能
なことを説明します。

第10回 グループディスカッ
ションと全体発表

AI と人間の関係について少人数
のグループで議論します。

第11回 授業全体のまとめ 概念整理と質疑応答
第12回 筆記試験 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：受講生は、授業前に教科書の該当箇所に目を通し、あらかじ
め内容を把握しておいて下さい。また、受講生は、参考書や関連書
籍を使って、専門用語の意味等を理解してください（2時間）。復習
：受講生は、授業時に配布された資料（講義原稿と参考資料）を読み
直してください。質問がある場合は、私宛にメールを書いて質問し
てください。また、受講生は、グループワークでの他の受講生の意
見を参考にしながら、そのテーマに関する自分の考えや理解をノー
トにまとめてください（2 時間）。

— 37 —
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【テキスト（教科書）】
牧野英二・小野原雅夫・山本英輔・齋藤元紀（編）『哲学の変換と知
の越境－伝統的思考法を問い直すための手引き』（法政大学出版局、
2019 年、本体価格 3,000 円+税）ISBN 978-4-588-13026-7

【参考書】
①三木清著『哲学入門』、（岩波新書、赤版Ｒ 8、1976年、本体価格
780 円+税）ISBN 4-00-400008-4 C0210。（青空文庫にも所収）
②リチャード・J.バーンスタイン著/齋藤元紀監訳『暴力　手すりなき
思考』（法政大学出版局、2020年、ISBN 978-4-588-01126-9C1310、
本体価格 4200円＋税）

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、①授業への取り組みとグループワークの司会
担当（20％）、②期末試験の成績（80％）の総合評価とします。評
価については（A）問題設定、概念、方法を適切に理解できている
かどうか、（B）問いに対する答えという仕方で、文章の構成と表現
が、読者に理解できるように書かれているか、という点を基準にし
ます。試験問題は、概念の説明と論説問題からなります。

【学生の意見等からの気づき】
グループワーク（ディスカッション）の時間を十分に取ります。

【その他の重要事項】
オフィスアワーは、授業後に実施しますので、その時に教員と話し
たり、質疑応答を行うことができます。

BSP100TA

基礎特講（夏期スクーリング）

及川　智洋

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
個人と社会、国家、世界との関係について考える

【到達目標】
社会の中の自己と「公共」の概念、政治・経済の基本的枠組みにつ
いて理解し、論理的に説明できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP5」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式を中心にして、アンケートやその講評などを適宜行う。受
講者の人数によってはテーマ討論などを行う場合もある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 生きてゆく私 現代はどんな時代か、個人が送る

人生と、その中での学びの意味に
ついて考える

第2回 社会と公共 社会とは何か。自分はどんな役割
を持っているのか、他者と共に生
きるのに必要な「公共」の概念

第3回 ルールを作る 社会的な慣習と倫理、法律とそれ
を決める政治の機能

第4回 市場・共同体・政府 それぞれの機能と役割について、
私たちはどんな場面でそれらを必
要としているか

第5回 民主政治と個人 民主主義に基づく政治体制と、個
人の政治参加について

第6回 家族の変容と社会 人権の確立に伴って家族の形はど
のように変化し、社会にどう影響
したか

第7回 社会保障と少子高齢化 福祉制度の変遷と近年の人口減少
までと、その対策を考える

第8回 市場経済と生産者・消
費者

経済活動の自由と必要な規制、
サービスと対価の関係

第9回 国際関係と平和構築 世界の中にある私たちの位置を知
り、国家間・民族間の紛争の原因
と解決について

第10回 メディアとコミュニ
ケーションの変化

伝統的なマスメディアの役割と、
ソーシャルメディアの発達が社会
と人間関係に及ぼす影響

第11回 調べることと伝えるこ
と

誰もが発信者になりうる時代、正
確な情報を得て整理し、的確に他
者に伝えるには

第12回 まとめと試験 前半で授業内容を整理して振り返
り、後半で論述式の筆記試験を実
施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
使用しない

【参考書】
下村健一『10 代からの情報キャッチボール入門』岩波書店、2015
年、1600 円＋税
外岡秀俊『発信力の育てかた』河出書房新社、2015年、1300円＋税

【成績評価の方法と基準】
最終授業での論述形式の試験で決定する。社会の中の自己と「公共」
の概念、民主政治の機能について理解し、論理的に説明できている
かを基準とする。

【学生の意見等からの気づき】
初年度授業のためなし

【学生が準備すべき機器他】
特になし

PHY100TA

物理学３（実験）（夏期スクーリング）

吉田　智

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これまで物理学は、長い年月をかけて実験や観測が行われ、また法
則や理論が示されることによって発展してきました。この授業は、
光・波・重力・エネルギーなどの日常諸現象に関係する実験を学生
自らが行うことによって、それらの現象の本質を理解できるように
なることを目的としています。

【到達目標】
身の周りの物理現象に関する実験を通じて、物理に関する知識を深
めると共に、物理的な物の見方を修得することを目標としています。
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【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP3, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
学生自身が行う 4種類の実験を中心にして授業が行われます。高校
での物理の基礎知識が無くても実験内容の理解が深められるように、
配布資料や一部映像を使用して講義も行います。なお、4 日間で 4
種類の実験をローテーションで行うため、場合によっては下記の授
業計画に記載されている実験の順番が前後します。質問などに対す
るフィードバックは講義内で行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス及び光の性

質
授業全体の進め方について説明を
し、その後、実験３と４に関係す
る光の性質について講義を行う。

第2回 太陽電池と LED 第１回に続き光の性質や、太陽電
池と LED（発光ダイオード）の
構造について講義を行う。

第3回 落体の法則 実験１に関する落体の法則につい
て講義を行う。

第4回 実験１（落体実験） 重力によって落下する物体の様子
を調べ、落下の法則やエネルギー
保存則について理解を深める。

第5回 熱エネルギー 実験２に関係する熱とエネルギー
について講義を行う。

第6回 実験２（熱の仕事当量
の測定）

熱の仕事当量を測定することによ
り、熱についての理解を深めると
共に、エネルギー変換について理
解を深める。

第7回 実験３（光スペクトル
の観察）

蛍光灯やランプなどが放つ光の波
長を測定することによって、原子
からの発光のメカニズムについて
理解を深める。

第8回 光の二重性 光の性質に関連して、光や電子な
どが持つ二重性について講義を行
う。

第9回 実験４（LEDの実験） LED を発光させるために必要な
電気エネルギーと光の色との関係
を調べることによって、光の性質
について理解を深める。

第10回 万有引力の法則 落体の法則に関連して、万有引力
の法則について講義を行う。

第11回 無重力状態での物理現
象

日常では経験できない無重力状態
での物理現象について紹介する。

第12回 超伝導現象 日常では見ることができない超伝
導現象について紹介する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実験をスムーズに行うために、実験前に予め配付プリントの該当箇
所を読んでおくことと、更に実験後のデータ解析とレポート作成が
必要となります。授業の準備やレポート作成を含めた予習・復習時
間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
配付プリントを使用するため、教科書は使用しません。

【参考書】
特に指定はしません。必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
試験は実施せず、実験のレポート (80％)と平常点 (20％)で評価し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
筆記用具に加えて、15cm 程度の定規と電卓（携帯電話やスマート
フォンのアプリでも可）を持参してください。更に、手書きでレポー
トを作成する場合は、市販の A4 サイズで横書きのレポート用紙も
用意してください。一方、ワープロソフトでレポートを作成する場
合は、各自で印刷できることが必要となります。

LANe100TA

英語Ｓ（６）（夏期スクーリング）

吉田　季実子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
海外向けのニュース番組という最新の身近な題材を通して、英語の
Listening, Reading, Writing, Speaking の技能を高める

【到達目標】
実際に放送されている英語での海外向けニュース映像を見て、身近
な話題に関しては日本語字幕なしでも内容が理解できるようになる
また実際に話されている文章についてもある程度まで聞き取れるよ
うになる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
テキストの課題に添って進めていくが、各章の終わり事に確認の小
テスト、問題演習を行う。
テキスト内で使用されている音声を、別途ダウンロードして視聴が
必須となるがそちらについては毎回指示
最終授業で、講義内容のまとめや復習だけでなく、授業内で行った
試験や小レポート等、課題に対する講評や解説も行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 Unit1 単語や表現を確認

映像をみての問題演習
第2回 Uint1 聞き取りと本文の和訳

英作文
第3回 Unit1/2 Unit1 の小テスト

Unit2
単語や表現を確認
映像をみての問題演習

第4回 Unit2 聞き取りと本文の和訳
英作文

第5回 Unit2/3 Unit2 の小テスト
Unit3
単語や表現を確認
映像をみての問題演習

第6回 Unit3 聞き取りと本文の和訳
英作文

第7回 Unit3/4 Unit3 の小テスト
Unit4
単語や表現を確認
映像をみての問題演習
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第8回 Unit4 聞き取りと本文の和訳
英作文

第9回 Unit4/5 Unit4 の小テスト
Unit5
単語や表現を確認
映像をみての問題演習

第10回 Unit5 聞き取りと本文の和訳
英作文

第11回 Unit5/6 Unit5 の小テスト
Unit6
単語や表現を確認
映像をみての問題演習

第12回 Unit6 聞き取りと本文の和訳
英作文

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。
小テストに合わせて前回学習範囲の復習をすること
また各章冒頭、表題とその下のページは予習の時に目を通しておく
ことが望ましい

【テキスト（教科書）】
NHK NEWSLINE6
山﨑達朗
金星堂　 2022 年　 2400 円（税別）

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
小テスト 80 ％
平常点 20 ％

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
辞書
また、自宅学習用のオンライン教材があるので
それを再生できる PC 　スマートフォンなどのメディア機器がある
と望ましい

【その他の重要事項】
感染症拡大等の状況でオンライン授業になる場合は YouTube 動画
配信予定です

LANf100TA

仏語Ｓ（夏期スクーリング）

柴崎　秀穂

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
フランス語を初めて学習する学生のためのクラスです。フランス語
の初歩的な会話と文法を学びます。

【到達目標】
簡単なフランス語が話せて、聞けて、書けて、読めるようになるこ
と。実用フランス語技能検定試験の５級レベルに対応します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
ＣＤを聞き、教師が解説した後、学生たちに基本例文を暗記しても
らいます。その後、指名された学生が口頭で発表します。単語につ
いても同様に暗記します。テキストの練習問題は適当に飛ばし、２
回の授業でテキストの１課を終える予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

Leçon 1
授業の進め方等の説明
アルファベ
国籍を言う

第2回 Leçon 1 主語人称代名詞
「～である」

第3回 Leçon 2 職業・身分を言う
第4回 Leçon 2 er動詞現在形
第5回 Leçon 3 名詞の性と数
第6回 Leçon 3 否定文
第7回 Leçon 4 「持つ」

否定の冠詞
第8回 Leçon 4 疑問文
第9回 Leçon 5 所有形容詞

疑問詞
第10回 Leçon 5 形容詞の性と数
第11回 Leçon 6 定冠詞
第12回 期末試験とまとめ 期末試験とその解説、総復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習の必要はありませんが、1 時間程度の復習は必ずすること。ま
ず文法事項を確認し、テキストの「対話」を繰り返し音読してくだ
さい。

【テキスト（教科書）】
『新装　カフェ・フランセ』、ニコラ・ガイヤール他著、朝日出版社

【参考書】
『ゼロから始めるフランス語』、猪狩著、三修社

【成績評価の方法と基準】
平常点５０％、期末試験５０％で総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
より理解しやすいように、授業資料を加筆・修正しました。

【その他の重要事項】
若いころ短期間ですが、日仏会館日本事務所に勤務していました。
仕事で使うフランス語および外国語一般についてアドバイスができ
ると思います。また、ＴＯＥＩＣのスコアも９７５点を持っていま
すので、英語との比較でフランス語を解説します。

HSS100TA

スポーツ総合演習（夏期スクーリング）

藤岡　成美・伊藤　マモル

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　身体活動の意義や役割について理解を深め、生涯を通じて身体的・
精神的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識
の習得や態度を講義及び実習を通じて育成する。
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【到達目標】
　この授業では、我が国のスポーツ政策を理解した上で、健康・体
力に関する自己分析を行い、履修者自ら将来の健康増進に資する行
動変容を獲得することを目指します。また、グループワークによっ
て人格的な発展や健康・体力に関する思考の発展および課題の解決
等に繋げることです。そのための具体的な目標を以下に示します。
1. 我が国のスポーツ政策や関連する法・計画を説明できる。
2. 政策プロセスに関するワークを通じ、スポーツ政策に関わる組織
や業務内容を述べられる。
3. 身体活動の意義や役割を様々な視点から理解する。
4. 豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用できる。
5. 健康に関する測定情報を分析を通じて、自己管理に資する基礎的
な知識の習得や態度を考察できる。
6. 卒業後の社会生活において活躍する上で、極めて重要であると考
えられる他者とのコミュニケートや、他者と協力して問題解決等に
取り組む時、スポーツが資する役割を考察できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP5」「商
業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
　この授業は、夏期スクーリング期間中に連続 6日間（1日 2コマ）
実施されます。　　
　授業は、２名の教員が担当し、グループワーク、講義、健康・体力
に関する測定、トレーニング実習、スポーツ実習等を行い、授業中
の活動に対する参画状況に加え、リアクションペーパー、小レポー
ト及び試験等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与します。
本学のダイバーシティ宣言の観点から、広く履修者を受け入れます。
ただし、以下の点を踏まえ、履修者自らの運動経験、体力、既往歴、
身体障害の有無などを考慮して履修にのぞんでください。
１）夏季猛暑下において連続 6 日間通学することに不安はない
２）夏期スクーリング期間中の健康管理を適宜行える
３）身体活動を伴う授業（1コマ 100分）を 2コマ連続で履修する
ことに不安はない
４）水分摂取を適宜行い熱中症の予防に努められる　等
　本授業の詳細については、初回ガイダンスの際に説明します。な
お、授業内で行ったグループワーク後の発表やリアクションペーパー
に対する講評や解説は当日または次回授業時に行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 １）ガイダンス

２）アイスブレーキン
グ

①授業内容の説明
②他人紹介
③健康に関する自己評価（1回目）

第2回 １）健康管理
２）身体組成と柔軟性
の測定

①測定の意義と方法
②コンディション記録の方法と実
際（スマホアプリ）　
③除脂肪体重と体脂肪量　
④長座位体前屈およびその他の柔
軟性測定
⑤ストレッチング
⑥リアクションペーパーまたは授
業習熟度確認テスト（Google
フォーム使用）

第3回 スポーツ政策と健康 ①健康状態の確認
②身体組成測定
③スポーツ基本法・基本計画、行
政機構
④スポーツ実施状況とその環境
（ワーク）
⑤自治体のスポーツ行政（ワー
ク）

第4回 １）筋力測定
２）自重トレーニング

①握力
②反復横跳び
③垂直跳び
④上体おこし
⑤閉眼片脚立ち
⑥その他の筋力測定
⑦自重トレーニング
⑧リアクションペーパーまたは授
業習熟度確認テスト（Google
フォーム使用）

第5回 １）スポーツ障害
２）トレーニングマシ
ンの操作

①健康状態の確認
②身体組成測定
③スポーツ活動中の発生頻度が高
い外傷と障害
④スポーツ傷害の予防
⑤ RICE 処置
⑥トレーニング施設の利用と諸
注意
⑦トレーニングマシンの操作方法

第6回 １）アイシング実習
２）トレーニングマシ
ンの操作体験

①アイシング実習
②筋力トレーニングマシンの操作
③ランニングマシンの操作
④リアクションペーパーまたは授
業習熟度確認テスト（Google
フォーム使用）

第7回 トレーニング理論 ①健康状態の確認
②身体組成測定
③運動の原理・原則
④負荷手段とトレーニングの順序
⑤効果を高める運動条件と方法
⑥トレーニングの計画と記録

第8回 トレーニングマシン実
習

①筋力トレーニングマシンの操作
②ランニングマシンの操作
③リアクションペーパーまたは授
業習熟度確認テスト（Google
フォーム使用）

第9回 ニュースポーツの考案 ①健康状態の確認
②身体組成測定
③運動の目的
④運動の要素
⑤ニュースポーツの考案

第10回 ニュースポーツの体験 ①ニュースポーツの発表
②ニュースポーツの体験と検証
③リアクションペーパーまたは授
業習熟度確認テスト（Google
フォーム使用）

第11回 運動プログラムの作成 ①健康状態の確認
②身体組成測定
③運動プログラムの作成
④運動プログラムの検証

第12回 １）総括
２）試験

以下の①～⑥の総括を行う。
①我が国のスポーツ政策
②身体活動の意義や役割
③学生生活や社会生活におけるス
ポーツ活動
④健康に関する測定情報の分析
⑤社会生活におけるスポーツの
役割
⑥健康に関する自己評価（２
回目）
⑦試験（総括を踏まえたレポート
作成）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
１．リアクションペーパーまたは授業習熟度確認テスト（アンケー
トを含む場合がある）が実施されます。
２．各自のコンディションを日常的な記録を実施します。
３．以上１～２を含む本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準
とします。
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【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。担当教員が必要に応じて紹介し
ます。

【参考書】
特定の参考書は使用しません。担当教員が必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
１．次の基準に従い総合評価します。
　１）授業中の活動に対する参画状況、授業習熟度確認テスト、リ
アクションペーパー等の授業内評価は 60％（授業担当教員は各 30
点：計 60 点）です。
　２）授業内評価では、授業外に行うべき学習活動（準備学習や復
習）も評価に含まれます。
　３）総括において作成するレポート： 40 ％
２．試験受験資格に係る出席要件は以下の通りです。
　１）６日間合計 12 コマ（1 日 2 コマ ×6 日）のうち 10 コマ以
上出席していること
　２）最終日のみ、前半授業を 2 コマとしてカウントする
　３）最終日の前半授業の欠席は 2 コマ分の欠席、遅刻もしくは早
退は 1 コマ分の欠席として扱います

【学生の意見等からの気づき】
　夏期スクーリングの出会いを大切に考え、新たな人間関係の構築
を促進することに配慮して授業を進めます。また、夏季の気象条件
にも配慮し、履修者の健康状態に留意して、安全安心な授業運営に
努めます。

【学生が準備すべき機器他】
１．授業では Google フォームを利用するため、円滑に受講するた
めのインターネットの通信環境およびパソコンやタブレットなどの
通信用デバイスを各自で準備してください。
２．以下の①～③に示した継続的に記録可能なスマートフォン・ア
プリ等を準備してください（詳細は１回目の授業ガイダンスで説明
します）。
①睡眠時間（睡眠状態）
②脈拍数（心拍数）
③歩数・歩行距離など
３．毎日、何らかの身体活動を行うため、スポーツに適した服装と室
内用シューズを準備してください。スポーツウェアや室内用シュー
ズ等の貸出はありません。
４．飲料水は各自で準備してください。体育館には冷水器や飲料用
自動販売機が設置されています。
５．貴重品は自己管理が原則です。盗難や紛失などへの対応はでき
ません。
６．更衣室のロッカーや体育館施設等の説明、授業中の事故への対
応等は 1 回目の授業ガイダンスで説明します。

【その他の重要事項】
１．履修者は 40 名を上限とします。
２．授業では感染症対策を講じるとともに、原則としてマスク着用
を推奨します。ただし、マスク着用は強制しません。
３．授業内容に関する説明および健康に関する自己評価を実施する
ため、必ず初回授業から出席してください。
４．授業当日の健康状態が悪い場合の欠席は自己判断してください。
個別の相談には応じられません。
５．教材として扱う身体活動を行う時は、自分の体力を過信して過
剰な負荷をかけないでください。
６．医師から運動を制限されている場合は、本授業の履修について
熟慮してください。
※本授業の目標は健康の保持増進を促すことにありますが、授業に
おいて無理を重ね、健康を害することになっては本末転倒です。そ
のようなことを決して生じさせないためにも、体力に不安がある人
は、通信学習やメディア教材の利用を検討してください。

LAW300TB

行政法（夏期スクーリング）

西田　幸介

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　行政法とは行政に関する法のことを指す。行政法が他の法分野と
大きく異なるのは、行政法という名前の法律（行政法典）がないと
ころである。このため、学習者は行政法の体系や基本原理を法典を
通して知ることができない。「行政法は難しい」といわれる理由の一
つはこの点にあろう。行政法も、法の一種であるから、権利義務あ
るいは法律関係を対象とする。しかし、行政法では、民事法と異な
り、権利義務の有無よりも行政作用の適法性あるいは法的統制が問
題となる。
　この授業では、行政法を学ぶ土台を作るために、行政法の概略、行
政法とはどのような法なのか、行政の組織に関する法律論の基礎的
な枠組み、行政法の基本原理（法律による行政の原理、法の一般原
則の行政作用や行政上の法律関係への適用）について学ぶ。

【到達目標】
①行政法とは何かを説明することができる。
②行政主体と行政機関について説明することができる。
③法律による行政の原理について、その意義や内容を説明すること
ができる。
④信義誠実の原則、権利濫用禁止の原則、比例原則および平等原則
が行政法の基本原理となり得るか、また、それらが行政作用や行政
上の法律関係にどのようにして適用されるかについて、説明するこ
とができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　一般的な講義形式による。プリントは配布せず、指定テキストと
六法のみを用いて授業を実施する。テキスト（教科書）を持参しな
いと、授業が理解できないので、注意すること。
フィードバックは授業内で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 行政法とは何か 行政と行政法

行政法の三分野
行政法典の不在

第2回 行政とは何か 行政の意義と分類
第3回 行政法と民事法 公法私法二元論

民事法の適用
第4回 行政主体と行政機関

（１）
行政主体の意義と種類

第5回 行政主体と行政機関
（２）

行政機関の意義と種類

第6回 法律による行政の原理
（１）

意義と内容

第7回 法律による行政の原理
（２）

形式性とその克服
実効性確保

第8回 法の一般原則（１） 信義誠実の原則
第9回 法の一般原則（２） 権利濫用禁止の原則
第10回 法の一般原則（３） 比例原則
第11回 法の一般原則（４） 平等原則
第12回 総括・試験 全体の総括

試験実施
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　準備学習として指定テキストの該当箇所を読んでおくこと。復習
としては、授業中に適宜示される設例について検討すること。宿題
はとくに課さない。

【テキスト（教科書）】
通教テキスト『行政法』第 2 版、西田幸介著、2023 年
＊必ず第 2版を用いること。初版には書かれていない事項について
も授業で取り上げる予定である。

【参考書】
　とくに指定しない。ただし、この授業というよりも、行政法を学
ぶために重要であると考えられる文献については、初回の授業で紹
介する。

【成績評価の方法と基準】
　筆記試験（50 ％）と小テスト（50 ％）による。
　筆記試験は、第 12 回の授業内実施とする。第 12 回の授業では、
授業全体の総括を行ったうえで、筆記試験を実施する。筆記試験で
は、指定テキストと小型の六法（いずれも紙媒体に限り、コピーを
不可とする）の参照を認める。
　小テストは、第 2回、第 4回、第 6回、第 8回、第 10回（つま
り、最終日を除く毎日の 2コマ目）に実施する。毎回、10問出題す
る。このため、成績評価のうえで 1 問あたり 1 点となる。

【学生の意見等からの気づき】
　特になし。

LIT200TC

日本文芸研究特講・韻文（夏期スクーリング）

土屋　聡

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　堀口大學の詩歌を通じて日本の近現代詩を学ぶことを目的とする。
　歌人であり詩人、そして飜訳家として知られた堀口大學（明治２
５年～昭和５６年）は数えで十八歳の明治四十二年に雑誌「スバル」
へはじめて短歌を投稿し、やがてその創作を自由詩へと広げてゆく。
その後外交官である父のもと、明治末年から大正期の多くを海外で
過ごしつつ大學は創作を続け、その経験が大正から昭和の時代の日
本に、フランス語を中心とした新しい詩の息吹を紹介する契機とな
る。詩人とはその時代の空気をその作品に反映する性質を持つもの
であり、この講義では明治から昭和前期にかけての堀口大學による
短歌と自由詩、翻譯詩を一つの軸とし、佐藤春夫や萩原朔太郎など
大學に関わりのある詩人、およびその時代を代表する詩人による作
品をとりあげてゆく。
　文語から口語、定型詩から自由詩へと移り変わる作品の素材や形
式の変化や、作品に内在する文学内容の普遍性と新しい方法の変化
への試みなどを意識しつつ、日本近代の詩歌の歩みを考えてゆく。

【到達目標】
詩歌それぞれの形式の特性とその内容をきちんと理解するとともに、
さまざまな詩歌の表現に親しむ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める。
また、毎回授業のおわりに出席表を兼ねてリアクション・ペーパー
の記入を求める。これは的確な文章表現力を身に付けるためのよい
訓練ともなるので、積極的に記入すること。必要があれば講義の内
容の充実に反映させてゆく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義の進め方と堀口大學について
第2回 明治末期の詩歌 短歌による出発
第3回 ロマン派の短歌の世界 明治期の連作の短歌を味わう
第4回 自由詩への広がり 佐藤春夫との関わり
第5回 大正期の詩歌（１） 羇旅と恋愛
第6回 大正期の詩歌（２） 萩原朔太郎との関わり
第7回 大正期の詩歌（３） 外国の詩と日本の詩
第8回 昭和期の詩歌（１） 発想の転換と近代化
第9回 昭和期の詩歌（２） 新しい要素と詩のかたち
第10回 戦後の詩歌 普遍的な視点への到達
第11回 まとめ 学習した内容の総括と補足
第12回 試験及び総括 学習した内容の理解度を問う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で扱った内容を各自で復習を行うこと。配布したプリントのす
べての内容を授業時間内で扱うことはできないため、復習はその確
認をふくめて丁寧に行うこと。また、次回の授業までに目を通すよ
うに指示された場合は、きちんと読んでおくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定せず、必要に応じプリントを配布する。

【参考書】
特に指定しないが、講義の展開により必要が生じた場合は適宜指示
する。

【成績評価の方法と基準】
毎回のリアクション・ペーパー 10 ％、最終日に実施する論述試験
の 90 ％で評価をおこなう。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
特になし。

LIT100TC

日本文芸研究特講・漢文（夏期スクーリング）

永井　弥人

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代ではほぼ廃れてしまいましたが、戦前までは、尚盛んに漢文が実
作されておりました。江戸の遺風が存していた、ということでしょ
う。今期夏スクでは、井上寅軒が物した九州旅行記『鴻爪餘錄』（大
正１５年発行）を扱います。漢学の専門家ではなく、実業界の方の
手に成る著作ですが、それだけに、判りやすい漢文で書かれていま
す。また、内容も国内の旅行記ですので、親しみを覚えやすいかと
思います。
※毎授業、復文練習を行います。字数を決めた上で、書き下し文を
原文に戻す練習です。江戸、明治の頃は、漢作文に向けた導入的練
習として、大いに励行されておりました。現在におきましても、復
文練習の実践により、句形・句法を理解する上で、大きな効果を見
込むことが出来ます。
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【到達目標】
訓点・添え仮名（送り仮名）付きの漢文を読解出来る様にする。漢
文の基本的な句法（文法）を理解する。簡単な復文に習熟する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「日本文学科： DP1,DP2」「史学科：
DP1,DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
１復文の答え合わせと解説。 ２テキストを講師が朗読。 ３テキス
トの解説、訳。４全員で朗読。
※授業中のご質問は、解説の切れ目辺りでお願い致します。授業後、
ご質問下さっても勿論大丈夫です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 テキスト及び復文の解

説。熊本城（前半）
テキスト・復文の説明。熊本城を
めぐる紀行文（前半）

第2回 熊本城（後半） 熊本城をめぐる紀行文（後半）
第3回 復文１隈府（上） 隈府をめぐる紀行文（上）
第4回 隈府（中） 隈府をめぐる紀行文（中）
第5回 復文２隈府（下） 隈府をめぐる紀行文（下）
第6回 西郷南洲故宅（前半） 西郷隆盛の旧居をめぐる紀行文

（前半）
第7回 復文３西郷南洲故宅

（後半）
西郷隆盛の旧居をめぐる紀行文
（後半）

第8回 川口雪蓬逸事 西郷隆盛の旧友川口雪蓬のエピ
ソード。

第9回 復文４麑府所見（前
半）

鹿児島市をめぐる紀行文（前半）

第10回 麑府所見（後半） 鹿児島市をめぐる紀行文（後半）
第11回 復文５青島 青島神社をめぐる紀行文
第12回 試験および授業内容の

振り返り
前半は各自授業内容の振り返り
含質疑応答。後半１時間で実施。
持ち込み不可。
①如何なる問題が出るか。②それ
ぞれの問題の出題箇所。スクーリ
ング第５回目に於いて、教場にて
説明致します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
4 時間程。毎回の復文の解答を作成しておいて下さい。また、その
日学習した文章を一度でよいので読み返し、翌日扱う文章に一通り
目を通しておいて下さい。

【テキスト（教科書）】
『鴻爪餘錄』コピーを配布。（講師が訓点と送り仮名を付けたもの。）

【参考書】
漢和辞典お手持ちの物で結構です。新しくお買い求めになる場合は、
新明解 (三省堂) 漢字源 (学研) 新字源 (角川) 辺りがお勧めです。文
法書『漢文を読むための助字小字典』内山書店

【成績評価の方法と基準】
試験 70％平常点 30％

【学生の意見等からの気づき】
前回のスクーリング時に寄せられたコメントを参考にします。

【その他の重要事項】
※実際の授業進度は、多少遅速が生じる可能性があります。早めに
テキストをやり終えた場合には、続きの文章を学習致します。

ART200TC

日本文芸研究特講・祭りと芸能（夏期スクーリング）

今泉　隆裕

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
1896 年近代オリンピックはギリシアで開催された。いうまでもな
く、近代オリンピックはフランス人・クーベルタン男爵によって発
案された。とはいえ近代オリンピック以前、ヨーロッパで「オリン
ピック」を冠した運動競技会は開催されていた。
じつはルネサンスの影響はフィレンツェから遠く離れた島国イギリ
スにも波及し、古代ギリシア研究はかの地でも花開く。イギリスの
歴史学者や考古学者は古代ギリシアの研究に強い関心を示し、古代
オリンピックの故事に関しても研究発表が行われていた。それが一
般の人々にも知られるようになると 1612 年イギリス中部バーミン
ガムにほど近いチッピング・カムデンに住む弁護士ロバート・ドー
バーは、自ら所有していた牧場を古代オリンピアのクロノスの丘に
見立て「コッツワルド・オリンピック」という運動競技会を毎年春
に開催しはじめる。大会はピューリタン革命の影響を受けて、1643
年には中止され、1660年の王政復古でチャールズ 2世が王位につく
と、一時的に再開されるが、長くつづくことはなかった。また 1850
年にイギリス中西部のシュロンプシャー州マッチ・ウェンロックで
ウィリアム・ブルック博士が「マッチ・ウェンロック・オリンピッ
ク」なる運動競技会をはじめている。
のちにチッピング・カムデンにひとつの記念碑が建てられた。そこ
には「ロバート・ドーバーの有名なオリンピック競技大会は、およそ
1612年から 1852年まで行われた」と記されている。これはコッツ
ワルド・オリンピックが中断をはさんで、マッチ・ウェンロック・
オリンピックで復活したとの理解らしい。この記念碑を訪れたクー
ベルタンは近代オリンピックのアイディアを膨らませ、今日のオリ
ンピック大会となったのである。
オリンピックが再生したように「ルネサンス」は「再生」を意味す
る。では、古代ギリシアにおけるオリンピックとは何だったのか。
古代ギリシアにおけるオリンピックは、聖なる場所で、聖なる時間
に実施される、聖なるゲームであり、神々を称える崇拝行事であっ
た。さらにいえば、古代ギリシアにおいては死者を弔うために運動
競技会が開催されていたのである（これをしばしば「葬祭競技」とい
う）。われわれは運動競技を芸能や芸術と同列に扱うことがあまりな
い。しかし、これらはすべて同列に扱われてきたのである。そして
運動競技も、芸能も、芸術もすべて宗教と未分化であったのである。
芸能の起源は宗教儀礼にあるという理解は一般的である。
日本民俗学では折口信夫がそのことについて言及している。またそ
のアイディアに影響を与えたとされるジェーン・Ｅ・ハリソン『古代
の芸術と祭祀』（Jane Ellen Harrison”Ancient Art and Ritual”）
はよく知られる。芸能史や民俗学におけるハリソンの引用は、多く
の場合、芸能の信仰起源を説明する際になされる。しかし原題にあ
るように宗教儀礼が芸術（芸能を含む）を胎動させたことについて
論じられているのであり、ハリソンは芸能のみを射程にしてはいな
かった。しかも日本においても卜占行事のなかに綱引きや相撲、流
鏑馬などがあるとすれば、われわれが考える運動競技の起源も宗教
儀礼と無縁でないことがわかるだろう。
　また「スポーツ」なる言葉の原義についても講義では言及するが、
一般にスポーツが宗教起源であると考える人は少ないだろう。少な
くとも日本ではスポーツは運動とほぼ同義で信仰を結びつけてイメー
ジする人はほぼいないのではないか。
本講義では、今日われわれが競技と考えるものをも含めて芸能と解
し、それらと祭り（祭祀儀礼）との関係について、その一端を垣間
みることとしたい。

— 44 —



74

教
材

連
絡
事
項

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
生
会
だ
よ
り

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

2023 年度 法政通信 5月号74

ス
ク
ー
リ
ン
グ

　発行日：2023/4/12

【到達目標】
芸能が信仰を起源としながらも、芸能そのものに興味が転移し、そ
れ自体が目的と化すことや、それらの芸能が当初の目的とは異なる
利用のされ方をすることで生きながらえることなどについて考えを
めぐらして欲しい。歴史社会とのかかわりのなかであらゆることは
変化する。そのことについて理解を深めてほしい。興味の対象の変
化、目的の転移（トランジット）について一緒に考えたい。
また、現代のわれわれからすると一見無関係にみえるものが、じつ
は深いつながりをもつことを知ってもらいたい。同時に近代化以降
の世界が、それまでの人類の営みと断絶していることにも目を向け
てほしい。日常では意識されない連続性、あるいは断絶性に想いを
馳せてほしい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
授業形態は、講義形式とする。
フィードバックのために毎回リアクションペーパーの提出を求める。
リアクションペーパーの内容についても必要なとき言及する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 講義概要 講義の進め方についての概要
第2回 祭りと芸能

「祭」「芸」「能」の字
義について

白川静の議論などを紹介しつつ、
その漢字の字義について考える。

第3回 「まつり」等の語義に
ついて

白川静の議論などを紹介しつつ、
「まつり」等の語源や語義につい
て考える。

第4回 祭りについて①「祭り
と祭礼」

日本民俗学における祭りの諸説に
ついて紹介する。おもに柳田国男
『日本の祭』の内容に言及するこ
とになるであろう。

第5回 祭りについて②宗教学
にみる祭りについて

宗教学者・竹中信常、および柳川
啓一の宗教儀礼、および祭りに関
する諸説を紹介する。

第6回 芸能信仰起源説につい
て①折口信夫

折口信夫『芸能史六講』について
紹介する。あわせて、それに対す
る疑義についても紹介する。

第7回 芸能信仰起源説につい
て② J・E・ハリソン

J・E・ハリソン『古代の芸術と
祭祀』について紹介する。ハリソ
ンは J・フレイザーをよく参照す
ることで知られる。そこで文化人
類学についても言及する。

第8回 祭礼と競技（オリン
ピック）

古代オリンピックについて①
古代オリンピックについて VTR
などを見ながら儀礼と運動競技に
ついて考える。

第9回 祭礼と競技（オリン
ピック）

古代オリンピックについて②
葬祭競技、および近代五輪につい
ても言及する。

第10回 祭礼と競技（日本） オリンピック以外、日本における
祭礼と競技について考える。相撲
と鎮魂を取り上げる

第11回 祭礼と競技（日本） オリンピック以外、日本における
祭礼と競技について考える。流鏑
馬等、弓について取り上げる

第12回 まとめ、および試験 講義のまとめ、および授業内レ
ポート

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
復習時間は、各 2 時間を標準とします。
本授業の準備・授業内で指示した課題にしっかり取り組む。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。必要な際は授業内で指示する。

【参考書】
柳田国男『日本の祭』（角川文庫）、折口信夫『芸能史六講』（講談社
学術文庫）、ジェーン・E・ハリソン『古代芸術と祭式』（ちくま学芸
文庫）
そのほか授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
出席状況と、学期末の授業内レポート（試験）を持って評価する。目
安としてはレポート 80％、平常 20％とする。ただし、出席状況だ
けでは判断しない。したがって、レポートを提出しないものは評価
できないと考えて下さい。出席はあくまでレポートの評価を補うも
のとします。
また講義内容の曲解や、また講義内容に言及しないレポートの評価
は低くなることは言うまでもありません。到達目標を参照し、それ
を加味したレポートを作成して下さい。

【学生の意見等からの気づき】
試験解答をみていると、質問の意味を了解していないものが散見さ
れます。
図書館等を積極的に活用し、自主学習にも取り組んで理解を深めて
ほしいです。

【学生が準備すべき機器他】
使用しません。

【その他の重要事項】
※それぞれのテーマを何回講義するかは未定である。
※取り上げるテーマは進度等、都合により変更されることがあります。

LIT100TC

日本文芸研究特講・中古（夏期スクーリング）

庄司　敏子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、平安時代に成立した日記文学作品の流れを追いなが
ら、関連する周辺作品も取り上げていきます。日記文学作品の作者
は、他にもすぐれた作品を残していることが少なくありません。ま
た、日記文学作品内部には同時代の（あるいはそれまでの）文学作
品に言及しているものもあります。そこで、日記文学を核としなが
ら、平安時代の様々なジャンルの作品群にも目を向け、それらの関
わりを学んでいきます。あわせて、同時代の社会状況や文化などに
も触れ、この時代に成立した作品の理解を深めていくことを目指し
ます。

【到達目標】
①平安時代における日記文学作品の知識を深めます。
②様々なジャンルの作品に触れ、作品相互の連関性や影響関係を理
解します。
③個々の作品成立の背景を理解します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行います。数回コメントシート記入の時間を設けます。
コメントシートのフィードバックは次回授業の冒頭で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No
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【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／中古日記

文学概説
「日記文学」とは何か、全体的な
説明を行います。

第2回 『土佐日記』と紀貫之 『土佐日記』と作者紀貫之、および
成立事情について見ていきます。

第3回 『土佐日記』と『古今
和歌集』

貫之が選者の一人である『古今和
歌集』の基礎的事項を確認しま
す。

第4回 『蜻蛉日記』と私家集 『蜻蛉日記』の基礎的事項を説明
します。また、周辺で生成された
私家集を見ていきます。

第5回 『蜻蛉日記』と物語 『蜻蛉日記』に見える「物語」へ
の意識を考えていきます。『伊勢
物語』など、この時代までに成立
した物語作品にも触れます。

第6回 『蜻蛉日記』と手紙 『蜻蛉日記』における手紙のあり
かたを見ていきます。

第7回 『和泉式部日記』と和
歌

『和泉式部日記』における和歌の
ありかたを見ていきます。また、
平安時代の「和歌の役割」を考え
ます。

第8回 『紫式部日記』と紫式
部

『紫式部日記』および作者につい
ての基礎的事項を確認します。

第9回 『紫式部日記』と『源
氏物語』

『紫式部日記』中に見える『源氏
物語』について考えます。

第10回 『紫式部日記』と女房 『紫式部日記』中に名の見える女
房を紹介します。『枕草子』など
にも触れ、同時代の「女房による
文学活動」のありかたを考察しま
す。

第11回 『更級日記』と物語 『更級日記』の基礎的事項を確認
します。また、『夜半の寝覚』『浜
松中納言物語』など、物語作家と
しての一面を考察します。

第12回 最終試験およびまとめ ここまでの内容を総括します。最
後に、理解度を確認するための試
験を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
取り上げる作品が多岐にわたるので、授業内で個々の作品を熟読す
ることはできません。興味をもった作品を各自でじっくり読んでみ
てください。

【テキスト（教科書）】
各回、講師作成のプリントを配布します。

【参考書】
①平安時代の文学作品・文化を概観する
　・秋澤亙、川村裕子編『王朝文化を学ぶ人のために』（世界思想社、
2010）
　・川村裕子『王朝文学入門』（角川選書、2011）　など
②平安時代の日記文学を概観する
　・久保朝孝編『王朝女流日記を学ぶ人のために』（世界思想社、1996）
　など
③作品本文・現代語訳など
　・角川ソフィア文庫が入手しやすく、現代語訳付きで便利です。
　　ほかに、小学館新編日本古典文学全集・新潮日本古典集成など
にも現代語訳がついています。
※その他、授業内で必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
最終試験（60％）とコメントシートの内容による平常点（40％）を
合算して評価します。授業内容を理解した上で、到達目標①～③を
どの程度達成しているかにより判断します。

【学生の意見等からの気づき】
単調な講義にならないよう、資料の提示方法や話し方を工夫します。

BSP100TC

論文作成基礎講座Ⅱ（夏期スクーリング）

佐藤　未央子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
レポートや卒業論文の作成に向けて、文章の読解能力や調査力、自
らの言葉で書く表現力を養う。近代文学の研究フローを通して段階
的な演習を行い、「論じる」ための基礎的なスキルを体得する。
教材としては、法政大学の教員を務めたことがある小説家・内田百
閒の短篇「旅順入城式」を読み、考察レポートを作成する。作品へ
の注釈作業や先行研究の調査を行い、小説を考察して自分の言葉で
論じる力をつける。

【到達目標】
・文献を扱うためのルールについて理解している。
・情報を調査収集・分析し、問いを立てることができる。
・明確でわかりやすく、論理的な文章の表現ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
辞典を使用した注釈作業や、先行研究の調査検討、自分の意見をまと
めるなどの段階的な取り組みを経て、最後に 1500 字程度のレポー
トを作成する。課題提出や質問は授業の前後やメールを通して受け
付ける。提出物は添削を通してフィードバックする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス レポートを書くための基礎的な知

識を確認する。内田百閒の人生や
作風を学び、「旅順入城式」を読
む。

第2回 大学図書館について 法政大学図書館の基礎ガイダンス
動画を視聴し、文献の調べ方を学
ぶ。

第3回 注釈を付ける 「旅順入城式」を読解するにあた
り、わからない単語や固有名詞の
意味を辞典で調べる。

第4回 注釈の発表 調べたことを発表し、情報を共有
する。

第5回 先行研究の検討 先行研究の読み方や問いの立て方
を学ぶ。文献引用に関するルール
についても確認する。

第6回 先行研究の要約 ひとり１本の文献を選び、内容の
要約と疑問点をまとめて提出す
る。

第7回 論文の構成① 先行研究をすり合わせ、研究史を
確認する。
注釈と先行研究の要約を含めた論
文全体の構成を考える。

第8回 論文の構成② 学術的な文章のアウトラインや、
論理の立て方について学ぶ。

第9回 論文演習① レポートの前半部分を執筆する。
第10回 相互批評（ピア・サ

ポート）
学生同士でレポートの相互批評を
行う。自らの課題を見つけ、伝わ
りやすい文章にはいかなる工夫が
必要かを考える。

第11回 論文演習② レポートの後半部分を執筆する。
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第12回 相互批評（ピア・サ
ポート）・全体の復習

レポートの相互批評を行ったうえ
で、学習の総復習を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
配布したプリントは必ず読んでください。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。授業内容に応じてプリントを配布します。

【参考書】
授業で取り扱う「旅順入城式」は、初回授業時にプリントで配布し
ます。
岩波文庫から『冥途・旅順入城式』が刊行されていますので、他の
作品もご一読をお勧めします。
ほか、適宜講義で指示します。

【成績評価の方法と基準】
・授業ごとの提出物： 40 ％
・発表： 10 ％
・最終レポート： 50 ％
　８コマ以上の出席を単位取得の条件とします。
　※遅刻・早退は０．５コマ分の出席となります。
　※最終日のみ、前半の授業を２コマとしてカウントします。

【学生の意見等からの気づき】
積極的に意見を交換できる場を作れるよう努めます。不安なことや
質問があればご遠慮なくお問い合わせください。

【学生が準備すべき機器他】
・事前に「市ヶ谷情報センター利用ユーザー ID」（※通信教育部が
発行するWeb学習サービスのユーザー ID、パスワードとは異なり
ます）の取得をお勧めします。資料検索をはじめ、学内ネットワー
クのサービス利用に役立ちます。発行した場合、授業内で ID とパ
スワードを使用しますので、必ず控えておいてください。
・図書館資料を利用するため、「ライブラリーカード」の発行も推奨
します。
・パソコンと文書作成ソフト（Microsoft Word等）があれば、自宅
でもレポートの作成が進められるため、用意していただくことを推
奨します。
・レポート提出は最終授業で提出していただくか、授業終了後にメー
ルで提出していただきます。その場合はメールソフトが必要です。

【その他の重要事項】
レポートとメール作成や、資料検索のためのパソコンスキルが不可
欠な授業となります。授業前にかならず操作方法を確認し、習得し
たうえで授業に臨んでください。

HIS200TD

西洋史概説（夏期スクーリング）

内田　康太

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
古代地中海世界に成立した諸国家のうち、アテナイ民主政とローマ
共和政の国制について概説する。個々に独立した分析だけではなく、
両者の比較という方法でそれぞれの特質を把握することにより、歴
史研究における比較史の有用性も学ぶ。

【到達目標】
この授業の到達目標は以下のとおり。
・アテナイ民主政とローマ共和政の国制について基礎的知識を習得
する。
・両者の国制について、類似点と相違点を説明できる。
・両者の国制を比較することの意義を理解できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「史学科：DP1,DP3」「地理学科：DP1」
に関連

【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式で行うが、授業時間内に質疑応答の機会を設け
る。さらに、第５日目までは毎日、その日の講義内容に対するリア
クションペーパーを書いてもらい、翌日の授業でフィードバックを
行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション アテナイ民主政とローマ共和政
第2回 アテナイ民主政の国制

（１）
参政権

第3回 アテナイ民主政の国制
（２）

投票

第4回 アテナイ民主政の国制
（３）

民会

第5回 アテナイ民主政の国制
（４）

役人・政務官

第6回 アテナイ民主政の国制
（５）

裁判

第7回 ローマ共和政の国制
（１）

参政権

第8回 ローマ共和政の国制
（２）

投票

第9回 ローマ共和政の国制
（３）

民会

第10回 ローマ共和政の国制
（４）

役人・政務官

第11回 ローマ共和政の国制
（５）

裁判

第12回 試験・まとめと解説 到達度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。参考書と
して挙げた書籍などを用いて、自主的に学習することが求められる

【テキスト（教科書）】
特になし。担当教員が作成したレジュメ・資料を配布する。

【参考書】
橋場弦『古代ギリシアの民主政』，岩波新書，2022 年．
島田誠『世界史リブレット 3古代ローマの市民社会』，山川出版社，
1997 年．

【成績評価の方法と基準】
期末の筆記試験（80 ％）
リアクションペーパーや質問等、授業への積極的参加度（20 ％）

【学生の意見等からの気づき】
本年度より新規担当のためフィードバックできない。
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HIS300TD

日本古代史（夏期スクーリング）

杉本　一樹

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の古代という時代について、あらためてこの時代を歴史学の対
象として「学ぶ」こと。これ自身が授業の目的です。そのために実
際にはどのようなアプローチがあるのか。いくつかのトピックを挙
げて話を進めます。主たる対象時期は 8世紀。この時代の諸相を知
るためには、時代の骨組みを通時的・共時的に表現する六国史・律
令格式のような包括的・体系的な史料と、そこに歴史個別具体性に
富んだディテールを付け加える正倉院文書や木簡などの史料との双
方が欠かせません。この二つを柱に、美術工芸や建築などの分野も
視野に入れながら講義を行います。

【到達目標】
（１）日本古代史についての基本史料とその特質について知り、その
中でも特に正倉院文書についての理解を深める。
（２）「史料の記事内容」を「研究の材料」としてのみとらえるので
はなく、その中間に「対象の理解」を介在させ、これまでの諸研究
の辿った道筋を再確認する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は対面形式で行なうことを予定しています。
（１）資料は適宜プリントを配布します。
（２）授業の区切りごとに、授業中に出された小課題への回答、授業
の感想・質問や自分の発見などを記入したリアクションペーパーの
提出を求めます。ここで述べられたコメントは、次回以降、授業内
の関連箇所で紹介するなど、授業に反映させます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 日本古代史を学ぶとい

うこと
導入とガイダンスを行なう。

第2回 古代史料の概要（その
１）

六国史ほか日本の史書について説
明する。

第3回 古代史料の概要（その
２）

律令格式ほか法制史料について説
明する。

第4回 古代史料の概要（その
３）

正倉院文書の概要について。所
在・現況・整理・研究資源化につ
いて説明する。

第5回 古代史料の概要（その
４）

木簡と出土文字資料、金石文につ
いて説明する。

第6回 日本古代史を知るため
の材料（その１）

仏典と漢籍について説明する。

第7回 日本古代史を知るため
の材料（その２）

美術工芸品を歴史資料として利用
することについて。

第8回 正倉院文書の主要文書
（その１）

律令制公文書について、歴史学・
古文書学の立場から説明する。

第9回 正倉院文書の主要文書
（その２）

写経所文書の諸類型を紹介する。
また国文学・国語学・書道史から
のアプローチについて説明する。

第10回 正倉院文書の主要文書
（その３）

写経所文書の諸類型、構造と機能
について説明する。

第11回 日本古代史を学ぶため
の手法

古代史研究の諸分野と研究のツー
ルについて説明する。

第12回 再び日本古代史を学ぶ
ということ。

まとめと全体にわたる補足説明を
行なった後、試験を行なう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。必要に応じて資料プリントを配布します。

【参考書】
杉本一樹『日本古代文書の研究』吉川弘文館（2001-2）
杉本一樹責任編集『皇室の名宝 05正倉院文書と経巻』朝日新聞社
（1999-5）
杉本一樹編『正倉院の古文書』至文堂日本の美術 440　（2003-1）
杉本一樹『正倉院　歴史と宝物』中公新書 1967　（2008-10，韓国
語版 2015，電子版 2019）
杉本一樹『正倉院宝物の世界』山川出版社 日本史リブレット 74
（2010-6）

【成績評価の方法と基準】
授業での学習状況（授業の区切りに提出するリアクションペーパー
を含む）を「平常点」（40 ％）として、期末に実施する試験の結果
（60 ％）とあわせて評価を行ないます。

【学生の意見等からの気づき】
これまでの受講生の感想等を反映しています。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

HIS100TD

日本史概説（夏期スクーリング）

安田　寛子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際化の進展のなかで、日本文化の発信が重要視されているが、その
多くが江戸時代に成熟した、あるいは生み出されたものである。そ
れは、この時代が幕藩体制と呼ばれる仕組みのうえに、260 年余り
も平和が続いた時代であったことが大きく影響したといえる。
そこで、この時代を支えた支配機構の特質や、そこで生きた人々に
ついて取り上げ、このような平和で安定的な長期政権となった理由
はどこにあったのか、またそれだけ続いた政権がなぜ崩壊すること
になったのかについて考える。

【到達目標】
今後、広く国際社会に日本を発信していくためには、日本がどうい
う国なのかということを我々自身がより深く知る必要がある。そこ
で、今も日本のなかに多くの影響を残す江戸時代について、単に紙
の上の学問としてではなく、我々と同じ生身の人間が生きた時代と
して身近に感じながら学んでいく。
これにより、自分たちの国についての理解を深め、ひいては物事の
本質を見抜き、判断する力を養うことが目標である。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「史学科：DP1,DP3」「地理学科：DP1」
に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義形態で実施する。まず江戸幕府の成立過程を概観し、そ
こから徳川政権の特質について考え、その後いくつか特徴的なテー
マを選んで詳しく見ていく。
なお、授業内で課す課題などに対するフィードバックはすべて授業
内で行う。

— 48 —



78

教
材

連
絡
事
項

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
生
会
だ
よ
り

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

2023 年度 法政通信 5月号78

ス
ク
ー
リ
ン
グ

　発行日：2023/4/12

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 講義概要と参考文献 授業の進め方と参考文献
第2回 江戸幕府の成立 天下統一と民衆・武家・朝廷・宗

教への対応
第3回 鷹場制度　１ 鷹場制度とは、なぜ放鷹なのか
第4回 鷹場制度　２ 鷹場制度の維持基盤
第5回 鷹場制度　３ 鷹場制度の解体
第6回 享保の改革　１ 近世の政治改革、享保の改革第１

期①
第7回 享保の改革　２ 享保の改革第１期②、第２期、第

３期
第8回 寛政の改革　１ 定信政権の性格・危機感、経済政

策、社会政策
第9回 寛政の改革　２ 医療改革、朝幕関係、対外関係、

国防体制
第10回 天保の改革　１ 背景、物価対策、風俗・情報統

制、農村復興策、将軍権威
第11回 天保の改革　２ 対外政策
第12回 試験 まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前の学習は特に必要としない。
ただし、授業開始後の復習は必ず行い、内容を理解出来ているか、毎
回きちんと確認すること。
復習および関連の学習時間は、１回につき４時間以上を目安とする。

【テキスト（教科書）】
教科書等は使用せず、毎回プリントを配布する。

【参考書】
児玉幸多・佐々木潤之介編『新版　史料による日本の歩み（近世編）』
（吉川弘文館、1996 年）4180 円（税込み）
この他の参考図書については、授業のなかで紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
期末試験１００％

【学生の意見等からの気づき】
なるべくわかりやすく、ゆっくり話すように心がける。

GEO200TE

自然地理学特講（夏期スクーリング）

小寺　浩二

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　自然地理学の中でも重要な一分野である「海洋・陸水学」の基礎理論を習
得し、この分野での研究法について理解を深める。水文学分野を中心とする
が、貴重な学習の機会なので、分野には限らない地理学の調査・研究方法に
関しても、理解を深められるようにする。
【到達目標】
「海洋・陸水学」の基礎知識を習得し、研究テーマの選定、先行研究の文献レ
ビュー、資料・データ収集、データ解析、各種主題図の作成、まとめなど、研
究論文を書く上で必要な能力について理解を深める。
あわせて、地理学全般の分野で調査・研究を行う能力についても、同様に理
解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
　毎回、「海洋・陸水学」の基礎について講義し、理解を深める。その上で、
研究・論文作成のための具体的な手法についても学ぶ。
　事前に授業に関係する分野からテーマを設定し、先行論文のレビューを行っ
た上で、授業に入る。そして、事前準備内容の修正をしながら、正しい研究
の仕方、論文の書き方について、毎時間指導する。特に、データ解析や各種
主題図の作成法については、コンピュータとＧＩＳを活用する方法について
理解を深める。
　授業は、対面形式で行い、資料提示や課題提出に関しては、ネット上のド
ライブを利用したシステムなどを活用する予定である。
　毎回､リアクションペーパーを提出してもらい、その内容を踏まえて、次回
以降の授業に反映させる。途中で提出していただく中間レポートに関しても、
講評し、レポートの書き方について指導する。
　その結果を踏まえて、講義後には、改めて内容を充実させた最終レポート
を提出していただく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 １）海洋・陸水学とは？

２）研究テーマの選び方
いくつかの具体的なテーマの中から選
定する方法を学ぶ。

第2回 １）流域の水収支と物質
循環
２）対象地域の選び方

個別テーマに従って、対象地域を選定
する方法について学ぶ。

第3回 １）河川学の基礎
先行研究のレビュー２）
①（文献リスト）

文献リストの作成法について学ぶ

第4回 １）地下水学の基礎
２）先行研究のレビュー
②（論文要旨のまとめ方）

いくつかの論文の要旨をまとめ、比較
しながら研究課題を見つける方法につ
いて学ぶ。

第5回 １）湖沼学の基礎
２）資料・データの収集
法

インターネットなどを活用した資料・
データを収集する方法について学ぶ。

第6回 １）雪氷学の基礎
２）データの解析法

主に、Excel を用いたデータ解析につ
いて学ぶ

第7回 １）海洋学の基礎
２）ＧＩＳを用いた主題
図作成法①

日本全図スケールでの主題図について
学ぶ

第8回 １）河川学の応用
２）ＧＩＳを用いた主題
図作成法②

都道府県スケールでの主題図について
学ぶ

第9回 １）地下水学の応用
２）ＧＩＳを用いた主題
図作成法③

市町村スケールでの主題図について学
ぶ

第10回 １）湖沼学の応用
２）結果のまとめ方

様々な図表などを用いたまとめ方を学
ぶ

第11回 １）雪氷学の応用
２）論文の記述法

実際に論文を書く上で必要な具体的な
ポイントについて学ぶ

第12回 １）海洋学の応用
２）中間レポートの評
価・講評

提出された中間レポートについて講評
する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
１）事前準備：受講確定後、テーマを決定し、文献リストを作成する。
　「シラバスで示されている海洋陸水学の分野からテーマ（具体的で、身近
なもの）を一つ選定し、以下のようなサイトから文献を探してダウンロード
し、リスト化して授業に参加してください。受講時の作業やレポート作成の
ためには、事前に行っておくことが必須です。」
J-STAGEトップ (jst.go.jp)
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/
２）事後学習：受講時に提出した中間レポートに対する講評を受けて、期限
までに修正したものを提出する。
３）本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
１）小寺浩二・三井嘉都夫（2019）:自然地理学「海洋・陸水学」、法政大学通
信教育部、1800 円
【参考書】
１）小寺浩二（2020）：自然地理学概論、法政大学通信教育部、1,800 円
２）後藤真太郎・谷謙二・酒井聡一・坪井塑太郎・加藤一郎 (2013)：『MANDARA
と EXCELによる市民のための GIS講座第 3版－地図化すると見えてくる－』
古今書院, 2,600 円（絶版になっているが、古本などで、なるべく入手してく
ださい）
「フリーＧＩＳソフトＭＡＮＤＡＲＡ１０入門」でも結構ですが、上記のもの
の方が役に立ちます。
【成績評価の方法と基準】
①事前学習、②平常点、③中間レポート　④最終レポート　を総合的に評価。
原則として、① 20 点、② 20 点、③ 20 点、④ 40 点のように配点するが、
全員の結果を踏まえて微修正する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回、受講生の反応を確認しつつ、講義内容について修正しながら授業を行う。
【学生が準備すべき機器他】
受講時に自分自身のパソコン（Windows）を持参することが望ましい。
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自分のノートパソコンであれば、講義中にカスタマイズすることができ、今
後も活用することができるが、無理な人に対しては、大学で用意したパソコ
ンを貸与して授業を行う。
【その他の重要事項】
海洋陸水学の基礎知識とＧＩＳの活用が前提なので、事前にテキスト・参考
文献を用いて自習しておくことが必要である。
　オフィスアワーは、毎回の授業開始前 15 分､終了後 30 分とするので、個
別の質問などがあれば、その時間を活用していただきたい。

HUG400TE

人文地理学演習（夏期スクーリング）

伊藤　達也

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　人文地理学演習は４年生時に作成する卒業論文にとって必要な知
識、手段について、ゼミ形式の中で獲得を目指します。学生はゼミ
に参加する中で、発表し、意見を述べ、議論をします。具体的には
テーマを設定した上でのプレゼンテーションをします。授業外での
質疑は、授業終了後対応します。

【到達目標】
　最終的には、客観的でオリジナリティあふれる卒業論文の作成が
目標です。そのための「客観性」の獲得と「オリジナリティ」の理
解を目指します。ここでの「客観性」とは、感情的にならず、デー
タに基づいた論理的に説明をする能力をさします。そのうえで「意
見には必ず理由が求められる」、「理由には説得力のあるものとない
ものがある」、「先行研究の先にしかオリジナリティはない」ことの
理解を目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　授業はゼミ形式で行います。学生は授業内での発表、議論を行い
ます。質問や疑問はゼミの中で積極的に提出することによって、そ
の解消を目指します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ゼミガイダンス ゼミの案内、発表の順番の決定
第2回 レポートの書き方 レポートの書き方について学びま

す。
第3回 文献の探し方 文献の探し方について学びます。
第4回 学生 a,b によるテー

マ発表
テーマに従って学生 a,b がプレゼ
ンテーションを行う。

第5回 学生 c,d によるテーマ
発表

テーマに従って学生 c,d がプレゼ
ンテーションを行う。

第6回 学生 e,f によるテーマ
発表

テーマに従って学生 e,f がプレゼ
ンテーションを行う。

第7回 学生 g,h によるテー
マ発表

テーマに従って学生 g,hがプレゼ
ンテーションを行う。

第8回 学生 i,j によるテーマ
発表

テーマに従って学生 i,j がプレゼ
ンテーションを行う。

第9回 学生 k,l によるテーマ
発表

テーマに従って学生 k,l がプレゼ
ンテーションを行う。

第10回 学生 m,n によるテー
マ発表

テーマに従って学生 m,n がプレ
ゼンテーションを行う。

第11回 学生 o,pによるテーマ
発表

テーマに従って学生 o,p がプレゼ
ンテーションを行う。

第12回 ゼミのまとめ 学生発表についての講評、学生間
の議論を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　プレゼンテーションのテーマは「卒業論文のテーマ」です。発表
可能な情報、材料を集め、「先行研究のまとめ」と「自らの研究目的」
「研究方法」「準備状況」を必ず含めた発表にしてください。プレゼ
ンテーションは原則パワーポイントで行いますが、パワーポイント
が難しい場合はワードでも可とします。パソコンでの発表が難しい
時は紙によるプレゼンテーションも可能です。プレゼンテーション
の準備は授業開始後では間に合わない場合があります。事前に発表
可能なレベルの準備をしておいてください。本授業の準備・復習時
間は各 2 時間、計 4 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　テキストはありません。

【参考書】
　伊藤達也（2023）『水資源問題の地理学』原書房
　伊藤・小田・加藤編 (2020)『経済地理学への招待』ミネルヴァ書房
　山﨑　朗ほか（2016）『地域政策』中央経済社
　藤井　正・神谷浩夫編 (2014)『よくわかる都市地理学』ミネルヴァ
書房
　浮田典良（2010）『地理学入門改訂版－マルティ・スケール・ジオ
グラフィ－』原書房
　 R.J. ジョンストン著／立岡裕士訳 (1997、1999)『現代地理学の
潮流（上・下）』地人書房
　本多勝一（2015）『新版　日本語の作文技術』朝日文庫
　木下是雄（1994）『レポートの組み立て方』ちくま学芸文庫

【成績評価の方法と基準】
　成績評価はゼミでの発表内容と討論への参加程度で行います。「発
表 50 ％　討論 50 ％」

【学生の意見等からの気づき】
　徹底的に議論を重視します。

【学生が準備すべき機器他】
　テキストの発表、テーマ発表については、パワーポイントでの発
表、次善の策としてワードでの発表が望ましいです。義務ではあり
ませんが、パソコンを用意することが望ましいです。

【その他の重要事項】
　授業外での質疑は、授業終了後対応しますが、まずは授業内での
質疑を積極的に行ってください。

ECN200TF

経済学特講（夏期スクーリング）

中田　大悟

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会保障政策の経済分析について学ぶ。特に、ミクロ経済学とマク
ロ経済学の基礎的な経済理論を用いて、社会保障制度が有する機能
と効果についての理解を深める。これにより、現実の社会保障政策
をめぐる議論の要点やパースペクティブを得ることを目的とする。
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【到達目標】
社会保障に関する見解にはさまざまなものが考えられるが、政策論
議においては、自らの意見が、どのような理念、理論に基づくもの
なのかを理解した上で議論する能力が強く求められる。そのために、
まず現実の社会保障制度の枠組みと現状について正確に理解する。
その上で、制度が有する経済学的な機能について整理し、理解する。
さらに、これらの知識を基に、日本経済が置かれた現状を鑑みなが
ら、これからの制度のあるべき方向性について、主体的に考え、発
信できるようになることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP1」「商業学科：経済学」
に関連

【授業の進め方と方法】
原則として講義形式で実施する。まず、講義スライドを用いながら
各回における要点を講義する。社会保障制度は、毎年、制度改正が
行われるとともに、新たなホットイシューが生まれることから、政
府資料や統計を用いた議論のアップデートはここで行う。それを受
けて、各回授業の後半において、受講生に短い論述課題を課す (問
題形式は教科書の演習問題と類似したもの)。受講生は、この論述課
題を毎時間、提出する必要がある。なお、一部の論述課題について
は教室内でのグループディスカッションの中で取り組む予定である
(ただし感染拡大状況を鑑みてグループディスカッションは取りやめ
る場合もある)。そのため、受講生は、事前に教科書の該当箇所を入
念に学習しておく必要がある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 社会保障の歴史 1 (教科書第 1 章前半)

救貧法の成立過程、社会保険制度
の確立

第2回 社会保障の歴史 2 (教科書第 1 章前半)
福祉国家の誕生と展開

第3回 効率性と公平性 (教科書第 1 章後半)
政策介入の経済学的根拠

第4回 社会保険の経済分析 (教科書第 2 章前半)
リスク選好、モラルハザード、逆
選択

第5回 給付と負担の経済分析 (教科書第 2 章後半)
租税と社会保険料の転嫁と帰着

第6回 所得格差の評価 (教科書第 3 章前半)
社会厚生、功利主義、潜在能力

第7回 所得格差の測定 (教科書第 3 章後半)
等価尺度、ジニ係数、アトキンソ
ン指標

第8回 社会保障財政 (教科書第 4 章)
再分配機能と財源調達

第9回 貧困概念の展開 (教科書第 5 章前半)
社会的排除、貧困線、相対的貧
困、相対的剥奪

第10回 生活保護と所得保障 (教科書第 5 章後半)
扶助、負の所得税、ベーシックイ
ンカム

第11回 年金制度 (教科書第 14 章)
積立方式、賦課方式、公的年金制
度

第12回 試験とレビュー これまでの学習内容について試験
するとともに、重要なポイントに
ついてレビューを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『社会政策 –福祉と労働の経済学 (有斐閣アルマ)』、駒村康平・山田篤
裕・四方理人・田中聡一郎・丸山桂著、有斐閣、2015年、¥ 2,750、
ISBN 978-4-641-22058-4

【参考書】
『はじめての社会保障 (有斐閣アルマ)』、椋野美智子・田中耕太郎、有
斐閣、最新版 (ほぼ毎年改訂版が出版される)、¥ 1,980(注:18 版の
価格)

【成績評価の方法と基準】
各授業で課せられる論述課題 40%
筆記による期末試験 60%

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
基礎的なミクロ経済学の知識を事前に修得していることが望ましい

ECN100TF

社会経済学 A/社会経済学Ⅰ（夏期スクーリング）

舩木　惠子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、現代経済を歴史的・理論的に考察することによって「な
ぜ経済学の基礎理論が必要なのか」について学ぶ。経済学は理論の
ための「理論」ではなく、現実の経済を批判的に分析し、深く思考
するための理論である。社会経済学 A/Ⅰでは、基本的にマルクス経
済学にもとづきながら、資本主義が発生した歴史的条件、基本的性
格そして基礎概念について学ぶことにする。

【到達目標】
1．資本主義経済の基本的仕組みを歴史的・理論的に理解すること。
2．経済学の専門諸科目で学ぶ現代資本主義の諸問題の解明に必要な
基礎理論を習得すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP3,DP5」「地理学科：
DP1」「経済学科： DP2,DP4」「商業学科：経済学」に関連

【授業の進め方と方法】
・毎回、プリントを配布する予定です。
・オフィスアワーとして授業の後に質問を受け付ける予定です。詳
しくは、最初の授業時に説明します。
・授業中にリアクション・ペーパーや小テストなどを適宜おこなう
予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ・授業の進め方

・社会経済学の対象と
課題

テキスト序章

第2回 市場経済（1）市場と
は何か

テキスト第 1 章第 1 節

第3回 市場経済（2）商品形
態、商品の物神的性格

テキスト第 1 章第 2 節
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第4回 市場経済（3）貨幣の
成立と貨幣の諸形態

テキスト第 1 章第 3 節・4 節

第5回 資本と生産（1）資本
主義的生産と賃労働

テキスト第 2 章第 1 節

第6回 資本と生産（2）機械
制大工業の成立と発展

テキスト第 2 章第 2 節

第7回 資本と生産（3）現代
の情報化

テキスト第 2 章第 3 節

第8回 雇用と蓄積（1）失業
と人口法則

テキスト第 3 章第 1 節①②

第9回 雇用と蓄積（2）相対
的過剰人口と産業予備
軍

テキスト第 3 章第 1 節③

第10回 雇用と蓄積（3）現代
における労働市場①

テキスト第 3 章第 2 節

第11回 雇用と蓄積（4）現代
における労働市場②

テキスト第 3 章第 2 節、第 3 節

第12回 授業のまとめ 夏季スクーリングの内容整理

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間程度を標準とし、事前にはテ
キストを読んでおくことを前提とします。

【テキスト（教科書）】
増田壽男・沢田幸治編『現代経済と経済学〔新版〕』有斐閣、2007年。

【参考書】
・柳沢哲哉著『経済学史への招待』2018 年
・原伸子著『ジェンダーの政治経済学-福祉国家・市場・家族』有斐
閣、2016 年。

【成績評価の方法と基準】
平常点 (リアクションペーパーや小テストなどを含む)30%、期末レ
ポートもしくは確認試験の 70%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業担当者変更により、現在フィードバックすることができません
が、様々な学科の学生が受講することを考慮し、わかりやすく経済
全般に配慮した授業にしたいと考えます。

PRI200TG

情報学入門（5）（データ演習）／コンピュータ入門
（5）（データ演習）（夏期スクーリング）

髙田　美樹

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　表計算ソフトウェア Excel のマクロ言語としての Visual Basic
Applications (以下、VBAという）について学ぶ。 Excelについて
簡単に触れ、マクロ言語の意義を解説し、VBAの文法から応用問題
について解説する。

【到達目標】
ExcelVBA マクロプログラミングを実習し、プログラミングの考え
方とプログラミングによるデータ解析の手法を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科：
DP1,DP4」「史学科： DP1」「地理学科： DP2,DP3」「経済学科
： DP4,DP9」「商業学科：情報・統計学」に関連

【授業の進め方と方法】
コンピュータ上で様々な処理を実行することができる表計算ソフト
ウェア Excelの使い方を解説し，そのマクロ言語としての VBAを
解説する.Excelマクロ VBAの文法とアルゴリズムを理解し，プロ
グラミングの基本を実習を通して学ぶ.

Classroomを利用して，講義資料を配布し，課題の提出を行う．課
題のフィードバックも Classroom 上で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと Excel

の基礎
学習計画を把握し，マクロとは，
プログラミングとは，という概念
を学ぶ.

第2回 サブルーチン マクロ自動記録を用いて，サブ
ルーチンの呼び出しと実行順序
について学ぶ.

第3回 値と式、および書式
の設
定

マクロで値や式，書式を自動的に
設定
する方法を学ぶ.

第4回 繰り返し処理 (1) Excelシートの全行に同じ処理を
行う構文を学ぶ.

第5回 範囲選択 変更部分の範囲を指定して元に戻
す処理を行う。範囲が上下しても
対応できる方法を学ぶ。

第6回 繰り返し (2) 集計処理を学ぶ。
第7回 選択 条件による二者択一を学ぶ。
第8回 繰り返しと選択の組

み合
わせ

最大値をはじめとした簡単なアル
ゴリズムを学ぶ。

第9回 多肢選択 (1) 3択以上の中から条件により選択
する方法を学ぶ。

第10回 多肢選択 (2) 範囲のある条件分岐を学ぶ。
第11回 配列的な考え方 インデックスを用いてデータを指

定する方法を学ぶ。
第12回 繰り返し (3) 回数がわかっている場合の繰り返

し処理の構文を学ぶ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に講義資料を確認し、内容を把握する．
講義終了後は、その日の目標を完成させて提出する．おおむね２コ
マに１つの課題提出を求める．　
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　 Google Classroom上に講義資料（配布資料のみ）を提示する。

【参考書】
適宜、講義の中で指示する。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題で評価を行う（100 ％）

【学生の意見等からの気づき】
　プログラミングの初学者でも理解できるように工夫する。

【学生が準備すべき機器他】
教室のパソコンを利用します。

【その他の重要事項】
実習室のパソコンにログインするための ID とパスワードが配布さ
れます。

【オフィスアワー】
メールなどで対応する
miki.takata.43@hosei.ac.jp
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教育の制度・経営（夏期スクーリング）

新井　秀明

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群午後
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代日本の学校制度・組織を枠づけ、規制する公教育や行財政の法
制度やしくみを理解し考えること、また、学校の組織・経営を具体
的な諸側面において理解し考えることです。これには危機管理や安
全対策・地域との連携も含まれます。

【到達目標】
現代日本の学校教育に関する制度的及び経営的な問題を取り上げ、
教員として必須な公教育の法制度及び学校の組織・経営にかかわる
基礎知識の理解と習得をめざします。学校組織・経営の基礎知識に
は危機管理や安全対策、学校と地域の連携も含まれます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業は対面授業で行います。資料や課題の配布、回収は授業を通じ
て行います。リアクションペーパーの提出やディスカッション等も
授業で行います。フィードバックは授業内で行う。授業の前半は、
公教育や教育行財政の法制度やしくみをテーマにします。授業の後
半は、学校の織・経営の諸側面をテーマにします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業のテーマと構成、進め方と評

価、日本の学校制度改革について
【教科書・本書で学ぶみなさんへ】

第2回 憲法・教育基本法 憲法の教育条項、教育基本法の新
旧比較、教育制度の目的、生涯学
習【教科書・第１、２章】

第3回 教育行政の制度 国と地方の教育行政、文部科学
省、教育委員会、学校管理規則
【教科書・第４、８章】

第4回 教育課程と教科書制度 教育課程行政、学習指導要領、教
科書検定・採択、カリキュラムマ
ネジメント【教科書・第１１章】

第5回 教育の無償制と教育財
政制度

教育の無償制、国庫負担金と補助
金、地方交付税、就学援助・教育
扶助【教科書・第３、６章章】

第6回 教育を受ける権利と学
校制度

義務教育制度、学校制度とその改
革、教育機会保障【教科書・第
３、７章】

第7回 学校の組織と経営 自律的学校経営、校長とミドル
リーダー、職員会議、校務分掌、
少人数学級【教科書・第９章】

第8回 教員の成長と同僚性 教員の職能開発、教員免許・養
成・採用・研修、同僚性【教科
書・第５章】

第9回 教員の評価と労働条件 教員評価・人事管理と労働条件
【教科書・第５、９章】

第10回 子どもの人権と学校の
課題

子どもの権利条約と学校（校則、
体罰、いじめ）【教科書第９、１
０章】

第11回 チーム学校と地域連携 チーム学校政策、新たな教育専門
職、学校と地域の連携、コミュニ
ティ・スクール【教科書第９章】

第12回 学校の危機管理と安全
対策

学校保健安全法、災害等の危機管
理、教員の安全対策と責任【教科
書・第６、９章】

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。テキストを
事前に通読してください。またプリント教材、自作ノート等を利用
して復習してください。

【テキスト（教科書）】
新・教育の制度と経営（三訂版）、本図愛実・末富芳編著、学事出版、
2020、2100 円＋税
プリント教材を毎回配布し、使用します。

【参考書】
文部科学省及び都道府県・市町村教育委員会のホームページ

【成績評価の方法と基準】
最終時限の試験が 80 ％、授業内の活動（コメントペーパー作成、
ディスカッション等）が 20 ％、これらを目安として総合的に判断
します。試験は論述式問題です。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
インターネット環境が利用できる情報機器が必要です。

【その他の重要事項】
オフィスアワーは授業の前後を利用します。

LANe100TA

英語Ｓ（７）（夏期スクーリング）

小田井　勝彦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
新型コロナウィルス蔓延以降、海外旅行を行う機会も失われてしまっ
た。この授業では様々な国の文化を扱った教科書を使用し、外国文
化に触れる機会を持ち、国際理解に関する見識を高めるとともに、
Reading, Listening, Writing, Speaking といった英語の総合運用
能力を身につける。

【到達目標】
・海外の文化や社会、歴史についての見識を高める
・国際理解についての見識を高める
・上記に必要な英語の語彙を習得する
・「読む」「書く」「聞く」「話す」といった英語の総合運用能力を身に
つける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
下記に記載の教科書に沿って授業を進める。事前に本文の読解、各
問題に解答することが求められる。授業では、まずは教科書本文
を学生が 1 文 1 文日本語に直すことにより内容理解をする。その
後 Reading Exercises により本文の内容理解を確認する。その後、
Conversationについて内容理解、会話練習、要約練習などを行なう。
本文の和訳や問題の 1 部をリアクションペーパーとして回収する。
回収したものについては適宜コメントや解説をつけてフィードバッ
クする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes
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価、日本の学校制度改革について
【教科書・本書で学ぶみなさんへ】

第2回 憲法・教育基本法 憲法の教育条項、教育基本法の新
旧比較、教育制度の目的、生涯学
習【教科書・第１、２章】

第3回 教育行政の制度 国と地方の教育行政、文部科学
省、教育委員会、学校管理規則
【教科書・第４、８章】

第4回 教育課程と教科書制度 教育課程行政、学習指導要領、教
科書検定・採択、カリキュラムマ
ネジメント【教科書・第１１章】

第5回 教育の無償制と教育財
政制度

教育の無償制、国庫負担金と補助
金、地方交付税、就学援助・教育
扶助【教科書・第３、６章章】

第6回 教育を受ける権利と学
校制度

義務教育制度、学校制度とその改
革、教育機会保障【教科書・第
３、７章】

第7回 学校の組織と経営 自律的学校経営、校長とミドル
リーダー、職員会議、校務分掌、
少人数学級【教科書・第９章】

第8回 教員の成長と同僚性 教員の職能開発、教員免許・養
成・採用・研修、同僚性【教科
書・第５章】

第9回 教員の評価と労働条件 教員評価・人事管理と労働条件
【教科書・第５、９章】

第10回 子どもの人権と学校の
課題

子どもの権利条約と学校（校則、
体罰、いじめ）【教科書第９、１
０章】

第11回 チーム学校と地域連携 チーム学校政策、新たな教育専門
職、学校と地域の連携、コミュニ
ティ・スクール【教科書第９章】

第12回 学校の危機管理と安全
対策

学校保健安全法、災害等の危機管
理、教員の安全対策と責任【教科
書・第６、９章】

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。テキストを
事前に通読してください。またプリント教材、自作ノート等を利用
して復習してください。

【テキスト（教科書）】
新・教育の制度と経営（三訂版）、本図愛実・末富芳編著、学事出版、
2020、2100 円＋税
プリント教材を毎回配布し、使用します。

【参考書】
文部科学省及び都道府県・市町村教育委員会のホームページ

【成績評価の方法と基準】
最終時限の試験が 80 ％、授業内の活動（コメントペーパー作成、
ディスカッション等）が 20 ％、これらを目安として総合的に判断
します。試験は論述式問題です。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
インターネット環境が利用できる情報機器が必要です。

【その他の重要事項】
オフィスアワーは授業の前後を利用します。

LANe100TA

英語Ｓ（７）（夏期スクーリング）

小田井　勝彦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：2 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
新型コロナウィルス蔓延以降、海外旅行を行う機会も失われてしまっ
た。この授業では様々な国の文化を扱った教科書を使用し、外国文
化に触れる機会を持ち、国際理解に関する見識を高めるとともに、
Reading, Listening, Writing, Speaking といった英語の総合運用
能力を身につける。

【到達目標】
・海外の文化や社会、歴史についての見識を高める
・国際理解についての見識を高める
・上記に必要な英語の語彙を習得する
・「読む」「書く」「聞く」「話す」といった英語の総合運用能力を身に
つける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
下記に記載の教科書に沿って授業を進める。事前に本文の読解、各
問題に解答することが求められる。授業では、まずは教科書本文
を学生が 1 文 1 文日本語に直すことにより内容理解をする。その
後 Reading Exercises により本文の内容理解を確認する。その後、
Conversationについて内容理解、会話練習、要約練習などを行なう。
本文の和訳や問題の 1 部をリアクションペーパーとして回収する。
回収したものについては適宜コメントや解説をつけてフィードバッ
クする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

— 53 —
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【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

Chapter 1 Canada
授業の進め方、評価について説明
する。その後教科書に入り、カナ
ダの自然に恵まれた調和文化につ
いての文章の読解、会話演習を行
う。

第2回 Chapter 2 Thailand タイの香り文化についての文章の
読解、会話練習を行います。

第3回 Chapter 3 Germany 環境先進国ドイツについての文章
の読解、会話演習を行う。

第4回 Chapter 4 Turkey トルコの人情文化についての文章
の読解、会話演習を行う。

第5回 Chapter 5 Russia ロシアの極寒の中で生きる文化に
ついての文章の読解、会話演習を
行う。

第6回 Chapter 6 Israel イスラエルの伝統と技術について
の文章の読解、会話演習を行う。

第7回 Chapter 7 South
Africa

南アフリカの親睦文化についての
文章の読解、会話演習を行う。

第8回 Chapter 8 The
United States

自動車大国アメリカについての文
章の読解、会話演習を行う。

第9回 Chapter 9 France 効率重視のフランス文化について
の文章の読解、会話演習を行う。

第10回 Chapter 10
Bangladesh

バングラデシュの混沌とのどかさ
についての文章の読解、会話演習
を行う。

第11回 これまでの復習とまと
め

これまでに学んだことの復習とま
とめを行なう

第12回 まとめと試験 前回に続きこれまでに学んだこと
のまとめを行い、その後内容理
解、習熟度を確認するために試験
を行う (60 分)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、合わせて 1 時間を標準とします。
事前に、教科書の本文については読むこと、各問題に解答すること
が求められます。

【テキスト（教科書）】
松井夏津紀, 飯田泰弘, 金田直子, ケン・ウィング・プーン『世界の
衝撃アイテムから学ぶ 15 の国の文化と人々』(南雲堂, 2021, 1900
円+税)

【参考書】
『ジーニアス英和辞典』など学習用英和辞典を用意して下さい。電子
辞書でも良い。

【成績評価の方法と基準】
平常点 (予習の有無、授業での参加度) 　 30%
試験　 70%
※試験の受験資格として、6 日間合計 12コマ（1日 2コマ ×6日）
のうち 8コマ以上出席していることが求められます（各コマの遅刻
もしくは早退は、 0.5コマ分の出席としてカウントする。最終日の
み、前半授業を 2コマとしてカウントする（欠席は 2コマ分の欠席、
遅刻もしくは早退は 1 コマ分とします）。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

LAW300TB

労働法（夏期スクーリング）

山本　圭子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
労働法の基礎を身につけることを目的とする。
学生が、労働法の意義を理解し、労働基準法、労働契約法、労働組
合法の基礎を身につけることを目標とする。

【到達目標】
学生が、以下の事項について、条文・判例・学説に基づいて正しく
理解し、論理的に説明できることを目標とする。
①学生が労働契約の成立・展開・終了について条文・判例・学説を
説明できる。
②学生が労働条件（賃金・労働時間・休暇等）の基準について条文・
判例。学説に基づき説明できる。
③学生が労働基本権について、条文・判例・学説に基づいて論理的
に説明できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
初日にレジュメを配布し、パワーポイントを用いて講義形式で授業
を行う。
授業内で課題等を出題した場合は、そのフィードバックは、授業に
おいて、適宜、行う。
オフィスアワーについては、授業の前後に教室において質問を受け
付ける。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス・労働法と

は
労働法の成立過程と労働法の意義
を学ぶ

第2回 就職活動と法 労働契約の成立過程について、募
集、選考過程、採用、試用期間に
ついて学ぶ

第3回 労働契約 労働契約法の意義と内容について
学ぶ

第4回 就業規則 労働契約と就業規則の関係、労働
条件の決定と変更について学ぶ

第5回 賃金・賞与・退職金 賃金の決定、最低賃金法、賃金の
支払方法について学ぶ

第6回 労働時間の原則と例外 法定労働時間、労働時間の意義、
休憩、休日、変形労働時間制度に
ついて学ぶ

第7回 時間外労働・休暇・休
業

時間外労働と割増賃金、休暇・休
業について学ぶ

第8回 人事異動・服務規律 人事異動（配転・出向・転籍）、
企業秩序と服務規律、懲戒処分に
ついて学ぶ

第9回 労働契約の終了 解雇規制、解雇権濫用法理、雇止
め、退職について学ぶ

第10回 労働基本権 労働組合法の意義、労組法上の労
働組合、労働協約について学ぶ

第11回 不当労働行為 不当労働行為制度の意義と救済制
度を学ぶ

第12回 試験とまとめ 論述式の筆記試験を実施しする。

— 54 —
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・講義前に、教科書の各単元について、テキストを読み、準備学習を
行う。各授業前にテキストの QR コードのリーディングケースに目
を通すこと。授業後には、復習を行い、テキストの練習問題を解く
こと。
・本授業の準備・復習学習は各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
『ファーストステップ労働法』藤本茂・沼田雅之・山本圭子・細川良、
エイデル研究所、2020 年、2900 円＋税

【参考書】
【参考書（必ずしも読了・購入の必要はない）】
・浜村彰,唐津博,青野覚,奥田香子『ベーシック労働法第９版』(有
斐閣アルマ)、2023 年、有斐閣
・森戸英幸『プレップ労働法 第 7 版 (プレップシリーズ)』有斐閣、
2023 年

【成績評価の方法と基準】
論述式の筆記試験で評価する（100％）。すなわち、最終時限の筆記
試験を受験して、60 点以上の者に単位を与える。
労働基準法、労働契約法、労働組合法等の基礎を理解し、到達目標
の①から③について条文・判例・学説に即して論理的に論じ結論を
導くことができることを評価の基準とする。
（試験に際してテキストの持込を可とするかどうかは授業時に指示す
る。持ち込み可とした場合でも、テキストを写しただけの答案では
合格点を与えることはない。テキストのコピーや図書館の図書の持
込は認めない）。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの QR コードからリーディングケースを読むことができる
のが好評だった。
レジュメは初日に印刷したものを配布する。
試験に際してテキストを持ち込める場合でも、図書館の書籍は禁止
する。テキストに何かを貼ったり挟んでいる場合はカンニングペー
パーとして扱う。試験に際して、レジュメの持込は今年も禁止する。

【学生が準備すべき機器他】
試験に際してテキストの持込参照を許可するかは未定であるが、受
講にあたっては必ずテキスト、ノート、初日配布のレジュメを持参
すること。

【その他の重要事項】
・関連科目：社会政策、、法律学特講（国際労働法）
・法改正の動向などによって授業計画を変更することがある。

BSP100TF

総合特講（夏期スクーリング）

川邊　安彦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業の概要は、国際ビジネスとカントリーリスクについて学びます。
グローバル企業や従来の日本国内事業のみを行ってきた中小企業も
現在は、グローバルに事業を展開し市場の拡大を図っています。こ
れらの企業が、日本国内事業展開では想定出来なかった課題を総合
特講では、具体的な事例をあげて課題と対応策を検討・確認し、分
析する手法を学びたいと考えています。

【到達目標】
①グローバル環境下での各リージョン（対象地域）のビジネスにつ
いてのカントリーリスクを説明できるレベルに到達する。
②カントリーリスクが発生するメカニズムを理解し、各地域の直近
情報から近未来のリスクを想定できるスキルを身につけるレベルま
で目指して頂きたい。

③国際ビジネスにおける事業機会のオポチュニティとリスクの評価
が定量的にできる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科：
DP1,DP2」「史学科： DP1,DP3」「地理学科： DP1,DP2,DP3」「経
済学科： DP4,DP5」「商業学科：自由な発想と柔軟な判断ができる
能力」に関連

【授業の進め方と方法】
事前学習：各回の講義資料を講義時に配布します。各自、教員がポ
イントや自ら重要な項目にラインマーカで判るようにマーキングし
てください。
講義時の注意事項：内容の理解を深める為に教員へ声掛けをし、質
問をしてください。
事後学習：講義内で説明した内容・質疑応答を各自のノートに記述
し整理しておく。
もし、質問・疑問があれば次回の講義の最初に教員へ質問を挙手の
上で行って下さい。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 国際ビジネスの現在の

課題・最近のカント
リーリスクの事例説明

国際ビジネスとカントリーリスク
の理解を深める練習を行って頂き
ます

第2回 国際ビジネスにおける
商品軸または、サービ
ス軸について

商品としては、石油、天然ガス、
自動車、綿、海産物などを対象と
する

第3回 FTA・EPA と HS
コードについて具体的
に学ぶ

興味のある事例：何故、TPP に
アメリカが不参加でも問題が出な
いのか？ グローバルな物流の世
界を理解する

第4回 グローバル視点での事
例

大きな影響を持つ中国の外交・安
全保障について（過去・現状と未
来の推定）

第5回 ロシアの紛争の目的を
考察してみよう！

ウクライナの産業と将来性、また
次の課題を招くリージョン（地
域）の推定手法

第6回 アセアンの国々の方向
性

産業発展レベルから視た経済分析
の手法

第7回 アメリカ合衆国の課題 ビジネスの安定性の研究
第8回 中南米諸国の過去・現

状・将来
経済情勢の研究から視える将来性

第9回 オーストラリアと
ニュージーランドのビ
ジネスから視た将来性

南半球の新規産業への期待値

第10回 アフリカ大陸の課題と
将来性

人種・民族・統制・弾圧・現在の
治安情勢から視える将来像

第11回 EU・イギリスの現状
と未来を産業から分析
すると何が視えるの
か？

新規産業の発展性を学ぼう！

第12回 試験とまとめ 講義の理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 4 時間以上を標準とします。パソコ
ン・携帯等でネット情報などで正しい情報を入手してください。

【テキスト（教科書）】
講義資料は、当日配布します。試験は、資料から出ますので欠席し
た場合は必ず次回の講義で前回分を配布していますので持ち帰り自
習ください。

【参考書】
ネット情報などから必ず、事前学習を行ってください。

— 55 —



85

教
材

連
絡
事
項

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
生
会
だ
よ
り

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

2023 年度 法政通信 5月号 85

夏期
スクーリング

ス
ク
ー
リ
ン
グ

　発行日：2023/4/12

【成績評価の方法と基準】
第 12回目の講義時の試験の成績が 100点満点とし、60点以上が合
格となります。
事務局側が、併せて出席率も加味していますので規定以上の欠席に
は注意ください。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度の実績（夏期・冬期）及び 2022 年度の学生からの意見及び
意向を反映しています。また、学生が希望する内容のセッションは
自由に取り入れたいので要望を講義中にフィードバックください。

【学生が準備すべき機器他】
パソコン・携帯等の通信機器で講義時に内容確認をして頂ければ、理
解度が深まると考えています。自由に講義内で情報確認し、教員へ
質問・フィードバックを直ぐに行ってください。

【その他の重要事項】
社会人学生の実務での課題について本講義と内容や事象が直接関係
していることについての質問は、挙手の上で他の学生に配慮（特に
質疑・応答に要する時間）し、講義参加学生全員に理解（共有）で
きる質問の仕方で教員へ問いかけてください。
尚、回答については即時可能な場合と調査・確認後、翌日に説明で
きる場合があります。

ECN300TF

日本経済論 A/日本経済論Ⅰ（夏期スクーリング）

秋元　大輔

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本経済論 A/Iでは、国際政治経済学（IPE）の理論と歴史を学ぶこ
とで「国際政治の中の日本経済」というグローバルな視点から、国
際紛争や世界貿易が日本経済に与えてきた影響について理解するこ
とを目的とする。

【到達目標】
国際政治経済学（IPE）の理論・概念・分析枠組みを援用し、国際
紛争や世界貿易が日本経済に与えてきた影響について考察し、論述
する能力を養うこと。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP2,DP5」「商業学科：
経済学」に関連

【授業の進め方と方法】
原則として対面の講義形式。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 国際政治経済学

（IPE）とは何か
オリエンテーション（講義概要、
参考図書紹介、評価方法）

第2回 国際政治経済の理論① 重商主義、貿易差額主義、産業保
護主義、重農主義、自由主義

第3回 国際政治経済の理論② マルクス主義、従属論、世界シス
テム論、構造的暴力論、構成主義

第4回 二つの世界大戦と国際
政治経済体制

「平和の経済的帰結」、世界恐慌、
ブロック経済、金本位制の崩壊

第5回 冷戦の時代とブレトン
ウッズ体制

ブレトンウッズ協定、IMFと世
界銀行、マーシャルプラン

第6回 マクロとミクロの対外
政策決定過程

マクロとミクロの分析レベル、広
報外交、領土問題、経済外交

第7回 経済発展と民主化・政
治体制

経済成長の諸段階、新国際経済秩
序、政経不可分論と民主的平和論

第8回 国際経済と安全保障 経済安全保障、国際輸出管理レ
ジーム、防衛予算、防衛産業

第9回 国際連合および世界銀
行の使命と課題

国連の予算、持続可能な開発目標
（SDGs）、世界銀行と GFF

第10回 欧州とアジア太平洋に
おける地域経済統合

国際統合論、TPPと RCEP、イ
ンド太平洋経済枠組み（IPEF）

第11回 パンデミック時代の国
際政治経済

人間の安全保障、国際保健、「新し
い資本主義」のグローバルな展開

第12回 再生可能エネルギーの
国際政治経済

環境問題、ピグ―税、東日本大震
災、再生可能エネルギー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の予習・復習時間は、各 2 時間が標準。予習に関しては、講
義に関連する内容について、事前にインターネットもしくは参考書
等で調べること。復習については、講義ノートを読み返すこと。

【テキスト（教科書）】
指定なし。

【参考書】
野林健・大芝亮・納家政嗣・山田敦・長尾悟（著）『国際政治経済学・
入門』（『Introduction to International Political Economy』）（有
斐閣、2007年）。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席点）12％、レポート 88％（アカデミック・ライティン
グとしての構成、講義との関連性、エビデンスなどを重視し、ワー
ドで 2000 字程度）。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
特になし。

MAN200TG

経営学特講（夏期スクーリング）

小池　祐二

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在、社会には解決しなければならない課題がたくさんあります。
そして企業には SDGsへの積極的な取り組みなど、社会的な課題解
決に大きな役割を果たすことが期待されています。この講義では企
業の社会貢献という切り口から、企業経営のあり方やイノベーショ
ンについて議論していきます。フィランソロピーや社会的責任投資、
メセナ、CSR、MDGs、SDGs、CSV 経営、BOP ビジネス、ソー
シャルビジネス、パーパス経営など、企業の社会貢献に関する歴史
や様々な背景、世界における企業の経営思想、経営戦略などについ
て学び、取り組みの事例を学習します。そうした基礎知識をもとに、
現代の中小企業や大企業経営における社会貢献の意味や役割などを
考えます。企業の社会貢献とは、顧客や従業員、取引先、地域社会
といった利害関係者、また社会全体に広く配慮し、長期的に企業価
値を高めることを意味しています。この講義では、さまざまな分野
で社会貢献に取り組む方々にもゲストとしてご参加いただき、最前
線の現場のお話も伺います。

【到達目標】
①世界における企業の社会貢献活動と社会問題解決のための取り組
みを学び、経営学の現代的課題を学びます。
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②現代の日本企業がどのような社会貢献を行っているのか、その背
景や考え方、実践を知り、社会的課題への対応を知り、未来におけ
る企業経営のありかたを考える素養を身につけます。
③企業が、その社会貢献のために、どのような製品開発を行い、ソ
リューションを探索し、イノベーションを起こしてきたか、につい
て理解する論理的思考力を身につけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP2」「商業学科：経営学・
商学, 自由な発想と柔軟な判断ができる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
教室での対面の講義、グループワーク、ゲストスピーカーのお話（教
室とゲストの方をネットで結んでのオンライン講演になる場合もあ
ります）の組み合わせとなります。また、学生の皆さんには、授業
中のグループワークの成果のプレゼンテーションを行ってもらいま
す。なお、新型コロナウィルス等の感染拡大の状況や、受講者数、ゲ
ストスピーカーの方の都合によって、進め方や予定を変更する場合
があります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション この講義の進め方を説明します。

また講義の基本として資本主義経
済と企業経営がどのように発達し
てきたのかを振り返ります。

第2回 メセナとフィランソロ
ピー

メセナは芸術や文化の支援、フィ
ランソロピーは奉仕的活動を指す
ことばです。高級ブランドを作り
上げた女性企業家シャネルや鉄鋼
王カーネギーなどを例に挙げなが
ら、メセナやフィランソロピーの
歴史と現代的意味を考えていきま
す。

第3回 CSR と CSV 経営、
マーケティング

企業の社会貢献としてよく行われ
ている CSR と、社会貢献をビジ
ネスの中心にして利益と企業の社
会的価値の向上を目指す CSV 経
営について考えます。また、マー
ケティングの手法からの企業の社
会貢献を考えます。

第4回 途上国経済と企業 途上国の経済開発に果たす企業の
役割を、BOP ビジネス、ソー
シャルビジネスなどの切り口から
考えます。

第5回 ゲストスピーカーのお
話（途上国支援を考え
る）

途上国支援と関わりが深い方をゲ
ストにお迎えし、途上国の状況
と、そのビジネスの実際の現場に
ついて、お話を伺う予定です。

第6回 SDGs やパーパスと
企業経営

現在、大きな社会的トレンドと
なっているのが SDGs です。そ
の成り立ちと基本的な考え方、そ
して企業経営との関わりについて
考えます。また、最近、注目を集
めているパーパス経営について考
えます。

第7回 ゲストスピーカーのお
話（SDGs経営を考え
る）

SDGsへの積極的な取り組みが評
価されている企業からゲストをお
迎えし、SDGs 経営の実際につい
てお話を伺う予定です。

第8回 企業の社会貢献と投資 現在、ESG 投資など、企業の社
会に対する貢献度を評価する投資
が広がっています。ここでは企業
の社会貢献と投資の関わりを考え
ます。

第9回 グループワーク 学生の皆さんをいくつかのグルー
プに分け、起業家の立場に立っ
て、自分たちだったら、どのよう
な社会貢献ができる企業を起業し
てみたいか、プランをまとめても
らいます。

第10回 グループワーク（続
き）

第 9回に引き続き、グループでプ
ランをまとめてもらいます。

第11回 プレゼンテーション グループワークの成果を、各グ
ループごとにプレゼンテーション
してもらいます。

第12回 授業のまとめと試験 授業全体を振り返ります。また、
授業内試験を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。テキストや
参考書、シラバスの記載などを利用して、それぞれの授業の内容に
関連する事柄の基礎を学んだうえで授業に参加してください。学生
の皆さんどうしでのディスカッションなどが展開されることを、お
おいに期待しています。学生の皆さんからのリアクションぺーパー
の内容をフィードバックして、毎日の授業の質を高めていきたいと
考えています。

【テキスト（教科書）】
洞口治夫・小池祐二編著『集中講義　高校生の経営学　経営学部の
受験を迷っている人に』文眞堂、2018。

【参考書】
適宜、授業中に紹介しますが、
・コトラー他『コトラーのマーケティング５・０』朝日新聞出版、
2022。
・ユヌス『３つのゼロの世界　貧困０・失業０・CO ₂ 排出０の新た
な経済』早川書房、2018。
・名和高司『CSV 経営戦略―本業での高収益と、社会の課題を同時
に解決する』東洋経済新報社、2015。
・南他『SDGs 　危機の時代の羅針盤』岩波書店、2020。
・シュワブ他『ステークホルダー資本主義』日経ナショナルジオグラ
フィック、2022。
は、簡便で参考になります。

【成績評価の方法と基準】
第 12 回目の授業で行う授業内試験が 40 ％、グループワークのプ
レゼンテーションの品質が 30 ％（同一グループは全員に同じ点数
を付与します）、リアクションペーパーの提出と品質が 30％としま
す。第 1日（第 1回）から第 4日目（第 8回）までの授業は、1日
ごとにリアクションペーパーを提出してもらいます。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度、学生の皆さんはゲストスピーカーのお話に、たいへん興味
を持たれていたので、今年度も学生の皆さんに期待に叶うゲストを
お招きする予定です。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォン、PC、タブレットなど、ネットに接続できるものが
あれば持参してください。
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PRI200TG

情報学入門（6）（データベース）／コンピュータ入門
（6）（データベース）（夏期スクーリング）

渡辺　英人

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：2 群夜間
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学生のための情報処理入門講座です。2023 年度は対面授業で開
講する予定です。みなさんが自宅で使用しているパソコンを最大限
有効活用できるように解説します。Microsoft Word、Excel、ある
いは PowerPoint や Access などの代表的なソフトを使って、社会
科学、人文科学などを学ぶみなさんが、大学で、さらに社会や家庭
でも役立つ知識と技術をわかりやすく解説し、確実に習得していた
だきます。文献やインターネット上から有益な情報をどのようにし
て検索、収集し、それを効率的に整理して、利用するかという実践
的な内容です。大学で、仕事で、家庭でも将来にわたって、必ず役
に立ちます！ 初心者大歓迎！！

【到達目標】
大学で学ぶ「社会科学」「人文科学」における様々な問題に、情報機
器、とりわけパーソナルコンピュータとソフトウエアを効率的に利
用して、それぞれの研究や学習を深める方法を受講者全員が正確に
理解し、応用できるようになることが目標です。大学での研究学習
のみならず、社会でも家庭でも「役に立つ」スキルを身につけよう！
初心者大歓迎！！ 苦手な人ほど参加して欲しい！！！

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科：
DP1,DP4」「史学科： DP1」「地理学科： DP2,DP3」「経済学科
： DP4,DP9」「商業学科：情報・統計学」に関連

【授業の進め方と方法】
授業では Windows PC と Microsoft Word および Excel を使いま
す。Apple MacBookや iPad等でも復習できるように解説いたしま
す。自宅で使っている PC 機器類を有効活用し、大学での研究学習
活動のみならず社会でも家庭でも必要となる知識と技術を、講義と
実習形式で、わかりやすく解説します。使用するコンピュータとソ
フトウェアは、みなさんが日常的に使用しているものと同程度のも
のを使います。また、実社会においても標準的に使用されているも
のだけを選んで解説します。とくにMicrosoft「Word」と「Excel」
は確実に覚えましょう。
　講義と実習を併用するこの授業では、分からないことがあった場
合にはすぐに質問し、いっしょに解決しましょう。授業中、授業後
にも質問時間を設けます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 コンピューターとは何

か（ハードウェアとソ
フトウェア）。

情報処理の基礎

第2回 キーボード入力練習か
ら機器の取扱いと
Windows の操作法ま
で。

情報処理の基礎

第3回 電子メールやソーシャ
ルメディアの利用。イ
ンターネットと大学生
の研究・学習。

電子メールの利用やその他のソー
シャルメディアについて。操作、
利用、マナーなど解説する。イン
ターネットを利用した効率的な情
報検索、収集の基礎。

第4回 ワープロ操作（Word
による文章入力の練
習）インターネットと
Word を使った課題作
成。

情報処理の基礎。文書作成法。

第5回 Excel の操作法。基本
操作）Excel の操作
法。

表計算ソフトについて解説する。
データの収集、入力、読み込み、
保存、印刷。

第6回 Excel の操作法（計算
機能と関数。表作成、
グラフ作成）。

表計算ソフトの計算機能、作表機
能、グラフ作成機能について解説
する。

第7回 インターネットと
Excel。情報収集と整
理活用法。

ネット上から有益な情報を収集し
て、エクセルを利用した蓄積方法
を解説する。

第8回 インターネットと
Excel を活用して資料
作成。（課題作成）

インターネットを利用した情報検
索、収集とレポート作成。

第9回 効率的情報検索、収
集、整理、再利用の方
法。

ネット上に存在する有益な情報の
発見、収集、蓄積、再利用方法に
ついて解説する。

第10回 データベースを作る。
有益な情報の収集、蓄
積、そして有効利用方
法。

マイクロソフト ACCESS（デー
タベースソフト）の利用方法につ
いて解説する。（Excel で代用可
能）

第11回 データベースを作る。
自分にとって、重要な
情報を収集、整理、蓄
積、再利用。（課題作
成準備）

マイクロソフト ACCESS、また
は Excel を使って、自分のため
にデータベースを作ってみよう。

第12回 課題作成 オリジナルテーマに基づくデータ
ベースを作成する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要に応じて、あらかじめ授業内容を記した資料を配付するので、復
習のみならず予習、授業準備を行って欲しい。
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書の準備はありません。必要に応じて資料を配付します。詳細
については開講時に説明します。

【参考書】
開講時、および授業中に指示します。

【成績評価の方法と基準】
Word、Excel、Access等を使って、課題（50％）を作成します。ひ
とりひとりの理解度と授業への参加状況（平常点： 50 ％）を合わ
せて評価します。

【学生の意見等からの気づき】
この授業を通して、情報処理が大学生としての研究・学習のみなら
ず、日常生活においても積極的に応用できることが受講者に理解さ
れている。授業の目的、目標は、大学生として、そして将来にわたっ
て職業人、家庭人としても「役に立つ」知識や技術を身につけるこ
とに力を入れている。

【学生が準備すべき機器他】
データ保存用に USB フラッシュメモリを用意してください。詳細
については開講時に説明します。

【その他の重要事項】
〔受講上の注意〕
大学でのあらゆる学習・研究活動の基礎となる「実学」です。実習
を伴う授業ですから参加者全員が同時にスタートし、終了すること
が必要です。授業に遅刻しないこと。全員が理解できるようにてい
ねいに解説します。大学、社会、家庭でも、将来にわたり必要不可
欠な知識と技術です。初心者大歓迎！ 大切なことは「意欲がある」
ことだけ！「積極的に授業に参加する学生のみ」集まって欲しい！

【質問について】
授業後に質問を受け付ける。
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　発行日：2023/4/12

LANe100TA

英語Ｓ（８）（夏期スクーリング）

今井　澄子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基本的な英文読解を通じて大学生に必要な英語の基礎を固めるとと
もに、構文把握能力を高め、よく使われる英語表現の習得を目指す。

【到達目標】
基本的な文法、熟語の知識を生かして英語の構文を把握し、600 単
語程度の基本的英文読解ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
毎回授業初めに教科書の問題で英語音声の Listening小テストを行
う。Reading Passage英文について要点、構文・語彙を説明したの
ち、音読・日本語訳を各自に課し、内容についての問題で理解を確
認する。授業中に行った小テスト、問題について解答・解説により
フィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

Unit1 Health and
Social Welfare

授業に関する説明
健康と社会福祉

第2回 Listening 小テスト１
Unit2 Care Workers
from Overseas

Unit1 Dictation
外国人介護労働者

第3回 Listening 小テスト２
Unit3 Critical
Knowledge

Unit2 Dictation
批判知

第4回 Listening 小テスト３
Unit4 Child Poverty

Unit3 Dictation
日本の子どもの貧困

第5回 Listening 小テスト４
Unit5 Empowering
Women

Unit4 Dictation
女性のエンパワーメント

第6回 Listening 小テスト５
Unit6 Sport
Psychology

Unit5 Dictation
スポーツ心理学

第7回 Listening 小テスト６
Unit9 Healthy
Bones

Unit6 Dictation
骨の健康のために

第8回 Listening 小テスト７
Unit10 Child
Maltreatment

Unit 9 Dictation
児童虐待

第9回 Listening 小テスト８
Unit11 SDGs

Unit 10 Dictation
持続可能な開発目標

第10回 Listening 小テスト９
Unit14 DOMSi: An
Example of Social
Enterprise in Japan

Unit 11 Dictation
こむの事業所

第11回 Listening 小テスト１
０
Unit7, 8, 12, 13, 15
概説
既習 Unit の文法・作
文

Unit 14 Dictation
Sammary 解説・解答による
Unit の内容概説
並べ替え英作文問題の追加説明

第12回 学習内容のまとめと解
説・試験

筆記試験を実施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて２時間を標準とする。
教科書英文は基本的だが、初歩的な英文法を中心とした構成にはなっ
ていない。ひたすら英文読解をしていくので、意味のわからない単
語を辞書で調べておくなど、あらかじめ目を通すと音読・日本語訳を
課されたときに対応しやすく、説明も理解しやすくなる。Reading
Passageの一部を使った Listening小テストを行うが、教科書には
音声ダウンロード／ストリーミングがついているので、音声を事前
に聴くことができる。

【テキスト（教科書）】
Thinking about Human Life and Society「人間生活と社会福祉を
読み解く新たな視点」南雲堂

【参考書】
英和辞書

【成績評価の方法と基準】
試験 50%、平常点 50%とする。平常点内訳は授業参加度 20%、
Listening小テスト平均点 10%、Writing、小テスト、課題等 20%。評
価点 100点満点のうち 60点以上で合格。なお、授業初めのListening
小テストに参加できれば遅刻とするが、終了後は欠席とする。なお、
最終試験の受験資格は以下の通り。
＜終日３日型＞
(1) ３日間合計１２コマ（午前・午後各２コマ × ３日）のうち８コ
マ以上の出席、かつ毎日出席していること（各コマの遅刻もしくは
早退は、0.5 コマ分の出席としてカウントする）。
(2)最終日（試験日）の午後のみ、前半授業を２コマとしてカウント
する（欠席は２コマ分の欠席、遅刻もしくは早退は１コマ分の欠席）。

【学生の意見等からの気づき】
夏期スクーリング終日クラス新規担当につき、前年度アンケート結
果なし。他の担当授業と同様に、わかりやすい解説を心がける。

【学生が準備すべき機器他】
授業には英和辞書を持参すること。

【その他の重要事項】
質問等にはできるだけ教室で対応する。質問内容は常識的なものに
限り、あまりに漠然としたもの、対応に時間がかかって個別指導にな
るようなものは公平性の観点から不適切なので避けていただきたい。

LAW300TB

教育法（夏期スクーリング）

村元　宏行

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、教育法の基礎と現代的課題について、国家と教育との
関わりと、学校における子どもの人権という二つの側面から進めて
いきます。

【到達目標】
教育法制の全体像を把握する。
教育をめぐる主な裁判について理解する。
教育法制の改正動向について理解する。
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　発行日：2023/4/12

LANe100TA

英語Ｓ（８）（夏期スクーリング）

今井　澄子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：1 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基本的な英文読解を通じて大学生に必要な英語の基礎を固めるとと
もに、構文把握能力を高め、よく使われる英語表現の習得を目指す。

【到達目標】
基本的な文法、熟語の知識を生かして英語の構文を把握し、600 単
語程度の基本的英文読解ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP6, DP8」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
毎回授業初めに教科書の問題で英語音声の Listening小テストを行
う。Reading Passage英文について要点、構文・語彙を説明したの
ち、音読・日本語訳を各自に課し、内容についての問題で理解を確
認する。授業中に行った小テスト、問題について解答・解説により
フィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

Unit1 Health and
Social Welfare

授業に関する説明
健康と社会福祉

第2回 Listening 小テスト１
Unit2 Care Workers
from Overseas

Unit1 Dictation
外国人介護労働者

第3回 Listening 小テスト２
Unit3 Critical
Knowledge

Unit2 Dictation
批判知

第4回 Listening 小テスト３
Unit4 Child Poverty

Unit3 Dictation
日本の子どもの貧困

第5回 Listening 小テスト４
Unit5 Empowering
Women

Unit4 Dictation
女性のエンパワーメント

第6回 Listening 小テスト５
Unit6 Sport
Psychology

Unit5 Dictation
スポーツ心理学

第7回 Listening 小テスト６
Unit9 Healthy
Bones

Unit6 Dictation
骨の健康のために

第8回 Listening 小テスト７
Unit10 Child
Maltreatment

Unit 9 Dictation
児童虐待

第9回 Listening 小テスト８
Unit11 SDGs

Unit 10 Dictation
持続可能な開発目標

第10回 Listening 小テスト９
Unit14 DOMSi: An
Example of Social
Enterprise in Japan

Unit 11 Dictation
こむの事業所

第11回 Listening 小テスト１
０
Unit7, 8, 12, 13, 15
概説
既習 Unit の文法・作
文

Unit 14 Dictation
Sammary 解説・解答による
Unit の内容概説
並べ替え英作文問題の追加説明

第12回 学習内容のまとめと解
説・試験

筆記試験を実施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて２時間を標準とする。
教科書英文は基本的だが、初歩的な英文法を中心とした構成にはなっ
ていない。ひたすら英文読解をしていくので、意味のわからない単
語を辞書で調べておくなど、あらかじめ目を通すと音読・日本語訳を
課されたときに対応しやすく、説明も理解しやすくなる。Reading
Passageの一部を使った Listening小テストを行うが、教科書には
音声ダウンロード／ストリーミングがついているので、音声を事前
に聴くことができる。

【テキスト（教科書）】
Thinking about Human Life and Society「人間生活と社会福祉を
読み解く新たな視点」南雲堂

【参考書】
英和辞書

【成績評価の方法と基準】
試験 50%、平常点 50%とする。平常点内訳は授業参加度 20%、
Listening小テスト平均点 10%、Writing、小テスト、課題等 20%。評
価点 100点満点のうち 60点以上で合格。なお、授業初めのListening
小テストに参加できれば遅刻とするが、終了後は欠席とする。なお、
最終試験の受験資格は以下の通り。
＜終日３日型＞
(1) ３日間合計１２コマ（午前・午後各２コマ × ３日）のうち８コ
マ以上の出席、かつ毎日出席していること（各コマの遅刻もしくは
早退は、0.5 コマ分の出席としてカウントする）。
(2)最終日（試験日）の午後のみ、前半授業を２コマとしてカウント
する（欠席は２コマ分の欠席、遅刻もしくは早退は１コマ分の欠席）。

【学生の意見等からの気づき】
夏期スクーリング終日クラス新規担当につき、前年度アンケート結
果なし。他の担当授業と同様に、わかりやすい解説を心がける。

【学生が準備すべき機器他】
授業には英和辞書を持参すること。

【その他の重要事項】
質問等にはできるだけ教室で対応する。質問内容は常識的なものに
限り、あまりに漠然としたもの、対応に時間がかかって個別指導にな
るようなものは公平性の観点から不適切なので避けていただきたい。

LAW300TB

教育法（夏期スクーリング）

村元　宏行

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、教育法の基礎と現代的課題について、国家と教育との
関わりと、学校における子どもの人権という二つの側面から進めて
いきます。

【到達目標】
教育法制の全体像を把握する。
教育をめぐる主な裁判について理解する。
教育法制の改正動向について理解する。
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【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
教育法は最近立法や法改正が相次いでおり、また今後もその動きが
あります。それを理解するためにも、まずは教育法の基礎をしっか
り理解することが必要です。
そのために、講義形式を中心に授業を行います。
フィードバック方法
授業の初めに、前回の授業で提出された小レポート（リアクション
ペーパー）からいくつかを取り上げてコメントすることで、全体に
対してフィードバックを行います。
オフィスアワー（質問への対応）
授業後に質問を受け付けます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 教育法の基本原理① 教育法の歴史について
第2回 教育法の基本原理② 教育法の法源について
第3回 憲法・教育基本法制① 旧教育基本法の制定と理念につい

て。その後の教育政策の展開につ
いて。

第4回 憲法・教育基本法制② 教育基本法の改正について
第5回 教育三法の改正 教育基本法改正に伴う学校教育

法、地教行法、教育職員免許法の
改正について

第6回 最近の教育法制の改正
動向

教育委員会制度の改革動向等につ
いて

第7回 国家の教育内容統制と
その限界①

学習指導要領の法的拘束力につい
て

第8回 国家の教育内容統制と
その限界②

教科書検定、全国学力テストにつ
いて

第9回 学校における子どもの
人権：校則

校則について (裁判例を中心に)

第10回 学校における子どもの
人権：懲戒・体罰

懲戒・体罰について (現行法制と
裁判例)

第11回 学校における子どもの
人権：いじめ、その他
学校災害

いじめについて（裁判例を中心
に）

第12回 学校における子どもの
人権：その他学校災害
後半は試験

上記以外の学校災害について
後半は試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教育をめぐる時事問題について、授業前から積極的に学習しておく
と、授業の理解に役立ちます。それ以上の本格的な予習は難しいの
で、授業後の復習を丁寧に行ってください。
これらの予習・復習については、あわせて 4 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『ハンディ教育六法２０２３年版』（北樹出版）を持参してください。

【参考書】
予習・復習用に姉崎洋一ほか編『ガイドブック教育法　新訂版』（三
省堂、2015 年）を挙げておきます。

【成績評価の方法と基準】
試験（５０％）：試験は論述中心で、講義で取り上げた重要論点に
ついて正しい理解がなされ、それについて自らの見解を述べること
ができるかを評価します。
リアクションペーパー (５０％)：毎回あるいは複数回、リアクショ
ンペーパーを提出してもらい、提出状況や記述内容を評価します。

【学生の意見等からの気づき】
わかりやすい板書を心がけます。

LIT100TC

日本文芸研究特講・近代（夏期スクーリング）

沼田　真里

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
正岡子規、夏目漱石、森鷗外の作品を中心に、日本の近代文学につ
いて学びます。日本近代文学史の知識を深めると同時に、研究方法
や新しい研究分野についても学びます。これらにより、文学作品を
読む際の自身の観点の持ち方や発想の独自性を磨きます。

【到達目標】
本授業から、以下の能力を身につけることを目標とします。
1. 文学作品を自ら読み解き、独自の観点や論点を見つけることがで
きる。
2．さまざまな研究手法を学び、それらを自分の分析や考察に活かす。
3. 他者との意見交換や発表により発信力を身につけ、多様な意見を
踏まえながら、自らの論を発展させることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
・基本的には講義形式ですが、定期的に授業内で学生一人一人の意
見や感想を聞く機会を作り、全体で意見交換を行います。なお、授
業の終わりには随時質問を受け付けます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス。日本近代

文学研究について
本授業のガイダンス。日本近代文
学研究のオーソドックスな研究手
法、テーマの見つけ方、参考文献
の紹介といった基本的な知識を共
有。

第2回 明治の文豪、子規・漱
石・鷗外について

正岡子規、夏目漱石、森鴎外につ
いてテーマで考え、比較検討す
る。

第3回 正岡子規 正岡子規とその作品についての講
義。（『墨汁一滴』を中心に）

第4回 夏目漱石 夏目漱石とその作品ついての講
義。（『こころ』、『硝子戸の中』）

第5回 森鷗外 森鷗外とその作品についての講
義。（『阿部一族』、『高瀬舟』）

第6回 学生の発表 全体での意見交換。
第7回 研究分野の開拓――郷

土文学の発掘
新しい研究分野や手法の開拓につ
いて、実践例を紹介する。

第8回 研究分野の開拓――文
学とコンテンツツーリ
ズム、メディアと文豪

新しい研究分野や手法の開拓につ
いて、実践例を紹介する

第9回 文学とメディア 映像化された文学作品や、文豪を
モデルとしたドラマを鑑賞し、原
作との比較・検討をする。（漱石
作品、鷗外作品など）

第10回 文学とメディア 映像化された文学作品や、文豪を
モデルとしたドラマを鑑賞し、原
作との比較・検討をする。（漱石
作品、鷗外作品など）

第11回 学生の発表 全体での意見交換
第12回 授業内試験 試験・まとめと解説
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げる作品（正岡子規『墨汁一滴』、夏目漱石『こころ』
『硝子戸の中』、森鷗外『阿部一族』『高瀬舟』）を読んで受講するこ
とが望ましい。
定期的に全体の感想や意見交換を求めるので、活発な意見交換のた
めにも、テキストを事前に読んでおくことと、授業にテキストを持
参することを薦める。本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を
標準とする。

【テキスト（教科書）】
正岡子規『墨汁一滴』（岩波文庫）、夏目漱石『こころ』『硝子戸の中』
（岩波文庫、新潮文庫他）、森鷗外『阿部一族』（岩波文庫、新潮文庫
他）『高瀬舟』（岩波文庫、新潮文庫他）。いずれの作品も『青空文庫』
で公開されており、個人全集や文学全集などでも読める。その他の
テキストは、適宜プリントで配布する。

【参考書】
可能ならば、正岡子規『病牀六尺』、夏目漱石『坊つちゃん』、森鷗
外『最後の一句』も参照できるとなおよい。
参考書としては、『日本文学史　近代から現代へ』（中公新書、奥野
健男、2002 年）、『ハンドブック　日本近代文学研究の方法』（ひつ
じ書房、日本近代文学会、2016年）などがあるが、授業内でも適宜
紹介します。

【成績評価の方法と基準】
授業内試験は７０％で、最終時限に授業内試験を行います。講義で
とりあげた作家・作品を一つ選び、自分の観点で論じる記述式試験
です（８００～１２００文字程度）。
平常点は３０％で、リアクションペーパーや、授業内の発表や発言
などを評価します。

【学生の意見等からの気づき】
学生が自ら発表をし、他の学生から意見や感想を受け取る形式が好
評だったため、可能な限り今回もその形式を取り入れます。

LIT100TC

日本文芸研究特講・上代（夏期スクーリング）

坂本　勝

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
古代日本の神話について講義する。

【到達目標】
なぜ私たちは神話という思考様式を生み出したのか、その意味を理
解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
講義池意識によって進める。授業内容の理解度を確かめるためにリ
アクションペーパーの提出を求める。最終授業で、講義内容のまと
めや復習だけでなく、提出されたリアクションペーパーについて解
説や講評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 古代日本の神話につい

て
授業全体の概説

第2回 賀茂の〈御生れ（ミア
レ）〉神事と山城国風
土記の神話

自然と文化の共生

第3回 日本の《はじまり》物
語

古事記、日本書紀の創世神話を学
びます

第4回 最初の《喪失》体験 火の誕生と文化の始まりについて
考えます

第5回 《生》と《死》の神話 神話を産み出す心のメカニズムを
考えます

第6回 《黄泉の国》はどこに
ある

生と死の神話について考えます

第7回 《根の国》の話 大地と生命の神話について考えま
す

第8回 ヲロチ退治の物語 英雄神話について考えます
第9回 《天》と《地》の神話 古代の宇宙観を学びます
第10回 《海》の神話 同前
第11回 神々と出会う《場所》 神話と祭りの関係について考えま

す
第12回 まとめとレポート提出 あらためて今、神話を学ぶ意味を

考えます
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料をよく読んでおくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各
2 時間を標準とします

【テキスト（教科書）】
『古事記』岩波文庫（漢字の原文が付いているテキストであればその
他の『古事記』のテキストでもよい。たとえば、『新日本古典文学全
集　古事記』小学館、『日本古典文学大系　古事記』岩波書店など）

【参考書】
『はじめての日本神話』坂本勝、ちくまプリマ―新書、（紙の本がな
い場合は電子版でも結構です）

【成績評価の方法と基準】
リポート試験（60 ％）出席状況（40 ％、リアクションペーパーな
ど）によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
作品を丁寧に読むことの重要性。

【学生が準備すべき機器他】
特にはないです

【その他の重要事項】
テキスト（古事記）を必ず用意してください。

LIT200TC

日本文芸史Ⅱ（夏期スクーリング）

山田　稔

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本講座では、近代以降の日本文学の歴史について、作品の鑑賞を
通して認識を深めていきます。特に、第二次世界大戦後の文学を中
心に、そこに至る過程やその後の作品への影響や現在性についても
考察し、理解を深めていきます。

【到達目標】
　第二次世界大戦後の日本文学について、史的アプローチによる認
識を深め、戦後文学に現れた鋭い問題意識を理解すると共に、現在
における意義についても考えを深め、最終的には、自らの一定の見
解を打ち立てることを目標とする。
　また、日本近代現代文学全体への史的理解を深め、その特色や時
代との関わり、文学史的意義について、個々の作家の作品を通し具
体的に考察できるように学習する。
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【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
　まず、小説の概念と日本近代文学の成立から始め、そこから日本
近代文学史を作品を中心に概括し、戦後文学とその後の文学につい
て史的アプローチから学んでいく。そして、その問題意識の現在性
についても考えていく。
　基本は講義形式である。出席者との対話や発言も取り入れていく予
定なので、取り上げる作家と作品について事前に学習して、授業に参
加して欲しい。また１日の終わりに課題の提出を求めます。「フィー
ドバック」については、提出された課題からいくつかピックアップ
して、授業の中で講評する。「オフィスアワー」については、授業後
に質問を受け付けます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 文学という概念、日本

近代文学の出発につい
て

明治の始まりと文学、定説として
の、坪内逍遥「小説神髄」と二葉
亭四迷「浮雲」について考える。

第2回 近代・小説という概念
について

古典の物語と近代の小説の違いに
ついて、三島由紀夫「小説とは何
か」を参考に考える。

第3回 「文学史」という考え
方、文学研究について

「テクスト論」（バルト）と「作品
論から文学史へ」（三好行雄）を
参考に、文学史と研究について考
える。

第4回 近代文学と言語につい
て

和文の成立から近代日本語の成立
と国語という問題について考え
る。

第5回 近代文学の嚆矢、近代
詩の成立について

感情の表出、自意識としての批評
性について、『新体詩抄』、北村透
谷、島崎藤村の詩について考え
る。

第6回 近代文学、小説の始ま
りについて

個人の内面描写と文体について、
二葉亭四迷『浮雲』と森鴎外『舞
姫』を中心に考える。

第7回 近代文学の確立・自然
主義について

島崎藤村と夏目漱石の文学的意義
について、『破戒』、『吾輩は猫で
ある』などから考える

第8回 近代文学の成熟と文学
の可能性について

芥川龍之介『羅生門』、宮沢賢治
の詩と『銀河鉄道の夜』、中野重
治を中心に、近代文学の行き詰ま
り、文学の可能性、文学における
社会性（政治）について考える。

第9回 敗戦直後の文学状況に
ついて

志賀、太宰、安吾の立ち位置につ
いて、志賀直哉『灰色の月』、坂
口安吾『堕落論』、太宰治『斜陽』
などから考える。

第10回 戦後文学の誕生につい
て１

近代文学派と戦後派作家につい
て、小田切秀雄と雑誌「近代文
学」、武田泰淳などから考える。

第11回 戦後文学の誕生につい
て２

埴谷雄高と大岡昇平について考え
る。

第12回 第三の新人以後、現代
の文学について

安岡章太郎、遠藤周作、大江健三
郎、村上春樹、小川洋子、村田紗
耶香などについて考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業計画に書かれている作家や作品を事前に学習しておくこと。
また、一般的な近代日本文学史について、できれば参考書に挙げた
本を読んで、一定の認識を持っておくこと。
　本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
指定しない。

【参考書】
中村光夫『日本の近代小説』『日本の現代小説』（岩波新書）
小田切秀雄『日本文学の百年』（東京新聞出版局）
柄谷行人『日本近代文学の起源』（講談社文芸文庫）
磯田光一『鹿鳴館の系譜』（講談社文芸文庫）
本多秋五『物語戦後文学史』（岩波現代文庫）
江藤淳『成熟と喪失』（講談社文芸文庫）
その他、授業計画に示してある、各作家の作品。（文庫などでかまわ
ない。特にどの出版社のものなどと、本の指定はしない）

【成績評価の方法と基準】
　授業内での小課題の提出または発表（１０％）と、最後に講義全
体の中で取り上げたテーマについての論述課題の提出（８０％）を
行います。また、授業への参加度（出席、質疑応答など）（１０％）
で、総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
　取り上げる作品が多く、作品を限定して提示する。

BSP100TC

論文作成基礎講座Ⅰ（夏期スクーリング）

山口　恭子

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
リポートや卒業論文を執筆するうえで基礎作業となる、先行研究の
検索方法や文献の記述の方法について実習を通じ学びます。

【到達目標】
１．リポート、論文を執筆するうえで、先行研究を踏まえることの
重要性について理解する。
２．インターネットを利用し、先行研究（研究書、雑誌論文）の検
索方法を複数、習得する。
３．先行研究の引用方法と、研究書、雑誌論文名の記載方法を習得
する。
４．大学図書館等の専門図書館の活用方法について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
・はじめに、リポートや論文を執筆するうえで、先行研究を踏まえる
ことの重要性を説明します。つぎに、法政大学図書館の利用方法や
データベースの活用を習得します。また、インターネットを利用し
た先行研究の検索方法を実習形式で学び、あわせて、収集した文献
の記載方法も実習形式で学びます。
・授業時、あるいは授業後に寄せられた質問やコメントについては、
翌日の授業においていくつか取り上げながら、全体に対してフィー
ドバックを行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 リポート、卒業論文執

筆に向けて（１）リ
ポート、論文とは何か

よいリポート、論文を書くうえで
大切なことは何かを考える。

第2回 リポート、卒業論文執
筆に向けて（２）先行
研究について

先行研究の種類（研究書、雑誌論
文）について理解する。
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第3回 大学図書館について
（１）ガイダンス

法政大学図書館の利用ガイダンス
を受ける。

第4回 大学図書館について
（２）図書館を知ろう

ガイダンスで得た知識を生かしつ
つ、図書館の活用方法を知る。

第5回 文献検索の方法（１）
国会図書館データベー
ス

国会図書館データベースを中心に
その利用方法を学ぶ。

第6回 文献検索の方法（２）
国文学研究資料館デー
タベース

国文学研究資料館の論文目録デー
タベース等の利用方法を学ぶ。

第7回 文献検索の方法（３）
論文を探し読むために

CiNii 等の利用方法を学ぶ。

第8回 文献の記述方法 文献の引用と表記の方法を学ぶ。
第9回 文献の検索と収集

（１）文献を検索して
みよう

文献を検索するプロセスを実習す
る。

第10回 文献の検索と収集
（２）検索した文献を
実際に入手するために

検索した文献を大学図書館で入手
するまでのプロセスを実習する。

第11回 課題実習（１）テーマ
設定、および文献の検
索

自らテーマを設定し、文献の検索
と収集を行う。

第12回 課題実習（２）先行研
究一覧を作成する

課題実習（１）を踏まえ、先行研
究一覧をまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介したデータベースの利用方法は、授業外においても復習
し、習熟すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
『日本文学科のしおり』『通信学習シラバス・設題総覧（2023）』

【参考書】
授業時に提示する。

【成績評価の方法と基準】
第 11・12 回で行う、課題実習の完成度により成績評価を行う。配
分は 100 ％。

【学生の意見等からの気づき】
受講生のみなさんの要望や習熟度にできるだけ応えるよう配慮して
進めてゆきたい。

【学生が準備すべき機器他】
・授業は情報実習室で、同室備え付けのパソコンを利用して行います。
・授業時に作成したデータを保存するための USBメモリを各自用意
してください。

【その他の重要事項】
・オフィスアワーとして、授業の後の時間に対応します。

HIS300TD

東洋史特講（中国現代史）（夏期スクーリング）

齋藤　勝

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
台湾の歴史と現在
歴史の学習を通じて台湾への理解を深め、日本・中国との関わりに
ついて考えていく。

【到達目標】
歴史を辿りながら、現在の台湾が抱える国際問題、政治問題、民族
問題の根源を理解し、その歴史の当事者の一人であった日本人の責
任についても認識を深めていく。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「史学科：DP1,DP3」「地理学科：DP1」
に関連

【授業の進め方と方法】
台湾の歴史について通史的に講ずるとともに、現代の台湾を描いた映
画を通して台湾への理解を深めていく。レポートについてのフィー
ドバックは、最終回の授業で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 台湾と日本、台湾の現

勢
日台関係と台湾人の日本人観、台
湾の民族構成と経済

第2回 先史時代・大航海時
代・清朝

原住民とオランダ支配、鄭氏政権
から清朝の支配へ

第3回 日本の台湾支配 (1) 日清戦争から前期武官総督時代
第4回 日本の台湾支配 (2) 文官総督時代から終戦まで
第5回 国民党の支配へ 光復から二・二八事件
第6回 蒋介石時代 台湾の中華民国化
第7回 台湾人と支配者達 (1) 『悲情城市』と二・二八事件 (1)
第8回 台湾人と支配者達 (2) 『悲情城市』と二・二八事件 (2)
第9回 蒋経国時代、李登輝時

代
台湾の孤立と転換、台湾の民主化
と台湾化

第10回 陳水扁時代、馬英九時
代

現代の台湾の政治と社会の変容

第11回 現代の台湾社会 (1) 『海角七号』に描かれた台湾社会
(1)

第12回 現代の台湾社会 (2) 『海角七号』に描かれた台湾社会
(2)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
プリントによって事前に知識を深めてきてもらいます。

【テキスト（教科書）】
特になし。プリントを配布します。

【参考書】
随時、紹介していきます。

【成績評価の方法と基準】
レポート 100 ％
講義で扱ったテーマについて論述してもらいます。講義の内容の理
解とまとめ方を評価の対象にするつもりです。

【学生の意見等からの気づき】
時間の配分に気をつけます。

HIS200TD

日本考古学（夏期スクーリング）

小倉　淳一

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本列島の旧石器時代から奈良時代に至る歴史展開の中で、中国や
朝鮮半島との交流を中心に獲得した各種の生産技術や社会制度を理
解することを目標とする。考古学資料にもとづく交流と技術の歴史
学的解明がテーマである。
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【到達目標】
物質文化としてとりあげる各種の技術の系譜と展開を説明すること
ができる。
各種の技術の意義について解説することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマやトピックに基づいた講義形式で行う。プリン
ト等の資料も利用する。質問等へのフィードバックは授業内で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／時代概要 授業の概要と方法・評価基準／各

時代の概要解説
第2回 旧石器時代の生産と技

術（１）
列島の文化形成の前提となる石器
製作技術

第3回 旧石器時代の生産と技
術（２）

後期旧石器時代の石刃技法と細石
刃技法

第4回 縄文時代の生産と技術
（１）

縄文土器の起源と製作

第5回 縄文時代の生産と技術
（２）

縄文時代の生業技術

第6回 弥生時代の生産と技術
（１）

灌漑水稲耕作の展開

第7回 弥生時代の生産と技術
（２）

青銅器の製作技術

第8回 弥生時代の生産と技術
（３）

木器・木製品の生産

第9回 古墳時代の生産と技術
（１）

須恵器の製作技術

第10回 古墳時代の生産と技術
（２）

金属生産・加工技術

第11回 古代の生産と技術 正倉院と古代の技術
第12回 授業のまとめと試験 授業内試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各授業回で対象とする時代それぞれの概要について参考書を読み、
事前に学んでおくことが望ましい。
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。参考書を参照すること。

【参考書】
石川日出志（2010）『農耕社会の成立　シリーズ日本古代史１』岩
波新書
吉村武彦（2010）『ヤマト王権　シリーズ日本古代史２』岩波新書
大津透ほか（2013）『岩波講座日本歴史第 1 巻　原始・古代１』岩
波書店
佐々木憲一ほか（2011）『はじめて学ぶ考古学』有斐閣アルマ

【成績評価の方法と基準】
記述式の筆記試験を行う（参照不可・100％）。ただし、平常点につ
いては通信教育部の規定に従う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

ECN200TF

経済学特講（夏期スクーリング）

島澤　諭

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
入門レベルのマクロ経済学の基礎理論を用いて日本経済が抱えるマ
クロ経済的な諸課題について講義する。現実のマクロ経済問題を考
える際の基礎となるマクロ経済指標の読み方からマクロ理論モデル
の基本概念及び最近のトピックスまでを日本経済を題材にしつつ幅
広く紹介する。

【到達目標】
現実のマクロ経済を理解するうえで欠かすことのできない、オーソ
ドックスなマクロ経済理論について、理解する。また、日本のマク
ロ経済を取り巻く問題を把握する。その上で、日本のマクロ経済を
取り巻くさまざなま環境変化を考慮したとき、今後の日本経済がど
うあるべきかについて、自分なりの意見を持てるようになるための
論理的思考力、分析能力を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP1」「商業学科：経済学」
に関連

【授業の進め方と方法】
主に、講義用スライドを用いながら講義形式で授業を進める。理論
の説明の際は、数式やグラフを多用するため、板書は多めとなる。
理論の理解の補強を図るため、最新のマクロ経済情勢を踏まえなが
ら、日本のマクロ経済が直面している課題について、官公庁や、民
間シンクタンク等の統計データ、報告資料、並びに新聞・雑誌等の
メディア媒体等を活用しつつ、具体的に取り上げる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 マクロ経済学と日本経

済
日本経済の抱えるマクロ問題の把
握。特に世界経済との関係につい
て

第2回 統計資料（１） 国民経済計算と GDP。日本の経
済規模を把握する

第3回 統計資料（２） 国民経済計算と GDP。日本経済
と世界経済のつながりを把握する

第4回 乗数モデル（１） 国民所得の決定メカニズムを考察
する

第5回 乗数モデル（２） 乗数メカニズムと経済対策の効果
第6回 失業とインフレーショ

ン
インフレやデフレの決定メカニズ
ムを考察する

第7回 開放経済 国際収支、為替レート制度につい
て理解する

第8回 日本の経済成長と経済
成長モデル

ハロッド＝ドーマーモデル、新古
典派成長モデル、内生的成長モデ
ル、人口と経済成長、日本の高度
成長と失われた 20 年

第9回 国民と投票 中位投票者定理、投票のパラドク
ス、日本の投票率が低いことは問
題なのか？

第10回 財政の持続可能性 ドーマー条件、ドーマー命題、
MMT、プライマリーバランス

第11回 金融政策 信用乗数
第12回 復習と試験 今までのことをどれくらい理解し

たかを復習し、それを試験する
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日々の経済ニュースを TV や新聞を通じて吸収するよう心がけてほ
しい。また、復習は必ず行うこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
使用しない

【参考書】
[1] 井堀利宏『入門マクロ経済学第３版』、新世社、2011 年
[2] 齊藤誠・岩本康志・太田聰一・柴田章久『マクロ経済学 新版』、
有斐閣、2016 年
[3] 浅子和美・倉澤資成・加納悟『マクロ経済学 第２版』、新世社、
2009 年
[4]竹田陽介・小巻泰之『マクロ経済学をつかむ』、有斐閣、2006年
[5] 島澤諭『シルバー民主主義の政治経済学 世代間対立克服への戦
略』、日本経済新聞出版社、2017 年

【成績評価の方法と基準】
授業態度（40 ％）、筆記テストによる期末試験（60 ％）

【学生の意見等からの気づき】
該当しない。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

MAN200TG

経営学特講（夏期スクーリング）

猪狩　良介

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多くの企業ではマーケティング活動を通じて商品や広告、販売など
の戦略を検討し、実施しています。本講義では、消費者のニーズを
踏まえた商品やサービスの開発、価格設定、広告プロモーションな
どの戦略と消費者の購買行動についての基礎的な内容を事例を紹介
しながら説明します。本講義を通じて、マーケティングに関する基
礎的な方法論を理解し、知識として定着させることを目的としてい
ます。

【到達目標】
・マーケティング活動に関する基礎的な方法論の内容やキーワード
を理解し、知識として定着している。
・消費者の購買などに関する行動を理解し、関連したキーワードを
理解し、知識として定着している。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP2」「商業学科：経営学・
商学, 自由な発想と柔軟な判断ができる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
マーケティングの基礎概念、特にマーケティング 4P（Product、Price、
Place、Promotion) を中心に学習します。
授業はパワーポイントのスライドを用いて講義形式で行います。ま
た、授業で扱ったテーマについて簡単なグループワークを行います。
また、最終回の試験後にポイント解説を行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／マーケ

ティングとは
本授業の概要と進め方について説
明します。マーケティングとは何
か、どのように変遷してきている
のかについて学びます。

第2回 マーケティング戦略と
立案プロセス 1
（STP）

マーケティングにおいて重要な概
念であるセグメンテーション (S)、
ターゲティング (T)、ポジショニ
ング (P) について学びます。

第3回 マーケティング戦略と
立案プロセス 2（4P）

マーケティングミックスの概念に
ついて学びます。また、マーケ
ティング 4P（Product、Price、
Place、Promotion) を学習しま
す。

第4回 競争地位別マーケティ
ング戦略

市場シェアに基づく競争地位
(リーダー、チャレンジャー、
フォロワー、ニッチャー) による
戦略について学習します。

第5回 市場機会の発見 企業の市場における外部環境と内
部環境の要因を学びます。また、
環境を分析するいくつかの方法に
ついて学びます。

第6回 製品戦略 製品の種類と製品ミックス、新製
品開発のプロセス、製品のライフ
サイクルマネジメントについて学
びます。

第7回 価格戦略 価格設定のための様々な方法につ
いて学びます。

第8回 流通戦略 流通チャネルの種類と機能、政策
について学びます。

第9回 プロモーション戦略 1 コミュニケーションの種類と、広
告について学びます。

第10回 プロモーション戦略 2 セールスプロモーションやイン
ターネット広告について学びま
す。

第11回 ブランド戦略 ブランドの定義と種類、機能につ
いて学びます。また、ブランド資
産についての考え方を学びます。

第12回 期末試験 理解度を確認します。また、授業
内容を振り返ります。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前にテキストをよく読んで予習します。また、日常生活で身近
にある製品・サービスはどのようなマーケティングが展開されてい
るかよく考えます。
・本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
・山本晶 (2012)『コア・テキスト　マーケティング』新世社.
※授業時には上記教科書に基づく教材プリントを配布して説明し
ます。

【参考書】
・沼上幹 (2008)『わかりやすいマーケティング戦略新版』有斐閣.
・石井淳蔵・廣田章光 (2020)『1からのマーケティング第 4版』碩
学舎.
※それ以外の参考書については、授業中に随時紹介します。

【成績評価の方法と基準】
・試験 (100%)

【学生の意見等からの気づき】
・企業の事例を多く扱います。

【学生が準備すべき機器他】
・授業で使用する資料は事前にWeb学習サービスに掲載します。授
業中に紙での配付も行いますが、事前学習に必要であれば各自でプ
リントアウトしてください。

【その他の重要事項】
・実際の授業計画は、履修者の関心や授業の進捗状況に応じて変更
することがあります。
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　発行日：2023/4/12

MAN200TG

経営学特講（夏期スクーリング）

齋藤　邦明

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、近世から近代までの日本経済を解説します。かつて途上
国であった日本は、どのようにして経済成長の軌道に乗り、アジア
で最初の産業革命を成し遂げたのでしょうか。現在、私たちが所与
としている市場、制度、企業組織、環境は一体いつ・なぜ成立した
のか、どのように変化してきたのでしょうか。こうした問いに、歴
史的資料・データに基づいて応えていきます。本講義を通じて、「過
去と現在との絶え間ない対話」を行い、私たちの生きる現代経済社
会の理解を深めるための、知的基盤を提供します。

【到達目標】
受講生が本講義の受講終了時点で、日本の経済発展の長期的な特徴
を理解するとともに、特定の時代における政治・経済・社会状況に
ついて、史実やデータに基づいた認識をもち、長期的な観点からの
思考・考察ができるようになることも目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「経済学科： DP2」「商業学科：経営学・
商学, 自由な発想と柔軟な判断ができる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
対面での講義で進めます。また必要に応じてリアクションペーパー
の提出を求めることがあります。リアクションペーパーや授業内課
題に対するフィードバックは、スクーリングの各日の 1 時限目に口
頭もしくは配布資料にて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 日本経済や日本企業を理解するう

えで、歴史的なアプローチが有効
であることを解説します。

第2回 近世経済社会の制度形
成：家と村

日本経済が発展の軌道にのったと
される、江戸時代の経済を概観し
ます。特に日本社会の特質である
「家」と「村」について解説しま
す。

第3回 近世の市場経済：「世
界初の先物取引市場」
堂島米市場を中心に

世界で最初の先物市場・大坂堂島
米市場の特徴と取引を中心に、近
世の市場経済について解説しま
す。

第4回 近世近代移行期の日本
経済：幕府の政策、幕
末開港

江戸後期から幕末までの幕府と各
藩の経済政策を解説します。中
央・地方政府によるガバナンスと
産業振興について、江戸時代を事
例に学びます。

第5回 明治維新期の日本経済 近代国家となった日本の政治・経
済・社会の制度設計について解説
します。

第6回 日本の産業革命 日本の産業革命について、紡績・
製糸・鉄道・金融・海運など諸産
業の展開を踏まえつつ、その特徴
を解説します。

第7回 日清・日露戦争と日本
経済

近代における国家と戦争の関係を
踏まえつつ、日清・日露戦争と戦
争後の経済政策について解説しま
す。

第8回 明治・大正期の消費生
活空間

明治・大正期の人々の生活につい
て、西洋化・和洋折衷化・伝統の
残存に着目しながら、衣食住を中
心に解説します。

第9回 第１次世界大戦期の日
本経済／百年前のパン
デミックと日本社会

第一次世界大戦とスペイン風邪の
流行による日本経済・社会への影
響について解説します。

第10回 戦間期の日本経済 1920～30 年代の重化学工業化・
都市化・震災などの変化と、日本
経済の現代化について解説しま
す。

第11回 戦時・戦後の日本経済
：現代への展望

日中戦争・アジア太平洋戦争期の
日本経済について解説し、戦後日
本経済への影響を解説します。

第12回 まとめ・スクーリング
試験

本講義のまとめと筆記試験（論
述）を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
授業準備は授業各回の時代に関わる予習を参考書などを参考に事前
学習を行うこと。
復習は授業時に配布した資料を読み直し、時代の流れ・重要事項（出
来事、人物、学術用語）・資史料の解釈を確認すること。さらに最終
試験において論述での回答を行えるよう、論述の準備や授業内容の
要約を行うこと。

【テキスト（教科書）】
特に使用しません。授業資料を配付します。

【参考書】
『日本経済史 1600-2015』浜野潔ほか著　慶應義塾大学出版会　 2017
年　 ISBN ： 978-4-7664-2335-8
『ハンドブック日本経済史徳川期から安定成長期まで』平井健介・島西
智輝・岸田真編ミネルヴァ書房 2021年 ISBN： 978-4623091942
『近現代日本経済史要覧 補訂版』三和良一・原朗編　東京大学出版
会　 2010 年　 ISBN ： 978-4-13-042136-2
『経済史 いまを知り、未来を生きるために』小野塚知二著　有斐閣
　 2018 年　 ISBN ： 978-4-641-16515-1
『日本経済の歴史 列島経済史入門』中西聡編著　名古屋大学出版会
　 2013 年　 ISBN ： 978-4-8158-0733-7
『日本経済史近世から現代まで』沢井実・谷本雅之著　有斐閣　 2016
年　 ISBN ： 978-4-641-16488-8
『岩波講座日本経済の歴史 1～6』深尾京司・中村尚史・中林真幸編
著　岩波書店　 2017～2018 年
その他、各回に関わる参考文献は授業内でお知らせします。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（60%）、平常点（40%）

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。
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教育相談（夏期スクーリング）

藤平　敦

カテゴリー：夏期 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：3 群終日
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
教育相談は、担当者のみが課題を抱えている生徒のみを対象に、別
室で１対１のみで行うものではなく、教職員全員が教育活動のあら
ゆる機会をとらえて、全ての生徒に対して行うべきものである。本
授業では、主に学級をフィールドとして、さまざまな実践事例を題
材にしながら、受講者である学生が教育相談の意義と支援の在り方
について理解することを主目的としつつ、学級及び授業づくりに必
要な視点を学ぶこととする。　

【到達目標】
①教育相談の意義と支援の在り方について理解できる。
②生徒とかかわる基本原理を理解できる。
③生徒同士のつながりを意図した働きかけについて考えることがで
きる。
④「個別支援計画」の必要性を理解できる。　

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業は原則として、①前回の復習（約 10 分）、②（本時のトピック
に対する）講義（約 25 分）＆グループディスカッション等（約 40
分）、③ Quiz（事例検討）（15 分）の３構成で進める。学生の主体
的な授業参加とともに、毎回、自分自身の言葉で振り返りができる
ことを目標とする。なお、フィードバックの方法は、授業内（上記
①前回の復習）で行う。　　

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 教育相談とは何か①

　　
①オリエンテーション
②講義（教育相談の意義や生徒と
の関わり方について理解する）
③グループディスカッション　

第2回 教育相談とは何か②
　　

①第１回の復習
②講義（教育相談における支援の
在り方について理解する）
③グループディスカッション

第3回 不登校の問題から教育
相談を考える①

①第２回の復習
②講義（長期欠席と不登校の違い
について理解する。不登校の状況
と対応等についての基本的な考え
方を理解する）
③グループディスカッション

第4回 不登校の問題から教育
相談を考える②　

①第３回の復習
前回の復習
②講義（不登校の出現について、
不登校新規出現者と不登校継続者
の違いを理解する）
③グループディスカッション
④ Quiz（事例検討）＆本日の振
り返り（要提出）

第5回 いじめの問題から教育
相談を考える①

①前日（第１回～第４回）の復習
②講義（いじめ問題について考え
る。近年のいじめの社会問題化つ
いて考える）
③グループディスカッション

第6回 いじめの問題から教育
相談を考える②　

①第５回の復習
②講義（いじめの初期対応と未然
防止について考える）
③グループディスカッション

第7回 学級・授業づくりに活
かす教育相談①

①第６回の復習
②講義（生徒と好ましい人間関係
を築いていくうえで必要な視点
を、教育相談の発想から理解
する）
③グループディスカッション

第8回 学級・授業づくりに活
かす教育相談②　

①第７回の復習
②講義（授業等の場面における教
育相談の視点の必要性を理解す
る。一斉授業の場面において、教
育相談の視点を持った（生徒たち
への）働きかけについて考え
る。/グループ学習や個別学習の
場面において、教育相談の視点を
持った（生徒たちへの）働きかけ
について考える）
③グループディスカッション
④ Quiz（事例検討）＆本日の振
り返り（要提出）

第9回 実践事例から学ぶ教育
相談の在り方①　　

①前日（第５回～第８回）の復習
②講義（全国各地の実践事例の
紹介①）
③グループディスカッション

第10回 実践事例から学ぶ教育
相談の在り方②

①第９回の復習
②講義（全国各地の実践事例の
紹介②）
③グループディスカッション

第11回 連携して進める教育相
談の在り方　

①第１０回の復習
②講義（教職員や保護者と連携す
るために必要な視点を理解する。
具体的な連携の在り方について考
える）
③グループディスカッション

第12回 個別支援計画について
考える

①第１１回の復習
②講義（個別支援計画の必要性に
ついて理解する。計画の立案方
法、留意点について考える）
③小試験（Quiz ＆本日の振り返
り含）（要提出）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とする。
次回のテーマに向けて、必ず、事前に各自まとめてくること。

【テキスト（教科書）】
・「研修で使える生徒指導事例５０」藤平　敦　学事出版　 978-
4761922917
　→ 　毎回の Quiz（事例検討）で使用する。
・講義でのパワーポイントの資料は毎回、配布する。

【参考書】
『生徒指導提要』文部科学省令和４年１２月
https://www.mext.go.jp/content/20221206-mxt_jidou02-
000024699-001.pdf
*デジタル版のみ　

【成績評価の方法と基準】
・授業内容に関する記述式小試験　 40%（最終日に実施）
・毎回の Quiz 30%（10×3 日間）
・毎回授業の振り返り 30%（10×3 日間）

【学生の意見等からの気づき】
毎回の講義では、全国の学校現場のスライド等を用いて、受講者の
学生が視覚的にイメージを持ちやすいように工夫をしていく。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
特になし

— 67 —
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・使用テキストは、この一覧表の内容のほかにも指示や説明がある場合があります。事前に必ず各科目の
シラバスで詳細を確認してください。

・テキスト名の後ろに【※】があるものについては、一覧表の下に補足がありますので必ず確認してくだ
さい。

・テキスト（市販本）は、最寄りの書店または法政大学生協市ケ谷購買書籍部（以下生協）で各自購入し
てください。

・	生協の通信販売を利用し購入する場合は、Web、もしくは『学習のしおり 2023』p.259 の「指定市販本 /スクー
リングテキスト　購入申込書」を使用し、生協に申し込んでください。詳細は『学習のしおり 2022』p.41
を参照してください。なお、申し込みから、到着までに数週間要します。

群群 時間帯時間帯 科　　目科　　目
（担当教員）（担当教員）

教科書教科書
コードコード テキスト名（教科書）テキスト名（教科書） 編・著者名編・著者名 出版社出版社

法政生協法政生協
販売価格販売価格

（税送料込）（税送料込）

1 午前 政治学�
（面　一也） N-001 『政治学 第 2版』2022 年、2,420 円。 川出良枝・�

谷口将紀編著
東京大学
出版会 2,273 円

1 午前 書道実技
（井澤　秀彦）

N-002 『国語科書写の理論と実践』¥1,000 ＋税【※ 1】

全国大学書写
書道教育学会

編
萱原書房 1,075 円

通教テキスト「書道教本」【※ 2】 井澤秀彦 法政大学�
通信教育部

1 午前 史学演習（日本）�
（大塚　紀弘） N-003 新訂増補国史大系『吾妻鏡』【※ 3】 ー 吉川弘文館 4,085円

1 午後 英語S（2）�
（高井　美紀子） N-004 『Reading for Bright Future』2022年、2,640円 Abhay Joshi 南雲堂 2,481 円

1 午後 独語S�
（三ツ石　祐子） N-005

『はじめてのドイツ語』、1991 年初版、
¥800 ＋税、現代新書 1073、ISBN 
978-4-06-149073-4 

福本義憲 講談社 867円

1 午後
健康・スポーツ
科学概論�

（中澤　史）
N-006 「アスリートの心理学」（2016）　1,650 円（税込） 中澤史 日本文化出版 1,570 円

1 午後 国際法総論�
（田中　佐代子）

N-007 『国際法〔第 2版〕』
玉田大・�
水島朋則・�
山田卓平

有斐閣 1,867 円

N-008 『国際条約集』 ー 有斐閣 3,006 円

1 午後 日本文芸史Ⅰ�
（伊海　孝充） N-009 『原色シグマ 国語便覧』増補三訂版（2010 年） ー 文英堂 973円

1 午後 史学演習（西洋）�
（高澤　紀恵） N-010 『マルク・ブロックを読む』（岩波現代文庫版）2016 年。 二宮宏之 岩波書店 1,322 円

1 午後 地誌学特講�
（村田　陽平） N-011 『1964 年と 2020 年くらべて楽しむ地図帳』（2020）¥2,200 松井秀郎編 山川出版社 2,095 円

1 午後

情報学入門（2）（表
計算）/コンピュー
タ入門（2）（表計算）�
（入戸野　健）

N-012 「30時間でマスター Excel2019」 ISBN978-4-407-34837-8 ー 実教出版 1,045円

1 夜間 人的資源管理論Ⅰ�
（田上　皓大） N-013 『よく分かる　産業社会学』2012年、¥2,600＋税

上林千恵子
編著

ミネルヴァ
書房 2,689 円

1 前半集中

測量学及び
測量実習（1）�
（木村　勲）

N-014 「改訂三版 基礎測量学」 ¥3,630（税込）【※ 4】
長谷川昌弘・
川端良和 電気書院 3,402 円

2 午前 英語S（4）�
（大曲　陽子） N-015 CNN ビデオで見る世界のニュース（24）2,200 円（＋税 10% ） ー 朝日出版 2,065 円

2 午前 英語S（5）�
（妻鹿　裕子） N-015 『CNNビデオで見る世界のニュース（24）』 ー 朝日出版社 2,065円

使用テキスト一覧
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群群 時間帯時間帯 科　　目科　　目
（担当教員）（担当教員）

教科書教科書
コードコード テキスト名（教科書）テキスト名（教科書） 編・著者名編・著者名 出版社出版社

法政生協法政生協
販売価格販売価格

（税送料込）（税送料込）

2 午前 法律学特講�
（村元　宏行） N-016 『ハンディ教育六法 2023 年版』【※ 5】 ー 北樹出版 未定

2 午前 法思想史�
（大野　達司） N-017 『近代法思想史入門』2016 年、2,800 円

大野・森元・
吉永 法律文化社 2,877 円

2 午前 日本文芸学概論�
（川鍋　義一）

N-018 『大つごもり・十三夜　他五篇』 樋口一葉 岩波書店 639円
N-019 『にごりえ・たけくらべ』 樋口一葉 岩波書店 480円
N-020 『羅生門・鼻・芋粥・偸盗 』 芥川龍之介 岩波書店 579円
N-021 『地獄変・邪宗門・好色・藪の中 他七篇』 芥川龍之介 岩波書店 708円

2 午後 哲学�
（鵜澤　和彦） N-022

『哲学の変換と知の越境 - 伝統的思考
法を問い直すための手引き』
（2019 年、本体価格 3,000 円＋税）�
ISBN 978-4-588-13026-7

牧野英二・
小野原雅夫・
山本英輔・
齋藤元紀（編）

法政大学
出版局 3,075 円

2 午後 英語S（6）�
（吉田　季実子） N-023 『NHK NEWSLINE6』2022 年　2,400 円（税別） 山﨑達朗 金星堂 2,461 円

2 午後 仏語S�
（柴崎　秀穂） N-024 『新装　カフェ・フランセ』

ニコラ・
ガイヤール
他著

朝日出版社 2,461 円

2 午後 行政法�
（西田　幸介）

通教テキスト『行政法』第 2版
2023 年【※ 2】 西田幸介著 法政大学�

通信教育部

2 午後 自然地理学特講�
（小寺　浩二）

通教テキスト『自然地理学「海洋・
陸水学」』（2019）【※ 2】

小寺浩二・
三井嘉都夫

法政大学�
通信教育部

2 午後
社会経済学A/
社会経済学Ⅰ�
（舩木　惠子）

N-025 『現代経済と経済学〔新版〕』、2007 年【※ 6】
増田壽男・
沢田幸治編 有斐閣 未定

2 午後 経済学特講�
（中田　大悟） N-026

『社会政策─福祉と労働の経済学 （有斐
閣アルマ）』2015年、¥2,750、
ISBN 978-4-641-22058-4

駒村康平・
山田篤裕・
四方理人・
田中聡一郎・
丸山桂著

有斐閣 2,570 円

2 午後 教育の制度・経営�
（新井　秀明） N-027 新・教育の制度と経営（三訂版）2020 年、2,100 円＋税

本図愛実・
末富芳編著 学事出版 2,164 円

2 夜間 英語S（7）�
（小田井　勝彦） N-028

『世界の衝撃アイテムから学ぶ 15の
国の文化と人々』 2021
（1,900 円＋税）

松井夏津紀 , 
飯田泰弘 , 
金田直子 , 

ケン・ウィング・
プーン

南雲堂 1,966 円

2 夜間 労働法�
（山本　圭子） N-029 『ファーストステップ労働法』2020年、2,900円＋税

藤本茂・
沼田雅之・
山本圭子・
細川良

エイデル
研究所 2,382 円

2 夜間 経営学特講�
（小池　祐二） N-030 『集中講義　高校生の経営学　経営学部の受験を迷っている人に』、2018年。

洞口治夫・
小池祐二編著 文眞堂 2,273 円

3 終日 英語S（8）�
（今井　澄子） N-031

『Thinking about Human Life and 
Society　人間生活と社会福祉を読み
解く新たな視点』

ー 南雲堂 2,362 円

3 終日 教育法�
（村元　宏行） N-016 『ハンディ教育六法2023年版』【※5】 ー 北樹出版 未定

3 終日
日本文芸研究特
講・上代�

（坂本　勝）
N-032 『古事記』 ー 岩波書店 1,084 円
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群群 時間帯時間帯 科　　目科　　目
（担当教員）（担当教員）

教科書教科書
コードコード テキスト名（教科書）テキスト名（教科書） 編・著者名編・著者名 出版社出版社

法政生協法政生協
販売価格販売価格

（税送料込）（税送料込）

3 終日
日本文芸研究特
講・近代�

（沼田　真里）

N-033 『墨汁一滴』 正岡子規 岩波書店 540円

N-034 『こころ』 夏目漱石 岩波書店、
新潮社 441円

N-035 『硝子戸の中』 夏目漱石 岩波書店、
新潮社 401円

N-036 『阿部一族』 森鷗外 岩波書店、
新潮社 589円

N-037 『山椒大夫 /高瀬舟　改版』 森鷗外 岩波書店、
新潮社 550円

3 終日 論文作成基礎講座Ⅰ�
（山口　恭子）

『日本文学科のしおり』【※ 7】 ー 法政大学�
通信教育部

『通信学習シラバス・設題総覧（2023）』
【※7】 ー 法政大学�

通信教育部

3 終日 経営学特講�
（猪狩　良介） N-038 『コア・テキスト　マーケティング』（2012） 山本晶 新世社 2,481 円

3 終日 教育相談�
（藤平　敦） N-039 「研修で使える生徒指導事例 50」 藤平　敦 学事出版 1,877 円

【※ 1】	『明解書写教育【増補新訂版】』を代替テキストとして使用可
【※ 2】	 通教テキスト
【※ 3】	 取寄せ販売のため、通常の購入期間より +1週間程度かかります。なお、講読予定箇所のコピーでも構いません。詳細

はシラバスを参照してください。
【※ 4】	『改訂二版 基礎測量学』、『改訂新版（第一版）基礎測量学』も代替テキストとして使用可
【※ 5】	 4 月刊行予定です。価格については、履修申請結果通知書の郵送時もしくは、判明し次第、Web 学習サービス（大学

からのお知らせ欄）にてお知らせします。
【※ 6】	 生協ではプリントオンデマンドテキストのみの取り扱いとなります。注文から発送（購入）までに時間を要しますので、

早めに購入してください。
　　　	 開講期間中に在庫が切れた場合、購入できない可能性があります。価格・詳細については生協に問い合わせてください。
【※ 7】	 生協での取り扱いはありません。お手元にテキストがない場合は「補助教材・物品注文書」（『学習のしおり 2023』

p.253）で購入してください。

【問い合わせ先（法政大学生協で注文・購入の場合）】
法政大学生協市ケ谷購買書籍部（富士見ゲート店）：TEL03-3265-4952
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　宿舎を紹介します。詳細については 5月 1 日（月）以降Web 学習サービスの information に掲載します
ので参照してください。
　宿泊希望者は、希望する宿舎へ直接申し込んでください。必ず「法政大学通信教育部のスクーリング受
講生である」旨を伝えて、予約してください。
　利用の際は各宿舎のルールに従っていただくようお願いします。

宿舎の紹介

宿舎名 概要

東京セントラル
ユースホステル

【住所・連絡先】東京都新宿区神楽河岸 1-1 セントラルプラザ 18F（大学ま
で徒歩 5～ 8分）
　TEL：03-3235-1107　Fax：03-3267-4000　E-mail：tcyh@jyh.gr.jp
【料金】男女別相部屋　1泊素泊まり　ユースホステル会員 3,740 円 / 一般
4,400 円、朝食（必要日前日までに要申込、追加料金 770 円）

【申し込み方法】1 カ月前からFax、E-mail で申込可（住所、氏名、性別、年齢、
学生証番号、Fax 番号、宿泊期間、法政大学通信教育部生と明記）

【宿泊決定通知方法】申し込み方法と同様の方法で通知
【支払方法】宿泊当日チェックイン時

学生会館（ドーミー）
（㈱共立メンテナンス）

寮長・寮母駐在の各学生会館（どこの会館かは㈱共立メンテナンスで決定）
【問合せ先】㈱共立メンテナンス　学生会館事務局　TEL：03-5295-7791
【料金】朝・夕 2食サービスで 1日 4,800 円（税別）　※ただし日・祝・第 5
土曜日など食事がないときも料金に変更なし

【申し込み方法】Web より、氏名、住所、電話番号、利用期間を入力。
　http://881030.jp
　

 

 
  　
  

【宿泊決定通知方法】会館決定後、メールにて利用案内、振り込みの案内、
短期利用証明書等の資料送付
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通教テキスト・指定市販本・リポートノートの訂正について

　現在使用中の通教テキスト・指定市販本・リポートノートについて、訂正が判明した場合は、随時『法
政通信』にてお知らせします。なお、2022 年度までにお知らせした訂正情報は、『通信学習シラバス・設
題総覧 2023』「－指定テキストおよびリポートノートの追加・訂正・補足－」を参照してください。

■教材
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）

『通信学習シラバス・設題総覧 2023』の訂正

学科 ページ 該当箇所 訂正内容

教養
（共通）

p.18 「指①・西洋史」の生協書籍部販売価格
【正】取り扱いできません
【誤】生協にお問い合わせください

p.31 独語１
教科担当責任者
　【正】吉田　敬介
　【誤】上田　知夫

法律 p.72
「指・債権総論」のリポー
ト設題第２回（1）の 6行
目

【正】�その後、本件建物の引渡しと代金の支払は完了したが、Ｙ
は、Ｘの再三の請求にもかかわらず、本件建物の検査済証
を交付しない。そこで、（省略）

【誤】その後、本件建物 .そこで、（省略）

経済 p.210
「指・社会経済学 A」及
び「指・社会経済学 B」
の履修学年

【正】1～
【誤】4

商業 p.258
「指・社会経済学Ⅰ」及び
「指・社会経済学Ⅱ」の履
修学年

【正】3～
【誤】4

教職

p.316 「指②・教育原理」

指定テキスト
　【正】�『まなぶことの歩みと成り立ち　公教育の原理的探究』

遠藤野ゆり・筒井美紀
法政大学出版局、2023 年 5月刊行予定、￥2,300

　【誤】『公教育の原理的探究－歴史と思想から自己を問い直す』
遠藤野ゆり・筒井美紀
法政大学出版局、2023 年予定、価格未定

p.318 「教育原理」の5テキスト名および詳細

【正】�指定市販本『まなぶことの歩みと成り立ち　公教育の
原理的探究』遠藤野ゆり・筒井美紀、法政大学出版局、
2023 年 4 月刊行予定、2,300 円 +税

【誤】�指定市販本『公教育の原理的探究－歴史と思想から自己
を問い直す』遠藤野ゆり・筒井美紀、法政大学出版局、
2023 年
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2023 年度 法政大学通信教育部奨学金 募集要項

　通信教育部創設 50 周年を記念して設立された奨学金です。
　本学の通信教育部生（本科生）に対し、教育の機会均等と有為の人材の育成に資することを目的として
います。

1．給付金額　　　スクーリング受講料実費相当（但し：上限 60,000 円）（返還不要）
2．採用予定人数　年間 15 名程度
3．応募資格　　　�学業成績が特に優れ、教育上経済的援助が必要と認められる者で以下の応募条件を全て

みたす者。
4．応募要領

受付期間 2023 年 5月 19 日（金）～ 6月 9日（金）必着（受付は郵送のみ）

応募条件

① 2022 年 4 月～ 2023 年 3 月までのいずれかのスクーリング（メディアスクーリング含む）を受講
済であること

②本科生で、2023 年 4 月 1 日現在で 1年以上在籍している 2年生から 4年生（4年再学を含む）で、
本年度の教育費を全納していること。

　＊分納者は分納期日までに納入してください。
③前期生は 2022 年 4月 1日～ 2023 年 3月 31 日に修得した単位数の合計が 20単位以上であること。
後期生は2021年10月1日～2022年9月30日に修得した単位数の合計が20単位以上であること（た
だし、編入による認定単位は除く）。

　＊�通信・スクーリングの別は問いません。教職専門科目・教科専門科目・その他専門科目は対象
外です。

提出書類
①奨学生願書
②主たる家計支持者及び本人の家計の状況を示す証明書（写し可）
　＊「家計の状況を示す証明書」の詳細は奨学生願書の添付資料を参照してください。

提出先 〒102-8445　　東京都千代田区富士見2-17-1　　　　法政大学通信教育部　学生担当

5．採否の結果
提出書類の内容を確認のうえ、奨学生選考委員会で審査します。
（1）採用者・給付金額の決定　　7月中旬（予定）
（2）奨学金の交付　　　　　　　8月下旬（予定）
（3）応募者に個別に通知します。
6．奨学生願書の入手について（インターネットからのダウンロードになります）
法政大学通信教育部Web サイトの学費サポート制度「奨学金応募・手続書類一覧」ページに 5月上旬（予
定）に募集要項（PDF）を掲載します。応募条件をよく確認のうえ、ダウンロードして入手してください。

7．その他
（1）�各学年（2～ 4 年・4 年再学）毎に応募でき、在学中に 4回まで受給できます（２年再学・3年再

学は応募できません）。
（2）スクーリング受講済みで成績が確定されている科目に限ります。
（3）�2023 年度通信教育部村山務奨学金及び日本学生支援機構の奨学金と併願はできますが併給はでき

ません。
（4）前期生 2023 年度、後期生 2022 年度の休学者は応募することはできません。
（5）�「年間 GPA」「単位数」には、教職専門科目・教科専門科目・その他専門科目は算出対象外です。

詳細は『学習のしおり 2023』pp.137-138 参照。
（6）�奨学生に決定された方には、卒業後に学習ガイダンスでの講演や個別相談、Web 通信学習相談員

をお願いすることがあります。

■学生生活
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）
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2023 年度 法政大学通信教育部村山務奨学金 募集要項

　本学通信教育部卒業生の村山美恵子氏の寄付により設立された奨学金です。
　本学の通信教育部生本科生に対し、教育の機会均等と有為の人材の育成に資することを目的としています。

1．給付金額	 教育費実費相当　（但し：上限 80,000 円）（返還不要）
2．採用予定人数	 若干名
3．応募資格	 �学業成績が特に優れ、教育上経済的援助が必要と認められる者で以下の応募条件を全

てみたす者。
4．応募要領

受付期間 2023 年 5月 19 日（金）～ 6月 9日（金）必着（受付は郵送のみ）

応募条件

①勤労学生であること。
　＊在職証明書等、勤労学生であることを証明する書面の提出が必要です。
②本科生で、2023 年度 4月 1日現在で 1年以上在籍している 2年生から 4年生（再学者を除く）で、
本年度の教育費を全納していること。

　＊分納者は分納期日までに納入してください。
③前期生は 2022 年 4月 1日～ 2023 年 3月 31 日に修得した単位数の合計が 20単位以上であること。
後期生は2021年10月1日～2022年9月30日の修得した単位数の合計が20単位以上であること（た
だし、編入による認定単位は除く）。

　＊�通信・スクーリングの別は問いません。教職専門科目・教科専門科目・その他専門科目は対象
外です。

提出書類

①奨学生願書
②主たる家計支持者及び本人の家計の状況を示す証明書（写し可）
　＊「家計の状況を示す証明書」の詳細は奨学生願書の添付資料を参照してください。
③勤労学生であることを示す証明書（在職証明書等）

提出先 〒102-8445　　東京都千代田区富士見2-17-1　　　　法政大学通信教育部　学生担当

5．採否の結果
提出書類の内容を確認のうえ、奨学生選考委員会で審査します。
（1）採用者・給付金額の決定　　7月中旬（予定）
（2）奨学金の交付　　　　　　　8月下旬（予定）
（3）応募者に個別に通知します。

6．奨学生願書の入手について（インターネットからのダウンロードになります）
法政大学通信教育部Web サイトの学費サポート制度「奨学金応募・手続書類一覧」ページに 5月上旬（予
定）に募集要項（PDF）を掲載します。応募条件をよく確認のうえ、ダウンロードして入手してください。

7．その他
（1）各学年（２～４年）毎に応募でき、在学中に 3回まで受給できます。
（2）2023 年度通信教育部奨学金・日本学生支援機構の奨学金と併願はできますが併給はできません。
（3）前期生 2023 年度、後期生 2022 度の休学者は応募することはできません。
（4）�「年間 GPA」「単位数」には、教職専門科目・教科専門科目・その他専門科目は算出対象外です。

詳細は『学習のしおり 2023』pp.137-138 参照。
（5）�奨学生に決定された方には、卒業後に学習ガイダンスでの講演や個別相談、Web 通信学習相談員

をお願いすることがあります。
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2023 年度日本学生支援機構奨学生について（貸与型）

　2023 年度夏期スクーリング受講者を対象に、日本学生支援機構奨学生を募集します。なお、第一種奨学
金（無利子）に加えて、第二種奨学金（有利子）も募集します。貸与金額などが異なりますので、希望者
はよく読んで選択してください。※インターネットを使用する申請となります。

1．応募資格
人物・学業ともに特に優れ、かつ健康であって、
経済的理由により著しく修学に困難があると認
められる者で、次に該当している者であること

（1）本科生（2022 年度後期および 2023 年度前
期入学者含む）で、本年度の教育費を全納
している者　※分納者は資格がありません。

（2）学年に応じた単位（2 年次で 13、3 年次で
26、4 年次で 39 単位）以上を修得している
者（教職・資格単位は含まれません）

（3）夏期スクーリングで 8単位（または 4科目）
以上履修する予定の者

（4）年齢が 50 歳までの者
（5）今年度進学している者

2．応募資格のない者
（1）2022 年度日本学生支援機構冬期スクーリン

グの奨学生である者（後期生のみ）
（2）前回貸与を受けてから修得単位が 13 単位以

下である者
（3）再学している者（前年度「休学」したこと

による「再学」を除く）
（4）新入生（1 年）で高校調査書の評定平均値

が 3.2 未満の者（第一種奨学金および併用
貸与のみ）

3．応募上の注意
・�今年度の新入生（編入生を含む）は、高校の
調査書（編入生は前学の成績証明書）が必要
となりますので、用意しておいてください。

・�他大学（通信教育課程を含む）ですでに日本
学生支援機構の奨学金を 4 回受けた 2年次編
入学者の日本学生支援機構奨学金の貸与は卒
業までに 3 回、3 年編入学者は 2 回を限度と
します。

4．貸与金額（年 1回）
第一種奨学金：88,000 円（無利子）
�第二種奨学金：20,000 円から 120,000 円（10,000
円単位）から選択（有利子）

5．願書の入手（インターネットからのダウンロード）
法政大学通信教育部Web サイトの学費サポー
ト制度「奨学金応募・手続書類一覧」ページに
5月上旬（予定）に申請書類（PDF）を掲載し
ます。
応募資格をよく確認のうえ、ダウンロードして
入手してください。

6．願書提出締切日
6 月 16 日（金）必着
インターネットを使用して申請をしていただ
きます。
※�前期生第３回および第４回の新入生は、ま
ずお問い合わせください（03-3264-6560）。
ただし、期日により奨学金に申し込めない
場合もあります。

7．奨学生の採否の決定
日本学生支援機構での採否の決定は、8月中
旬ごろ大学に通知されます（夏期スクーリン
グ終了後のこともあります）。奨学金の支払い
は 8月中旬になります。採用者には 9月以降
返還関係書類を送付しますので、書類を整え、
必ず提出してください。
書類の提出がない場合には、奨学生の取り消
しとなります。

日本学生支援機構 夏期スクーリング奨学生
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日本学生支援機構奨学生「在学届」の提出および「在学猶予願」の申請について

　本学へ入学する以前に日本学生支援機構の奨学生であった者、または本学において同機構の奨学生とな
り引き続き在学している本科生はスカラネット・パーソナルからの「在学猶予願」申請、または「在学届」
（用紙）の提出（大学宛）により返還開始時期が猶予されます（『学習のしおり 2023』pp.160-162 参照）。
　なお、後期生で2023年10月〜2024年9月の猶予申請を行う場合は、2023年10月以降に行ってください（今
年度の学費納入確認後に手続きを行います）。

1．スカラネット・パーソナルからの「在学猶予願」を申請する場合
（1）入力期限　2023 年 5月 18 日（木）

期限内に入力がない場合は、2023年 10月からの引き落としに猶予処理が間に合わない場合があります。
（2）入力項目（補足）
【願出入力画面】　学校種別：「大学」を選択
　　　　　　　　　　課程（通信教育のみ選択）：チェックを入れる
　　　　　　　　　　学校番号：304065 － 50
　　　　　　　　　　学校名（カタカナ）：ホウセイ
　　　　　　　　　　学校名（漢字）：法政

【現在校在学状況入力画面】
　『学習のしおり 2023』p.161 を参照のうえ、入力してください。

2．「在学届」の提出について
　上記 1. を利用しない場合は、提出期日を過ぎているため、『学習のしおり 2023』p.162 を参照のうえ、
至急提出してください。

高等教育の修学支援新制度：日本学生支援機構奨学金 (給付型 )と授業料・入学金減免

　2020 年 4 月から国の修学支援新制度が始まりました。これまでの給付奨学金よりも対象世帯や支援額が
拡充され、授業料減免と給付奨学金を同時に受けるものとなります。「１．採用要件」に該当し、この制度
の利用を希望する方は、以下のとおり申請してください。
※インターネットを使用する申請となります。
※高等学校等で給付奨学生採用候補者（予約採用）となった方は、以下の手続きは不要です。

１．採用要件
　主な採用要件を掲載しますので目安として確認してください。その他要件等詳細は、日本学生支援機構（以
下、機構）Web サイト（https://www.jasso.go.jp）でも確認できます。
以下（１）～（６）の全てに該当する者
（１）2023 年度に通信教育課程に在学する本科生であること（2023 年度新入生含む）。
（２）高等学校等を卒業してから、大学等への入学までに、２年間を経過していない。

令和5年度大学等奨学生採用候補者（給付奨学金が予約採用になっている方のみ対象）へ

　法政大学通信教育部Web サイトの学費サポート制度「奨学金応募・手続書式一覧」ページに申請書類
（PDF）を掲載しています。該当の学生はダウンロードして入手してください。内容を必ず確認のうえ、期
日までに「採用候補者決定通知（進学先提出用）」を大学へ提出してください。
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（３）過去に成績不振による再学になっていない。
（４）1年生は高校の評定平均値が 3.5 以上、もしくは学修意欲があることが確認できること。2～ 4年生は

累積GPAが上位 1/2 以上、もしくは累積修得単位数が標準修得単位数※以上であること。
※標準修得単位数は、卒業所要単位数÷ 4（年）×在籍期間 で計算できます。
　卒業所要単位数 128 単位の場合、2年生の標準単位数は 128（単位）÷ 4（年）× 2（年生）=64（単位）

（５）住民税が非課税、もしくはそれに準ずる世帯であること。
（６）資産が、生計維持者が 2名の場合は 2,000 万円未満、1名の場合は 1,250 万円未満であること。

機構の「進学資金シミュレーター」で、ご自身が対象か否かの目安を確認できます。
https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/　

	
２．支援金額
　給付奨学金と授業料減免の支援が受けられます。支援金額は世帯構成や年収等に応じて、第Ⅰ～Ⅲの支
援区分に分かれます。なお、支援区分は奨学金支給期間中に毎年機構が見直しを行います。
（１）給付奨学金

支援区分 支給額（年額）
第Ⅰ区分 51,000 円
第Ⅱ区分 34,000 円
第Ⅲ区分 17,000 円

（２）授業料減免
　授業料減免額の上限は 130,000 円（年額）です。支援区分（第Ⅰ～Ⅲ区分）に応じて減免額が異なります。

３．申請書類の入手方法【インターネットのみ】【 6月 6日（火）まで】
　通信教育部Web サイトの学費サポート制度＞奨学金制度の「奨学金応募・手続書式一覧」から申請書類
（PDF）をダウンロードのうえ入手してください。
　インターネットからの入手が不可能な方は、学生担当までお問い合わせください。

４．その他
（１）今回は新規申請です。現在、同じ奨学金を受給している方は、申請する必要はありません。
（２）申請に必要な書類として、申込者本人と生計維持者（原則父母）のマイナンバー関係書類、自宅外生

は自宅外通学を証明する賃貸借契約書等の書類が必要になります。
（３）機構の第一種貸与奨学金を利用中の人が新しい給付奨学金と併給になった場合、自動調整され第一種

の貸与額が 0円もしくは減額になります。
（４）	法政大学通信教育部奨学金および法政大学通信教育部村山奨学金と併願できますが併給はできません。

５．制度の詳しい内容
（１）文部科学省「高等教育の修学支援新制度　特設ページ」

https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm	

	
（２）日本学生支援機構「奨学金の制度（給付型）」

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kyufu/index.html
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■学費・諸手続き

夏期スクーリング通学証明書について

【2023 年度に関する注意事項】
通学証明書・学割証とも、受講科目が「現地研究」もしくは「実際にキャンパスへ通学する」受講形態
であることが発行条件となります。オンライン形式で学習する開講科目については発行対象となりませ
んのでご注意ください。

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6150（総務担当）

　夏期スクーリング受講者が通学定期券を購入するための通学証明書を発行します。申請・発行日程など
については、以下のとおりです。

通学定期券の
使用開始日 2023 年 7 月 14 日（金）以降

申請受付・発行

（1）郵便での申請受付・発行および送付
　〈受付期間〉2023 年 6 月 2 日（金）〜 7月 31 日（月）　
　※�『学習のしおり 2023』p.191 を参照のうえ手続きしてください。履修申請および受講料
の入金を確認後、通学証明書を発行、送付します。

　〈発行予定日〉
6 月 16 日（金）までに大学へ申請書が到着した場合は、7月 5日（水）に発送の予定です。
その後は到着後、随時処理し発送します。スクーリング登録、申請内容に不備などがある
場合は、発行が遅れることがあります。

（2）通信教育部窓口での申請受付・発行
　〈受付期間〉2023 年 6 月 27 日（火）〜 7月 31 日（月）　9：00 〜 19：00（平日）
　〈提示物〉�①スクーリング受講料の「振込金受領証」またはATM発行の「ご利用明細書」

　または「履修登録結果通知書」
　　　　　　②学生証（有効な裏面シールを貼付済のもの）
「通学証明書申請用紙」記入と上記提示物①②の確認後、通学証明書を発行します。

その他 ※ 2023 年 8 月 1 日（火）以降は発行しません。
※通学証明書発行の後、受講を取りやめる場合は、通学証明書を返却してください。

通学証明書（通学定期券（1カ月）の購入）
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お問い合わせ先 TEL：03-3264-6150（総務担当）

学生旅客運賃割引証（学割証）の申請

　JR（一部の私鉄を含む）の片道乗車区間が 100 ｋmを超える場合に本科生のみ申請できます。『学習のし
おり 2023』pp.190-191 を参照し、「学生割引証交付願」（『学習のしおり 2023』p.239 を複写して利用もしく
は通信教育部Web サイトからダウンロード可）に必要事項を記入のうえ利用日の 2週間前までを目安に申
請してください。

対象 学割証有効期間 その他特記事項

夏期スクーリング

〔1群〕
7月 14 日（金）～ 8月 3日（木）

〔2群〕
7月 21 日（金）～ 8月 10 日（木）

〔3群〕
7月 28 日（金）～ 8月 14 日（月）

（1）郵便での申請受付・発行および送付
　〈受付期間〉2023 年 6 月 2 日（金）〜各群最終日
　※�大学からの返送日程を考慮して申請してくださ

い。
　※�返信用封筒（宛先明記・84 円切手貼付）が同

封されていない申請に対しては、学割証の発行
を行いません。通信教育部窓口での受領を希望
する場合は、交付願欄外に「窓口受領希望」と
記入してください。

　※�指定券が必要な方は、学割証の到着を待たずに
あらかじめ購入しておいてください。

　〈発行予定日〉
6 月 16 日（金）までに大学へ申請書が到着した
場合は、7月 5日（水）に発送の予定です。
その後は到着後、随時処理し発送します。スクー
リング登録、学割証申請に不備などがある場合は、
発行が遅れることがあります。

（2）通信教育部窓口での申請受付・発行
　�〈受付期間〉
　�2023 年 6 月 27 日（火）〜各群有効期間最終日
　�①�スクーリング受講料の「振込金受領証」または
ATM発行の「ご利用明細書」　または「履修結果通
知書」

　②学生証（有効な裏面シールを貼付済のもの）
　　受講する群・科目を確認後、学割証を発行します。

単位修得試験 試験日 10 日前～試験日 5日後 学割証発送時期は受験票発送日に準じます。
学習ガイダンス・
卒業祝賀会ほか 実施日 10 日前～実施日 5日後 申請事由は「13・学校行事・（行事名）〇月〇日」

と記入してください。
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　法学部生のみを対象としたお知らせはありません。

　第 1次指導用紙は 4月中に返送しました。5月 14 日（日）までに未着の場合は、必ず文学部担当までお
問い合わせください。郵便事故などによる責任は負いかねますので、ご注意ください。
　第 2次指導については『法政通信』6月号にてお知らせします。提出期限は 6月中旬を予定しています。

　2023 年 10 月 1 日付の卒業論文計画書指導の受講の詳細は『法政通信』6月号でお知らせします。受講予
定者は参照してください。

法学部
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6529（法学部担当）

文学部
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6533（文学部担当）

経済学部
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6534（経済学部担当）

【全学科共通】卒業論文第 1 次指導用紙（2023 年 4 月 1 日付指導）の返送について

卒業論文計画書指導の受講について（2023 年 10 月 1 日付指導− 2024 年 9 月卒業予定者対象−）

■学部ごとのお知らせ

　2024 年度に教育実習を行う予定の方は、『教員免許状取得の手引き』および『法政通信』4月号の教職課
程のお知らせ（p.99）を必ず確認のうえ、手続きをしてください。

教職課程
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6397（教職担当）

2024 年度教育実習希望者へ

2024年度法政大学付属高校出身者の教育実習について

　付属校実習を希望する方は、次の方法で希望登録票を請求し、期日までに提出してください。

1．用紙請求期間
4 月 10 日（月）～ 5月 8日（月）必着

2．用紙請求方法
以下の 2点を同封して教職担当に請求してく
ださい。
・�返信用封筒（長形 3号、84 円切手貼付、宛

先明記）
・用紙請求依頼書　
　※�『学習のしおり 2023』p.249

3．対象者
本学付属高校出身者
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4．提出締切
5 月 12 日（金）17：00（必着）
※�今回の希望者登録以外の手続きは、「地方実
習」と同様になります。1月の地方実習予
備登録届の提出についても必ず行ってくだ
さい。

※�必ずしも出身校・希望校で実習を行えると
は限りません。

【再掲】教育方法論を未修得の方へ

1．平成28年免許法における科目区分「教育の方法及び技術」
「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の

本学配当科目「教育方法論（ICT活用を含む）」の新規開講について

２．通信学習科目「教育方法論」の廃止について

　令和 3 年度教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準の改正に伴い、2022 年度以降入学者は科目区
分「教育の方法及び技術」「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」に対応した新科目を履修する必
要があります。
　2023 年度より同科目区分に対応する科目として下記の科目を開講します。2022 年度以降入学者は下記の
科目を履修してください。
　なお、法改正の趣旨に照らした情報通信技術に関連する事項の重要性を鑑み、これを授業するためには
対面授業が望ましいと判断されたことから、新設科目はスクーリングで開講します。

科目名 単位数 開講時期（予定）

教育方法論（ICT活用を含む） 2 2023 年度 夏期スクーリング

【注意事項】
※�詳しくは 2023 年法政通信 3月号・4月号に掲載する「2023 年度スクーリング開講予定一覧」にて確認し
てください。
※ 「教育方法論（ICT活用を含む）」は通信学習科目として開講する予定はありません。
※現在在籍している本科生や科目等履修生が、卒業後に科目等履修生として入学する場合や 2022 年度以降
に復籍・再入学する場合、および現在在籍している科目等履修生（教職生）が今後離籍した後に、再度
科目等履修生（教職生）として入学する場合は、スクーリングで開講する「教育方法論（ICT活用を含
む）」を履修する必要があります。なお、在籍期間中に「教育方法論」を修得済みの場合、新設科目を修
得する必要はありません。
※ 2021 年度以前入学者の方で「教育方法論」を未修得の方も「教育方法論（ICT活用を含む）」を履修す
ることが可能です。

　令和 3 年度教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準の改正による「教育方法論（ICT活用を含む）」
の新規開講に伴い、通信学習科目として開講している「教育方法論」（2021 年度以前入学者用）が 2022 年
度（2023 年 3 月）をもって廃止されました。
　なお、履修途中・新規履修とも 2 年間の経過措置期間が設けられます。詳細については、p.8 の「廃止科
目スケジュール」を確認してください。
　経過措置期間（2025 年 3 月まで）の終了後は、2021 年度以前入学者の方で「教育方法論」が未修得の方�
は、スクーリングで開講する「教育方法論（ICT活用を含む）」を履修する必要があります。
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　　　　　　　　22002233年年度度夏夏期期ススククーーリリンンググ履履修修申申請請書書

学部 学科 学年 学生証番号 フリガナ 日中連絡可能な電話番号

氏名

１１．．希希望望順順位位のの指指定定がが必必要要なな抽抽選選あありり科科目目　　※申請する科目について希望順位を記入してください。

科目名 授業名
希望

順位
科目名 授業名

希望

順位

英語2クラス受講を希望　□する　□しない 1群午前：情報学入門/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入門（１）

1群午前： 英語Ｓ（１） 1群午後：情報学入門/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入門（２）

1群午後： 英語Ｓ（２） 1群夜間：情報学入門/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入門（３）

1群夜間： 英語Ｓ（３）　 2群午前：情報学入門/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入門（４）

2群午前： 英語Ｓ（４）　 2群午後：情報学入門/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入門（５）

2群午前： 英語Ｓ（５）　 2群夜間：情報学入門/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入門（６）

2群午後： 英語Ｓ（６）　

2群夜間： 英語Ｓ（７）　 1群後半集中：現地研究（佐々木先生）

3群終日： 英語Ｓ（８）　

２２．．そそのの他他のの抽抽選選あありり科科目目

群・時間 授業名 時間割コード 群・時間 授業名

群 時間 授業名 教員名

午前

1群 午後

夜間

午前

2群 午後

夜間

3群 終日

※全て黒ボールペンではっきり記入してください（フリクション等の消えるボールペンは不可）。

※各自、コピーを取って保管してください。

※Web学習サービスより履修申請をする場合は、本申請書を提出する必要はありません。
※履修申請書提出後の科目変更はできません。

提提出出期期間間：：55月月88日日（（月月））～～55月月1177日日（（水水））【【必必着着】】

時間割コード

1群前半集中：現地研究（米家先生）

時間割コード

第2希望

まで

【全学科】

英語Ｓ

第4希望

まで

【地理学科】

現地

研究

【全学科】

情報学入門/

コンピュータ入

門

３３．．抽抽選選ななしし科科目目　　【注意】抽選あり科目と群・時間が重複している場合、許可された抽選あり科目が優先されます。

キ
リ
ト
リ
線
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Schedule
5月 6月 7月

1 月 閉 木 土 閉

2 火 閉 金 日 閉

3 水/祝 閉 土 閉 月

4 木/祝 閉 日 閉 火

5 金/祝 閉 月 水

6 土 閉 火 木

7 日 閉 水 金

8 月 木 土 閉

9 火 金 日 閉

10 水 土 閉 月

11 木 日 閉  6月 ⓉⓂ 火

12 金 月 水 9月卒業者最終リポート
締切（書道リポート含む）

13 土 閉 火 木

14 日 閉  5月 Ⓣ 水 金

15 月 6月受験科目
新規リポート締切 木 土 閉

16 火 金 日 閉  7月 ⓉⓂ
17 水 土 閉  Ⓖ 月/祝 閉

18 木 日 閉 火

19 金 月 7月受験科目
新規リポート締切 水

20 土 閉 火 木 春期スクーリング終了
前期メディアスクーリング終了

21 日 閉 水 金

22 月 木 土 閉

23 火 金 日 閉

24 水 土 閉 月

25 木 日 閉 火

26 金 月 水

27 土 閉  Ⓖ 火 木

28 日 閉 水 金

29 月 木 土

30 火 リポート締切 金 日 閉

31 水 月

発行月 7 日までに郵送されない場合は、中央印刷事務器株式会社内・法政大学通信教育部教材発送係（TEL：03-3265-4857）
まで、必ずご連絡ください。問い合わせは発行月の 8 日以降とし、法政大学通信教育部の学生である旨を伝えてください。
なお、『法政通信』は発行月の前月中旬に大学登録住所への発送手続きを行っています。前月中旬以降に住所変更の手続き
をした場合は旧住所宛に発送しますので注意してください。

◉『法政通信』の未着について◉

※新型コロナウイルス感染症の状況
により、Schedule も変更の可
能性があります。最新の情報は
法政大学通信教育部 Web サイト
で確認してください。（ ）閉 事務室閉室

Ⓜ メディアスクーリング試験

Ⓖ 学習ガイダンス（オンライン）
Ⓣ 単位修得試験

Ⓢ スクーリング
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（
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● 5月・6月のリポート提出の締切・
 6月の試験日程／
 メディアスクーリング試験（会場試験）

● 夏期スクーリング

● 奨学金（各種募集）・
 日本学生支援機構奨学生「在学届」の
 提出および「在学猶予願」の申請
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